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<はじめに>
お買いあげいただき、まことにありがとうございました。

PC-G850Vには次の機能があります。

・繰り返し計算や複雑な計算処理に威力を発揮するBASICプログラム機能

.電卓と同じように操作して計算を行うことができる関数電卓機能

・パソコンやワークステーションなどのプログラム開発に多く使用されているC言語機能

・制御学習に便利なPICマイコンのプログラム作成機能、アセンブラ機能、書き込み機能

安全にお使いいただくために

この取扱説明書には、安全にお使いいただくためにいろいろな表示をしています。

その表示を無視して誤った取り扱いをすることによって生じる内容を、次のよう

に区分しています。

内容をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りくださL、。

|図記号についてl

人が死亡または重傷を負うおそれがある内容を示しています。A 警告
A 注意

緩

また、本機はパソコン等で、よく使われているZ80相当のCPU(中央演算処理装置)を用いて

おり、アセンブラ機能、機械語モニタ機能を持っていますので、 Z80の機械語の学習にもご利

用いただけます。 Z80CPUに関する書籍は数多く市販されておりますので、これらの書籍も

ご参照ください。

人がけがをしたり財産に損害を受けるおそれがある内容を示しています。

記号は、気をつける必要があることを表しています。

記号は、してはいけないことを表しています。

記号は、しなければならないことを表しています。

A
8
0

園豆萱盈亘

この取扱説明害をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

ご使用の前に、「安全にお使いいただくためにJを必ずお読みください。
この取扱説明書は、お客様ご相談窓口のご案内とともに、いつでも見ることができる所に必ず

保存してください。

本書で使用する用語は、情報処理技術者用の一般書籍にできるだけ準じています。

-この製品およびACアダプターの上やそばに水やコーヒーなど液体の入った容器を置か
ないでください。倒れて内部に水などが入ると、火災や感電の原因となります。

・お客様による改造や修理はしないでくださL、。火災や感電、けがの原因となります。

※PICはマイクロチップテクノロジ一社製のマイコンです。Z80はザイログ社の登録商標です。

この製品の使いかたを誤ったときや静電気・電気的ノイズの影響を受けたとき、また故障・修理のと

きゃ電池交換の方法を誤ったときは記憶内容が変化・消失する恐れがあります。

重要な内容は必ず紙などに控えておいてください。別売のプリンタなどによって印字することもでき

ます。

〈記憶内容保存のお願い〉
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l.こダプ夕一をこご，使用になると、故障や火災の原因となります。
-ACアダプターの電源はAC100V(50/60Hz)のコンセントを使用してください。
それ以外の電源で使用されますと、火災の原因となります。

-ACアダプターをコンセントに直接接続してくださL、。タコ足配線は加熱し、火災の原
因となります。
・ぬれた手でACアダプターを妓き差ししないでください。感電の原因となります。

-電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでください。また重いものを
載せたり、引っ張ったり、無理に曲げたりすると電源コードを傷め、火災や感電の原因

となります。
・万一、発熱していたり、煙が出ている、変な臭いがするなどの異常状態のままで使用し
ますと、火災、感電の原因となります。すぐにこの製品の電源スイッチを切り、ACア
ダプターをコンセントから抜き、お買いあげの販売庖にご連絡ください。
・雷がなりはじめたら、落雷による感電・火災の防止のため、この製品の電源を切り、 A
Cアダプターをコンセントから抜いてくださL、。 e

-お客様または第三者がこの製品の使用誤り、使用中に生じた故障、その他の不具合またはこの製品

の使用によって受けられた損害については、法令上賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切

その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

・この製品は付属品を含め、改良のため予告なく変更することがあります。

〈ご注意〉

J王A

e③
ム この取扱説明書作成にあたっては、新潟県下の工業高校(新潟県立長岡工業高等学校、

新潟県立三条工業高等学校、新潟県立新潟工業高等学校、新潟県立巻工業高等学校、

新潟県立高田工業高等学校、新潟県立小千谷西高等学校)ならび、に岐阜県立岐阜工業

高等学校の先生方、および関係者の方々に多大なご協力をいただきました。

この場をお借りし、心から感謝申しあげます。(平成13年7月現在〉

.::D::.
Eヨ
.~、

・使用しないときはACアダプターをコンセントおよびACアダプター接続端子から外し
ておいてくださL、。

・この製品およびACアダプターは、ほこりや湿気の多い場所で使用しないでくださL、。
ほこりや汚れ・水滴がつきますと、火災や~m:・漏電の原因となることがあります。

・電池は誤った使いかたをすると、破れつや発火の原因となることがあります。また、液

もれして機器を腐食させたり、手や衣服などを汚す原因となることもあります。以下の
ことをお守りください。

・プラス①とマイナスθの向きを表示どおり正しく入れる。
・種類の違うものや新しいものと古いものを混ぜて使用しない0
.使えなくなった電池を機器の中に放置しなL、。

-端子をショートさせない。
.J]<や火の中に入れたり、分解しなL、0

・もれた液が体についたときは、水でよく洗い流す0
・充電池(ニカド電池)は使用しなL、。

-ACアダプターを抜くときは、電源コードを引っ張らないでください。コードが傷つき、
火災、感mの原因となることがあります。 ③
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お使いになる前に

×
怠
出

おねがい

液晶表示部を強く押さえないでください。

表示部はガラスでできていますので、押さえると

割れることがあります。

Bの当たる自動車内・直射日光が当たる場所・暖

房器具の近くなどに置かないでください。

高温により、変形や故障の原因になります。

落としたり、ぶつけたり、強いショックを与えな

いでください。

大きな力が加わり、壊れることがあります。

お手入れは、乾いたやわらかい布で軽くふいてく

ださい。シンナーやベンジンなど、揮発性の液体

やぬれた布は使用しないでくださL、。変質したり

色が変わったりすることがあります。

本体裏面に貼っているネームラベルにお名前

をご記入ください

-カバンには硬いものや先のとがった物と一緒に入れないでください。傷がつくことがあります。

:た、ハードカバーを必ず取り付けてくださL、。

・防水機造になっていませんので、水など液体がかかるところでの使用や保存は避けてください。

I:I~、ノjくしふさ、ジュース、コーヒー、蒸気、汗なとも故障の原因となります。
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お使いになる前に
お使いになる前に12

この装置は情報処理装一陣ー制協議会(VCC1)の一一スB情報技術I，? お買いあげ後はじめてご使用になるときの操作i
装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビ II-. ・ー--

J44i;ZT?i:ftz;L??Tffj|拡すことがあります。 I(1)電池の取り付け
t 付属の乾電池を次の手順で入れてください。

正しい取り扱いをしても、電波の状況によりラジオ、テレビジョン受信機の受信に影響を及ぼすことがあ

りますo そのようなときは、次の点にご注意ください。 ①本体裏面の電池ぶたを図のようにして外します0

・この製品をラジオ、テレビジョン受信機から十分に離してください。

eACアダプターとラジオ、テレビジョン受信機を別のコンセントに接続してください0

・使用されるケーブルは指定のものを使用してください。

ハードカバーの使いかた
ハードカバーは衝撃に対して本体を保護する役割を持っています。

ポケットコンピューターを使用しないとき、また、カバンに入れて持ち運ぶときなどにはハードカバーを

取り付けてください。
②乾電池をマイナスθ仮IJから入れます。(±)・eをま
ちがえないように入れてください。

ハードカバーの取り外しかた

':l"'ul也ぶたをもとどおり取り付けます。

使うとき

司
J
Z
U

一一一一一一一一
吟 (2)初期設定

，UI也1:入れた直後は、本機の内部が不安定な状態に

はみていまサ。次の操作で初期設定を行ってくださ

い 初|り|ぷii:をしないでいると、電池が早く消耗し

£寸。
1@:j)4一企jillして'，U源を入れた後、ボールベンな

とで、本l~，/正~:Mのリセ y ト (RESET) スイ y

チをjl¥lしてくにさい。

芯先のII'，たゾャープペンシルや先の折れやすいも

の、また、世I'I~ と先のとがったものは使用しない

でくた占L、u

使わないとき 百」

b
しノ

I\吟 ~!t~~~~~~~~Jl1121
-~( ~I主25123jtjj
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お使いになる前に

②リセットスイッチを離すと次の画面になります。違う画

面になったときはもう一度リセットスイッチを押してく
ださし、。 MEMORY CLEAR O.K.? (Y/N)

(メモリー内容を消去しますか?)

刀
ロ
n
nun参を

刊
/ぺ

の
4+49てつ

レポンシ
f
t

、。
す土Amて

'
し
鼎
高
a
q
p』-言ロを

+
ノ
だLVポンシな要必上

岡
A
F
b
b一説

+。で

、
J
H

例
い
一

一
不
さ

表

だ

の

く

童

日

て

本

し

③ご牛切口くださいo次の醐(点滅)山ま

(初期設定し、記憶内容をすべて消去したことを示してい

ます。)

z---------..........----
Z ALL RESET z---------..............2

④@牛ーを押してください。次の画面になります。
わ
巴D0M

M
円UR
>

「
1
1
1
1
1
1
1
L

~:":":"l;，之v泊先キーの表記について:":":"l;，:":":":":"地山乞
九 一ー-- --~------""""''''''':Iii忌'"気込九九:":":":":":":"l;，:..先生h乞乞七七色 l，..1-1..1..

Z説明中の図や巴民それぞれの牛叩すことを示し叫す。 一一掲
5最初は説明どおりに牛一t操泉作を行い、ポケy トコンド

ヒュータになれまし企ろ《 ド

色気先気:..:..:..:..:..民主元気九九九九:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..色気気:..:..:..:..:..:..:..:..:..九hhhhhhhhhhhJ二:..:..:..:..:..:..:..:..気:..:..気』気;

(3)動作確認

正常に動作しているか確認するために、次のキー操作を行っ

てくださL、。

巴因巴@

RUN MODE
FRE

3自179

以上のよ71こ表示すれば本機は正常に動作しており、指令待ち状態になっています。

ZZごたよ30I79 という値比械にプログラムやデータ山ることができる最大の
(注) (2)~(3) の操作を行っても説明どおりにならない A

ださL、。 ら口は、もう一度読み直して、操作をやり直して

電池交換について

唖画シンポ叫面左下同れたときは、本機内の電池が糊したことを示しています。このシ

ンボルが点灯したときは、一度(OFF]c這源を切り、恒国で再度電源を入れてくださいo それでもなおこ
のシンポ十が消えないときは、速やかに叩ページの手順に従って電池を交換してください。

このシンホノレが点灯したままで使っていると、突然電源が切れたり、電源が入らなくなったりします。

お使いになる前に 15

(注)・電池を交換するとプログラムやデータが消えます。

別売の周辺機器CE-126P(プリンタ)をお持ちの場合は、電池を交換する前にプログラムやデー

タを印字したり、紙に書き写したりしておいてください。

・別売のACアダプターEA-23Eをご使用の場合も、ACアダプタ を抜いて、本機内の電池が消

耗していないか確かめてくださL、。

電池が消耗していると、ACアダプターを取り外したときにプログラムやデータが消えてしまいま

す。

3.各部のなまえ

kl …IeSHARPPOCKETCOMPUTE関町一G四 v C·L ll.NGU~GE

;--

。表示部

@周辺機器接続端子(llピン)

@リセットスイッチ

。スペースキー

@アルファベy トキー

。キャリッジリターンキー

@システムパス端子

。クリア/クリアオーノレキー

@電源オン/ブレークキー

@電源オフキー

lJ)ACアダプター接続端子

@電池ぶた(裏面)

⑥モード切り替えキー

@関数キー

em ・キャリッジリターンキ はどちらのキーを押しても閉じです。
・スペースキー“仁二=二二コ"は本書では~歪己と記載します。

・八C了タプター(EA-23E)は別売品です。
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基本操作とモードについて

PC-G850Vには多くのキーがあります。各キーにはいろいろな文字や数字、記号が書かれています。

ここでは、これらの操作のしかた、モード、表示について簡単に説明します。

I1 電源のオン/オフl入7切)と表示の濃度調整|
(1)電源のオン/オフ(入/切〉

巴国(本体右上)を押してくださし、。電源が入って次の表示(画面)になります。

RUN MODE

>
RUN

CAPS

巴me恒国の左)を押せば電源が切れます。

DEG

Nモード(ランモード:計算やプログラムを笑

きる状態)になっていることを示します。

ークはプロンプ卜記号といい、本機の準備がうヒ

たことを示しています。

くなったり不要な点や線またはシンボルが点

"0

'シンボノレ点灯中)以外の状態で、約11分

す。巴団を押せば電源が入ります。

してください。

LcD C。NTRAsT • ftLi-qa-Ta
A DARK

T LIGHT

U

で

マ

し

R

行

>

了

電源を入れたり切ったりしたときに、一瞬、画面が黒く

灯することがありますが、機能などには問題ありません

-オートパワーオフ機能について

電池の消耗を少なくするため、計算実行中(“BUSY

間新たなキー操作を行わないと、自動的に電源が切れま

(2)表示の濃度調整

表示が見やすくなるように表示濃度(コントラスト)を調整

園田を押したまま溢菌トを押します。

表示濃度の調整は、いずれかのモード(17ページ参照)の

初期画面で行ってください。

基本操作とモードについて
17

ーコを押すと濃くなり、哩3を押すと薄く(淡く〕なります。
・濃度調整が終わったら、直互豆亘、(TEXT)などのモードキーを押します。

(次のr2. モードについてjを参照してください。)

2.モードについて

PC-G850Vには、大きく分けて次の7つのモード(状態)があります。 マニュアJレ操作(手操作)
BASICプログラムを実行したり、

RUNモード(実行モード)
での計算などを行います。

:BASICプログラムの入力、編集などを行います。

テキストプログラムの入力、編集、自l除またSIOなどへの?

力、読み出し、BASICプログラムとテキストプログラムの変

換、ソースプログラムの入力などを行います。

機械語のアセンブノレを行います。

PROモード(プログラムモード〕

TEXTモード

(テキストエディタモード)

ASMBしモード

(アセンブラモード)

CASしモード(キャyスルモード)

PICモード(ピックモード)

CASLのソースプログラムのアセンブル、実行を行います。

:PICのソースプログラムのアセンブル、PICへの書き込みを

行います。

C言語のコンパイルや実行を行います。
C言語モード

E一ドの切り替えは右上にある緑色の恒互豆亘とE巨EX回Bのキ一と左端にある匡HIF回Eおよぴ巨囚J，、Eロ2、

忠:立::立i;二二一ド同を桟表針すシン酌Uレ
サ。ASMBLモード、C言語モードおよびPICモードを表すシンボJレは存在しませんo

モードの切り替え

I<

立定するモード
ヰー操作

JNモード 匡亙E

IH)モード 巨亙Dまたは[BASIC)(BASIC)

I・:XTモード (TEXT)

5MIlLモード 回目十匹亘;mgを押してから囚

八51.モード (SHIFT)+匹亘亙Dを押してから回

Ieモード lli8I白+巨亘亙Dを押してから巴

I"11!~ モード
c

[SHIFT]+[TEXT]

←RUNモード以外から切り替えると

きは直互豆己を2回押す。

r
八

C

P

C

-たとえは回目+[ASMBL]岨白を押したままで遺品を押すことを示しますo なお、この場

合~(6豆亙D と押しでも同じです。

-tldlモードについては61ベージを参照ください。

-Ill械uHモニタモードについては273ページを参照ください。
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3.基本的なキー操作

基本操作とモードについて

〕次仰俳』にこ 併一一→叩を欄押附附仇す叩前

包 E白匹E⑤匹Ed晶ち ABCDEFGhiiklmn#$%<>@ー

それでは、アルファベァトや記号を入力してみましょう。

いったん巴illを押して電源を切ってから、改めて巴団を押して電源を入れてくださいo RUNモード
になります。そし?、困却して表示内容を消去し、次…こキーを押してみてください。

キーを押しまちがえたときは、(CLS]を押して、最初から操作してください。

(1)アルファベット(大文字)の入力

次のキーを押してください。

囚回ロ回巴白図
Fu
np
p
uD

n
しRUA

，EF
-
-目
白
目
『
l
a
E
E
E
'』
目
白
目
目
'
』
E
E
'
B
a
'
a
'

このように、アルファベットの大文字が表示されます。

ABCDEFGと表示されないときは、次の確認をしてくださL、。

①で?T??可士t?土忠;二Lf;
②画面右側に“カナ"シンボノレが点灯していませんかo点灯していたらCJj]ヨを押して消してください。

(2)アルファベット(小文字)の入力

次にアノレファベットの小文字を入力してみましょう。

(CAPS)を押して画面右側の“CAPS" シンボ川「肖して、次のキーを押してください。

目白白図巴図囚 l

IABCDEFGhiikImn 一一一「

このように、 “CAPS"νンボノレを消して、アノレフ ベッ' - l

示されますo駒大文字を入力する場合比 “CAP; シコノレヨ;:;::;二。トの小文字がぶ

(3)記号の入力

次に、書$%など、キーの上側に燈色で書かれている記号を入力してみましょうー

これら、燈色で書かれている記号を入力するときは、次の2つの方法があります:

①(SHIFT)を押したまま、これらの記号が書かれているキーを押す。

②これらの記号が書かれているキーを押す前に(2ndF)を押す。-

うず、円ηを押したまま、次のキーを押してください。

巴因白
ABCDEFGhiiklmn持$%

((2ndFIを押したとき、画面右側に“2ndF"

シンボノレが点灯します。)

このように檀色で書かれている記号を入れるとき、または燈色で書かれている機能を使うときは、

匡HIFT]を押したまま、それぞれのキーを押すか、それぞれのキーを押す前に、(2ndF)を押します。

次に数字を入れてみましょうo

l-一白田回
i・l行問超えると、次の行山払

ABCDEFGhiiklmn書$%<>@1234
56789

j;.1<抽h ノ主'E?1<1<1<1<入力について 協同同1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<協同協1<1<1<1<1<1<1<1<1<主
五 一一- I<

Eキーを押して、数値や文字を計算機に記憶させることを「入力」や「置数」などといいます。 主
弘 民

主気1<1<弘1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<1<

(4)カーソルについて

次に、~を1 回押してください。すると“9 "のところで マークが点滅します。

ABCDEFGhiiklmn非$%く>@I234

。〈に巴ーDを押したままにしてみます。
Lい{はよ

j虫到肋1リ泊Iiしj;す。 1行自の左端で止まります。

t欠に笹3を押したままにします。 マークが右に移動していき、最後に マークが消えてーマークが点
灯し£す，

己の マークとーマークは、カーソルといわれるもので、キーを押したときに文字などが入る位置を示

してL、ますo

Fーをjillし止ちがえて、違う文字や記号が入ってしまったときは、カーソノレをまちがった文字などの位置

に移動さぜて、正しいキーを押せば訂正できます。(くわしくは25ページを参照してください。)

こんどはヨ3をjillしてみてください。カーソノレがl行上c1行目)へ移動します。

次に哩3をjillしてみてください。カーソルが1行下(2行目)へ移動します。
このように、直3哩〕はカーソノレを上下に動かします。
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カーソノレが先頭行にあるときに唖3を押すと、その行の先頭(左端)へ移動します。

カーソルが長後の行にあるときにヨコを押すと、その行の最後へ移動します。
<シンボル > <説 明>

CA

なお、説明上必要な場合には、ICLSIなどの方法で示しています。

4.表示シンボルについて ]

PC-G850Vには色々な機能やモードがあります。そして、いま本機がどのような状態になっているのかが

分かるように、画面の左や右にシンボノレを点灯させます。

次に表示シンボノレとその:意味を示します。

なお、本書の表示例では、説明上必要なシンボノレだけを記載しています。

キーの記載方法について

竺ふ2取扱説明書では、キー操作またはキーの機能を次のように記載します。
巨互亘己の例

①キーに書かれている機能を使用する場合は、単に巨互亘司と記載します。

②キーの上側に鐙色で普かれている機能を使用する場合は、(SHIFT)+巨5MBL!または(2ndF]@;豆丑田

と記載します。

なお、(SHIFT)+匹亙亙口は匡HIFT)を押したまま匹亙亙己を押すことを意味します。

また、12ndFI@; 亙~は (2nd F) を押して離した後、匹亘~を押すことを意味します。

・ただし、数字やアルファベy ト、記号、カタカナなど、単にキーや本体(キーの上側)に書かれている

文字や数字、記号を入力するだけの場合は、キーの枠や匡HIFT)、(2ndFIの操作などを省いて記載しま

す。

〈例〉 直)(田区)C白巨〕 → SHARP

囚包囲白+団→AS$

・スペースキーは(SPACEIと記載します。

・この計算機は、数字のOをHと表示します。

これは、アルファベットのオーCO)と区別するためです。本書でもオーとゼロの区別がつきにくい切

合はゼロを日と表しています。

計算実行中または命令実行中です。

電池が消耗していることを示します。このシンボノレが点灯したときは、速やかに電

池を交換してください。

BASICのRUNモード(実行モード)になっていることを示します。

巴互豆亘で点灯できます。

ー BASICのPROモード(プログラムモード)になっていることを示します。

巴互亘亘で点灯できます。

TEXTモード(テキストモード)になっていることを示します。

emヨで点灯できます。
CASLモード(キャッスJレモード)になっていることを示します。

(2ndFJ@; 亙~(または匡 HIFT) +巨亘亙己)と押してから巴〕を押せば点灯でき

ます。

統計モードになっていることを示します。

(2ndFI(TI互IJ(または(SHIFT)+(g互m と押せば、点灯/消灯ができます。
匡亘Eが押されたことを示します。
このシンボルが点灯しているとき、各キーの燈色で書かれている機能が指定されて

いることを示します。

マニュアル(手操作)による計算用のメモリに0以外の数値が入っていることを示

します。

・アノレファベットの大文字が入力できる状態になっています。このシンボノレが消えて

いるときは、アルファベットの小文字が入力できる状態になっています。この状態

は巨互国で切り替えます。

ただし、 “カナ"シンボJレが点灯しているときは、カナの入力が優先され、アルファ

ベットは入力されません。

ローマ字のつづりでキーを押せば、カタカナを入力できます。(22ページと381ペー

ジ参照)

InTIを押すことにより、このシンボノレの点灯/消灯ができます。

小さいカナ文字(ァイウエオヤユヨ，)を入力することができます。

“カナ"シンボル点、灯時、ICAPSIでこのγンポノレを点灯できます。

三角関数、逆三角関数、座標変換を行うときに使用する角度の単位を示します。

(関数計算の項を参照)

定数が記憶されていることを示します。(定数計算が設定されていることを示しま

す。35ページ参照)

このシンボノレが点灯しているときは、@)で定数計算が行われます。

不要なときは匡函:Il@)(CiliI白+図)と押して、定数を消去してください。

プリント(印字)モードになっていることを示します。

別売のプリンタが接続されているときに、(2ndFICE豆E白と押せば、点灯/消灯が
できます。

DEG RAD

GRAD

CONST

PRINT

CAPS

カナ

STA丁

2ndF

CASL

RUN

PRO

TEXT

国

BUSY

圏直面

RUNPRO
TEXT
CA$L
STAT
2ndF~

CAPS
刀ナ小

DEGRAD
CONST
PRINT

BUSY

位置回
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I __5 力タカデ均ゐ不j垣均1均のしカか、たJ;|tfロ;ι;;ご?:t?プナLブケ押帆一し
PC-G850Vにはロ一7字のつづりて、入力した文字をカナに変換する“勺口一マ字→カナ変換機能'がありま l
す。カナは左下にある匡Eを押して、画面右側に“カナ"シンボノレを点灯させ、アノレファベントキーを |
用いて入力します。 ‘

J
ジュを入力するためにJYと押したところで

す。Uを押すとカーソノレ位置にジュが表示さ

れ、この表示は消えます。この表示はl行自

に出る場合もあります。

カナ記号の入力のしかた

カナ記号は次のキー操作により入力します。

0....5....10....15・・・・鈎...
.， ・，何司

iSHAIヨP 問 CKET印刷UTERpC'G即 弔問ELc

~I I~

l::!Jrl …........ このキーで“カナ"シンボノレの点灯/消灯を行います。 “カナ"が点灯しているとき

に、カナを入力できます。
4文字

巳企.E§J... アイウエオヤユヨッ(小さいカナ文字〕を入力するときに使いますo

(SHIFTI+lID ......rン」を入力するときに使用します。
<例> (入力文字) (キー操作)

カタカナ → KATAKANA

ガッコウ → GAKKOV

へンカン → HENKANISHIFT)+回

ハンイ → HAN(SHIFT)+回I

ディスク → DHISUKU
4文字

ウォyチ → vec瓦PSlOTTI
・「ン」を入力するときに、庄Dの後にYを除く子音がくる場合は(SHIFTJ+lIDを押す必要はありまt

(1"，"';1ヨ)匡HIFTJ+cn::1ヨ
c;"~ 収) :Gコロ
(i，).，.'!.) 白ロ

・('I')，'，U 巨〕日

r(1)ドカッコ) 巴コ「

J (力ーr'll"コ) :0:コ」

J.

ん。

-ローマ字の表記の方法については、381ページを参照してください。
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(51+5=10...1)

(51一一6=-8… 3)

(88ム 5=17… 3)

(31ム 15=2...1)

(31+4=7...3)

(88+15=5...13)

第 1章マニュアル計算

[補足]割る数と害IJられる数の両方の、小数点以下第1位を四捨五入して、整数化してから除算を行いま

す。￥では商が求まり、MODでは余りが求まります。

〈例)51￥5 → 10 51MOD5 → I

51￥-5.7 →-8 51MOD-5.7 → 3

87.57￥5.4 → 17 87.57MOD5.4 → 3

30°36'￥14°36' → 2 30°36'MODW 36'→ 1

30°36'￥4.4→ 7 30°36'MOD4.4→ 3

87.57￥14°36' → 5 87.57MODW36'→ 13

E十 算 数学で用いる記号 本機で用いる記号 読みかた

(1) 力日 算 + + 7・ラス

(2) 減 算 マイナス

(3) 乗 算 × * アスタリスク

(4) 除 算 / スラッシュ

ー (υ5)

整数の除算 ￥ エン

(6) 整数の剰余 MOD モッド

(7) 符 号 ーまたは+ 一、+ マイナス、フ。ラス

(8) 計算の実行 @ キャリyジリターン

1.マニュアル計算

第 1章
マニュアル計算(手操作による計算)

24

マニュアル計算とは、 lつ 1つの計算をl回 1回手操作によって計算することをいいます。関数電卓とL

て使用する場合とほぼ同じですが、BASICプログラムを組む前に、必ず知っておかなければならなL

ことについて説明します。60進数の度・分・秒計算機能は、マニュアノレ計算でのみ可能です。

①計算式の作りかた

②まちがえたときの訂正のしかた

③連続計算のしかた

④関数の使L、かた

など、基本的で重要な事項です。よく読んで理解し、本機の操作に慣れ、いろいろな基本計算をマスター

してくださL、。

2.マニュアル計算のしかた j|):-キー操作の練習由主りしヵ七~J

“RUN"シンボノレ援が点灯します。これはマニュアノレ計算ができることを示しています。

もし、RUNのシンボルが点灯していないときは直互豆亘を押してRUNを点灯させてください。

※説明上必要な場合を除き、「シンボル」の文字は省略します。 4 を 5+15x2x4 とした場合

t t

操作 表 刀言 部

!白4 5+15キ 2*4

t一一ここがちがう

ーーを押して左へ 5+15*2坤 4

ノル誌を移動させる tー この部分にカーソノレを移動さ

せて点滅させる

5+15*2/'1

d てもよL、) ↑し「
正しいキーを入れる ここが点滅する

5白 I~巴

回
(この後@

団四こ
(211111111す)力

ここで州単な例題をもとに、キー操作の練習をします。

t'dl"1などを入れているときに違った数字や命令を入れたり、余分な数字や命令を入れたり、あるいは抜か

してLまったときの訂正のしかたです。

川.:tIJ①

1:¥- ~J 式 | キー操作 | 答

~115x2+4 I 5白 15巴 2臼 4団 I 12.5

~ II~ ，2

(1)まちがって他のキーを押したとき

RUN

CAPS

DEG

RUN MODE

>

(1)電源オン

(Qillを押して、電源を入れます。

(2)計算の記号について

通常の数学では四則計算の記号として1+、一、×、+Jを使いますが、 BASIC言語ではIXJ宇

I+Jの代りにI*JやI/Jなどの記号を用います。また、本機ではべき乗や指数、その他の関数なt

において、通常の数学で用いられている記号とは違うかたちで表現されていますので、以下に本機の7'::''''

アノレ計算やBASIC言語で使用する計算の記号や特殊記号について説明します。
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を押すと訂正

答

6

3)プレイパック機能について

〔例題〕②において、余分なキーを押したのに気がつかずに@を押してしまうと、エラーが発生します。

このようなとき、キ一入力した式を呼び戻して訂正する機能がプレイパック機能です。この機能を使うと

工ラーを起こした場所をカーソルで示しますので、エラーの原因がわかりやすく大変便利です。答

12，5

このキーを押して右へ I5+15*2/4
カーソノレを移動させる

E

圃

キ一入力した式を確認したいとき(これをプレイパyク機能という) キー操作 表 刀t 部

20白 3白色5圃 ERROR 1白
団 このキーを押すと 5+15*2/4_ 一団 2自*3*/5
@ を押して 12，5 tここが点滅する
E さらにこのキーを押すと 5+15*2/4 例題の式は20x375なので

七この部分が点滅する この場合*が不要です
@ 12，5 20キ 3/5

(この後函Eとしてもよい) そーカーソノレの前の*が削除されます

※カーソルについて 1(8直ヨ2回押して 2自本3/5

tーカーソルが最後に表示されます
キー操作を行うとき表示部にーが表示されたり、キー操作の訂正のときに マークが点滅した

I(劃 12
りしますが、これらのマークはカーソルと呼ばれるもので、次に操作したキーがこの部分に入る

ことを示しています。つぎに説明する挿入モードでの もカーソノレです。
(4)キー操作が抜けたとき

(2)まちがって余分なキーを押したとき (例題〕③

〔例題〕② 計算式 キ 操 {乍 1

計算式 2x3710 2巴 3匂 10圃 。
キ 操 作 答

20x375 20巨J3(2ヨ5(iー 12
キー操作 表 刀言 部

キー操作 表 首1 :!:1c2ヨ10 23/10
司王

七一ここに*が抜けている
20巴 3白白5 2自*3*/5_ 団8JC:亘8J 2:3/10

L_~ 制なキ
tーこの部分を点滅させます力一ノノレを左へ4つ移動

四~ 2gt/-lo
，;1'IIモードから掃入モードに変わ から に変わり、次に入力数字のa(ゼロ)と英文字のo(オー〕と カーソJレカt

を区別するために o(ゼロ〕ー→固と表 りま4・ した文字がカーソノレの前に挿入されます
示する

2*3/1自白
巴ーD巴司巴司このキーを3回押す 20*3泳 /5 (このiを岳町としてもよい) t一一一*が挿入(追加)されます

tーこの部分にカーソノレを移動させる 巴巴回巴 2*3/1由一
匡HIFT)+IDEL! 20*3/5 hーソルを(Iへ4つ移動
(下記の※を参照) 七一*が削除されてここが点滅する @ 自，6
圃 12

キ一入力した式を確認したいとき 20*3/5_ 甲 (5)数式において誤りが多いとき

巴ー w をJillして、今まで入れた内容をすべて消し、あらためて最初から入力し直します。
OEL OEし

※(SHIFT)十 [DEL!は(SHIFT]を押したまま白習を押すことを示します。なお、(2ndFlClliIDと押してt
(6)0EしとI!¥IS、 8Sの意味

DEL機能(削除)か働きます。

DEL - 1)1'し"'I‘E……(デリート)削除を意味します。

INS → INS，.:I<T…ー(インサート)挿入を意味します。

入力した文字がカーソルの前に挿入されます。再度ClliID
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|練習問題I1Iを行ってください。

練習問題は73ページから記載しています。

jl5・1拭がた場合型開算のしかt:_，4.エラーの処理について

モードに変わります。また、ーーを押したときも挿入モードは解除され 、rー"""7>..
悼陥li.~li.li.li.li. ()について山li.li.li.li.li.同協協同li.li.li.li.li.li.li.li.凶同協同情凶協同主

訂正モードに戻ります。 弘 企~

→ BACKSPACE・・・・・・(パックスペース) 1文字分の後退を意味します。 It分数におしては、式にカッコがついていなくても、分母、分子はそれぞれ全体をカッコでくくる 5
カ ソルの前の文字が削除されます。 争 必要があります。ただし、分母、分子とも数値が1つだけの場合は省略できますo g

一一・2なお、関数キーを使う場合(44ページ参照〕も中カッコ{ }等を必要とする場合があります。 t
i計算機では小カyコも中カッコも同じ巴巴のキーを使います。 t
thhh協同協同協同li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.li.~

BS

で面司を押し

す。式が表示

て得られた結果

を記憶します。

2x3+10XIOO

Lでひル」まかず区切る
キー操作 表 耳立 部

2巴 3白 10@ 自.6

l」こ問問算となります
巴 100 。6*10自
I~

60

111'1'1¥'式の途中で函Bを押すと、それまでの数値計算が実行されるので、区切りのよいところ
止す。続いて計算記号と数値をキ一入力すれば、長い数値の計算式でも計算が容易になりま

|で255字分以内であれば、区切ることなく計算できます。
』

~.4. .，~

|練習問題E を行ってください。

.".......

6.フストアンサー機能についT

これは、 lll'~~ した結果を記憶している機能です。具体的にはマニュアル計算で‘函B を押し

や、グイレヴトアンサ一機能を用いて得られた結果(これらをラストアンサーと呼ぶ)な

この機ji~(よ、次のような使いかたをすると便利です。

1"(レ'/1・":.-")-一機能:@を使用せずに関数計算を行う方法。
数値を入れてから、各関数キーを押す。(37ページ参照)

36

2+4

〔例題〕⑤
匿重重日を行って、すぐに答えの出た人もいるでしょう。また、答えが出ずにERROR10など

という表示が出た人もいることでしょう。

ERROR(エラー)が出た人も出なかった人も、次の例題でエラーの処理を行ってみてください。

〔例題〕④

キー操作 表 刀t 部

3602白 4巴 36/2+4)ー

圃 ERROR 10

団 36/2+4)

t一一ここが点滅します

この意味は①(カyコ)の部分がエラー

の原因であることを示しています

この〔例題〕④の場合は36/(2+4)が正しい式ですから

四四団 36/2+4)

L-ここが点滅します

白空白 挿入モードにします 36/2+4)

巴 36/(2+4)

@ 6

式を確認したいときは

ー
36/(2+4)ー

tーカーソノレが最後に表示され
ます

または :16/(2+4)

巴 tーカーソノレが先頭に表示されます
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〔例題〕⑥

1.2E 10

1.2E 10

自.0987

9.87E-02

一一一一---.J-

部

12自o0000自由
1.2E 09

刀t表

1.2E9

操作キ

例題A 1.2x109=

1 臼 2(2ndFI~ 9

圃

CE-~
普通の表示を指数表示にします

例題B 1.2XIOIO=

1臼 2(2ndFI~ 10圃

(f-~

2.4

部刀Z表

1/2.4+3/2.4+

1/2.4+3/2.4+2/2.4

4x6
4+6 =2.4 この2.4という結果を使って

1 3 2
τ7+τz+τ7のような計算を行う場合

2.5

ここで@を入れたことによって、新しい計算を実行したことになりますのでラストアン

サーは、2.5という数値に入れ替わります。

キー操作

4巴 6匂巴4白 6匂圃

10(ANSI巴 3白区図白

2白区図

ー

10-2を意味します

7.計算結果の表示方法

例題O 1.71x2.43x103

3.25x1.5x10-2

→I1 臼 7102 白 43(2ndFI~ 3白白3

臼 25白 l臼 512ndFI~ -2巴圃

Eヨ
85236.923自8

8.523692308E 04

(1)OIGIT指定

マニ.:;J..7)レリ1"11で得られた結果などでは、特殊計算を除いて小数部は2桁や3桁などでよい場合が多いも

のです。そこで、 ~tr.1 する前あるいは計算結果が表示されているときにDIGIT (デジッ卜)によって

IIl1紀以の小数j':gの桁数を指定することができます。

(ij:)axlOxをa(2ndFI~x と置く場合、 x は±(日 -99) の整数でなければなりません。整数 3 桁

以上の数値を入れたときは、下から2桁をzと読んでしまいます。また、小数部分をもった数値を

入れたときは、ERROR10になります。

〈例) 1(2ndFI~ -1125圃→1.E-25借り)

52ページI(2ndFI庄司、(2ndFI困、(2ndFill認の違いについて」を参照。

thh凶ノヌf7 協同大きな数字、小さな数字について凶凶~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~主

弘 一一- ~

とこ(1)，.1"1;1機は10桁の計算機です。値の大きな数字(指数部が10以上)や小さな数字(指数部が 主
九 h
t 10以下)は通常の表示方法では表示できません。そのため、Eヨを押しても表示は変わらず、 主
i州日放方式で表示されます。~h
h包九%も‘も.l.~弘う.~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~包

表示に関するフォーマット指定8.

そこで、計算結果の表示方法について、本機の便利な利用法を説明します。

通常用いている数値は、

12300や0.0987のように表されます。

しかし、理科や工科系においては、

12300を1.23X104

0.0987を 9.87x10-2

と、表すことが多くあります。

数値をこのように表す方法を指数方式と呼びます。

1.23X104

9.87x10-2

!↑
この部分を指数部といいます。

この部分を仮数部といいます。

いろいろな計算を実行する中で、小数部については小数点以下2桁、あるいは3桁くらいで十分という』

合が多いものです。また、小数点の表示ではなく、指数での表示のほうが便利て‘わかりやすい場合もあ

ます。

本機では、数値を指数方式で表示する場合は、指数部を示す記号としてE(匡Dm~で入力)をIII
ます。次の例題でキー操作の練習をしてください。
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〈例> 12ndFJ(QI§豆) 0 整数を表示 (小数点以下1桁目を四捨五入)

12ndFJIDIGITJ 2 小数点以下2桁まで表示(小数点以下3桁目を四捨五入)

巨亘IlIDIGITJ 4 小数点以下4桁まで表示(小数点以下5桁目を四捨五入)

巨i!m(QTI豆Il C:コ デジット指定解除 電源オフやモードの切り替えなどでも解除

(注)・結果が60進数の度・分・秒の記号で表示されたときは、DIGIT指定は無効です。

〔例題〕⑦

キー操作

回国白囚回(SHIFT]+巴匡HIFTJ十回

@IT白+白白匡E白+回
@IT白+白匡E白+白
圃
1(ヨ71白 3白 5圃

i
1またここで@I司を押すと

表 刀て 部

USING "事

USING '幹事詩

USING '替着. 韓帯"

>
0.48

4

これはI+0.48Jということを意味しています1.71
ーーの計算を小数点以下2桁まで求めなさL、。
3.5

4.885714286E一白l

USING指定でない表示がでます
キー操作 | 表 示

まず、デジy ト指定で小数部の桁数を指定します。 l

(2ndF)lDIGIT]2

1巴 71臼 3臼 5圃

1.71/3.5の結果は0.488571428ですが小数部分を2桁に指定していますので、

されて0.49となります。

部
そしてさらに@を押すと 自.48

USING指定に戻ることができます
z一一一一

自 49' 計算が終わったら、 CID~CD Cill cm@ と押してUSING指定を解除してください。

3桁目が四捨五入

練習問題庁1を行ってください。
(2)USING命令

USING(ユージング)命令でフォーマットの指定をするときは、計算の前にあらかじめ指定してお

必要があります。最後の桁は切り捨てられた値となります。

①USING "非韓帯" 符号と整数2桁を表示

②USING "持非#. " 符号と整数2桁と小数点を表示

③USING"非韓幹 事枠制 符号と整数2桁と小数点と小数点以下2桁を表示

④USING"持拡幹， 辞書#."符号、 3桁区切りマーク(，)、整数5桁と小数点を表示

3桁区切りマークも1桁と数えます。たとえばー1.234.567を表示

せるときは、USING 価替非辞特韓辞， 韓非非 nのように幹と，

をあわせて最低10個指定する必要があります。

⑤USING II 持非. 非科1¥" 小数点以下2桁までの指数方式で表示

このとき指数部はEと符号を含めて4桁 (E-OO)が、自動的に
られます。

⑥USING フォー7 ッ卜指定を解除

9.数値丸め機能MDFeモディファイ)
-
円
ノ
一

ト
A
m
-
-u
一

ま
Am

一

み

一
て

一

i
u

一
Q
U

を

一

X

L
り
r

キー操作 表 部刀t

(12ndFI~)

!)~.， I匂 9@

白 B

団

6.155555556

6.155555556*9

55.4

この，!1・1i.{刈では小数部がたくさん表示されるのですっきりせず、わずらわしく感じます。そこで有効桁数

を咋え、パの途中の結果の端数を四捨五入し、しかも、最終結果においてより確からしい値を求める方法

があります。これを数値丸め機能(MDF)といいます。

(注)・符号が正のときはスペースになります。

• USING命令を実行すると、デジット指定は解除されます。

同様にデジyト指定により、USINGの指定は解除されます。

・結果が60進数の度・分・秒の記号で表示されたときは、USING命令は無視されます。 7先Lの例に心いて

~L ~応5…4い川……÷汁引吋一9ドM山=司引一6削1

11[!i『 6l56X刈9mすれば55.404となります。

キー操作 | 表 示

(ZilljIJ(DIGITI3

55A臼 9@
図面

.白9 I6.156本 9_
lC劃

〔例題〕⑦をUSINGを使用して計算してみましょう。

部

6.156

6.156

55.404

込
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合計

第 1宣言 マニュアル計算

(l) 24X34、似て5、13x28+8の計算を行い、その結果の合計を求めなさい。
(2) 次の計算を11'いなさい。

24+46=

ー ) 37x4=

+)84-29=

〔例題〕⑧

γ次のように操作することもできます。

3704@ 37x4を計算し、結果を表示

12ndF)eM::ヨ 表示されている数値をメモリから減算

キー操作
表示部

備 考
巨歪回直豆回(ID)

メモリ内容を消去
24白 34[M+)

8I6 計算結果をメモリに加えます。
64臼 5恒E

I2.8 このとき、メモリが使われているこ
13巴 28臼 8囚E

45.5 とを示す園シンボノレが点灯します。(R・CM! 874.3
合計が求まります。

匠豆回直主回(ID)
メモリ内容を消去(圃://ポノレ消灯)

24巴 46回B
70

!?X4の計算を実行し、叫果をI37臼 4 匠~I)(Mヨ
I48.

モリから減算します。(※参照):84巳 29(M+)
55

巨豆回 -23
合計を呼び出します。

698自.

698自.

3020

6980

302由。

302白.

部刀t表

第 1章マニュアル計算

10.計算結果の符号の反転

34

このように数値丸め機能を用いれば、計算途中で有効桁数の端数処理を行いながらより確からしい値を求

めることができます。

ただし、この機能(MDF)はDIGITまたはUSINGの指定がされているときだけ有効です。

(注)・結果が60進数の度・分・秒の記号で表示されたときは、この機能は無効です。

計算によって得られた結果を次の計算に利用する場合、その結果の符号を反転させてから使用したいとき

に便利な機能です。

たとえば、1572円、2350円、3058円の寅い物をして10000円で支払う場合、貿い物の合計金額とお釣りの

金額を求めるときの操作は次のようになります。

キー操作

1572巴 2350白 3058圃
(2ndFJ回

目 10000圃

(注)A-B=-B+Aにより10000-6980を-6980+10000として計算

まfニは

15728ヨ2350圧)3058@
臼 10000圃

匹西日

12. 定数計算機能

;:::;;:;:決まった値(定数)に対し叩った計算を行うことです。次のキー山定数と計

[CONST)……ー定数と計算を設定

())段定方法 (注)aは定数とする数値(または式)を示します
n

刷 I~:i，小包囲(+ a時数)またはa回国司(a+が定数)
l\l~~:1 :巴a[CON司(-aが定数)またはa巴 (CONST)(aーが定数)
?17町四百川崎数)またはa巴匝固(aXが定数)
|江口 臼 a(CONST)(+aが定数)またはalZ)(CONST)(a+が定数)
i.:!&"11~1. を atJt 定すると表示部右側に“ CONST" が点灯します。
(2)1量定内容の確認

;;;:71が点灯しているときに次のキ叩せば四則の記号(+ー*/)出て設定内容が表示
直面~ONSIl([SHIFT)+[CONST])
(3)1量定内容の消去

i:l.:の・r-j角)('1て，A定内容が消去されます。また、電源を切ったときも消去されます。

11.メモリ計算

ihh泊三~~~~~メモリについて~~~叫~~~~~~~~~~~~~~~山泊~~~~~~~山山J'
2メモリとは数値(お金)をたくわえておく金庫のようなものです。金庫に次々と数値を追加した f
Eり(回)、必要な分だけ引き出川(回目)するこ出できますo また、金Jo1iに{
5たく杭られ和る値(全額)…す(回)ことも一。
tR・CMとはRM(RecallMemoryメモリの呼び出し)とCM(ClearMemoryメモリの消去)
』

とのことです。この2つの働きを1つのキーにまとめて表しています。
主~~~気~~~弘元~~~弘元~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~弘釦

マニュアノレ計算で、数値を一時記憶したり、計算結果を累計できるメモリがあります。

このメモリは次のキー操作で利用できます。

巨豆E ・e・e・...…メモリの内容を表示します。

続いてもうl回押せばメモリの内容を消去します。メモリ計算は、このキー操作で

メモリ内を消去してから始めます。

回:B•• ・・・・…表示されている数値をメモリに加えます。また、式が表示されているときは、その日
式を計算して、結果をメモリに加えます。 II

(2ndFJeM::ヨ …ー 表示されている数値をメモリから減算します。また、式が表示されているときは、
その式を計算して、結果をメモリから減算します。
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(2ndF](Q9≪(SHIFTJ+図)ー…・“CaNST"が消灯します。

第2章
関数計算の操作方法と練習

37

RUNモード

① 関数キーを押して、続いて数値を入れ@を押す。

②数値を入れ、続いて関数キーを押す。

②の場合、関数電卓と同じような使いかたとなり、@を押さなくても計算結果が出ます。これ

をダイレクトアンサー機能といいます。ただし、この機能は、べき乗や座標変換のように2つの

数値が必要な関数、また式の入力途中では働きません。

患の中にこのダイレクトアンサ一機能を(DAns機能)として示しています。

アルファベットキーを使う方法

関数キーを用いなくても、アルファベy トで表現されるものは、アルファベットキーで入力することもで

占I.，jυ|対数キーが用意されていない関数はアノレファベy トキーで入力します。

たとえは、

:;.iの"I切ては、図5と操作しでも、図図回5と操作しでも答は同じです。プログラムの中で関数を

倣うll，¥01J.、アルファベットの使用頻度が高いため、この方法が便利なときがあります。

関数キーを使う方法

マニュアノレ計算の場合は、通常、関数キーを使います。

マニュアノレにおいて、関数計算を単独で行う場合の方法をここで説明します。

本機には、BASIC言語でも使える基本関数が多くありますが、それらについてはBASICプログラ

ムの項で説明します。

マニュアル計算はRUNモードで行いますo(BASICIで画面の右上に“RUN"を点灯させてください。

PROモードでマニュアル計算はできません。

60進数の度・分・秒計算機能は、マニュアル計算でのみ可能です。

[ 1 マニュアル(手操作)での関数計算1

〔例題〕⑨

(1) +(4.8+3.6)を定数とする、次の計算を行いなさい。

32.5+(4.8+36)=

24ー18.5+(4.8+3.6)=

8.2x6+(4.8+3.6)=

(2) (51-14)xを定数とする、次の計算を行いなさい。

(51-14)x18=

(51ー14)x(21/4)=

(51-14)x(24+43)=

キー操作 表示部 備 考

圧〕白4.8圧)3.6白 +(4.8+3.6)

(CONSTI > 定数計算設定(“CaNST"点灯)

32.5@ 40.9

24臼 18.5圃 ]3.9

8.206@ 57.6

12ndFI@t歪百 +8.4ー 設定内容確認(48+3.6の結果が定数

になっています)

白 51巳 14白白 (57-]4)本一

E豆r'WJ > 定数計算設定(前の設定内容は消され

ます)

18@ 774.

21白 4圃 29自 25

24巴 43圃 288]

{2ndFI(Q9 > 設定内容消去
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(1)関数入力の方法白

第 2章 関数計算の操作方法と練習

(2)関数人力の方法囚

第2章関数計算の操作方法と練習 39

(注)DAns ダイレクトアンサー|項
目 通常の表現 本機の表現 読みかた 入力方法と備考

項 目 通常の表現 本機の表現 読みかた 入力方法と備考
(2ndFIIRNDIX@

百し 数 RND ランダム

2 乗 X
2

SQU スクウェア 回 X@ randomnumbers
乱数を発生する

§g旦are または (乱数)
eXについては113ページを参照く
ださL、。

(平方〕 X図 (DAns機能)

r; 白 x圃
|数値 MDF モディファイ 回豆白X@

平方根 SQR Jレート
，I丸め機能 旦oQify DIGITまたはUSING命令で指定さ

root または
(修正する) れた桁数の端数処理を行う。

豆旦uareIoot X({コ(DAns機能)
(平方根〕

|桁数指定
(2ndFIIDIGITInDIGIT デジッ卜

3 乗 X
3

CUB キューピック '2ndFJ図 X@ 生盟主
nは指定する小数点以下の桁数
0 孟 n~玉 9

cubic または 解除は12ndFI~豆〕巴コと操作

(立方) X(2ndFI因 (DAns機能)

階 乗 nl FACT ファクトリアノレ '2ndFJ回 n圃
立方根 VI CUR キューヒyクjレート 匹目(ox圃 factorial まfこは

cubicroot または (階乗) n'2ndFlGill(DAns機能)
(立方根) X[2ndFJ(0(DAns機能)

[lli)X~
II国 子IJ nl NPR ノ、筒z一長、ュァーーシ一ョ一ン 回白n巴 r巴圃

逆 数 RCP レシフ。ロカノレ
nPr=(n-r)IZ

IeQi:Qrocal まfこは
:QermutatlOn ただし、 n孟 r

(II原子I])
(逆数) X[lli)(DAns機能)

円周率 PI ノマイ 包J(亘または れlみ合わ nl NCR コンビ平一ション ~白区ヨ巴n 巴 r 匂圃π
nCrrl(n-r)1

Pi 回田園 U combination ただし、 n孟 r

(ギリシャ語・円周率) π当3.141592654
(組み合わせ〕

べき乗 yX 〈 ハットマーク Y庄司x圃 InX LN ローン 回 X圃

(べき乗根) (注) power まfこは 旦aturallogarithm まfこは

ずE=Ut (累乗，べき乗) (注)ylZiJ巴1臼 X巴圃 logeX (自然対数) X回(DAns機能)

比|数|比|以

絶対値 IXI ABS アブソリュート 図画国X圃 logX LOG ロガリズム 回 x@

absolute common並区arithm または
(絶対値) Xの絶対値 (常用対数) x(I29J(DAns機能)

整数化 INT インテジャー 巴囚巴X圃 eX EXP エクスポ一平ント (2ndFI囚 X⑧または
mt巴ger X以下でかっ最も大きい整数 (自然、指数) 豆三:Qonent X(2ndFJ囚 (DAns機能)
(整数〕 (指数) e'"2.718281828

指数関数

符号関数
SGN シグナム

lOX TEN
匹目白~X@

Xの値が正のときl、負のときーli テン
§lg旦 c:;りIJm数) poweroften

まfこは

(符号〕 。のときOが得られる
e'

X(2ndFJ(ill(DAns機能)

(注)・「入力方法と備考」欄のX、Y、n、 rは「通常の表現」欄の工、y、n、rに対応する数111'(を

します。また、θは角度を表す数値です。

'Xについては、60進数の度・分・秒の記号で指定することもできます。
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(tilXについては、60進数の度・分・秒の記号で指定することもできます。

項 目 通常の表現 本機の表現 読みかた 入力方法と備考

ハイノマボリyク 回国図X~

sinhx HSN サイン x -x
e-e

hyperbolic§i旦e 2
詳

双曲線
ハイノマボリァク 臼ロ回 X~ t田

関 数
coshx HCS コサイン eX十e寸

hyperbolic~o§ine 2
てコ

ハイノマボリック 目白囚X圃
い

tanhx HTN タンジェン卜 X -Xe-e

hyperbolic!a!!g巴nt ぷ+e-X て

lま
アークハイノマボリック 囚四国 X~

専
sinh-IX

サイン
loge(x十ぷ弓7〉AHS

全rchyperbolic r~

sme xは任意の数
重Eヨ主

アークハイノマボI)'Jク 囚四回X圃 卓三ι，

逆双曲線 cosh-Ix
コサイン

±loge(x十五て了) 日夜AHC
WI 数 全rchyperbolic

z孟 l
cosme の

Lー

アークノ、イノマボリック 四回白X圃
と

tanh-Ix
タンジェント 叫:吾-1<x<1AHT
金rchyperbolic

!angent

第 2章 関数計算の操作方法と練習40

項 自 通常の表現 本機の表現 読みかた
入力方法と備考

sine SIN サイン • [2ndFJlORGIでDEG、RAD、

sme GRADのいずれかを指定

(正弦) 回 θ⑧
またはe@(DAns機能)

三角関数
cose COS コサイン 庄司 e~

cosine(余弦) または θ~ (D Ans 機能)

tanθ TAN タンジェント 匝!ll e~

回旦gent(正接) またはe(1§!ll(DAns機能)

ASN アークサイン -匹正f)(ORGJでDEG、RAD、
sm-x

arcsme GRADのいずれかを指定

(逆正弦〕 (2ndFJlsin-'JX~

または

X(2ndFJlsin-11(DAns機能)

逆三角

関 数
COS-IX ACS アークコサイン (2ndFI(fQ己X圃

arccosme または

(逆余弦) X(2ndF)(g五ヨ(DAns機能)

tan-Ix ATN アークタンジェント (2ndF) 匝~X 圃

空rcta旦gent または

(逆正接) X(2ndFJ 国~ (DAns機能)

(注)e、Xについては、60進数の度・分・秒の記号で指定することもできます。

(3)関数入力の方法回
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(4)関数入力の方法囚

第 2章関数計算の操作方法と練習 第 2章関数計算の操作方法と練習

〈例>25度45分18秒を10進数に変換

43

秒

部

123'4日'44.04"
、ー一ー~ー~ 、ーー、 pー~

度分

刀Z表

123'40' 44 自4"

秒の端数(ノ蜘以下)は、10進数山ま;。

キー操作 表 刀t 部

25白45181--->DEGI
25.755

庄三己(指数表示に変換)
2.5755E 01

(注)・本機は、演算結果の値と進数を記憶していますので、ラストアンサ一機能を用いたときは、演算

結果の内容がそのまま呼び出されます。

上記の演算例のあとでは、((ANSiを押すと) 1230 40' 44.04"と表示されます0

・演算結果が度・分・秒の記号で‘表示されたときは、庄三Eの操作は無効です。
(91)

キー操作 表 耳言 部

回回巴回(SHIFT)+巴 2512ndFl巴 45

匹目白18(2ndFI白回目+巴 VDEG'25'45' 18'"
団

25.755

10進数(度)→60進数(度、分、秒)の変換(DMS)

変換結果は度・分・秒の記号で表示されます。

〈例> 123.6789度を60進数に変換

! キー操作

lU3白6789四団

または

匹ffl{--->DMSJI23臼 6789~

入力方法と備考

(--->DEGIX圃

または X r.=ヨ~ (DAns機能)

• DEG、RAD、GRADのいずれかを指定

臣i@(--->xy)巴 rCJ8白圃→Xの値
回圃→Yの値

ここで、Xの値を確認したいときは

5つ函E→Xの値
Yの値を確認したいときは

rn~→Yの値

レキュタンキ'ュラ-

torectangular

coordinates

(直角の、長方形)

REC

~II ・ 1比・分・秒の記号表示が対応できる範囲は一川 <X く 10' です。この範囲を超えたときは、 'ER
(注)座標変換では、計算結果を変数YとZに入れますので、それまでY、2 (あるいはY$、2$)(こI 1<01< 33'と表示されます。
入っていた内容は消されます。 I・そのi也の表示例

極座標→

直交座標の変換

2=(r，8)

→ 2=X+Yi

直交座標

→極座標の変換

2=X+Yi

→ 2=(r，8)

項目通常の表現|本機の表現| 読みかた

60進数(度、分、秒)IDEG Iディグリー

→10進数(度)の Itodecimal

変換 I I色町田
・度、分、秒の記号については、次の“(5)60進数の計算について"を参照してください。

10進数(度)→60進数IDMS Iディ・エム・エス I(2ndFIl--->DMSIX~

(度、分、秒)の変換I ItoQegrees， またはX(2ndFIr:=至1§)(DAns機能)
Q!inutes，§econdl ・変換結果は、度、分、秒の記号で表示されます0

・度、分、秒の記号については、次の“(5)60進数の計算について"を参照してください。

16進数 I ~" Iアンド・ I(2ndFl包J(団 h~
I &H I I

→10進数の変換I --- Iヘキサデシマノレ |ただし、hは自-FFFFFFFFまでの16進数

&hexadecimall (A-Fはアルファベy トキーで入力)

.10進数→16進数の変換については、332ページのHEX$命令を参照してくださL、。

IPOLIポーラ |・DEG、RAD、GRADのいずれかを指定

to胆 lar I(2ndFI[--->r81巴 X臼 Y白圃→rの値
coordinates I 白圃→8の債

(極) Iここで、 rの値を確認したいときは
5つ~→ r の値

Oの値を確認したいときは

回圃→Oの値

キ 操作 表 刀て 部

(5)60進数(度、分、秒)計算について

60進数を使った度・分・秒計算ができます。

60進数の入力や表示には、数値の他に記号co(度)、， (分)、"(秒))を使用します。

II臼(IりI(亙ffll--->DMSI
l匹目(->DMSl

II日l匹fIT)(--->DMS)

rI H99!)巴Il0912ndF)E豆困

白。自由， 03. 6"

I。

。o 06'
99990 00' 32.4"

60進数(度、分、秒)→10進数(度)の変換(DEG)

度・分・秒の記号を使って変換するときは、VDEG命令(362ページ)を用います。

変換結果は数値で表示されます。

!良・う}・妙のl;U号を使った演算例

I~仁豆困 I. 23 十 o. 5 圃 =今

2 [>DEC) 25. 4518+ O. 5⑧キ

(3 Vj)E(; ~ 50 45' 18" I + O. 5 圃=今

I. 73

26. 255

26. 255
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第 2章 関数計算の操作方法と練習

|練習問題I4I伺ってください。

回平方根Eゴ

3 N二Zτ 白白図5日図4囚 SQR(SQU5-SQU4)

ー 3.
または

5図巴図4圃(EJ 3

=} 52. 74

=今 3°40'

=争 10°16'21"

23面目

=今 26. 985

=争 2 o6

=争 35° 07' 30"

=争 2. 846975089
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(注)従来機PC-G850Sでは、60進数に変換した値をそのまま演算に使用できません。

本機では、60進数に変換した値を演算に使用できますが、同じ演算でも演算結果が異なることがぁWI]題を始める前に[cLslを押して表示をクリアしてください。

ります。 例 題 キ 操作 表 刀言 部
1 !3 白 3 SQR3

(6)取り扱う角度の単位の指定について @
1.732050808

三角関数、逆三角関数および座標変換なとの計算では、取り扱う角度の単位を正しく指定しておく必主itカ または

あります。 3巴 1.732自508自8
マニュアル計算では、[2ndF][DRGJの操作で指定できますので、度・ラディアン・グラードの指定をし h5+86xl37 白巴25白 86白白白37 SQR(25+86)*SQR37

圃うえで計算を行ってください。なお、次の命令で指定することもできます。 64 自8587988

命 % 表示シンボル 備 考
または

角度単位
25巴 86圃白白白37⑧ 64.08587986

度 DEGREE@ DEG 直角を90で表す単位(0)
(注)計算のしかたにより誤差が生じます。

ラディアン RADIAN圃 RAD 直角を;で表す単位(rad)

iFEht凶-山械Hそ九I年Uの主主のをた抽途内臥陥主部中Fh連ででh続区時h抽h切計同出効算っ抽数たし誤字たと同差場加き協問合は色、とh、計有k、て私算効計泊数算し同先、字の日途表1噺示中日です抽区る出切とるめっき抽たtたこ出敷場11桁合で抽以目と後でを抽酷のは出言誤博差五丸地人を山行同いじ泊まま附すす抽。。出表示九問日。弘同iit
グラード GRAD@ I GRAD 直角を100で表す単位(g)

これは、BASIC言語でプログラムを組むときなどに使いますので、使いなれておいてください。

I2マーヰアル計算における関数計算の操作方法と練習|練習問題田町一さい。
..・，..，..........----.. -

4一一一一一一一一一一一一一一一一一一回 2乗回
例題を始める前にICLslを押して表示をクリアしてください。

数字が表示されていると、関数キーを押したとき、ダイレクトアンサ一機能により計算を行ってしまいま1

例 題 キー操作 表 刀Z 部

37
2 回 37 SQU37

圃 1369.

まfこは

37図 1369.

2 (87X57)2 回巴87囚 57巴 SQU(87*57)

@ 24591681

または

87巴 57@巴 24591681

....

③ 3°45'一1. 69@

⑨ 3°30'45"XI0圃

⑩ 10 ム 3°30'45"圃

④ VDEG1 25°45' 18" • +

I-'DEG]25. 4518 +

巨亘:IlE歪亙司1. 23圃
⑤ 1°20'+2°20'圃

⑥ 3° 30' 45"+ 6° 45' 36"@

⑦ E歪ill25. 4518+(2ndFIE歪};§J1.
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国 3乗函証][己
例題を始める前にICLsIを押して表示をクリアしてください。

:練習問題I7Iを行ってください。

fJlJ 題 キー操作 表 刀三 部
勾サ

1 3
3 12ndFJ図 3 CUB3

圃 27.

まfこは

3[2ndFI臼 27.

2 2
3
+3
3 (2ndF)巴 2白 (2ndFI回 3 CUB2+CUB3

@ 35.

または

35j
2[2ndFJ臼田(2ndFJ回 3

ー
- ， 一， 一一一--

|練習問題目
をf子ってくださし、。

_.- ，
一一一一一明-------.，-日一.一一-----

，

国立方根12ndFlEゴ
例題を始める前に10}Jを押して表示をクリアしてください。

伊j 題 キー操作 表 刀t 部

1 抗EE 匹mucコ125 CUR125

圃 5.

または

125[2ndFlG!:コ 5・1

匹mG!:コ白白25巴 38白
2U(25十38)(96-57) 白白96白 57白白 CUR((2に5+3ぺ 8)*(96-5ワt)) LEEE'

圃 13.49382n4

まfこは

25白 38園田巴96己 57

巴圃匹目白 13.49382n4

k

国逆数[1/xl
例題を始める前にI0}Jを押して表示をクリアしてください。

|キー操作 l
1 I~125 IRCP125
125 I~ I 0.0白8

または

125O:EJ 0.008

121 1 I~白区コ 185巴 RCP(SQRI85)

行85 I~ I 0.073521462

または

185巴回 目白73521462

一 ~巴~6 巴O::ZE 7臼 RCP(RCP6+RCP7)
一l一l一1 Ir.一亙1 I 3.230769231
6.7 または

6~巴o:EJ7~~ 3.23076923

練習問題回を行ーさい。

回べき乗回
{仰を始める前lこ区司を押して表示をクリアしてください。

2.

ザIJ 題 キー操作 表 刀t 部

8~5 8八 5

~ 32768

8図 5.37 81¥5.37

匝雪 70728.30171

，4 5 巴 7~4 5*71¥4

団 12005.

。1十4.32.5 27~ 3.4白 4.3図 2.5 2.71¥3.4+4.31¥2.5

~ 67.62611161

(去) 4~ 巴 2 4八 2

団 0.0625

5n
D

-
内

J
ω

叶
‘
u

5X

ld
に
dt

l
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伊l 題 ヰー操作 表 刀t 部

5' [2ndF)回 5 FACT5

圃 12白。

または

5[2ndF)回 120.

8!X51 12ndF)囚 8巴 (2ndFJ団 5 FACT8キ FACT5

~ 4838400.

|練習問題1 9 1 困田和てください。

回べき乗根回
平方根.lCす乗)、立方根"1/C士乗)を一般化すると、汗=ytの関係になります。つまりこれ|
は、べき乗の変形と考えられます。

べき乗根の公式

m、n、Pは正の整数、 a>O、b>Oとするとき、以下の式がなりたちます。

l.if;;ニa士 5. ~r;fa =C!J;)=a古 mif;;

2.(if;;)n=a 6.if;;.!ifb=~a'b

3.(点)m=府=JnVZn/工
4 n~ ニaTf=aTVE 九 b

l練習問題1121 を行ってください。

国階乗函面凪
順列区司 組み合わせ直函E厄司

(1)階乗

nから1までの整数をかけ合わせて作った値をnlと表し、 nの階乗と言います。

nl=nxCn-I) x Cn-2) x・・・・・・・・・x3x2xl

たとえば、

5I=5x4x3x2x1=120になります。

例題を始める前にICLSIを押して表示をクリアしてください。

1(2)11慎列・組み合わせ
棺異なるn偲のものからr個を取って1組としたものを、n個のものからr個を取る組み合わせCCombi

、/、，、J、J、ノ、J、ノ、ノ、ー
nation)といい、その組み合わせの数をnCrで表します。

r個を取り出した上で、さらに取り出したr個のものを1列に順序づけて並べたものを、 n個のものから

r個を取る唄想CPe釘町r口m¥

l州I(川n列 nPr=て±寸 (れI豆釘n川)
“'げ1-[)!

nl
kIIみ合わせ 71Cr=τv工てττ了 ここでO!=1と定義しますo

例題

lから10のボール

から7つのボール

を取り出して並べ

るしかたの数は

円 10!

li叩月下)!
'J ・10チームでリーグ
i戦を行うときの全

II 試合数は

円 10!
l作 2 2l(百-2)!

キー操作

四回1007巴
圃

まTニは

(2ndFJ回 10じっ12ndFJ回白
10巳 7囚圃

12ndFJ区ヨ白10臼 2の
圃
または

匹目白10匂巴[2ndF)回

2白 12ndF)回巴10巳 2

の巴~ 45

表 刀t 部

NPR(l0，7)ー

6048自由

6048自由.

NeR(l自，2)

45

iNEI題 1 131回開つ…ぃ。

凪数対用常国
日・" Mのとさ、指数mはaを底とするMの対数といい、ill=logaMと表します0

1 このときMを刈数mの真数といいます。

点数1.1:，';';・にIIです。特に、底が10の対数を常用対数とl呼び、底を略してlogMと表します。
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伊j 題 キー操作 表 耳主 部

l 10
3 匹互〕恒j3 TEN3

~ 1000

1074+108.3 12ndFJaR7.4巴12ndFJ庄司
2 8.3 TEN7.4+TEN8.3

団 224645095.8

3 logN==1.5 匹正己aR1.5 TEN1.5

ι 団 31.6227766
N = 101.5

対数の基本的性質

1. log1=0

2.log10=1

3.log100=2

4.log(M・N)=logM 十logN

(対数で表すと、掛け算がたし算になります)

5logfi=logM一logN

(対数で表すと、わり算が引き算になります)

6.logMP=P・logM

7.log而;;;-= logM-;;C=号logM
10交 b

8.logab=ニこ且ニ
loga

9 同 a=詰E伽変換公式)
10. lQ!OgM=M

-唱-・4・-
例題を始める前にICLslを押して表示をクリアしてください。

題例
一
川

回自然対数凪

2Ilogfl5

キー操作

UQill1000

圃
または

1000(jQ盈

UQill(lコ15

圃

UQill巴9白 15白

圃
3Il__~
logτ吉川

表示 部

LOG1由自由

LOGSQR15一
自 588日45629

LOG(9/15)ー

。221848719

3.
10を底とする対数が常用対数であるのに対し、

1 ， 1 ，1
3・.1e=1十一一十ーー+一一+ ・=2.718281828459……1!'2!'3!

を底とする対数を、自然対数またはネーピアの対数といいます。

自然対数と常用対数の関係

※( )を忘れるとlog9ι15の計算になります。

|練習問題115I を行ってください。

一一一一一……一一

回常用指数函亙ー唖3
10のべき乗を求めるときに用います。

これはlogxの斐恩数で、対数の真数を求めることになります。(57ページ逆三角関数の項参照)

例題を始める前に(g:-slを押して表示をクリアしてください。

logx=昔告=0.434294481x1nx
i仰を始める前に1ill"1を押して表示をクリアしてください。

。，，u

内
‘
リI

l

I

-

!

1
刻

a
F
7
4

伊l 題 キー操作 表 刀t 部

In10 日 10 LN10

@ 2.302585093

または

10回 2.302585自93

In18十In15 回 18巴回15 LNI8+LN15

圃 5.598421959

III(18X15) 回巴18巴 15巴 LN(l8*15)一

@ 5.598421959

Inl6-ln9 日 16臼田9 LN16-LN9

団 。575364144
In(?) 日巴16臼 9巴 LN(l6/9)一

@ 0.575364144
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回自然指数函正巳困
この関数はInxの逆関数(真数)を求める関数です。(逆三角関数の項参照〕

ICLSIを押して表示をクリアしてくだとさし、。

{J~ 題 キー操作 表 耳可 部

1 巴l 巨D.m因1 EXP1

2η71828182811圃

または

1'2ndFJ回 2.718281828

2 巴2.845 '2ndFI白 2.845 EXP2.845 T
圃 17.20155867

3 e-6.41Xe且65 匹正目匂巴6.41(I)12ndFJ因

8.65 EXP-6.41*EXP8.65

圃 9.393331288

匹目回、匹目困、巨百四の違いについて

12ndFJ庄司 常用指数 10のべき乗を求めます 数式例

① 10L5

② 101.4

③ 10-L3x6.4

'2ndFJ因 自然指数 Eのべき乗を求めます 数式例

① e1

② e-2.5

③ e3Xe8.5

12ndFI(hQ) 指数指定 指数部を置数するときに 置数例

使います ① 2.5X10
3

2.5'2ndFl庄司3と置数

(2.5E3と表示されます)

指数は±(0~99)の整数 ② 2X10-3

です。 211亘ElI週一3と置数
30ページ参照 (2E-3と表示されます)

#- 町一'一一，町一一-一一吋，
|練習問題回を行ってください。

第 2章関数計算の操作方法と練習

図三角関数凪函凪

{~ル千)¥

{~ os8=司令
{j) an8=~ V

正弦(sin8)、余弦(cos8)、正接(tanθ)を求めます。

右の図のように、xy平面上で、動径opが始線ox(x

仙の正方向)となす角をOとし、動径上の点Pの座標を

(x，y)、百下=岳写子=rとすると、次のような関係

がなりたちます。

I.sin8=.JL(正弦)
r

2 叫=千(余弦)

3.tan8=主(正接)
z

高さ
nは京Eで求められますから

Sを筆記体で書くとbとなりますので

開Pでトこなるという意味です。
Cos0)場合もCをどとれて受と

底辺

Tanの場合もTを」とれて~~
底辺

Z

一ru一
z

で

で

1)角度の単位

‘I'ifに等しい長さの弧に対する中心角は、円の大きさに関

係はく一定です。

この 応の角を単位1(ラディアン)として、角を損11る方

tよか叫l止法です。

叫l止法では、単位の名称を略して、角の大きさを無名数で

んすのが門.i!Jjです。

'~I !l. IL( こ~-lして、度を単位として角を漬 IJ る方法c1直角=

UII，I・' 60'，l'=60つを60分法といいます。

Iた、この90°を100' (グラード)として測る方法もあり

よナ。

弧度法 グラード法

ア'ィアン グラード

RAD GRAD

π/2←ト歩 100'

n .，ーー卜争 200'

2n ←←i> 400'

53

Y

X

底辺
x

弧AB=半径r
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囚SIN関数
例題を始める前にICLSIを押して表示をクリアしてください。

(2)三角関数の計算を行う前に

三角関数の計算を行うときは、角度単位の指定をしてください。

まず、与えられた計算式において

1.60分法で求めるのか

2.弧度法で求めるのか

3 タラードで求めるのか

これをまず確認してください。そして、

① 60分法(ディグリー〕で求めるなら、表示部の右側に小さな英字でDEGが出ていることを確認し

ください。もしDEGが出ていないならDEGという英字が出るまで巨m[DRG!を繰り返して〈

ださい。(DEG表示は、電源ON時に必ず表示されます。)

②弧度法(ラテ、ィアン)で求めるなら、表示部にRADが出るまで[2ndFIIDRGJを繰り返してくださl¥

③ グラード法(グラード)で求めるなら、表示即こGRADが出るまで匹m[DRG)を繰り返して<I

fこさし、。

例

1Isin60°

題 キー操作

表示部にDEGを表示させます

W!D60
圃
または

60(司

表示部にRADを表示させます

回巴白白3囚

~
または

回匂3包囲

表示部にRADを表示させます

W!DmO.5白田巴2.4囚

ー

表 部耳t

SIN60

自 8660254白3

自.8660254日3

21mf
SIN(PI/3)ー

自 8660254白3

0.8660254自3

3Isin(0.5π+2.4)

SIN(自 5*PI+2.4)

-0.737393715rh 蛍"'''''''主 GRAD ーについて………… "';'~l
主 GRAD はヨーロフパの測量関係など特殊な業務で使用されている角度です。 ~I

3日本ではあまりなじみがありませんが、直角が即と考えやすい数値のため、開が楽になり ~I

Eます° ~

Ehhhhh同協同"'''''''''''''為抽"''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''凶"''''''''''''''''''''''''''''同協同"''''''''''''''''同..(II

sin'30°

B

B

一

民

ま

h

-

u

u

一

時

を

油

口

口

一

同

綻

附

J

V

一
ι

4

一

品

度

O

K

F

o

M

け

一

泊

角

す

い

M

l

i

4

一

気

士

a

h

'

α

α

一

泊

す

え

同

5

一

占

で

替

K

4

一

同

要

り

時

。γ

一

品

必

切

何

2;

一

同

が

て

M

NN

一

品

定

し

晶

ー

ー

一

同

指

押

陥

ss

一

品

度

を

品

-

-

i

M
角

白

悼

す

す

す

す

一

品

の

一

川

一

品

片

一

同

防

ま

一

白

川

一

w

叩

町

w

m

m

E

m

和

田

町

一

山

肌

町

長

表
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回逆三角関数也函£]Isinヨ、匡函£][色亙3、[2:出E也亙3

囚sin 、cos-'、tan-1
炉'!l/Oを ~f;める Iii)に(IT司を押して表示をクリアしてくださ L、。

逆三角関数の計算は、三角関数と同様にDEG、RAD、GRADの指定が必要です。

今、上の式のxをθとおけば(x=θ)

それぞれx=yに対して対称な関数

となります

x=sin-'y (アークサインワイと読む)

参 x=cos-'y (アークコサインワイと読む)

多 x=tan-'y (アークタンジェントワイと読む)

プ角関数 逆三角関数
逆三角関数の値の範囲

D E G R A D G R A D

υ=sInθ θ=sin-1y -90
0

三五θ三五90
0 ππ

-1009孟 θ孟100gーす話。孟2

ν=cosθ 。=cos-lu 。。三五e~玉 180° o~玉 θ 孟 π og三五e~玉 200 g

!J=tane 。=tan-lu -900 三五θ三五90° _.!!..-三二e~ '! -100g豆e~玉 100g2一一2

y=Slnx <;'

y=COSX <;'

y=tanx ‘

逆三角関数とは、三角関数sm、cos、tanのそれぞれの逆関数です。

逆関数とは、y=xという一次関数に対して対称になる関数をいいます。

常用対数 4 常用指数
互いに逆関数の関係

自然対数 自然、指数
互いに逆関数の関係

これと同じように、

三角関数 ' 逆三角関数
互いに逆関数の関係

• 1(1関数 sine、coseの値は、すべてーlから+1の値にありますから、それ以外の値で釘n-'y、
(U:-， Iyの計算はできません。

it??
凶山山I.i.叫丸翠汐瞥7許気拍叫h泊凶弘凶』配向角…の崎叩叫範翻肱図酢に一……』……泊山……包凶山叫………邑凶山……弘陥凶山…込凶叫山h凶叫包凶包泊凶山吋h凶吋』凶吋包官主
t?、汁川l
弘

ヒ叶II 'yはyのときのOを求めますが、右図のyの I E
~ J.t}{i'、計算機はe，か偽かの判断ができません。そ yl/'ナ¥ 互
宮 山ため、計算機では求められるO埼玉1つしか存在し 、-90° v1:f¥ R
い…。の範聞に限定して吋山

¥ :
/18'
90°82¥ 3

¥/I¥」ノ h

bりたいときは、180
0
- e，を計算してください。 出./ I -

主
弘 、』
1.1.1.1.1.1.弘九包込包込七七七七七色色:I.-.J，....lo-_..

~~~':lOl.，.，~~~;;.，~~~包邑ねね......................................................................................丸......色気

例 題 キー操作 表 刀言 部

4XCOS25° 表示部にDEGを表示させます

4巴伝記25 4*COS25

ー2 π 表示部にRADを表示させますCOS5 ~巴回臼 5 巴 COS(P1/5)ー

@ 自.809自1699'I

3 cos(4739+1689) 表示部にGRADを表示させます
匝ヨ巴473巴 168白 COS(473+168)ー

圃 0.79968465H

4 COS25
0
45' 18"

表示部にDEGを表示させます

~2512ndFI巴4512ndFJ巴
18(2ndFI巴 COS25°45' 18"

@ 0.900660323

または

25(2ndFI巴 4512ndFlO18
12ndFJ巴 Eヨ 0.900660323

回 TAN関数
例題を始める前にICLSIを押して表示をクリアしてください。

伊l 題 キー操作 表 刀t 部

1 tan19.7° 表示部にDEGを表示させます

~19.7 TANI9.7

圃 0.3υ58051837.1
2 tan(24

0
8'55"+ 表示部にDEGを表示させます 1

37
0
19'23") ~巴巴亙 ill 24.0855巴 TAN(DEG24 日855+DEG t

(-OEGJ37.1923囚 37.1923)ー

圃 1.8396自由911

33 tan(π+8π) 表示部にRADを表示させます

函wCIコ回目3臼 8巴
回囚 TAN(Pl+3/8*PI)一

ー
圃 2414213514

4 tan25
0
45' 18" 表示部にDEGを表示させます

~25匹正目白45(2ndFlO

1812ndFJ白 TAN25°45' 18"

圃 0.482450314

まfこは

2512ndFJ巴 4512ndFJ018
匹目白白B 0.482450:114

， ~.，.，##I'

|練習問題回を行ってください。
....'~

.

回cos関数
例題を始める前に区ヨを押して表示をクリアしてください。
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j9IJ 題 キー操作 表 刀t 部

1 sin-IO.5 表示部にDEGを表示させます

(2ndFl匝!ClO.5 ASN0.5

@ 。η0. 11

または
汁

角度単位(DEG) 0.5(2ndFllsin-'J 30.

2 cos-10.628 表示部にRADを表示させます

12ndFllcos-'I0.628 ACS0.628

団 。.891815777
まTこは

(RAD) O.62812ndFI(g玉三つ 0.891815777

3 tan-I1 表示部にGRADを表示させます

12ndFlltan-'ll ATNl

⑧ 50.

または

(GRAD) 1(2ndFlltan-'I 50

4 2sin-'O.785 表示部にDEGを表示させます

2CDI2ndFI(ililヨO.785 2*ASN0.785

@ l自3.4413565

度分秒で求める場合は、ここで 003.4413565度)

12ndFIE豆MID 103°26'28.88-

(DEG) (l03度26分28.88秒)

5 cos-l0.43+ 表示部にRADを表示させます

cos-'O.66 (2ndFllcos-'I.43巴巨函E

臣玉ヨ.66 ACS.43+ACS.66

(RAD) 圃 1.976281116

表示部にDEGを表示させます6

匹正Elltan-'IGCコ巴巴l巳 ATNSQR((1一.61¥2)an'v--0:6
.6(ZJ2白白.6囚 /.6)ー

(DEG) 圃 45.92428582

#~-;~“

|練習問題回を行ってくださL、。_.
---…一一一一一… ..........Hi

国座標変換
F

座標変換とは、ベクトノレや複素数において、 x成分・y成分で表される式を大きさr・偏角。に災似すt

ことや、その逆に、大きさr・偏角θからx成分・y成分に変換することをいいます。

x成分、y成分として表されるものを、 直交座標 2=x+yi

大きさに偏角。として表されるものを極座標 2=(r，8)

と、いいます。

第 2章関数計算の操作方法と練習

ーーサP(x，y)

i--b

極座係を直交座標に変換するには

-11'1交座擦のxを求める一一一→x= rcosθ

-II'i父座標のyを求める一一一→y= rsinθ

59

この座標変換の場合も、三角関数同様、角度を扱いますので、角度指定DEG、RAD、GRADのいず

れかを指定する必要があります。

P(r.B)

X X

。

B 図

極座標

A図も、B図もXY平面上の点Pを表現する方法です。表現方法は迷いますが、点Pの位置を示している

ことにおいては同じ結果となります。

ーーー‘ーーーーー一一ー ーニユニューー骨P(r，y)=P(r.e)

くがま

。=tan-IJL
z

P(r.e)=P(r，y)

8

x=r・cos8
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囚直交座標→極座標変換[2ndFJI--reJ
例題を始める前に(IT司を押して表示をクリアしてください。

例題

1I(3，8)を極座標
に変換

(P=3+8i)

21(3，-8)

を極座標に変換

(P=3-8i)

31 (-3，-8)

を極座標に変換

(P=-3-8i)

キー操作

角度単位を“度"に指定します

表示部にDEGを表示させます

(2ndFII~re I巴 388囚
圃

回
圃

表示部にDEGを表示させます

12ndFII~re ICD3白白8
白

~

回

圃

表示部

POL(3，8)_

8.544自由3745

(rの値)

Z

69.44395478

(8の{直〕

Y

8.544003745

Z

69.44395478

69°26' 38.2，1"

(69度26分38.2'ゆ)

Z

回極座標→直交座標変換直面Be:::豆冨
初題を始める前に(ill)を押して表示をクリアしてください。

lJこl 例 題 ! キー操作
|表示部にDEGを表示させます

11(2，30°)を直交座標に112ndFII~xYI 巴 2 臼30 囚

変換 |圃

P=(2，30°)
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Z
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〔解説〕

直交座標(3，8)は極座標に変換すると約(8.54，69.4")です

ここでrの{直を石室E忍したいとき
は

図
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これはrの値が変数Yに収めら
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[解説]

極座標(2，30°)は直交座標に変換すると約0.73，1)です

.xの値を再確認するときは
回 直1.732自5白B自8

zの値は変数Yに収められていることを意味します

・Yの値を再確認するときは

回~

yの{直は変数Zに収められていることを意味します

表示部にDEGを表示させます l

(2ndF J( ~xYI 巴 28 己 30 白 I REC(2，-30)

圃1.732自5日808

巴
~

Z

表示部にRADを表示させます

匹ml~xYI巴 2 白白白

3囚

~

巴

~

REC(2，PI/3)ー

Z

1.732自508自8

ー
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(1)統計モードの設定と解除の方法

1.統計モードにするときは

RUN(またはPRO)モードで

巴五f)(STATI

と押します。統計モードになり、右の一

変数/二変数選択画面が表示されます。

なお、統計モードでは、画面右側に“S

TAT"が点灯します。

この選択画面のとき、ロコで一変数統計計算、ロ〕でニ変数

*本ヰ** トウケイ 7~ /セキ *本キキ*

1 1へンスウ トウケイ

2 2ヘンスワ トウケイ
(x)

(x，y)

STAT

CAPS

OEG

ハ'ンコヂウ ヲ エランテ' クタ'サイー

すまAB灼J

ま

な

き

に

ト
」

H
P

る

一

す

モ

除

N

解

E

U

を

一
A
一
R

ド
一
釦
一
。

一

引

す

モ
一
出
一
ま

計

一
h
一
し

統

{

押

ル」

(2)一変数統計計算

1.一変数統計計算で求める統計量

一変数統計計算では、次の統計量を求めることができます。

統計計算が選べます。

-サンプノレ数

・サンプノレの総和 LX -平均

-サンプノレの2乗の和 LX2

士一LX.-
n

n

-サンプJレの標準偏差 n一
ー

や
山
一
f
J
v

-母標準偏差

母集団より抽出されたサンプノレデー

タから、母集団の標準偏差を推定す

る場合に使用します。

2.一変数統計計算の選択

(2ndFIISTATJと押して統計モードにした後、画面に従っ

処理選択画面になります。

匹互白(STATI

白

山
一
/
J
v
u

母集団のすべてをサンプノレデータとして、

その標準偏差を求める場合、またはリン

ノレを母集団とみなして、その標準偏;~::弘

める場合に使用します。

て白を押せば一変数統計計算が選択され、II

牟キ傘*キ トウケイ フ'ンセキ 字本字*.

Ea--ERE--EZ
f

)y

サ

〉

'

e

V

A

V

A

h

y

rι
、r
k

均
ノ

J
q

，Al
'

ケ

ケ

テ

ウ

ウ

ン

ト

ト

ラ

一ヱ

ウ

ウ
ス

ス

ヲ

ン

ン
ヘ

ヘ

ウ

I

2

'
コ

1

2

ン，、
J

*本車 ンョリ 本字$ (x)

l ニュウリョク 2 サク〆ョ/クリ7
3:7' ンセキ 4 フ. 'Jンタ

〆J ンコ'ウ ヲ エランテ' クタ'サイ.

処理選択画面では、それぞれ次の処浬を選ぶことができます。

口コ……入力 データの入力を行うときに選びます。

ロコ 削除/クリア まちがったデータを入力した場合などに、そのデータを削除するときや
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新たに統計計算を始める場合に、前に計算した統計量をすべて消去すると

きに選びます。

ロ〕・・・分析 統計量を求めるときに選びます。

日コ ープリンタ 統計量を印字するときに選びます。ただし、JjIJ売のプリンタが接続されて

いるときにのみ選ぶことができます。プリンタが接続されていないときは

日コを押しても何も変わりません。
BREAK

なお、一つ前の選択画面に戻すときは(Qffiを押します。

3.データの入力方法

処理選択画面でロコを押せばデータ入力画面になり、データが入力できます。

白 | υ テ・ータ ニュウリョク

I x=

ししデータが入ります。
何個目のデータかを示します。

①データをlつずつ入力する場合は

データ圃

と押します。

②負のデータを入力する場合は

Gデータ面白
と押します。

③同じデータが複数個ある場合は

データ臼個数⑧

と押します0
BREAK

データをすべて入力したら巴Eを押します。処理選択画面に戻ります。

l~11i足]

統計では、同じテータが何個かある場合は“度数"という言葉を使います。

たとえば、同じデータが3個ある場合は“度数3..のように表します。

4 統計五2を求める方法

処J'I!泌択画面でロコを押せば、次の分析画面になります。

① **フe ンセキ ** (x)

1 n 2 LX
5 s 6 a

3 LX' 4 x

ハ'ンコ'ウ ヲ エランテ' クタ'サイ

ロJ-白コで次の統計量を求めることができます。
① 0 ・1 サンプJレ数

白川 LX サンプノレの制日

回… LX2 サンプノレの2乗の和

回 ...玄

白… s

回…U

平均値

サンプノレの標準偏差

母標準偏差

処F凶J~llhl而に戻すときは、箇を押します。

...L
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5.新たに統計計算を行うときは(前の計算内容を消すときは)

次の2つの方法があります。

①いったん統計モードを解除し、改めて統計モードにすれば消去されます。(統計モードを解除しII

とき、統計量の一部は変数に保存されています。くわしくは68ページを参照してください。)

②削除/クリア機能で消去します。まず、処理選択画面にして次のようにキーを押します。

巴

削除/クリア選択画面になります。

本* サクシ'ョ/クリア *本

l テe ータ サクゾ'ョ

2 オーJレ クリア

，、 ンコ'ウ ヲ エランテe クタ.，tイ

巴

消去確認画面になります。

* オールクりア ネ

1:YES

2:NO

ハ'ンコ'ウ ヲ エランテ' クタ'サイ

口コ 前の計算内容が消去され、処理選択画面に戻ります。

ロコを押した場合は、計算内容を消去せずに処理選択画面に戻ります。

-例題

ある試験の点数を、ランダムに選び出した35人について見た No. 点数 人数 No. 点数 人自

場合、右のようになりました。 30 l 5 70 8

これより平均値、標準偏差を求めなさL、。
2 40 l 6 80 9

3 50 4 7 90 6

4 60 5 8 100 2

キ 操 {乍

匡亘£)ISTATJ

白

白

表示部

-統計モードにします。

・一変数統計計算を選びます。

“入力"を選びます。

・データを入力します。

30圃 40圃 5004圃

6005圃 70巴 8圃
8009@ 90巴 5圃
lODeコ2面白
これでデータの入力は終わりです0

.処理選択画面に戻します。

“分析"を選びます。

-平均値を求めます。

・サンフ勺レの標準偏差を求めます0

.母標準偏差を求めます。

34:x=100..2

36 X=
一
団
回
目
白
回
一
四

X= 11.428511'13

s= 16.4150H90

σ= 16.238025d

-処理選択画面に戻します。
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[補足]

サン7・ノレ数、総和、 2乗の和を求めるときは、分析画面でそれぞれ口コ、ロコ、ロコを押します。

途中結果として平均値や標準偏差などの統計量を求めた後、もう一度、処理選択画面で“入力"を選ん

でデータを入力すれば、続きのデータとして入力できます。

6.デタの削除

データ入力でまちがったデータを入れた場合などに使用する機能です。

処埋選択画面にして次のようにキーを押すとデータ削除画面になります。

巴
ホ*サクゾョ/ク')ア**

l テ。ータ サtアュ〆ョ

2 オール クリア

ハ. '"コ'ウ ヲ エランテ' クタ'サイ

白
キ テ'ータサクゾ'ョ *
x=

この函面で、データ入力のときと同様の操作で、まちがったデータや削除したいデータを入力すれば

削除されまなEZ-タ入力のときと同様に白を使って複数個のデータ硝IJ除することもできます。
，'jl)除した後、巴E口コと押してデータ入力画面にしてから正しいデータを入力すれば、続きのデータ
として入力できます。

[補足]

入力していない数値を削除したいデータとして入力することもできます。つまり、30と40の入力に

対し、削除したいデータとしておを入力することも可能ですが、正しい結果は得られません。デー

タを削除するときはご注意ください。

7 統計症の印字

フーテを入力した後、計算された統計量を別売のプリンタCE-126Pで印字できます。

7 I)ンタを本機に接続して電源を入れた後、データを入力します。次に処理選択画面で、日〕を押し

て“プリンタ"を選べば印字が開始されます。

本本事 ユノョリ 事場* (x)

、
1 ニュウリョク 2 サクゾ'ョ/クリア
3 フ'ンセキ 4 フ・リンタ

ハ'ンコ'ウ ヲ エランテe クタ'サイ

白
*本 インゾ'チュウ *本

flJ・tか終われば処理選択画面に戻ります。
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〈印字例>64ページの例題のデータが入っている場A

主5.
25~j~3 •
1:378(:1白.

71.42:::57143
1己.4750:::'342
1己.238日2542

n=
R:..，.'=
“内』

::r2:
t'lE向tH:r):

。=

(3)二変数統計計算

二変数統計計算の基本的な操作方法は、一変数統計計算と同じです。先に一変数統計計算の説明をおぜ

みくださL、。

1.ニ変数統計計算で求める統計量

二変数統計計算では、次の統計量を求めることができます。

• n、LX、LX2、支は一変数統計計算と同じa SX，axは一変数統計計算のs、Uと向じ。

サンプノレ(y)の総和

サンプル(y)の2乗の和

サンプル(X，y)の積の和

サンプル(y)の平均値

• Ly

• Ly2

• LXY

与す=守

明
/
/
V

サンプル(y)から求める、母数を(n-1)としたときの標涼偏

町の=j主立 サンプル(y)から求める、母数を(n)としたときの標準偏弐

一次回帰線y=a+bxの係数

一次回帰線y=a+bxの係数

• r r= Sxy
-高石・Syy

相関係数

推定値(yの値からXの値を推定する)

推定値(xの値からYの値を推定する).y' y'=a+bx

[補足]

SXX=LX'ー守主 Syy=Ly'-守主 山
nvdx

ゃ
ん一一yx

n
b

2.ニ変数統計計算の選択

[2ndFJ[STATIと押して統計モードにした後、画面に従ってロコを押せば二変数統計計算が.i:itl択さ

て、処理選択画面になります。

3.データの入力方法

処理選択画面で口コを押せばデータ入力画面になります。画面に従って、x，Yのデータを入力し

くfこさL、。
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①データがl個c1組)の場合

データX圃データY圃

と押します。

②同じデータが複数個ある場合

データ x~データ y c)個数~

と押します。

③負数のデータは、それぞれのデータの前に巴〕を押します。
BREAK

データをすべて入力したら巨団を押します。処理選択画面に戻ります。

4.統計量を求める方法

処理選択画面で巴〕を押せば分析画面になります。二変数統計計算では分析画面が2画面あります。

画面の切り替えはtIl唖3で行います。

処理選択画面でロコを押した場合

(“分析"の第l画面です)

$傘 7' ンセキ 事事 (x，y)

1 n

5 sx
2 Ex
6σx

3 Ex' 4 王
7.EY 8:EY'

，、0/コ'ウ ヲ エランテ' クタ'サイ

巴む 移測候 フ'ンセキ ホ* (x，y)

(“分析"の第2画面です)

1 Exy 2 Y 3 SY 4 oy
5 a 6 b 7 r 8 x' 9 y

ハ'ンコ'ウ ヲ エランテ' クタ'サイ

直〕で前の(第1)画面に戻ります。

.j§lj姐

次の表は、ある地方の山桜の開花日(4月)と同地3月の平均気温の表です。

これより、一次回帰線y=a+bxの係数a、bと相関係数rを求め、 3月の平均気温が9.1度の

n~合の開花日および4 月 10日に開花した年の3 月の平均気温を推定します。

年 2 3 4 5 6 7 8

、I'勾気温(X度) 6.2 7.0 6.8 8.7 7.9 6.5 6.1 8.2

IHI1£日 (y日) 13 9 11 5 7 12 15 7
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キー操

・統計モードにします。

・二変数統計計算を選びます0

・“入力"を選びます0

・データを入力します。

6.2 圃 13 圃 7.0 圃 9~

6.8圃 11圃 8.7圃 5圃

7.9 圃 7 圃 6.5⑧ 12~

6.1 圃 15~8. 2圃 7圃

作

(2ndFIISTATI

白

白

8:x=8.2

Y=7

これでデータの入力は終わりです0

.処理選択画面に戻します。

・“分析"を選びます。

・第2画面を呼び出します0

.係数aを求めます0

.係数bを求めます。

.相関係数rを求めます0

.開花日を推定します。

平均気温を入力

9 X=
一
四
回
園
田
白
白
白
岨

a=

b=

r=

X=

Y=

-“分析"の第2画面に戻します0

.平均気温を推定します。

開花日を入力

…
園
田
岨

X=

Y=

統計モードを解除 (2ndFlISTATJ

表 刀t 部

34.44951自17

3. 42501883~J

9. 691日68372E 自 l
(-0.9691068372)

3.28183873'1

(推定 4月3日ごろ開花)

7. 1385自385

(推定 3月の平均気温は約7.re)

[補足]

統計計算の統計量のうち、次のものは変数U-zに入れられ、統計モードを解除しても保持され
います。したがって、RUNモードでも、この統計量を使って計算ができます。

変 数 U V w X IY Iz
2:x'I2:x In

一変数統計 2:y' 2:y 2:xy 2:x'I2:x In

なお、この内容は統計モードになったときに消去されます。

|練習問題I21Iを行ってください。
一一一一一一一一一--.，.~~._--~-- #一

第3章
算術代入計算

69

1.算術代入計算

今までは、数値と数値の計算のやりかたなどを練習してきましたが、複雑な数式や数値のたくさんあるよ

うな式を計算処理していくときに、どうしても数式(数値を代入するので)が長くなってしまいます。

こんなとき、あらかじめ数値を変数キー(アルファベットキー)に記憶させておき、変数と変数の計算に

よって答えを求めることができます。

変数として使える文字

似として使える文字は、屋王司、医亙医亙の組み合わせ、医亘困の組み合わせの3種

tilで、最高2文字分の長さまで使えます。

種 類 伊l

医E 囚~巴 A=1

B=100
(アルファベy 卜)

Z=2.5

囚~巴 AA=1.5

'医亘匿X:FI MM=30.5

LX=0.003

囚~巴 A1=6.28

回~回 G1=9.8

ιE医ヨ T2=358.2

XI=3

Y2=6

((I.)・アルファベットの小文字は大文字と閉じ扱いになります。変数としてアルファベシトの小文字を

使用しでも大文字に変換されます。

・~数U 、 V 、 W、 X 、 Y 、 Z は座標変換や統計計算で使用するため、変数として使うときには注

仁・が必要です。

h

，11
h
a
i
a
v
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-例題①

第 3章算術代入計算

2.例題と解説
一一一

谷

左図のような円すい振り子の周期Tは、糸の長さをL、糸の鉛

直となす角をOとすると、

T=2π戸子 g=9.8(m/sec')

品題②
第 3章算術代入計算 71

月の軌道を地球を中心とする円とみなし、地球の半径r、月の周期をTとすると、月の軌道半径は

R=j反手
4π

で与えられます。 地球の半径r=6.4XI0'(m)、月の周期T=27日8時間としたときの月の軌道

半径を求めなさい。

27日8時間は(27x24+8)x60x60で秒に換算され、T=2.3616XlO'(sec)になります。

また、 Eは例題①のようにg=9.8(m/sec')とします。

古
川
品
目
内の算

hυ
一
ム
I

C
-
-言

説

一

解

↑・戸
g=9.8
GIこ9.8を代入します

L=0.5
Lに0.5を代入します

θ=250

。がありませんのでS

に25を代入します

T=2π戸手
文字式として入力しま

す

で求めることができます。 L=50cm (J=250 の場合の周期T

を求めなさい。

このような例題をプログラム化しますと、140ページの例題@

のようなものが考えられます。

キー操作

表示部にDEGを表示させます

回目9.8 圃

表 刀主 部

図解説②

計算の内容

R=6.4XI06

T=2.3616XI06

9.8

0.5
ここでRは地球の半径で

i也っているので月の軌道

TiIの変数をRRとしま

キー操作

因巴6.4(l亘IJ(f函6
圃

白白2.361612ndFI(f面白6

~

回目9.8 ~

因因巴(2ndFJ白巴回

日巴因~2回目白

白~2白白白4白白

白~2白白巴

表 刀主 部

巴巴0.5

ー
25.

R=6.4E6

6400自由自

T=2.3616E6

2361600.

9.8

RR=CUR(G*(RI¥2)*(T八 2)

/(4本 (PII¥2)))

圃 384190235.2

(m)

答 384190km
圃

)

圃C
囚
巴

呂
田

町

四

国

M
ω

氾

臼

白

白

回

国

白

巴
T=2*P1*SQR(L*COS

S/G)一

1.351106827

答1.35砂1・例題③

とてL便利な使いかたのひとつです。

計算の結果はTに入っています

巴 圃

と押せば呼び出されます

1.351106827

このように、原式の文字に対する数値を記憶させてから文字式の演算をすると、後で式の確認!も容易です。

t"''''''''''~ 九九同プレイパックについて協同協同同協同情陥"'''''''''同同情陥協同凶i
云ー~ ~

E 圃を押して計算を行った後にE または~を押すと、計算した式が呼び戻され、再度計mfj
包

主 できます。エラーになったときは、エラーになった位置にカーソノレが表示されます。訂正してIiiI
32び圃を押すと答が得られます。なお、カーソルは巴を押したときは式の先頭に、団計I'L!

Eたときは式の最後に表示されます。 11弘
h

t"凶"""""""""民協同"'''気""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""包弘弘;'~'I

?一l一
、
i(I)~R(Q)

左図のようなRL直列回路に流れる電流は、スイッチswを閉じてか

らt秒後に

'"' R

i(t)=長(l-eーで)

となります。

今、 E=4.5(V)L=160(mH)R=55(Q)として

t=0.1(IDS)における電流の値を求めなさい。

このような例題をプログラム化しますと、141ページの例題@のよう

なものが考えられます。

L(H)

UL;
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-解説③

|マニュアル計算の練習問題計算の内容 キー操作 表 耳t 部

E=4.5 巴白4.5 圃 4.5

L=160(mHJ し一一ー

=160xlQ-3 巴白160(2ndFJ(EQ]巳3 -解答は先生にお聞きください。(指導マニュアルに解答例を記載しています。)

圃 。1G
ロ康習問題目

R=55 因巴55 ~ 55.

T=O.l(msJ 下の例にならってキー操作の練習を行い、空欄に答えなさい。

=O.lxlO-3 白白O.112ndFJ(£詔臼3 自十 算 式 キ 操 {乍 答

圃 0.000I

白白巴白因白巴l巴 I=E/R本(lーEXP(-R本T/ 例 2+3X4 2巴 3白 4圃 14
E /. -~l (2ndFl白白白四回白 L)ー1=一(l-e L')
R

の巴白白 圃 0.002764709
4.36-(5.25-4.83)

答 2.7647(rnA)

-例題④ 1.71X2.43
2 3.25X1.35

物質の崩壊時間は t=τ~ln(l+下DEt)で求められます。

白 一一t時問援の同位原子数 ー 白 目 5X10個 口U qA6npnuoo巧I

Pt=t時間後の安定原子数 Pt=3xI0'個 5.13十6.03-3.41

A=崩壊定数 A=20.5

このとき、この物質は何時間経過しているでしょうか。 3氏υ口P

11 243+638-475

-解説④

計算の内容 キー操作 表 刀三 部 :，I ~~ ~ .~'. 3~
Dt=5xI0' 回白白5(2ndFJ(£函4圃 500(.，O.

I62.8+11.5X37.8

Pt=3xl06 白白巴3{2ndFI(EQ]6圃 300自由o0，

28.4X(、(0.75-2佳Aハ吋d ノ、十6.3λ=20.5 回巴20.5 ~ 20.5
1. /.，Dt

白白om回目白白l 2.52
t=一λln(l+ p~) T=RCPV*LN(l+DT/

巴回白白白色白 PT)ー

圃 自由自由806:107 司 1~~~.54 + 18~XJ:6

答 O.0008063tJ711!iIi3
14.4 3.74

'

，81
.- '…一一ー一一-- ーー一，#，-"'!'
|練習問題回

155主.L9Z主 38x1.94
を行ってくださL、。 25.9 3.74

ー 一 --.，.，-・4

rgIhhh弘、浄……、九協3、凶九…4凶、h5hの抽問凶h題h凶hで…凶はカ協ッ同コ協の…指凶定抽が必同…要地で凶す。抽抽抽出抽よhh当th~ 'IJ，コのJH定を忘れていませんかっ 2、
百

九九九九h弘弘1.1.s.色気民気s.s.s.s.s.s.s.s.s.s.s.s.s.s.s.
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|練習問題目
一一練習 題 E

次の計算式を計算しなさい。ただし、式の中の↓のついているところで、区切って連続計算をする練習を 5十 算 式 キ 操 {乍 答

しなさい。 (263+185)2

言十 算 式 キ 操 作 答

1.71x2.43〆
152十382+732-56L 242

l 3.25X1.35

3 13
2X282-;.-462X892-;.-92

6.48x6.81'〆
2 5.13+6.03-3.41 (882十732)2

〆
15X.s..45+189;~.58 5

(2.85X103)2+

3 14.4 8.6
(62.98X102)2

l練習問題囚 練習問題山

次の問題を小数点以下2桁で答えを求めなさい。 百十 算 式 キ 操 作 答

-二回ふl 算 式 キ 操 {乍 主日主

仰訂 仰Fまず、DIGIT(デジット〕指定を

行ってくださL、。

l 4x(-20)+5
ソ" 長耳石十.JQ84

0.95+03..7692

ーーー-・4

I:11 18x7[Xj事
3
8.5X10
20

6.24X10
18

4
5X1.8

/1'2C一12-5)(12-4)(12-3)87.93+24.15

1 2 3
5 1x2十2x3十3X4

USING(ユージング)指定でも計算してみましょう。
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|練習問題回 一一練習 題 回

計 算 王t キ 操 作 答
一王ロ-ふl 算 式 キ 操 f乍レ『 答

(l8+7)3XO.5
l

11h1X33

(58×10+38)32
7.2xJi百 2I(87.93+24.15)X(13.84一27.65)

3
6.24X10-10+3.85X10-10+，v1.3X10-30

3 (3.2+J26.3X8.1)3

一 +~+…+ __1
|l×21出 (n+1)

|練習問題三 l十よ
n

5十 算 式 キ 操 作 答 n=5，n=10，n=15のとき
右辺と左辺を別々に計算し等しくなる

|ことを確かめなさい
A

1553X0.25+72XL92

|練習問題回

計 算 式 キ 操 {'JO 答

+円7"+口04
2V3.2+J26.3X8.1

2.53+7.33

II.53.2十2.54.3

3 'l 9~。( 6.4X10
8
:2.3X刊

~.8 2+8.9-3X1980

5 l
3.8 1.5+6.4-2.1
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二
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|練習問題凶 l習問題
一

n進数から10進数への変換 2ロ§ふ1 算 式 キ 操 作 答

べき乗を使うとn進数から10進数への変換が簡単にできます。

たとえば2進数101011の10進数への変換の式は、 必25
(01011)，=1X25+0X2'+1X23+0x2'+1x2'+1X2° (2°=1)

5'3'10
寸7 し。

抗五百
=IX25+1X23+1X2'+lX2°

2

で求めることができます。

次のn進数を10進数に変換しなさい。 45t

言十 算 式 キ 操 作 答

23τ+36τ+437
1 (11001101)，

2進数です
112.3-8X10四5

2 (11110000)，
U 弱五百×抗五百

3 (123022)，
4進数です

練習問題回

4 (4157)8 算 式 キ 操 作 答

B進数です

151

|練習問題目 6¥li
“! 17!

利息計算

複利による利息計算には、必ずべき乗がでできます。そこで次の練習問題で利息計算を行い、べき*目
12凡

に慣れてください。

問 題 言十 算 式 符:

1 10万円を年6.7%で5年間 '“C7
預金をするといくらになる 100000X (1十対y
でしょうか。 (復利計算)

lfi ，C，X8C2
2 年利率8%のときは、月利

(1十li。)合一l
率はいくらでしょうか。 (復利計算)

3 5年間で300万円を積み立 一一 × 科率
掛金一冗利合計 (0+手l摩川Hー1l0+手l降)

てるには、年利率7%とし 7
て年にいくら掛金を積み立 3000000X

100

てたらよいでしょうか。 (0+I~O)'-ll(I+市)(削計算)

回 回
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一

no-
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題
一

一
揖
可
一

一

白
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z

一

一
習
一

二
練
一
一

S
E
E
-
E唖
E
E
'
E
E
l
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ιへν'J..x...~C ii:lG/lJ L 白 l タ予 '~1J ¥I 、"日コ'f':v....nIタ干・'-1J>¥.ql，od、v...ノ。 t 算 式 キ 操 作 宝g:

問 題 文 計算式とキー操作 ヨ同主

1I10人の中から4人のリレーラン 103十log30
ナーを選ぶ場合、

(a) 走る順番を決めてランナー lOP4=
を選ぶには

(b) 走る順番を決めないでラン lOC4- 2 10-1.3
ナーを選ぶには

2I12人の人がいます。次のような

場合の数を求めなさい。

(a) 1列に並ぶ場合 12I 3
1014-13.3

(bl 円形に並ぶ場合 02-1)I
(e) 特定の4人が隣り合うよう 9IX4I
12人がl列に並ぶ場合

4
10-O.012X25+2.64

|練習問題回

練習問題回5十 算 式 キ 操 {乍 答

l log15 E十 算 式 キ 操 作 答

2 log18.465 ー ρν38

3 logO.0018465
1121c2X(恥 7+

IiI:4 log1.84X10却
2

3.5Xe7

log1
0.95X7.35

5
0.625

3.8log0.49 !・1 ---.ill..Q6 ¥I"十12.5Xe-3.8
一

7
伝子三log，v・
15 fiI 15.2

l」9EAIEIth---nM/qリ 8.5内υ×ρe-
4

log381 量
』

8

(logab=並loEgKaを使って)
'"
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|練習問題回 予習問題回

計算式 キ 操作 答笠主 計算式 キー操作 答

1Isin-IO.345 (DEG)

1Icos(0.7π) (RAD) 2Icos-10.345 (HAD)

31tan-I(-4.545) (DEG)

2I4.5sin'28014'52" (DEG)I I I4Isin-I0.56+0.57 (DEG)

トート一一 一ート 十一 --I一5十一cos-I(-0.24)-4.56 (DEG十一 ー斗

3I4tan(;) (RAD)I I LIsin-'0.56+0似
61cos-I(-0.24)-4.56x

ト→ト一一 一一ト +ー ー-f Itan-10.56 (DEG)

→- 寸- 斗ー 一」
4cos1.286 (RAD)
tan6.254 .-----.I I0I， ~~-I (3sin60

0

) (DEG)
7Itan'¥4+3cos60

ト」ト一一 一一ト I -I.

51f7cos(π28) (RAD)

練習問題目

40°" ..60°"_u 80
0ITl64COS 2 ×cos 2 ×cos 2 |計算式 キー操作 答

(DEG)I I I ¥1'(交座標(10，10)
l を極座標(皮)に

7Isin80g+tan80g (GRAD)

II'i交座標(32.5，-21.7)

R をI':I!座様(度)に

J 2C'¥1¥08IJ1-cos'30u (DEG)
I 11¥交座標(0.35，0.85)

トート一一 一一卜 十一 -II を I'~llli様(ラディアン)に

?

9Icos23れ s凶 0° (DEG)I I ~帆I'!'i t'::ω;)
l 士1/'(交座標に

トー寸 一寸一 十一 1111 (nがあるからラディアンです)
十一 斗ー 一一斗

10;X18X15.5Xsin30° (DEG)I l Ui:5 祢J'H::(73，75°)
~.lli~·JI 山l民1¥標 、F 十一 ート 一ーベ

凶抗、ιコ》同協角度指定について凶協同情同協同協同協陥凶:..:..:..:..協同同協同志 ~ I l1，.I.l.-I，II. ，，， 4π@グ 6 円PI~ J1与H~:: (8

角度指定を行ってください。角度指定は12ndFI(QB:司で行います。 を \1'( 交川~: I，~~l: に 5
:..:..:..:..:..:..色気:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..弘:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..包:..:..:..:..:..:..弘l<:":":":"l<:":":"弘包弘弘%叫 --'-一一一 一」一一 一一一一」

ー』
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| 練習問題囚 一一練習 題回
次の統計計算を行いなさい。

問 題 キ操作・答

問 題 キ 操作 答
1.第l図のように、糸に400gのおもりがつり下げられています。

1.学生の1カ月当りの親からもらうおこづ 糸の張力T，、T，を求めなさい。答えは小数点以下2桁としま
かいを謂べたところ、下表のようになり す。

ました。平均値と標準偏差(s)を求め ラミーの定理

なさい。 W T， T2

ぉ- 金 人数 sinCα+β)- sin(l80°一β)- sin(l80°一α)

以上未満
(ヒント)

O~ 500 1 小数点以下2桁指定はDIGIT指定で、行います。

500~1000 l

1000~1500 2
第l図

1500~2000 8

2000~2500 10

2500~3000 10
α'β T，

3000~3500 12
T，--------

α=70'
3500~4000 25 β=50'

4000~4500 11

4500~5000 5
W=400(g)

2.下表は、14人の成人男子の身長x(c田) ~.第2図のように、重さ20(kgJの物体を角度35°の斜面にそって

と体重Y(kg)を測定した結果です。相 5(m)を加速度8(m/sec')で引き上げるのに4秒かかりま

関係数を求め、体重が58kgの人の身長お した。この場合の仕事と仕事率を求めなさい。

よひ'身長が178cmの人の体重を推定しな R=Wcosθ

さL、。 P=Wsine

W=20(kg]、 θ=35°、 S=5(m]
No. 身長 体重 No. 身長 体重 α=8(m/sec']、 t=4(sec]
171.2 56.08 179.0 67.0 9=9.8(m/sec']、 μ=0.3

2 167.6 60.59 163.5 50.5 力 F=WC;+μcose+sine)

3 182.5 92.010 169.0 68.0

4 175.0 72.511 177.0 65.0
11:'lf:Wp=F・S

5 165.5 53.012 174.7 68.5
(l.'lf率ーPt=F・S/t

6 173.8 64.513 178.0 65.0 ;:r~ 2図
7 170.0 59.014 167.8 62.5 可

iaE1f-Ja-句a

L

b

E

c _
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5.A点に下向きの力Pがかかるとき、 NI、N，がどのような力で

あればつりあいますか。

3.直径3(cm)、長さ50(cm)の銅棒の両端を閤定し、俸の温度を

20・eから70・eまで加熱して上昇させたとき、棒に生じる応力およ

び、固定端の圧力を求めなさい。

fこfこし、

銅の線膨張係数αは α=0.167x10→(・e-I)
銅の縦弾係数Eは E=l.lx10・(kg/emっ
とします。

熱応力.δc=E・α(t'-t)
圧力Fc=A・E・α(t'-t) (¥"A=πr2)

第 3図

、、、

3.ccrn)

50(叩〕

4.頂角28。の直角形くさびを木材に打ち込むのに100kg重の力を要し

ました。木材を引きさく力を求めなさL、。ただしμ=0.25としま

す。

2α=28
0

F=100(kg重〕
μ=0.25

摩擦角。φ=tan-Iμ

F"cosφ
引きさく力 R=

2sineα+ゆ)

第 4図

h 乏ゴf
α
α 令
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L:X=0(X方向の分力の和が0)

L:Y=0(Y方向の分力の和が0)

L:X=Oより -Nleasα+N，=0
L:Y=Oより Nisinα-p=O

α

一α
ω

P
一
n
ほ

E

N

--一一

N

N

ちわなす

第5図

、
A

N2.↓
P=250(kg重]

h.第6図のような外径D、内径dをもっ断面について、断面積A、

重心軸に対する2次モーメン卜I、および断面係数Zを求めなさ

L、。

断面積

断面2次モーメン卜:I=~L， (D4-d4)
64

:2=πD
3
-d
3

一一32 D
6(cm)
D

〕2m
p
し〔断面係数

~';6図

d
4(叩〕
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第 7図

9 第9図のような3つの力PI、P2、P3の合力を求めなさL、。7.第7図のような場合で、

。が15。、30。、45。、60°

のとき、AB面に生じる

垂直応力度旬、せん断

応力度τ。を求めなさい。
P=600(kg重〕

ι
σ=去(kg重/em')(A=面積)

1JlUU巳

Al乏必盃

12(em]

8.構造物内部の微小部分が第8図のような応力度を受ける場合、主応

力度およびその方向を求めなさい。

主応力度の角 tan28=~
°x-Oy

主応力度 σI.ll=す(0川)±什(Ox-Oy)2+τ2

第8図 1Oy1
ー一一一一一+ ーー一一一一-・ 一一一一一一+ ー一一ーー一+

。一〔一k一g/叩')
一ー+

4ト一一一ー一一一司砂一一一一一一ー‘'ー一ーー一一-..一一ーー一一一

↑↑(kg/e田')

。y=2.5(kg/em')

合力の大きさ

R=花云+Ly2

合力の向き
LYθ=tan-1一一一LX

LX=PIcos81+P2cos82+P3cos83181=60°¥
LY=PIsinθ1+P2sinθ2+P3sinθ3I82=180°-30°I

¥83=360°-45°/

第9図
y PI=4(t]

P，=2(t]

X

P3=3(t]

10 幅 8 (m )、水深3 (m)の長方形水路の動水こう配が

市百のとき、平均流速、流量を求めなさい。ただしマニングの粗度

係数をn=0.02とします。

plv
戸
しv
h
b/

J
m

氏

、lJ
f

l

k

c

d

つ
m

T

γ

m
〔

句

m

〔

H
2戸

r
U

H

j

A
一S

A

h
+
'

〆
et

‘、

w
w
I一
n
v

一
一
一
一
一
一
一
一

A

S

V

Q

積

辺

速

量流均

流

山

平

流 、、1
1
1
1
1
/
J

日
U

〉
d

l
一
回

α

了
冒
i

ハ

U

一
一
一
一

I

n

/
F
I
l
l
-
、
¥

CIllO図

下
上

W=8(m]
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B

R4

R2

PA

H=6em)

C

D

A

sin2(θ+ψ〕

sin2θsinCe一δ){1+./s~n~~+δ)sin( 十β))2
Isineθδ)sin(θ+β)}

(t/m'J

クーロン土庄の解析公式

n _ rH
2

rA一一一一一・
ー 2

め13図

R 一 (Rl+R2)(R3+R4)
Bー (ブリッジが平衡しているとき)
Rl+R2+R3+R4

ReD=1
1 1 1
--~ ~--

Rl+R3 R2+R4'R5

R，=400(QJ
R2=730(QJ
R3=240(QJ
R，=438(QJ
R5=600(QJ

第12図

13 第13図の回路において端子AS問、および端子CD問で測定した合成抵抗

を求めなさい。

12.背部の地表面が水平な内部摩擦角ψ=300 の土砂からなるがけに、高さ
6メートJレの第12図のような壁面(土と壁の摩擦角δ=200) を有する重
力式擁壁を作りたい。

土の単位体積重量r=1.8(t/mりとして主働土庄PAを求めなさい。。=900
β=00

ψ=300

r=1.8(t/m3)

δ=200

H，=lOem)

すべり面仕rオ

Fs=C'L+Wtanψ+FP
PA

Hl+H2y L_ ，'，rH2
2

CL+一万一一Ltan¢'+IL;"tan"(45°+;)

平山。-3)Fs=

;)--0 一一 一一ー一一一 ー。 ーー
円_<> -~ Q 0__v_ __ 一一 O
ーー 。

二、円二¥ o ー O一 一一.0 - r. ..

~。軟弱土層 ψ=5
0 C=2(t/m'Jー

-斜面のプロyクすべりに対する安全率ーFs

斜面の土の内部摩擦角 ゆ=200

斜面の土の粘着力 C=o
斜面の土の単位体積重量 r=1.8(t/mりとします。

第11図

-左向きにすべらせようとして働く主働土圧:PA

PAーデぱぼや (t/m)一

・すべりを止めようとして右向きに働く受働土圧 PP

bーヂ岡山叫) (t/mJ一

・粘着力による抵抗 C'L (t/mJ

HI十H2
・摩擦力による抵抗 Wta吋---.2---L・tan¢/(t/mJ

11.第11図のように掘削した斜面の下に、軟弱な土質があることがわかっ

ています。軟弱な土質の内部

摩擦力ゆ，=5。

粘着力C'=2(t/m')

としてこの斜面のプロyクすべりに対する安全率を求めなさい。
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14 ある工場の三相負荷Pは20(kW1、力率60%である。これをカ

率80%に改善するために要するコンデンサQ (kVA1を求めな

さい。

また、コンデンサにかかる電圧を200(V1としたときの静電容

量C(μF1を求めなさい。ただし、周波数は50(Hz1としま
す。

改善前の力率角(J¥、改善後の力率角(J，とするとコンデンサQ

は

Q=P(tanθI-tanθ，)
静電容量は

3C=47
w・v

(.'.ω=2πf)

15.第15図のようなRLC直列回路において、 R=300(Q1につい

て、スイッチswを閉じてからt=5(ms)後の電流値を求め
なさし、。

16. (a)試薬特級の無水炭酸ナトリウム5.2050gを秤量し、溶解し

たものをメスフラスコでIRに希釈し標準溶液とした。こ
の規定度を求めなさし、。

(b)ある井戸水を分析したところ、100mi中にCaSO.2.8mg、

Mg(HCO，)，7.5mgが含まれていた。この水の硬度を求め

なさい。

ただし、H=1.008 C=12.01 0=16

Mg=24.3 S=32.06 Ca=40.08

Na=22.99

とする。

(a)Na，CO，のIg当量=Na，CO，/2である。

(b)水100mi中のCa塩およびMg塩のモル数の合計をCaOの

質量nmgに換算し、n。とする。

E R L C

r~山百九←

.R<2X/fの場合

R
α=EE

β=土 j4}:
2LV C
E _~.

= {3Le".Sln，l:H

第15図

(振動的減衰)

17.ある実験で二酸化炭素Imolが、40°C、50atmで0.380Rの容積

を占めることが実測された。その圧力を、

(a)理想気体の状態式で、

(b)ファンデノレワールスの状態式で

，t!日し、実測値と比較しなさい。

~ RT
(a)PV=RT → p=一一

ー V

(n，a¥ RTa
(b)lP+百"2leV-b)=RT→ P=一一一主r¥v・/. V-b V<

R=0.0821c.e・atm/(moloK))
a=3.60 b=4.28xlO-'

L=150(mHl

C=2 (μF1

E=IOO(Vl

Sト

J
L

'-
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ただし、

18.次の水溶液について質問の値を求めなさい。

(a)O.OIN-HCl水溶液のpH

(b)0.05N-NaOH水溶液のpH

(c)pH=2.50のH，SO.20m2を水で‘うすめて500m2とした水溶
液のpH

(d)pH=850の水溶液の(W)

目。円管のまさつ係数([)とレイノノレス数制との関係式は次

のようになります。

1/汀=Alog(ReH)+B
A B

平滑管 I4.0 -0.4
粗面管 I3.2 1.2 (化工便覧)

いま、粗面管においてRe=10000のときのfを試算法で求めな

さい。

(左辺)ー(右辺)がゼロになるようにグラフで解く。
HCI、NaOHは完全電離とする。

pH=一log-EE-
(OH-)

(W) 水素イオン濃度l
f(mol/f!)

(OW) 。水酸イオン濃度j

(Kw) 水のイオン積 1.0X10-14 (mol/f!)'

求めるfの値

はグラフより

0.008~0.009

の間にあるこ

とがわかる

q fI←」てエ「ミト¥ 粗面管

| 平滑管

104 logRe

w 参考

計算の優先順位

19.次の実験データがある。この分解反応がl次であることを示し、

かっ、この温度における速度定数を求めなさい。ただし、初濃度

a=1.590(mol/£)とします。

本機はカッコ、関数を含めて数式どおりのキー操作で計算を行うことができます。

計算の優先順位の判断や途中結果の処理はすべて計算機が自動的に処理してくれます。計算の優

先順位は次のとおりです。

反応温度40°C

時間t (min) I5.4 21.6 25.5 32.9

変化宣x(mol/£) I0.624 1.298 1.376 1.474

l 次反応ならば且~ =k(a-x)
dt

k 速度定数(min-')

t=0のとき x=Oであるから

kfdt=faX去より k=十In去
各実験番号におけるkを計算し、この値がほぼ一定であることを

確かめてから平均値を求める。

l. πや変数の呼び出し

2.関数(SIN、COSなど)

3.べき乗(八)

I.符号(+、一)

5 乗除算(*、/)

Ii j童数の除算(￥)

7. f.在数の剰余(MOD)

H.加減算(+、一)

<) 大小比較(>、>=、<、<=、<>、=)

¥0. AND、OR、XOR

(il.)・カッコが使用されている場合はカyコ内の計算が最優先されます。

・複合関数(sincos-'O.6なと)は右から左のII闘で計算されます。

・べき乗の通算(3
42
すなわち31¥41¥2など)は右から左のII債で計算されます0

・上記3. と4 では後に出てきたほうが優先順位が高くなります。

抑I -21¥4は (24)となります。

k・いいに3八一2は 3-2となります。

432実験番号

a
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時)r流れ図J(フローチャー卜 Flowchart)について

BAS C言語
Vログラムの処理方法の考えかたや手順を整理し、図的に順序だてて書いたものを「流れ図」または「フ

p-チャート」といいます。

ILれ図は、図記号と簡単な式や文字で表します。図記号はそれぞれ意味を持っています。次に代表的な図

d号とその意味、そして流れ図の基本形を示しますので十分に理解してください。

一

BASIeロ語をマスターする第一歩
5)代表的な「流れ図」とその意味

ー 一一一ー -ト一 一 流れ図の記号 意 味

(1)BASICとは

B;Beginner's (ビギナーズ) … … ー初心者向きで
端 子 (TerminalInterrupt)

A;All-Purpose (オールパーパス) ……・・ あらゆる目的に合う
流れ図の開始、終了などの端子を表します。

S;Symbolic (シンボリック)...・H ・..… 記号を使った

I;Instruction (インストラクション)… 命令

C;Code (コード)ー… ・・・ ・ー 語
処 E里 (Process)

2.

それぞれの頭文字を取って、BASIC(ベーシック)という名のついたコンビュータ言語です。BI¥
枠内(枠外に書いてもよい)に書かれである処理を行います。

ICはやさしい英語と記号でできており、コンビュータがどんな仕事をすればよいのかを示す一連の命

文、すなわち「プログラム」を人間とコンビュータが対話するような形で作っていけるのが大きな特長

す。 3
準 備 (Preparation)

初期値などの準備などに用います。

(2)プログラムとは

プログラムとは、計算機(コンピュータ)に計算などを行うための手II頃を指令する命令書のようなものE

/ /
入出力 (Input/Output)

す。この指令をコンビュータが理解できるように書き表したり、コンビュータに記憶させたりすること
情報の入出力を意味します。入出力一般として用いられます。

プロクラミン川、プログラムを組むと山す。コンピュータで川ろな問題叫山とすl また、本書では図記号Z二YをRESTOREとみなします。

とき、最初からBASIC言語でプログラミングする方法もありますが、ここではBASIC言訟のプ

グラムをマスターする第一歩として、問題を処理する方法の考えかたや、手順を整理し、図的に/I[(i!1';1:1 寸
手操作入力 (ManualInput)

て、プログラムの流れをわかりやすく表現することから始めます。
5. 変数への入力など、キーボードなどから手で操作して入力する

ことを表します。

(3)主な記号の読みかたと意味
定義済み処理 (PredefinedProcess)

記号読みかた 意味 記号 読みかた 意味 記号 読みかた -一己一-回日】守ロ 説みかt 6. サブプログラムなど、jJlJの場所で定義されている命令群などの

+ フ。ラス 加算 "
ダブルクォー 引用符 イクスヲうメーソョンマーク []大カッコE 処理を表します。
テーション

減算マイナス ピリオド 小数点 ? クェッションマーク {} 1¥1カッ3

*7スタリスヲ 乗算
， コンマ 区切り @ アットマーク ￥ 川記号 7. く 表 刀王 (Display)

命令芳文そを続
ト一一一一一 情報を人聞が利用できるように、ディスプレイに表示します。

/ スラyシュ 除算 コロン & 7'1ドマ-Hf:li7'lパサンド パイプ記!
けて固く

ト一一一トー一一一ー'

イコール 等号 セミコロン 表示部をつめる % ノマーセントマーク ~ 波If~

> グレーター・ より大きい 〈 べき
べき乗記号 s ドルマーク

アンダ' <>半時 断 (Decision)
ザン (ハットマ-?) うイY R.

く レス・ザン より小さい 持 クロスハッチ 番号記号
，
ソングルヲ才一テーション

判断・比較を行います。

し
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9 しλ

(6)プログラムの形(構造)

1.直線形の流れ図(シーケンス構造)

11.

12.

13.

ζコ
ヒコ

O

一-[

書類 (Document)

書類を媒体とする入出力機能を表します。

繰り返しループ

ノレープの始まりと終わりを表します。

結合子 (Connecter)

流れ図のほかの場所への出口、または、ほかの場所からの入仁|

を表します。

流れ線 (FlowLine)

記号を結びつける機能を表します。

注釈 (CommentAnnotation)

明りようにするために、説明または注意を加える機能を表しま

す。

-直線形プログラム

・「判断Jが入っていません。

3.ループ形の流れ図(ループ構造)

くその1)

くその2>

-繰り返し形プログラム くその1)

・条件が満たされるまで繰り返し、処理(1)と処理(2)を

行います。条件が満たされると、ループを抜けて処

理(3)を行います。

-繰り返し形プログラム くその2>
・条件が満たされている聞は、処理(l)を繰り返します。

・条件が満たされなくなると、ループを抜けて処理(2)

を行います。

2.分岐形の流れ図(IF~THEN 構造)

-分岐形プログラム

・設定された条件によってプログラムの流れが分離i

ます0

・もし、条件が満たされたら処理(3)を行い、
IF THEN

そうでなければ、処理(2)を行います。

(7)r流れ図J全体の約束について
'(lotれ図における流れ線の方向は、原則として、

I:から下へ左から右へです。

1Iolれの方向がこれに合わないときは、流れを示す矢印を用います。
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...，崎

プログラムがだんだん複雑になってくると、流れ図を書かないとプログラムの組み立てが困難になり

ます。プログラムを組んでいるときは理解していても、しばらく時聞が経過した後、あらためて解読

してみるとなかなか手こずることがあります。流れ図の考えかたを早くマスターし、プログラムの基

本をしっかりと身につけましょう。

②流れ線は、交差しでもかまいません。交差しても論理的関係はありません。

プログラムの基本2.

GOTO文END、PRIN丁、INPU丁、

合流あり

ISTEP凶
③結合子は、流れ線が中断される点を表すのに用いる出結合子と、中断された流れ線が再開される.'，I.il~· -

表すために用いる入結合子があります。それぞれの結合子に向じ文字や数字などを記入し、これら

結合していることを示します。

題〕①

合流なし

(例

半径を入力して、円の面積を求める

プログラムをf乍りなさい。

左図において、半径をR、面積をSとすると

s=πR2

で面積を求めることができます。

巨互亘gを押して画面右側に“PRO"を
点灯させます。

説.解

..(B)入結合子

B11~
(実際は点線など書きませんが)③と⑤で結合しているこ1

を示します。

BASIC言語によるステートメント
~マ~

(ひとつの意味をもった処理式や、命令語のこと〕

行番号

(ラインナンバー)

流れ図

(フローチャート)

R

S=PI*R八 2

S=PI*R*Rでもよい

S

INPUT10

PRINT

END

20

40

30

(社)I1UPIに変換されて入力されます。

③ 1つの流れ図記号から出口を2つ以上書く場合は、必要な数だけの流れ線をその記号から出すか、

るいは、その記号から出た流れ線の数だけ分岐する形で表現します。

分岐の出口には、分岐条件を記入します。

I>、=、キ、<JなどやIYESJ、INOJあるいは10、1、+、 」などがよく用いられまれ

比較記号としてはI:Jや「つ」などが使われます。

流れ図記号の中だけでなく、図記号の周辺に文章で説明する方法なども多く見受けられます。

AとBを比較すると
〆
、¥

A:B

A<Bの場合、
<

YES

YES

a
-
e
b
-
c
-
，d
-
e

edcba
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(1)プログラムの入力 rf--

プログラムを計算機に書き込むときは、次の手順で行います。

操作の手II国 | 操作手順の説明

①巴団を押して電源を入れます。 I
直互亘亘でプログラムモード (PR Iプログラムを書き込める状態にします。
Oモード)にします。

② NEW圃 |先に入力した(かもしれない)プログラムやデータをす
ベて消します。

す

一

と

れ

一
入

R

一

を

T

一

ナ

文

す

{

叩

一

ツ

れ

-m

一
J

入

は

は

。

を

と

号

す

号

~

号

番

ま

番
町
↓
{
M

番

行

い

③ 因
州

市

凶四回白
団

表示について

プログラムの実行順序の番号です。

数字の小さい行番号から実行されるので、実行の順に数

字の小さい行番号をつけます。

行番号は、10番おきにつけるのが一般的です。後から、

プログラムを追加するときに都合がよいからです。

なお、本機は1-65279までの整数を行番号として使川

できます。また、行番号はAUTO(オート〕命令(316

ページ参照)を使うと自動発生させることができます。

歩 I'行番号に続けて文(ステートメント)を入れ、匝司をJIll
すと、行番号の後に自動的に 〔コロン〉が入ります。

10:INPUT~R

! 自d的にI桁(l文字)あきます。
自動的に (コロン)が入ります。

④ 20 S=PI*R1¥2 行番号l自で与えられたRの値でπ・R'を計算し、日131
(S=PIキ R*Rでも同じです。) Iした数値をSという記号の中にしまっておきなさい(と

いう意味です)。

回回回目白白田lZJ巴圃

⑤ 30 PRINT S
白田区E白+図図
圃

行番号2自のSの記号の中に入っている数値を表示しなさ

い(という意味です)。

⑥ 40 END

ENDの意味

四回巴囚回圃

参 l これでプログラムは終了しました(という意味です)。

ーについて |圃は文の終わりに必ず入力します。

これは「この文は終わりました」または「プログラム文

として書き込むことが終了しました」という意味が合ま

れています。

ーーーー....
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INPUTの入力方法 参 I(SHIFTI+②

(ロコ国)(白巴)(宣でも同じです。)

PRINTの入力方法
PRINT

参 IISHIFT)+図
(巴因巴囚白でも同じです。)

このように、本機ではBASIC言語の命令語が、いく
つか準備されていますので、活用してくださL、。

文(ステートメント)について lつの行(ライン)は1つ以上の文(ステートメント)

からなり、 2つ以上の文(マノレチ・ステートメント)に

なる場合は文と文の聞に (コロン)を入れて区別しま

す。

〔例題〕①をマルチ・ステートメント

にすると

(コロンを入れる)

I I

L 一一」 し一一一-I • L一一一」 。し一一一J 片言、
行 番号文 文 文宣J

10 INPUT R:S=PI*R1¥2:PRINT
S:ENDとなります。ただしl行254文字以上は書け

ません。

:h凶山弘
』

'"‘~ NEW(ニユ )とは肌い」や「初めての」という意味です。この命令は、計算機に記憶さ i
hzれている内容を全て消去し、初めの状態にするときに使用します。プログラムを新しく入れる前 p
iに必ず操作するBASIC命令です。 t

h
s‘
弘九%九九九"''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''た"''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''弘"''''''''''弘"'''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''主"''''''''''民民"''''主

(2)プログラムの修正・編集

7ロ7ラムを作成する場合、キー操作のミスなどにより正しいプログラムにならないことが多くあります。

二のような場合は下表のキー操作で修正・編集します。

}<'J、されている行(ライン)内の

Ii)訂正

。)削除

CDelete デリート)

(Backspace ノミyクスペース)

伽追 加

CInsert インサ ト)

巴司または(EJでカーソノレを移動し、

正しいキーの入力

(SHIFTI+白~

~

匹IID

131プログラムの確認

10グラム全部の内容を計算機に書き込んだら、次にPROモードで下表のキー操作により、その内容の

植Ie.をしますoCITIDを押すとプロンプト記号(≫だけの表示になります。

辻よ
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キー操作

105

説 同

凡I
(4)行(ライン)の追加・変更・削除

下の表の右側のような誤りがあったとします。

巴む

-プロンプト記号(≫が表示されているときに押すと、先頭のラインか

ら、画面に表示できる範囲を表示します。

• 1回押すと、現在表示されている次のラインを表示します。押し続ける

と、l順次、次のラインを表示します。

・画面にカーソノレが出ているときは、カーソノレを次の行へ移します。

正しいプログラム

な，刀
nr
“

ム

一

〈

ラ
一

R

ク

一

*

口

一

y
i

フ
一

P

た

一

に

=

l
u
一

'

」

q
u

力

一

こ

入

一

<

て
一
R

S

つ
一
誤
一
T

T
U

N

P

A

T

A

h

u

N

R

N

y

i

P

A

p

u

n
M
W

内

M
U
n
M
U

噌
『
ム

nノ
μ

n
べ
υ

10 INPUT R

2自 S= PI *R八 2

30 PRINT S

40 END

rn

-プロンプト記号(≫が表示されているときに押すと、最終のラインを

表示します。

• 1回押すと、現在表示されている前のラインを表示します。押し続ける

と、l順次、前のラインを表示します。

・画面にカーソルが出ているときは、カーソノレを前の行へ移します。

LIST匝E

またはL.圃

LIST 30圃

まfこは

L.30@

先頭のラインから、画面に表示できる範囲を表示します。

行番号(ラインナンバー)30行から、画面に表示できる範囲を表示します。

(指定した行番号および、それより大きい行番号が存在しないときはエラー 1

40になります)

プログラムを呼び出した後、ーヨまたは巴司を押せば表示部のl行自に表示されているプログラム

ラインにカーソルが表示されます。ーヨを押し続ければそのプログラムラインの最後までカーソル

が移動します。巴邑の場合は先頭まで戻ります。

誤って入力したプログラムの

にS=PI*R八 2を入れる

う行番号を選びます。

15 S=PI*R八2@と

訂正されたプログラムができ

l自 INPUT R
「プログラムの内容は同じで

15 S= PI *R八 2す。行番号が異なっていて
2自 PRINT S

も問題はありません。
3自 END

行番号10行と20行の間

ために、新しく15とい

すると、下表のように

あがります。

これで正しいプログラムが完成しました。

行番号のつけ直L

I:J正されたプログラムでは、行番号が10番ζ とにはなっていません。

iJ'信号のっけ直しはRENUM(リナンバー)命令(355ページ参照)を使うと簡単に行えます。

ψ プロクラムモードで、RENUM@と操作します。

m 置〕を押すとプログラムリストが表示されます。

芸

l自 INPUT R 1自 INPUT R
15 S= PI *R八 2 20 S= PI *R1¥2
20 PRINT S 30 PRINT S
3自 END 40 END

JII 追加・変更・削除を行うときは、144ページの「スクリーンエディタについてJも参照してください。

"I(5)プログラムの実行
プロヴラムの実行は、実行モード(RUNモード)で行いますので直互亘亘を押して“RUN"を表示さ

せてくださし、。
-g

司

g

E

a

，

円
包
h
u0M

M
円
H
UH
、
ノ

1
I
l
l
i
-
-
l
l
h

RUN

CAPS

DEG

そして次の命令で実行を開始します。

RUN@ 最も小さい数字の行番号より実行を開始します。

RUN 行番号函E 指定した行番号より実行を開始します。

同ょ



7 11'Iラムを整理すると下のようになります。

これを'J:行してみましょう。

スペースを入れないと、Rの数値とSの文字がくっつきすぎてわかりにくく

なります。スペースを2つ入れて、Rの数値とSの文字を離しておきます。

r一一一7 へ
※"ハンケイ ~R=" のように ム…ー斗…引用符(ダブノレクォーテーション)で囲まれたものは、
数値と異なり文字として扱われます。
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III INPUT "ハンケイ ~R=" R

211 S= PI *R八 2
:1O PRINT UR=";R;"~~S= • ;S
:l!i GOTO 10

'Ill END

(~自 PRINT S

30 PRINT uR=";R;"~~s=n;s

?

(6)プログラムのアプリケーション

今までのプログラムの実行は入力・出力にただ数値が入っているだけで、ちょっと自を離したりすれば、

それがどのような意味をもっ数値かわからなくなります。

ここではINPUT文とPRINT文に変化をもたせ、わかりやすい工夫を試みることにします。

(18INPUT R

※この部分をメッセージとして表示します。

10 INPUT "ハンケイ~R=U :R!しセミコロン l
[メバージを表示するた川の数値を入力すればよ1

いのかわかりやすくなります。 I
スペース[文字と記号を分離してわかりやすいようにするためにl文1

|字空白を作りました。 I
Lスペースは匡E豆己で入れます。 I

と泊先ね~ "''''''''''メッセージの表示について"''''''''''''''''''''''丸山"'''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''山同"''''
'" '"
: 値で固まれた中に入れたアルフアベY 卜の小文字は、そのまま小文字として扱われます。 5
; 崎 M で固まれた中以外でアルファベットの小文字を用いると、大文字に変換されます。ただし、 t
iI聞は (354ページ REM命令参照)は除く。~

h
h

1.1.1.1.込九"'''''''気"'''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''色気"''''''''''''''''民気』包た気"''''''''''''''''弘"'''''''''''''''''''''''''気hi
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それでは円の面積を求めるプログラムを実行させてみましょう。

実行の内容 キー操作 表 刀t 部

RUNモードに設定 >
RUN

(SHIFTI十回圃
実 イ丁 または

園田囚圃 ワ

半径R=1(em)
1_

@ 3.141592654
の場合

>
RUN

回目+図圃 ?

半径R=2(em) 2 2_

の場合 @ 12.56637自61

>
半径R=3(em)、半径R=4(e田〕の場合も計算してください。

RUN

このようにしていくと、実行のたびに[SHIFT)+C2J@と入力するのが、わずらわしくなってきます。

そこで下の流れ図のように、Sを表示した後に再び先頭に戻る命令語があれば、入力が簡単になります。

BASIC言語では、このようなときにGOTO文を用います。

( 始め
10 INPUT R

01 20 S= PI *RA2

30 PRINT S

Is←πRzl 35 GOTO 10

40 END
i a

S

30行と40行の聞に新しくGOTO文を入れるために

35 GOTO 10 @と操作します。

このプログラムを実行すると、簡単に計算を進めることができます。

実行の内容 キー操作 表 耳Z 部

RUNモード RUN圃 ワ

R=1の場合 1 1_

@ 3.141592(15'1

次のRの入力待ち一一→ ワ

ー も

R=2の場合 2 2

圃 12.56637ll61

次のRの入力待ちー←→ ワ

BREAK
祖|このプログラムの実行を中止するときは包囲を押してください。



{例題〕③

STEP図切り捨て・四捨五入・桁指定

109
第4章 BASIC言語

7・ログラムを入力する前に巴互豆己でPROモードにし、 NEW

@と操作します。

.プログラム例

10 INPUT"X=";X

2自 INPUT・Y=闘 ;Y
30 Z=5*X+2*Y
40 PRINT"X=";X;"Y=";Y;uZ=u;Z

50 GOTO 10

60 END

.数値代入例

メモリ内容

変数 内容

X Xの値

Y Yの値

Z Z=5X+2Y

Xの値 Yの値 Zの値(答)
l 2 9
5 3 19
10 50 150
22 36 182

以Aを入力してfA.A'の値を表示するプログラムを作りなさいn
数Aは1、2、3、4、5.23を入力するものとします。

園フローチャート

演習問題日を…

7C1グラムを実行し数値を求める場合、小数点以下2桁程度まで求めればよい場合が多くあります。マの

ようなとき、切り捨て・四捨五入あるいは桁指定をして必要な桁数だけ表示するプロタラムについ二次の

例むlで練習してみましょう。
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実行の内容 キー操作 表 耳立 部

RUNモード RUN圃 ノ、ンケイ R=_

R=1 ハンケイ R=I_

圃 R=1. 5=3.141592654

次のRの入力待ち一一一+ ハンケイ R=ー

R=2 2 ハンケイ R=2_

圃 R=2 5=12.56637061

次のRの入力待ち一一→ J、ンケイ R=一

(7)エラー表示とその処理方法

プログラムを実行したときにプログラムに誤りがあったり、データが不適当な場合などでエラーが発汁す

ることがあります。

エラーが発生すると次のようなエラーメッセージが表示されます。

ER仇 D仇 ORι l。り IN 20

これは、行番号20行にエラーコード10の内容のエラーが発生したことを意味します。(くわしくは385ペー

ジのエラーコード表を参照)

-エラーの処理手順

① (CLSIでエラーを解除します。

② 恒互亙己でPROモードにします。

③ 哩3または喧〕を押します。
④ エラーの発生した行番号が表示され、エラーの発生した位置にカーソノレが表示されます。

⑤ エラーの発生した原因を探して、プログラムを修正します。

〔例題〕②

ある適当な2つの数、XとYを入力して、 5X+2Yを求めるプログラムを作りなさい。

，I
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・フローチャー卜
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十"IレートA=II;X
'AII2=':Y

竺~
-キー操作手順

操 作

RUNモードにします

圃

@f了と12の答

表 示 伊j

JレートA=l. A/¥2=1.

@.[2と22の答 JレートA=1.414213562 A/¥2=4.

3 ーJすと32の答 JレートA=1.732050808 A/¥2=9.

@f4と42の答
ノレートA=2. A/¥2=16

JレートA=2.286919325 A八 2=27.

3529
5.23 ~町長五と 5.23 2 の答

ワ

表示桁数が多くなり、A'の値が2行にわかれてしま

いました。

この〔例題〕③では、

40 PRINTII)レートA=":X:"~A 八 2 =":Y

というように、セミコロンによって表示を継続させたので、 l行に全部表示されなくなり

ます。

しかし、次のように2つの行に分けることによって、それぞれの答えをl行に表示させる

ことができます。

4自 PRINT'ルートA=佃 X

43 PRINT"A八 2=II;Y

小数点以下2桁程度を表示すればよい場合には、プログラムを次のように変更することによって、広、

必を一度に表示できます。

LU
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①小数点第3位以下を切り捨てる場合 INT/整数化(Integer/インテジャー)
10 INPUT A

20 X=SQR A

25 X=INT(100*X)/101)
30 Y=AA2

40 PRINTII)レートA=" X;"~AA2=' Y

45 GOTO 10

50 END

(~を100倍にし…慨し、それ)
を100で割ることを意味しています。 I
Yも同様な処理をすることがで‘きます。j

-どのような表示になるか試してみてください。

②小数点第3位以下を四捨五入する場合

10 INPUT A

20 X=SQR A

25 X=INT (101)*X+自.5)/1自由 ←
30 Y=AA2

40 PRINTりレートA=" X;'~A 八 2 =" Y

45 GOTO 11)

5自 END

、、、，aEE''i''''
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初
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〆
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[補足]

25行はX=((1自由本X)￥1)/100としても同じですn

￥(整数の除算)については25ページを参照してください。

-どのような表示になるか試してみてください。

@数値の桁指定をする場合 USING命令

USING命令を用いて桁数を指定し表示させます。〔例題〕③で、xの値を小数点2桁まで指定すると
さは、

PRINT USINGII韓非. 非非"
t -ナー

符号としてl桁必要 L→小数部は2桁分

とLます。小数点第3位以下は切り捨てとなります。

Yの111'iは符号の1桁と数値の2桁で、合わせて3桁分の指定が必要です。

10 INPUT A

20 X=SQR A

~O Y=A八 2

/10 PRINT USINGII持持. 非帯. ，)レートA=';X

/1:1 PRINT USING"非葬非" IIAA2=";Y

~5 GOTO I0

50 END



数XとYを入力して、X+Yの値がプラスなら1を、マイナスならーlを、 0ならOを表示する
プログラムを作りなさい。

結果例

X ABS(X)

3 3

5 5

-2 2
4 4

8 8

112 第4章 BASIC言語

繰 作 表 耳t 部

巴互E RUNモードにします

RUN 圃

@ ルートA= 1.自由

A1¥2= I

2 @ ノレートA= 1.41

A1¥2= 4

3 圃 JレートA= 1.73

A1¥2= 9

4 @ JレートA= 2.自由

A八 2= 16

5.23 圃 ノレートA= 2.28

A1¥2= 27

圃フローチャート

[例題〕⑤

第4章 BASIC言語

.プログラム例

10 INPUT X

20 X=ABS (X)

30 PRINT IIABS (X)= II ;X

40 GOTO 10

5自 END

113

結果例

X Y S

3 2

3 -5

ー2 2 。

~l;.l;.l;.l;. 2-主~l;.l;.l;.l;.四捨五入についてl;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.協同協同l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.同協同hha

h 一一- ..
主 USING命令を用いたときでも、少し工夫すると四捨五入した値を表示できます。 t
E正のときは0.005をたし、負のときはO附引いてから小数点第3位肝を切り捨てて表示すれ i
iばよいのです。 t
主 切り捨て 切り捨て t
主 つま剖り 1.2捌3泊4+刊叫0臥.0∞附0郎5=司1.239ω9一一1.川.2幻2幻3 一1.2捌34一寸0.0∞附0凶5=日1.239ω9一一一1.川.2幻2幻3 t
t 1.236加+叫 0 ∞附ル5=司1 加一 ~1山24 一1刈2幻236鉛6日ルl刈2μ加4引l一一1凶24t
5負のときは、一(l加0附のよう口イナスでくくると、正のときと同じ形になります。 t
t正か負の判断のためにSGN(STEP回参照)という便利な関数があります。そのため求め t
.. ..
Eられた X に対し、主主旦~* (ABS X+O.005)を行います。 t
E ↑ し負のときは正に符号を反転し、0.005をたしますo f
l;. I

主 」一正のときは1、負のときは 1、ゼロのときはO になる関数です。~
l;. ..

包
主l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.~l;.l;.l;.~~~~~l;.l;.~l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.l;.~l;.l;.l;.l;.l;.l;.~陥弘元l;.l;.~l;.l;.~l;.l;.~l;.~l;.l;.~l;.l;.~先弘気....

STEP団関数を使うプログラム

〔例題〕④

数Xを入力してその絶対値を表示するプログラムを作りなさい。

下

.解説

ABS(X)の式でXの絶対値を求めます。(Absolute(アブソリュー卜 絶対値))

Lti

.解説

符号はSGNで調べることができます。(Sign(シグナム))

SGN(X)で、X>Oのとき1、X=Oのときo、X<Oのときーlが得られます0

・フローチャート .プログラム例

/一一一ーヘ 10 INPUT X.Y

2自 2=X+Y

3自 S=SGN(2) →( )はなくてもよい

4自 PRINT"X+Y=";S

50 GOTO 10

60 END

〔帝IJ 題〕⑥

l~10の乱数を作り、表示するプログラムを作りなさい。

乱数はRND X で与えられます。(Random(ランダム))

RND Xにおいて、xの値により次のような乱数を得ることができます。
・xが2以上の場合
Xが正の整数のとき 1以上、X以下の乱数を発生します。

X=5のとき…ー 1-5の聞の乱数

XIJ'小数部を含むとき 1以上、Xの整数部に1を加えた値以下の乱数を発生します。

X=5.2のとき…"'1-6の聞の乱数
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一~線で示す内容がある場合と、ない場合の表示のしか

たの違いを確認してください。

第4章 BASIC言語

メモリ内容

変数 内容

X 入力値

A SIN X

B COS X

C TAN X

.解説

中lit，-せ(NCR)を用いれば簡単に計算できますが、ここでは階乗(FACT)を用いてプログラムを

1'1'勺てみます。

〔例題〕⑧

rha汐......弘USINGIこつー…抽出情的協同抽出向抽出i
t (例題〕⑧の20行を20USING"着替非"と変更し、実行してみてください。 主
¥;， ..

t rSIN 30=Jと却に小数点がつかない形で表示されます。(32ページ参照) 主
I. ..包会見当.................................................................................................................主....................

〔例題〕⑨

L nl

組合せ計算nCr=一一二ιー了の値を求めるプログラムを作りなさい。
rl(n り

。に適当な数を入れsm.cos.tanの値を求めるプログラムを作りなさい。

(e=30.45.60と入力しなさい。)

.解説

三角関数キーを用います。角度単位を度(DEG)に指定します0

.フローチャー卜 .プログラム例

一一ーへ 5 DEGREE
始め )

①J司て二「ーコー
10 INPUT X

」ー-， ~、

20 USING

~ A=SIN X:B=COS X:C=TAN X

40 PRINT"SIN";X;"="

①←斗 斗以収1ム双!JL::;A
50 USING

6自 PRINT "COS・X "="
;USING"非替 特持。非" B

70 USING

B0 PRINT "TAN":X:"="

;USING"替特.持非善枠";C

90 GOTO 10

10自 END

メモリ内容

変瓦下p;]~

X ¥ 入力II自

y I入力l出
P I 桁数

第4章 BASIC言語

数XとYを入力してX
Yは何桁の数かを求めるプログラムを作りなさい。

ただし、XとYは正の整数値とします。

5 WAIT 50 は20行のPRINT命令の表示時間を指定しています。

ただし、一般のパソコンではWAIT指定ができないので次のようにします。

25 FOR J =1 T0 500:NEXT J

(FOR、NEXTについては120ページ参照)

〔例題〕⑦

-:用対2を用い払P=れおき、両辺の対数をとると、附=y
対数の性質から、桁数はY・LOGX

の値の整数値+1桁になります。

・プログラム例
.フローチャート

10 INPUT X.Y

20 P=yホ LOG X

30 P=INT(P)+1

Y;11= II p;
Itケ夕日

40 PRINT X;"/¥";
y

50 GOT0 10

60 END

• xが負数の場合

114

同じ乱数(あるいは乱数列〕を発生させるために、初期値を一定にしま

す。

.xが0以上、 2未満の場合 Oより大きく、 1より小さい値の乱数を発生します。
X=1.42のとき・・…0-1の聞の乱数

・フローチャー卜 ・プログラム例

5 WAIT 5日
ーこの部分の数値を

10 A=RND 1自〈
I2.B→小数部あり

2自 PRINT"A=闘;A l
I-5→負数

30 GOTO 10 1
I0.5→ 1未満

~ END I
と変えて、乱数の出かた

をいろいろ確認してくだ

さい。

」ー
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条 件 式 半IJ 断 内 ，合τ竺2・

OO=xx 等しいかどうか判断 (00はxxに等しL、かつ)
OO>xx 大きいかどうか判断 (00はxxより大きいかつ)
OO>=xx 以上かどうか判断 (00はxx以上かワ)
OO<xx 小さいかと‘うか判断 (00はxxより小さいかつ)
OO<=xx 以下かどうか判断 (00はxx以下かつ)
OO<>xx 等しくないかどうか判断(00とxxは等しくなし、かつ)

.解説

① IF~THEN-ELSE は、 IF以降の条件が成立するときはTHEN以降の命令に従い、条件

が成立しないときはELSE以降の命令に従います。ELSEを省略した場合は、条件が成立しな
いとき、次の行に進みます。

THEN(またはELSE) 行番号………・……- その行番号へ行きます。

THEN(またはELSE) ステートメント …・ そのステートメントを実行した後、次の行

番号へ行きます。

② IF-THEN 行番号は IF~GOTO 行番号と閉じ命令です。

iTHENGOTO行番号」という命令文は、rTHEN行番号」またはiGOTO行番号」

という形に省略できます。

iELSEGOTO行番号」は、rELSE行番号Jという形に省略できます。(rGOTO行番
号」にはできません。)

〈例> 1自 IF A=5 THEN B=0 ELSE 200

Aが5ならばBを自にして次の行に移り、Aが5以外ならば20自行に移ります。

-b±v'b'-4ac
自立i¥; ax'+bx+c=0 (aキ0)の解の公式はX=一一一一L一一
D=b'-4acとすると

-b+vD 弘一一h 、
D>O・ 2実根(Xl=τずι X2= 一τ~ v )

D=O・・・・・......・・・重 根 X=与b
~a

hム会Di -b-vDi
D<O・・ H ・H ・..虚線(Xl=ーっ子- X2= ーっ午~)

-解説

〔例題〕⑪

.次方程式ax'十 bx+c=o(aキ 0)の解の種類を判別して解を求めるプログラムを作りなさい。

I~ だし、 2 実根のときは· 2ジッコンヘ重恨のときは"ジュウコンヘ虚根のときはIIキヨコン"と表

小させてそれぞれの解を求めなさL、。

.プログラム例

10 INPUT "X=";X rもし、Xの値が負なら10行へ行きなさい。そう
20 IF X<0 THEN 10一一一一一1でないなら次の行に進みます。
30 IF X=自 THEN 90一一一一一7 IXの値がOなら90行へ行きなさい。そうでない
4自 IF X>=9999 THEN 110 Lなら次の行に進みます。

5自 PRINT げラス]テ会スu ¥¥""IXの値が9999以上なら110行へ行きなさい。そ
ω GOTO 10 Lうでないなら次の行に進みます。

10 PRINT ・マイナス]テe スM

80 GOTO 1自 (注)ELSEを省略した例です。

90 PRINT ・セマロ]テザス"

l自由 GOTO 10

11自 END

終わり

結果例

n r nCr

5 3 10

10 4 210

X~9999

x>自

メモリ内容

変数 内容

N 入力値

R 入力値

G n!/rl(n-r)l

第 4章 BASIC言語

.プログラム例

10 INPUT IIN=II ;N.IIR=，;R
20G=FACT N/(FACT R*FACT(N-R)〕

30 PRINT G

40 END

(注)20行はG=NCR(N.R)でもよい。

を11"ってください。

1

x<。
一一一~X: 。

①

数Xを入力し、正の数ならUプラス デスM

負の数なら柚マイナス デス"

と掛表訴示す叩るUプロ;己:三:ニニ:ニ;た凶だしU、Jデ一夕州州州カが州t勾9捌叫9ω捌9ω9以此上の此とき制』は附立

さL、、。

.フローチャー卜

〔例題〕⑬

(瓦習問題同

T~~N........ELSESTEP囚 IF........THヒN 巳 L

116

.フローチャート
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.フローチャー卜

①

D<。D>白 D:0

①三EとどY=lワ

第 4章 BASIC言語 119
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M
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1
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•
INPUT"A=";A. "B=";B. "C=";C

D=B八 2-4*A*C

IF D<0 THEN 160

IF D=自 THEN 120

D1=SQR D

Xl=(-B+D1)/ (2*A)
X2=(-B一D1)/ (2*A)

PRINT"2シe ッコン"

PRINT"X1=目;X1

PRINT"X2=";X2

GOTO 210

X=-B/(2*A)

PRINT"シーュウコンM

PRINT"X=';X

GOTO 210

D2=ABS D:D3=SQR D2

Y1=ー B/(2*A) :Y2=D3/(2*A)

PRINT"キヨコン"

PRINT"X1=";Y1;"+i";Y2

PRINT"X2=";Y1;"-i";Y2

INPUT' クリカエスワ ~(Y ES=1)";Y

IF Y=l THEN 1日

END

|、N.の数値を入れて結果を求めてください。

メモリ内容

変数 内 句骨、

A 2次係数

B 1次係数

C 定 数

D B'-4AC 判別式

D1 J百

D2 ABS D

D3 fD2

X -B/2A

Xl (-B+D1)/2A

X2 (-B一D1)/2A

Y1 -B/2A

Y2 D3/2A

Y 繰り返し判断用

A B C 結 果

5 6 2ジッコン X1=-2 X2=-3

1 2 l ジュウコン X=ーl

5 -10 25 キヨコン X1=1+i2 X2=1-i2

1 -3+13 2ジッコン Xl=7.320508075x10叶 X2=ー1.732050808

3 6 キヨコン X1=1.5+i1.936491673 X2=1.5-i1.936491673

2 2行E 5 ジュウコン X=ー1.58113883

、t:=::I>r -，，=-.w~，- 凶凶凶lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.凶凶lo.lo.凶lo.lo.lo.lo.lo.lo.協同凶協同包包t
協同lo.~弘lo.lo.lo.虚数I:.ついて包協同 包

E「兵まーになると、一般にコンピュータではエラーになり計算できません。 i
Eそのため、Dの符号を判断LDの絶対値を考えて計算する必要があります。 t

=ー1¥:.tJ，る討を考え出し、同=.fDiと表しますo ~を閥単位と呼びますo i
it7LZゐ係では電流をiと表現しますので、閥単位をJとでここ:ニ協同弘J
と ー‘、、 LL 日比山凶凶lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.~再~:liI.':IiIl，:Iifo"";Iol，"'"
三弘lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.lo.~気包弘吉込両，.，.川崎両司【【一一

演習問題同和てください。
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Iの{直 2 3 4 5 6 7 8 9 10

Y+X 0+1 1+2 3+3 6+4 10+5 15+6 21+7 28+8 36+9 45+10

y=y+xの{直 3 6 10 15 21 28 36 45 55

BASIC言語第4章

圃累計の数値例

BASIC言語

NEXT

第 4章

FOR""TO""STEP、回

題〕⑫

STEP

〔例

120

数値を10個人力して合計と平均を求めるプログラムを作りなさい。
変化とともにそれぞれ累計されていきます

[FDR-NEXT文を使用し…合計を求めるプログラム
値

.プログラム例

({91] 題〕⑫で、FOR-NEXT文を使用しないで累計を求める方法

圃プログラム例 ・解説

10 A=自 ①このプログラムは30行と60行の間を条件が成

2自 y=自 立するまで、繰り返しています。(繰り返し

INPUT"X=";X ループを形成します〕

②40行のA=A+1は左辺のAが10になるまで

60行のIF文で判断され、このループで10回

のたし算を行います。

A=A+1

y=y+X

IF A<l自

n
w
u
n
M
U
A
M
U

a

“A
F

円

υ

ハ
zhυ

凶増分が1のときは
STEP1は省略
できます。

Aをカウンターとして利用しています。

③50行のy=y+Xで、Xの値が左辺のYの変

数に累計されます。Aが10になった時点で累

計完了ということになります。

チータが10個ではなく、N個の場合(Nは任意の正の整数)の合計と平均を求めるプログラムを考えてく

3自

STEP

Y

H
-
n

イ

〕
ケ

ン
ウ

キJ
q

コ

へ

T

T
N

N
I

I

D

R

R

N

P

A

P

A

n

H

U

30

H=Y/10

PRINT"コーウケイ=";Y

研究演習問題

10
Y=自

FOR i二1 TO
INPUT‘X=';X
Y=Y十X

NEXT I

H=Y/1自

A
り
の
m
u
n
M
U
n
m
w
n
m
u
n凶

唱

i

n

，u
q

u

凋

U
1
F
k
d
ρ
h
u

nり
印

刷
v

n
り

q
t
o
o
q
ν

THEN

PRINT"へイキン=";H

END

1から10まで1
つず、つ繰り返し

なさいという意

味です。

70

80

90

100

メモリ内容

変数 内容

Y 初期値設定

Y=O

累計

Y+X

X 入力値

日 平均

Y/10

-フローチャー卜

たさL、。

rFOR~NEXTJ 文の二重ループ

[例題〕⑬
-:行番ご100)Y=白日数Y叫山数値が入のないという状態を作っています。この状

態を最初に作っておかないと、行番号40のところで誤った値を加算することになります。

をそれぞれ表示し、答えも表示するプログラムを作りなさし。

1x5. 1x10. 1x151

2x5. 2x10，2x15I

5x15J

.解説①

1-5のIつ刻みのループ(STEP

5-15の5つ刻みのループ(STEP 5)

がありますので、FOR-NEXTの二重ループとなります。

5xlO.5x5.?。:i;;:!日;;::ii1711ii???を:り::ん;oとすれば NEX
T Jとするか、NEXTということになります。

しかし、慣れるまではNEXTの後の文字を省略しないほうがよいでしょっ。

プログラムを見直すときは、NEXTの後の文字があるほうが便利です。
1)と

③行番号40のY=Y+Xは累計を求めています。つまり、Yに新しいXの値を加えています。

④行番号60のH=Y/10は平均を求めています。



メモリ内容

変数 内容

MA 最大値

MI 最小値

X データ入力値

.プログラム例

1自 INPUT"X=';X

20 MA=X:MI=X

3自 FOR 1=2 TO 7

40 INPUT"X=";X

5自 IF X>MA THEN MA=X:GOT

o 70
W IF X<MI THEN MI=X

70 NEXT I

80 PRINT"サイターイ=";MA;"サイショ

ウ=";MI

90 END

第 4章 BASIC言語

80 D=BI¥2-4本 A

60 FOR B=-1自 TO 12 STEP

X:MA

X<MI
X:MI

7つのデータがあります。15、21、36、81、9、16、10をそれぞれ入力し、最大値と最小値を求

めるプログラムを作りなさい。

(WIJ3>40 GOT0 80

.解説

①idtlr号10で最初のデータを入力します。

ZJii"lfi号20のMA=X:MI=Xで、最初の入力データを仮の最大値、最小値にしますo

J){j市号30-70で、データをlつずつ入力していきます。

ij-Ifi号50-60で、最大値、最小値の比較を行っています。

100 NEXT B

〔例題〕⑬

.フローチャート

このような、プログラムはERR

oR52となります。ループ①とル
ープ②が交差することは文法上1存

されません。

Jレ

Jレ II
¥ I7
プ 1②

①

-解説②
行番号20と50が対応し、行番号10と60が対応しています。 IとJの

値について、ルーフ・内での数値の動きは

I=1→ J=5，J=10，J=15となって1=2に移ります。

I=2→ J=5，J=10，J=15となって1=3に移ります。

1=3→ J=5，J=10，J=15となってI=4に移りますo

I=4→ J=5， J=1自， J=15となって1=5に移ります。

I=5-+ J=5，J=10，J=15
となり、これでプログラムは終了となります。

第 4章 BASIC言語

圃プログラム例

10 FOR I=1 TO 5

20 FOR J=5 T0 15 STEP 5

3自 X=I*J
40 PRINT I II*II ; J;II = II ;X
45 FOR K=1 T0 50日 :NEXT K

50 NEXT J

60 NEXT I

70 END

100 NEXT J

=1 TO1白寸山

80 NEXT I

40 FOR J=1 T0 10一一一一一

1自由 NEXT I

〈伊IJ2)10 FOR I=1 TO 5

.〈コ;l?τ;:::;;正;f三7:五i己i:2:)詰以立誌お;::古可fう3:平平二ネぶιこよニ1:工;
参照してくださLい、、。

10 FOR 1=1 TO 5

122

-フローチャート



.プログラムの解説

10 へイキンという注釈文になります。 10' へイキン としてもかまいません。

20 Tの変数をo(ゼロ)にします。ここに、CLEAR命令を用いてもかまいません。
38 ?;;76MFONEXT-です。 Iゆ lから始まって、 5を超えるま附返

40 READ文です。

READ Xは、100行のDATA文の最初のデータ55を読み込みます。

50 累計を求めています。このときのTは、T=CT白川口)

55---.1'し
DATA 55

60 NEXT Iで30行に戻ります。このとき、すでに、 I=2となっています。

40行のREAD Xは、再度100行の次のDATA文の70を読み込みます。

50D'は T=T+X ←DATA 70
I25-.1仁

I=IのときのTの合計 55

このように、残りのデータ80、65、50も同じように読み込み、たしていきますo

r 320が入ります(5つのデータの合計です)
70 H=T/5

したがって、変数Hには、64という数字が入ります0

80 Hの値を表示します。

90 プログラムの実行が終了します。

100 DATA文です。

肯**世"*

11伺…REM コーワケイ は、注釈文です。(コロン)は継続行を意味しますから、この
ような形でREM文を使うこともできます。REM文で注釈をつけておくと、後でプログラムリスト
を附街するときにとてもわかりやすくなります。

124 第 4章 BASIC言語

下の表で最大値、最小値を比較している内容を細かく分析してみます。

Xのイ直 最大値>の比較 最大値 最小値<の比較 最小値X>MA X<MI

15のとき 15となる 15となる

21のとき 21>15 21に変わる 21<15 15のまま

36のとき 36>21 36に変わる 36<15 15のまま

81のとき 81>36 81に変わる 81<15 15のまま

9のとき 81>9 81のまま 9<15 9に変わる

16のとき 16>81 81のまま 16<9 9のまま

10のとき 10>81 81のまま 10<9 9のまま

最終結果・最大値 最終結果・最小伯

..

|演習問題回を行ってください。
白 ...

STEP困 REM、 READ、 DATA、 RESTORE

〔例題〕⑬

55、70、80、65、50を読んで、平均を求めるプログラムを作りなさL、。ただし、ヘイキンという

注釈文をプログラムリストの最初にっけなさい。

.解 説

①注釈文をつけるときは、REM文を用います。(REMまたは. )

REMは、注釈の意味でプログラムの実行には関係ありません。しかし、プログラムリストをみると

どのようなプログラムなのかがわかります。

また、長いプログラムなどにおいては、演算処理の項目ごとにREM文で、注釈をつけておくと、i査で

プログラムリストを検討するときにとてもわかりやすくなります。

②REM文は、任意の行番号をつけることができます。

③READ文は、DATA文と対になって変数にデータを害IJりあてます。

④対応するデータがなくなると、ERROR53が発生します。

-プログラム例

10 REM へイキン

20 T=自

30 FOR I=1 TO 5

40 READ X

5自 T=T+X:REM コ。ウケイ
，、

6自 NEXT

7自 H=T/5

8自 PRINT"へイキン=";H
ロー

90 END

l自由 DATA 55.70，80.65，50

!.-I.ム

圃フローチャート

第 4章 BASIC言語

.結果

へイキン=64.

125
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〔例題〕⑬

下のデータを用いて、A=60、B=50、C=lO、D=40、E=20、F=30、G=60、H=50とな

るように、データを読み込むプログラムを作りなさL、。

60、50、10、40、20、30

.解説

RESTORE 行番号は、データを再び行番号の先頭から読み込む命令文です。

同じデータを何回も使用するときは、効果的な手段となります。

.フローチャー卜 .プログラム例

l自 REM RESTORE

20 READ A. B

30 READC. D. E. F

4自 RESTORE 2自由

50 READ G. H

60 PRINT'A=";A;"~B=u;B

70 PRINT"C=";C;•~D=U ;D
80 PRINTIE=";E;"~F=";F
9自 PRINT'G=n;G;u~H="; H

l自由 FOR J=1 TO 100自 :NEXT J

110 END

r-20~に対応
r 20行でBに対応

2自由 DATA 60.50

LL50行で吋応
50行でGに対応

210 DATAl0. 40， 2自， 30
ノ Y ↑ベ

30行でそれぞれCに対応. Dに対応. Eに対応. Fに対応
.結果

A=60 B=50

C=10 D=40

E=20 F=30

G=60 H=50

-プログラムの解説

10 注釈文です。

20 READ AのAは200行のDATA文にある60を読み込み、Bは50を読み込みます。

30 READC. D. E. Fは、210行の、10、40、20、30をそれぞれ順次読み込んで行きます。

40 200行のDATA文を再び呼び出します。

50 READ GのGには200行のDATA文の60、Hには50を読み込みます。

6自 それぞれ、読み込んだデータを表示します。110行でプログラムの実行は終わります。

110

なお、100行は画面をしばらく止めておくために入れています。

大賞女 200行と210行は、DATA文です。

|演習問題I5Iを行ってください。
..-.--岬

-_#---

第4章 BASIC言語

STEP回 GOSUS.......RETURN
127

〔例題〕⑫

川
ノワオ

446
き
dム」の

ハH
U

、
スナ

J
勺マ

ふ
目
。

&
さ
ム
」のスナ

J
n
.7

、
ス-
7

0

プ

L

M

キ
己

は

な

さ
d

h

v

と

作
の

を
ス

ム

-
7
-
フ

プ

グ
て

ロ

し

プ

カ

る

入

す

を
一
不

X
表

数

と

園フローチャート

SUB100 SUB2目。 SUB3自由

、 Xキ自
X 町三>-ιーニ

.プログラム例

10 INPUT X

20 IF X>自

:10 IF X<自

'10 IF X=0

50 END

10fJ

THEN GOSUB

THEN GOSUB

THEN GOSUB

PRINT"7° ラス"

110 RETURN

200 PRINT"マイナス"

210 RETURN

300 PRINT"オワリU

310 I<ETURN

園解 説

)一仁①独立した1つ山口…-... __VJノ でいつでも呼び出

ノ号 して使えます。

jグ ②呼び出山r:; n~11 ロj/ f…己UB 行番号となります。

/ ③サブプログラムの終わりはRETURNです。

④このプログラムの実行順序はX=-3とすれば、

10→20→30→200→210→40→50です。
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-フローチャー卜

結果例

X Y コタエ

250

l 2 468

5 10 14364

第 4章 BASIC言語

.フローチャート
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1次元配列

DIM F(5)の意味
1 そえじ

l 添字 これは配列の大きさです。

l この数字は必ず整数を用います。

」一一→数値配列変数

英文字をl文字または2文字使用でき

ます。また、英文字と数字の組み合わ

せも使用で、きます。

配列(ディメンジョン)を意味します。

変数を下図のように、データをしまい

込む(出し入れをする)箱と考えたと

き、DIM文は箱の数を決めて用意す

るステートメントと考えます。

DIM B(5)は

配列

B (2)

B (3)

B(4)

B (5)

• B(0)からB(5)までB(0)を含めて、 6個の箱が用意
されます0

・この例題のプログラム例では斜線の部分は未使用という

ことになります。

|演習問題I6Iを行ってください。

STEP図配列DIM(ディメンジョン)

〔例題〕⑬

5個の数 25、18、23、17、9を読み込んで、読み込んだ順に配列変数Bに代入し、次に5例の

数の合計を求めて表示するプログラムをDIM文を用いて作りなさい。

;;ド日つ1ユ;q;jE詑主;二ニヰヰ;江立1主立立zLコ:ごご:で士t1士士土:ご::::ご::t立:立芯ニエ::;;工:I:::口::コtr:::才;;r:?h
;?:ご万た:?ご1て:;:;?;;fJ;平;ι毘戸LJ2Jz(;元;JLリ;コi;;::、ます。添字が的n個あれば、 n次元配列i
h まfこ、コー一、iで、人間Jぷ;;;;コ;:(O)やB(O，O)のよう
‘弘h包丸気気;.;.:..……:..:..:..:..:..:..…

h
…:..:..:..……気:..:..:..…丸丸…民気民;
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.プログラム例

10 DIM B (5)

20 FOR I=1 T0 5

30 PRINT"B (";I;')=";

4自 INPUT B (1)

50 NEXT I

60 S=自

70 FOR I=1 TO 5

80 S=S十 B CI)

90 NEXT I

100 PRINT"コe ウケイ=";s

110 END

I~i

数

こ人

38

一46
一92
73

65

結果例

B(l)=25
-ーー一ー一ーーーーー一ーー-
B(2)=18
--ー一ー一ー一ーー-

B(3)=23

B(4)=17
-ーー一一ーーーー一ー一ー-
B(5)=9

ゴウケイ=92
-ー一ー一ーーー一ー一ー一ー一ーー

このようにBCI)のIには、

次1、2、3、4、5とい

字が代入されていきます。

.プログラムの解説

10 配列を指定します。

::fJ::;;:;;12?:;♂;;:;;;iz:Lる内容を続けて表示させるため』
れています。

40 数値を入力しますo 30行で表示した内容の後に入ります。

::222Zること:ziLLし払(まだ計算を山ないためです0)
こでCLEAR-ムJうと、せっかく入力した5個の値が消えてしまいます。

7O LI)の箱の中に入れM 個の数値をlから5まで取り出すルーフ・を{乍ります0
80 1つずつ取り出したら、それぞれ累計します。

90 5個の値をBCI)から取り出すまで70行へ行きます。

100 5個の値を全て取りだした後、累計した結果を表示します。

110 プログラムの実行が終了します。

〔例題〕⑫

をム
。
す

う

歩

ふ

力

ノ

灼
J

ロ

あ

ブ

列

る
2

す

が
-
不

数

表
の

て
個

め

R
υ
Aヰ

に

を
-
つ
到
則
。

よ

A
口

い

の

の

さ

図

と

な

の

ご

り

右

列

作

25 38

18 46

23 92

17 73

9 65

[合計

第 4章 BASIC言語

.フローチャー卜
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.プログラム例

10 DIM B (5.2)

20 FOR J=l TO 2

:10 FOR 1=1 TO 5

'Ill INPUT B (I，J)

50 NEXT I

60 S=日

70 FOR 1=1 TO 5

80 S=S+B(I.J)

90 NEXT I

10[) PRINT"コーゥケイ=";S

II[) NEXT J

120 END

2次元配列

DIMB(5，2)

(行，71J)

5行.2列の配列を意味します。

DIMB(5.2)の2次元配列では下図のような箱が用

意されます。

BU.1)
25

B(2.1)
18

B(3.1)
23

B(4.1)
17

B(5.I)
9

B(4，2)
73

B(5.2)
65

例題⑫では斜線の部分は使用していません。

メモリ内容

変数 内 行企匂ヨr

B B(5，2)二次元配列

B(]，])

1=1-5

J J=1-2

S 合計

S=o

S=S十BCI.J)



第 4章 BASIC言語 133

〔例題)@
下表のよつ.な5人の生徒の成績刀'ありM 歩'"す。科日以」J ん』の合5一三日十・ル」平均川占を言一一ロTし算すVスブロMノ ':7ムを作

りなさい。

番号 1 2 3 4 5

国語 58 45 69 87 75

数学 45 25 78 82 65

第4奪 BASIC言語

下のような数値の表があります。

数値を、 1、2、3、4、5

11、12、13、14、15

と順次入力していき、たて、横の合計を求めるプログラムを作りなさい。

横の合計

2 3 4 5

11 12 13 14 15

21 22 23 24 25

31 32 33 34 35

41 42 43 44 45

|たての合計

.プログラムの解説

10 2次元配列、 5行・2列を指定します。

20 国語の合計を求めるためにK=Oとしておきます。

30-60 Iをlから5へと順に進めて、国語の点数を順次入力します。50行で合計を求めるために累計

しています。

7自 5人分の国語の平均点を求めます。

80 合計と平均値を表示します。

90-15自 今度は数学の計算を行います。国語の場合とほぼ同じです。

ただ、国語はB(1，1)の変数を使いましたが、数学ではB(l，2)の変数を使います。

〔例題)@

メ モリ内容

変数
内

d廿tヲ

B() 国語の点数数学の点数

HI
Hl=K/5 国語の平均

H2
H2=5/5 数学の平均

K K=O K=K+B(l，l)
国語の合計点

S 5=0 5=5+B(1，2)
数学の合計点

I 1=1-5

.プログラム例

10 DIM B (5，2)

2白 K=自

30 FOR 1=1 TO 5
ーーテンスウ=目。B (1，1)

40 INPUT"コクコ

50 K=K+B (1，1)

60 NEXT I

70 HI=K/5
8白 PRINT"コーゥヶィ=11;K "へイキン=";HI

90 5=自

l自由 FOR 1=1 TO 5
110 INPUT"スウカ守クーテンスウ=";B(1，2)

120 5=5+B (1，2)

130 NEXT I

140 H2=5/5
150 PRINT"コe ウケイ=" 5;'へイキン=' H2

160 END

数学の点数

.フローチャー卜

132
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2 @ A 0，， 2.)=2.

3 圃 A (1. ， 3.)=3.

4 @ A O.， 4.)=4.

つ

5 圃 A O.， 5.)=5.

11 圃 A(2. ，1.)=I1.

12 @ A(2. ， 2.)=12.

このように、刊行と50行目は、何行何列目にどのような数値が入ったかを確認できるようにしたものです。

110行白のたての累計計算は、下に示すような形でコンピュータは計算しています。

いγ(6.J)=A((6，J)) J=1のとき J=2のとき J=3のとき J=4のとき J=5のとき+A(I，J

初め A(6，1)=0 「・A(6，2)=0 ー・A(6，3)=0 ~A(6. 4)=0 戸A(6，5)=0たての

l累計計 IはI M6，1)=1 A(6，2)=2 A(6，3)=3 A(6，4)=4 A(6，5)=5

1Iの途 Iは2 A(6，1)=12 A(6，2)=14 A(6，3)=16 A(6，4)=18 A(6，5)=20

中結果 Iは3 A(6，1)=33 A(6.2)=36 A(6，3)=39 A(6，4)=42 A(6，5)=45

Iは4 A(6.1)=64 A(6，2)=68 A(6，3)=72 M6，4)=76 A(6，5)=80⑤

|雌(合計果)IIは5
① ② ③ ④

A(6，1)=105 A(6.2)=110 A(6，3)=115 A(6，4)=120 A(6，5)=125

第 4章 BASIC言語
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.プログラム例

10 DIM A (6，6)

20 FOR I=1 T0 5

30 FOR J=l TO 5

40 INPUT A(I，J)
J;II)=";A (I，J)

50 PRINT"A(";I "，

60 NEXT J

70 NEXT I

80 FOR J=l TO 5

90 A (6，J) =自

100 FOR 1=1 TO 5

110A(6.J)=A(6，J〕+A(I，J〕

12自 NEXT I

130 PRINTUA (6・"•J II)=U;A (6，J)

140 NEXT J

150 FOR I=1 T0 5

160 A (I，6)=自

17白 FOR J=1 TO 5

180 A (I，6)=A (I，6)十A (1，J)

190 NEXT J

2BOPRINT"A(m，I，h6〕=n;A(I，6〕

210 NEXT I

220 END

，6)=A((I，6)) 1=1のとき 1=2のとき 1=3のとき 1=4のとき 1=5のとき十AtI，J

持: 初め A(!，6)=0 ~A(2 ， 6)=0 ，...A(3.6)=0 戸A(4.6)=0 一・A(5，6)=0

\~ Jはl A(l，6)=1 A(2，6)=11 A(3，6)=21 A(4，6)=31 A(5，6)=41

Jは2 A(l，6)=3 A(2.6)=23 A(3，6)=43 A(4，6)=63 A(5，6)=83

Jは3 A(!，6)=6 M2.6)=36 A(3，6)=66 A(4，6)=96 A(5，6)=126

Jは4 A(l，6)=10 A(2，6)=50 A(3.6)=90 A(4，6)=130 A(5.6)=170⑤

結"I果)
① ② ③ ④

Jは5 A(l，6)=15ー A(2.6)=65ー A(3，6)=115 A(4，6)=165 A(5，6)=215
It!終
(人

ロ問題目的つ一、。

のA主

山町一

1品d

八(6，J)=A(6，J)+A(I，J)の算術式のIとJでは、繰り返しループ(FOR-NEXT文)に

よって上の表のような順序 ①→②→③→④→⑤ で計算が行われています。

IROif目の横の累計計算も同様に、下に示すような形でコンピュータは計算しています。

!¥(I

メ モリ内容

変数
内

げ廿で

A() A(6，6) 2次元配列

A(1，J)
入力値

A(6，J)
たての合計

A(1，6)
横の合計

I=1~5

J
J=1~5

園プログラムの解説

10 2次元配列を指定します。

20~70 データを入力し表示するループです。
90 A(6，J)=0はたての合計です。計算前なのでOを代入します。

160 A(1，6)=0は横の合計です。計算前なのでOを代入します。

40行、50行自について、実行例で説明をします。

RUN圃ワ
1 圃 A(1.，1.)=1.
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STEP回 USING(ユージング)

PRINT USING

〔例題)@

A=56.7、B=-89.7654の2つの数値において、それぞれ小数点以下第3位で桁をそろえて表

示するプログラムを作りなさい。

-フローチャー卜

{ 台め

IA←56.1
18←-89.1邸引

山 SIN引

.プログラム例

l白 A=56.7:B=-89.7654

20 USING"辞書辞書 非非神"

3自 PRINT A;B L一一20行で桁数の指定をします。
40 END

.実行手順

RUN モード

RUN函E
表示例

I56.700 -89.765
A.B

dり〕
(例題)@

B=-10、C=50.8803の2つの数値において、文字と数値をそれぞれ表示するようにプログラ

ムを考えなさい。小数点のあるCについては小数点以下2桁まで表示するものとします。

.フローチャート(省略)

・解 説

USINGで数値を指定するときは幹マークを使いますが、文字を指定するときは&マークを使います。

文字の数だけ&マークを続けて指定します。

.プログラム例

10 B=ー10:C=50.8803

2白 PRINT USING'&&&旦li";"B=";Iう; "~C=';USING “持非韓. #
一ーで-+---，- I I l

神";C t I I I
モー」

30 END

・&&&は"B="とIJl-JC=Uで

2回使用しています。

実行表示例IB= ー10 C= 5自88

(注)

桁数指定を解除したいときは、解除したい行にUSINGのみを指定します。USINGを指山した行

以降は桁数指定が解除されます。

第 4主主 BASIC言語

STEP四 MID$ (ミツド・ドル) 中間の文字を取り出す

LEN(レングス)……・・・・……文字列の文字を数える

VAL(パJリュー)……・…・・・ す5'.;，
又千から数字へ変換する

137

〔例題〕⑮

2進数を10進数に変換するプログラムを作りなさい。

.解説

今までは数値だけを飯ってきましたT、これから文字列に関する練習をやってみましょう。コンビ
::f??J:二?をはっきり指示してやら山ば勤きませんが、逆聞と人間にはできな:;
たとえば、 2進数の10010110は10進数ではいくつになるでしょうか。

1 0 0 1 0.プログラム例 自

II II

27 + 24 十
II II

22+1I
10 IIAU ・CLEAR

DIM B$(0)

20:INPUT B$(自)

30・L=L旦旦 B$(自)
40:N=1

5自 C$=旦i旦主(B$ (自).
N. 1)

60・E=主主主 C$

70:D=E*2A(Lー 1)+D

8自 N=N+1:L=L-l

90:IF L=0 THEN

110

100:GOTO 50

110:PRINT D

120:GOTO 10
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5U C$=旦上旦旦(B$(日). N. 1)
， I L

B$(0)の文字列の I I

左からN番目の文字から lh取り出して

;法ラCSで時(C$)を数吋換して伽計算』こ備え;;fNれます。
なります:;二:LJZ;主主ニァ:;;iT;LZJしl二つ動かすことに
l山I日11山l口山1日山11山
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(アスキー〉・・…・・文字を数値で表す

論理演算子…一ー 骨

ホント(莫)かウソ(偽)かP

第 4章

回 ASCSTEP

BASIC言語

STEP …・・数をアスキー文字に変える

-・数を文字に変える

第 4章

CHR$(キャラクタドル)

STR$ (ストリングドjレ)

回

138

題)@[例題)@

「
.解説

;;:ZJ:J;;:??:;::::;;;:::372ffZ10進数に、HEX$で10進恥16

10進数を16進数に、また16進数を10進数に変換するプログラムを作りなさい。
10進数を2進数に変換するプログラムを作りなさい。

.解説

10進数を2で割っていき、その余りを算出順に下位から順に並べて行くと2進数になります。たとえば

10進数の43では、

10進→16進変換は、10進→2進変換の方法とほと

んど同じです。例題③と同じように、10進数を16

で割り:商と余りを求めることを繰り返します。

たとえは¥(246)0=(F6)Hでは

CDは10進を、Hは16進を示します。)

①10進数→16進数変換

N

副プログラム例

200: • BII :CLEAR

DIM B$(自)

21自 INPUT N

220:I=INT(N/2)

230:J=N-2水 I
商 余り 16進数 77.キーコード

124τ~=15 J=6 6 54
/ヰ

J=15 F 70
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H
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S

ゥ
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J

C

考

35自

ゆ
一
世
迎
辻
ほ
辻
自

300 II C"・INPUT

31自 H$=II "

320:I= INT (N/l6)

330:J=N-16*I

340:H$=CHR$ CJ+48

----Uと1L*7)+H$
IF 1>0 THEN

N=I:GOTO 320

360:PRINT H$

370:GOTO 3自由

例題⑫と同じくDIMB$(自)と配列宣言して、

答の2進数が16桁まで表示できるようにします。

Nを2で割ります。また、250行でNに新しいl

(商)を代入し繰り返します。

Jは余りです。 1か自です。

20自

220

24自:B$(0)=CHR$(

J+48)+B$(自)

250:IF I>自 THEN

N=I:GOT0 220

260:PRINT B$(自)

27自 GOTO 20自

23自

れ
N
Mコ

{

子

{
子文

Y
B
A

T
E
'ムCQUA''t、

キスア

文10進数

16進→10進変換は、 2進→10進変換の方法と同じ

で上の桁から始めればよいでしょう《

たとえば、(AD3)H=(27川で日

(A D
4 ↓ ?)H=(27九)0

lO X~ 十 13=173 I

173x16+3=2771
フ口fラムはこの計算を行っていますn
側

450行でJ=1げ7+二よx7=1叩0となりますn
以下をよ〈たとつてみて〈ださL、、。 o

②16進数→10進数変換

N

400

H$

(H$.

I400:"DII
410:N=0

420・FOR 1=1

LEN H$

430・P$=MID$

I， 1)

440 J=主主主 P$-48

450:J=J+---U主9) *7
460:N=N*16+J

'170:NEXT I

'I80・PRINT

'19自 GOTO

TO

INPUT

自

1
:
6
:
A
B
C
D
E
F
-
-
-

n
n
v
Q
d
a
4
・

a

4

4

q

R

υ

に
d
p
O

ワ
t
o
O
Q
d

ハU

P
U
ρ
b
n
O
F
O
n
b
η
t

までです。

CHR$は、ASC (アスキ-次ページ参照)

の逆で、10進数のアスキーコードを文字や記号

(0~ 9の数字を含みます)に変換します。

CHR$CJ+48)のように、10進数のアスキー

コードに変換するため、 Jに48を加えます。

本機では、CHR$、ASC (アスキー)が使

えるので活用してください。

I(商)がOになるまでNに代入して220行に戻

ります。各桁の余りをB$(0)に入れていき、文

字列を完成させます。

215行にR$=STR$Nを追加し、

260行をPRINT R$;"ー>' ;B$(日)として

みてください。

N(数)が文字に変わって表示されます。

このプログラムでは最大で65535=1111111111111111

24自

25自
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T=

T=

T=

-結果

L=0. 5
L=1.

L=1. 5

L=2.

L=2. 5

L=3

L=3. 5

L=4.

L=4. 5

L=5.
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GOTO"A"~ GOTO"C"~

例題⑫、@、⑫をそのまま実行すれば、 2進数字=二三10進数字=二三16進数 で基本的な変換

GOTO"B"圃 GOTO'D"圃

はできますが、ここで少し工夫してもらいたいことがあります。

1.演算可能な桁数以上の数を入力した、などのミスを防ぐにはどうすればよいでしょうか。

2. 2進数二10進数変換で、ここでは16ビットまでの1の補数で表していますが、 2の補数で表すに

はどうすればよいでしょうか。

3.表示を見やすいように工夫してください。答の表示では、10進数をSTR$を使って"文字"に山

したほうがよいでしょう。特に250、350でNの数値が変化していることに注意してください。
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YES

T=

(M)T<3一一一L=2.

T<3

|演習問題I8I回 を行ってくださL、。

70ページの例題①をプログラム化した例題

①左図の円すい振り子の周期をT、糸の長さをL、糸の鉛直とな

す角を8とすると、

題〕⑫〔例

T=2πJ与並
の関係があります。今、糸の長さLを0.5(m)から5(m)まで、

0.5(m)刻みで・変化させたときのLとTの変化を表示するプロ

グラムを作りなさい。ただし、 g=9.8(mlsec2)、 θ=250

とします。

②また、それぞれを表示した後で、Tの値が3秒を超えないLの

最も大きい{直を表示するプログラムを作りなさい。

ハ

:e¥
;¥L，、

日ーー「一一ーーへ
' ‘'，¥'" L_______~

、ーーーーーーーーー---ー
ー-->

71ページの例題③をプログラム化した例題題)@

-プログラム例

10 REM フリコ

S=25:G=9.8

FOR L=自 5 TO 5 STEP 0.

T=2本 PI本 SQR(L*COS S/G)

IF T<3 THEN LI=L

PRINT"L=';L;USING'非非. 持非II; U'-JT=Il;T

FOR J=1 TO 1000:NEXT J

USING

NEXT L

PRINT柚T<3一一一L=川 LI;"(M)"

END

(a)左図の回路において、スイッチswを入れてから0.1秒

ごとに1秒までの聞に流れる電流を表示するプログラム

を作りなさいo ただし、時間と電流を同一行に表示する

ようにしなさL、。~r い 主L=](HJ

R=IO(QJ

tバ山ω(αωtο)片=去(Iト一
(b)次に、抵抗Rを10(Q)から10(Q)ずつ50(Q)まで変化さ

せたとき、回路を流れる電流が、ι=互の似から65

%の範囲になる時聞を求めるプログラムを作りなさい。

にし、時閉山か叫まで0.002秒間隔で調べな

U

5

20

3自

40

5自

6自

65

7自

80

90

1自由



造化BASIC命令の使いかに]
..y，，'"...fT'¥b会けずロヴラムをより

F 畠 A J..n豆げれ1，1f{の4つの命令について説明します。これりの命令はソ ツフ
構造化BASIC命令と昨瓜札{;)(Ji...V..Jせ

見やすくわかりやすくするために考案されたものです。

田プログラム(a)

10 REM R-L

20 INPUT"R=";R. UL=";L. "E=• ;E

30 FOR T=自 TO 1 STEP 0. 1

40 1=E/R本(l-EXP(-R本 T/U)

50 PRINT"T=";T;"~I=";USING"辞世.

世帯構";I

55 FOR J=1 T0 1000:NEXT J

60 USING

7自 NEXT T

80 END

.プログラム(b)

10 REM R-L

20 INPUT"L=";L，"E=";E

~ FOR R=10 TO 50 STEP 1自

~ FOR T=0 TO 0. 2 STEP 自. 002

50 I=E/R*(1-EXP(-RホT/U)

60 IF (I>=E本 0.62/R)ANDO<=Eキ

0.65/R)THEN PRINT'TR(';R;')

=";T;.(S)凧 GOTO 80

70 NEXT T

80 NEXT R

90 END

(2) 繰り返し(REPEAT......UNTIL、WHILE......WEND)

143第4章 BASIC言語

IF 条件式 THEN

実行文

[ELSE

実行文]

ENDIF

次のl行形式の命令文

10 IF A>=10 THEN PRINT A ELSE A=A+1

は、ブロック形式では次のように書き表されます。

10 IF A>=10 THEN

20 PRINT A

30 ELSE

40 A=A+1

50 ENDIF

STEP固で説明した“FOR-NEXT"は繰り返し回数を最初に指定するのに対し、次の2つの命

(7はいつ終わるかわからない繰り返しに使用します。

"REPEAT-UNTIL"は条件が成立するまで繰り返し実行〔条件を満足すると終了)するのに

刈し“WHILE-WEND"は条件が成立している間繰り返し実行します。

IF文が成立すればIF文とELSEの間の命令を実行し、終了後ENDIFの次の行を実行します。成

立しなければELSEが筈かれている行の次の行から実行します。実行文が複雑になる場合は、ブロyク
形式にするとわかりやすくなります。

(注)プロyク形式かl行形式かの判断は、 IFが行頭にあり、なおかつTHENの後に実行文が書かれ
ているかどうかで行います。

REPEAT-UNTIL

Ilt)レープ内を実行し、最後に条件判断して繰り返します。

1/EPEAT-UNTIL文は次の形で用います。

REPEAT

UNTIし条件式

.結果(a)

T=自 1= 0. 日自由

T=自.1 1= 6.321

T=0.2 1= 8.646

T=自 3 1= 9. 502

T=日.41= 9.816

T=日. 5 I= 9. 932

T=日. 6 I= 9. 975

T=0.7 1= 9.990

T=0.8 1= 9.996

T=0.9 1= 9.998

T=l. 1= 9.999

-結果(b)

TR(10.)=0.098(S)

TR(20.)=自. 05 (5)

TR(3自.) =日.自34(5)

TR(40.)=自.自26(5)

TR(5自.) =自由2 (5)

第 4章 BASIC言語
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(1) 判断(IF~THEN~ELSE~END 1F) し

IF-THEN-ELSEは“もし~ならば-や“もし~でなければ-という意味で、いろいろq

t:AZZI日 HEN-ELSE"(1行形式)仙 IMHEN~ELSト
ENDIF"(ブロック形式)を用いて判断することができます。基本的な動作は1fT形式のIド文と同

じです。

ブロyク形式のIF文は次の形で用います。

WHILE-WEND

ループに入る前に条件判断するため、一度もループ内を実行せずに終わる場合もありますo

¥VIIILE-WEND文は次の形で用います。

WHILE 条件式

WEND
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キー操作
表 刀可 部圃

10 INPUT R修正を終了します

2自 V=4/3* PI *R1¥3

3自 PRINT R. V

40 END

キーf呆イ乍
表 刀Z 部IST~

10 INPUT R

20・V=4/3* PI *R1¥3

30:PRINT R，V

40:END
BJ

I0 INPUT R

20 V=4/3本 PI *R1¥3

30 PRINT R. V

40 END

スクリーンエディタ機能では1行ごとの修正だけではなく、フ。ログラム全体を平面的に考えて修正するこ

二32こ孟;2222;;:ニこ札修正の最後喝を押してください。
;;土…
次にスクリ

ーンエディタの中で‘の主な牛ーの動作について説明します。

虚〕 ・I桁右にカーソノレを移動

行末にあるときは、次の行の先頭に移動

圏一…I桁tr.にカーソノレを移動

先頭にあるときは、前の行の行末に移動

直〕 ・桁位置を変えずにl行下にカーソJレを移動

行末よりも右側になるときは行末に移動

直〕 ・・桁位置を変えず‘にI行上にカーソノレを移動

行末よりも右側になるときは行末に移動

三らの牛ーは押し続けると連続して送つていきます。

世J'"・プログラムの修正を終了します。

①プログラム行の削除

iJZ27172
なお、ラインナンバーも含吋リ除(庄町十E の操作)するん 削除じたことにはなりません。
幽した複数汁のプログラムを削除するときは、DELETE命令を一周することもできます。

，Bl

マI.

一

一

部日刀t表

10:INPUT R

2自 ・s= PI *R1¥2
3自 PRINT S

4自一END

10 INPUT R

20 V=4/3事 PI本 R八3

30 PRINT S

4白 END

10 INPUT R

20 V=4/3* PI *R八3

3自 PRINT R.V_

40 END

ヨQBJROV
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lE(!)VlE4臼 3白白
白 R(LJ3

SWITCH 変数

[式}
CASE { f

l文字列j

実行文

[式 I
CASE { f

l文字列j

実行文]

DEFAUしT

実行文]

ENDSWITCH

第 4章 BASIC言語

(3) 振り分け (SWITCH~CASE~DEFAU し丁 ~END

SWITCH)

ON-GOTO命令は数値だけを扱うのに対し、 SWITCH-CASE命令では、文字も扱うことがで

きます。したがって、入力された変数をそのまま比較し振り分けるには、SWITCH-CASEの命令

が便利です。たとえば、電子電話帳などのプログラム作成に利用すると便利です。

SWITCH-CASE-DEFAULT-ENDSWITCH文は次の形で用います。

[:-AtーネーのづZ71ィ ?i~?l'T_~
BASICのPROモードやTEXTのエディット中ではスクリーンエディタ機能が働き、プログラムの

修正や編集が容易になりました。ただし、BASICのRUNモードなどでは働きません。105ページで

説明した円の面積を求めるプログラムを、スクリーンエディタ機能を使って球の体積を求めるプログラム

に変更してみます。

LIST命令で7°ログラムリストを表示させます。

ヰー操作

PROモードにします。

LIST圃
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メモリ内容表

変数 内容

A ニ角形の一辺

B ニ角形の一辺

丁 丁 丁

IT IT= 主~+c I

60 T=(A+B+C)/2

BASICによるプログラム演習問題

OX6口のプログラム

10 INPUT A

1.問題文をよく読んでプログラムの手順となる「流れ図J(フローチャート)を作る。

2. プログラムリストを別紙に書く(ただしプリンタをお持ちの方は除く)。

3. メモリ内容表を作成する。

(プログラムリスト参考例)タイトルを必ず瞥く。(メモリ内容表参考例)

-解答は先生にお聞きください。(指導マニュアルに解答例を記載しています。)

演習問題を始める前に

これからBASIC言語の演習問題を手がけていきましょう。演習問題を始める前に、次のことをよくま

もって解答してください。以後、演習問題は下の1、2、3項にもとつ‘いて行うこととします。

第 4章 BASIC言語

ぢ77fffト213lJ-rンナf;:;計二;;::;:::??ができます。元の7ロヲ
iCT;;うとZiizf:」、ムプロクラバ1:.1J-ソJレを移動させる(圃杭休
日:出42217tiiZTぅ::::与を追加するカ山図
を押して表示を消した後、新しいプロクラム行を追加します。なお、プログラムリストの最終行の次の11

からはプログラム行の追加ができます。

連続した複数行のプログラムを複写するときは、Lcapy命令を使用することもできます。

146

キー操作
表 刀え 部

@IFD+(DEL]

(10回押す)

20 Y=4/3ホ PI *R/¥3

30 PRINT R.Y

40 END

巴E
10 INPUT R

元の10行自の内容があらわれます。

2自 Y=4/3キ PI キ R/¥3

(削除したことにはなりません。)
30 PRINT R.Y

40 END

(竺習問副τ|
I.半径Rを入力して円周Eを求めるプログラムを作りなさL、。

半径Rは2(em)、4(em)、6(em)、8(em)、10(佃〕を入力するものとします。

IR(em) I2 I4 I6 I8 I10I
I£(em) I I I I I I

2.三角形の底辺Lと高さHを入力して面積Aを求めるプログラムを作りなさい。

L. Hの値は、それぞれ表の数値とします。

L(em) 5 10 15 20 25

H(em) 3 6 9 12 15

A(e田2)

3.7l<X(g)の中へ塩Y(g)を入れたときの濃度N(%)を求めるプログラムを作りなさい。

X 1000 1000 1000

Y 5 10 15

N=lOOXY
X+Y

<¥.放X. Y，Zを入力してXY+YZ+ZXを求めるプログラムを作りなさい。
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X 1-2 3-4 5
Y 6-7 8-9 10
Z -11 12 -13 14 15
結果

5.数X，Y，Zを入力して(Xy2+YZ2+ZXりを求めるプログラムを作りなさい。
X，y，Zの値は演習問題1の4.の値を用いなさい。

6.数X，Yを入力して(X/6-Y/3)2を求めるプログラムを作りなさい。
X 83 84 85 86 87
Y 19 18 17 16 15
結果

|演予-H詞三]
1.123.619を入力して、(1)切り捨て(2)四捨五入をして、小数第2位まで求めるプログラムを作り
なさい。

2.数X，Yを入力してX+yを計算し、プラスならl、マイナスならーl、0ならOと表示するプログ
ラムを{乍りなさい

数値例 X 3 5 4 。
Y 2 一5 6 -4 3

結果

3.数X，Y，Zを入力してX本y*Zを計算し、プラスならl、マイナスならーl、0ならOと表ぷす
るプログラムを作りなさい。

数値例 X l 唱1

ー

。-5
Y 2 -2 2 2 2
Z 3 3 内。 5 3
結果

4. 2桁の乱数を2伺作り、それらを表示し、その乱数の差の絶対値を求めるプログラムを作りなさL、。

5. 2桁の乱数を2個作り、それらを表示し、その乱数の和、差、積、商を求めるプログラムを作りIi.さ

L、0
6.X度を入力してsin(X)+f子・cos(X)の値を求めるプログラムを作りなさい。
数値例 IX I15"I300 I450 I
|結果I I I I

7.sin(A+B)=sin(A)cos(B)+cos(A)sin(B)です。右辺と左辺を別々に計算して表示するプログ
ラムを作りなさい。 A=150、B=300 とします。
8 下図のように15度の坂道を歩くと何m高くなっているかを求めるプログラムを作りなさい。

_bOO¥"tl¥)ニユ勺
dιィ F 15° I

一一・ーーー一一一一←一一

一一

[涜習問苧[3J
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iに:;27;;52:;;二;;;;;;;;;?;rBbつむCなら…
2官;;:;?Lf;;;;己??;;;?;(j』こ毎日倍額ずつ貯金をすると100万円を超える日
: :て+;十7γXの合計が初めて200を超えJxの値を表示するプログラムを作りなさい0
グラムを作りなさい; Xまで‘の平日を求め、平日が1000を超えないXの最大値を表示するプロ

5fYをそカし、X=lでy=2なら"A"c，X=3でY=4ならliBIIと、X=5でY=6なら
C'と表示し、上記以外の数字の組み合せを入れたときは7・ログラムの最初に戻るプログラムを作
りなさL、。

155;?と2i;jjj;155ifラ之江じのときはX*
寸
l
l
J

同
一

一
習昆

1・自然数lから100までの和を求めるプログラムを作りなさい。

S=l十2+3+・…ー・・・十100
2!???;どま叩と平均を求めるプログラムを作りなさいoM、Nの値は入力するものとしM
S=M+・ ・+N

1J二:ご:;ょ;、iこ;iLf??と。10から10まで、O.5刻みで変化させてYの
l@:z:?;7J?:;;;;;:;;:度刻みで変化させて叫を求めるプログラムを作
?叫についても①と同じことをしなさい-"・0

ω717こじ;::11マ:::をしなさーや、t山。とt剖2700Q)ときは無限大となりエ
日?;ご;ケ吋が山正なら5剖叫1

自;;:;:;;;;;;ffij1222J;fi;。(lM+B)=WB+IM十A)

!::立:;::;山ケlOxB+A)XB=川+lOX山 cti.7.>A，B
afi??;む;二:;;二;7;土地ら20まで変化させたとき直ーとなる組み
:コ;で況Jiうていて、一10~X豆 l叫囲でYの緩大値を求めるプログラムを作りな
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10. データを10個人力して最大値と最小値を求めるプログラムを作りなさい。

5、7、-6、8、15、-4、-8、9、13、12 lり型liJ
第4章 BASIC言語
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IJffL?;?;;江?;J列山なデータならプロクラムをとのように作り替えたらよいか。
;:月在日;171152522???7121r;:
4 :???;;::;ヶ徒の得点を入力し、合計おい平均、母標準偏差。と偏差値Tiを求めるフ

各人の得点をXl，X2...Xn (nは人数)とすると、

合計 L;Xi=X，+X2+・+Xn 平均支=主主i--" -r>:=J11.= -d'"(ここではHと表現します)
母標準偏差 。= /主主ど-nH2 ロ

ペ/ 一一ー一一一一一= 、'、T，:2Iv n l "'--I

偏差値 Ti=10x号旦十50
で求められます0

5. 4の問題のデータを用いて低い点数から順に並べ替えをするプログラムを作りなさい。

177Z;;;;::fHIJMを入力してA、c、E、G、Iと1加山ばらに表示するプ
2?;?;232ZL;丘三コ:LCfiLiBc、ABCD、ABCDEと前の表示よ
:1 文字列"ABCDE54321"を入力して"12345EDCBA"と表示するプログラムを作りな

「竺習問題I8J

さし、。

lf?と:vitJF;む品二ニア立;よ!?PUTERMを代
577:jム;;;;LfA COMPUTER"を入力二その中の"COM"だけ表示するフ
恒一習問題J~I

りなさL、。

1.数Xを入力してX=lのとき炉、X=2のときJ玄、X=3のときX3、X=4のときX・をぷ示
するプログラムを{乍りなさい。

2.数Xをl順次入力して、 0が入力されたらそれまでの数の和と平方和を求めるプログラムを作りはさ¥'.

3 数Xを入力して(3X2-3)+ (3X2-3)2_6Xを求めるプログラムを作りなさい。

4.数X. Y.Zを入力して(6X2+l)ー(6y2+l)+ (6Z2+1)を求めるプログラムを作

さい。

デタータ 1982、6、 12、 25

4. A=57、B=8、C=14となるように、データ57、8、14を読み込んでそれを表示し、A*C/Bの

答えを表示するプログラムを作りなさい。

5. データ5、6、7、8、9を読んで、それらをそれぞれA、B、C、D、Eに害IJりあてて、A本 B、

(A*B)/ (C+D)、(AホE)ー (B+C+D)の答えを表示するプログラムを作りなさい。

6.10人の身長を測定した結果、次のようになりました。10人の身長の測定データを読み込んで、平均身

長を求めるプログラムを作りなさい。

データ 165.5.170.5，172.3.168.4.182.6，

159.9，174.8，167.6，177.8，173.6

7. 次のデータを読んでA=35、B=29、C=8、D=8、E=49、F=19、G=8、H=49となるよう

にそれぞれ表示するプログラムを作りなさい。

データ 35、29、8、49、 19

8. 10人に数学のテストを行ったところ、次のような結果でした。それぞれの点数を読んでから10人の、I'

均点を求め、さらに平均点に最も近い点数を見つけ出し、平均点と平均点に厳も近い点数を表示する

プログラムを作りなさい。

E- I 1 I っ I I) I A I c:: I a I ワ l8 I9 I10
55 I90 I83

|演習問題I6I

|戸j主唱垂也]
1.データ2、 4、 6、8、10を読んで、その積を求めるプログラムを作りなさい。

2. 次のデータを、200から順に号|いて、答えを表示するプログラムを作りなさい。

データ 24、8、 29、 35、 10

3.次のデータのうち、最初の数をそれ以降のデータで害IJ算をして、答えを表示するプログラムを作りな

;ji7525552ijftごと;;己、:て糊の大小を比較した後
宮崎に表示するフログラムを作りなさJみで入れ、切さが何文字かを調べ、次に名を先に、
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5.変数の種類と使いかた

第 4章 BASIC言語

-;;;ど取数の長さを超える文字を記憶H ょうとした場合、超吋の文和無視(切りニ

変数

これまで変数を使ってプログラムを作ってきましたが、ここで変数の種類と使いかたについて説明します。

(1) 変数の種類

変数には大きく分けて、数値変数と文字変数の2種類があります。それらは、さらに固定変数、単純変数、

配列変数に分類されます。

[数値悶定変数 ・A、B、Cなど(英文字I文字)

数値変数{数値単純変数・ ーAS、B1、CCなど

l数値配列変数・・・・・・AB(2，3)なと

f文字固定変数 …A$、Z$など(英文字l文字にsをつけたもの)
文字変数{文字単純変数・・…BB$、C2$など

l文字配列変数 "AB$(2，3)なと

【変数の名前】

変数の名前には、A-Zのアルファベットl文字か、あるいはAA、BC、A5などのように文字や数'ド

を組み合わせた2文字が使用できます。

・変数名には次のような文字は使用できません。

①カタカナおよび記号(ただし、s記号は文字変数を表す記号として使用されます。)
②予約語(予約語とは、本機がBASIC命令や関数命令などの名前として使用しているものです。)

〈例> PI、 IF、TO、ON、SINなど

③小文字のアルファベy ト(小文字のアルファベットは大文字に変換されます。)

・変数は必ずアノレファベットで始まっていなければなりません。たとえばA5は変数名になりますが、

5Aは変数名になりません。

・変数名に 3 文字以上使用しでもエラーにはなりませんが、本機が変数名と判断するのは最初の2 文•rだ
けです。たとえば、変数名にKOTAElとKOTAE2を使用すると、これらを区別できずにKGと

いう同じ変数と判断します。

・固定変数(l文字で指定する変数)では、数値変数と文字変数に同じ名前を使用できません。たとえば、

数値変数としてAを使用しているとき、文字変数A$を使用することはできません。(この場合、i長か

らA$に文字を代入すると、前の数値変数Aが消されます。)

【変数の長さ】

変数はその種類によって、長さ(その変数に格納できるデータの最大の長さ)が決められています。次に

各変数の長さを示します。

変数の種類 変数の長さ

数値変数 有効数字10桁まで(仮数部10桁、指数部2桁)
文字固定変数 7文字まで

文字単純変数 16文字まで
文字配列変数 16文字(ただし、1-255文字まで設定可能)

(2) 固定変数

;;;77ftJJ;J;ZJr;;;;:ら;i;了はA$、B$、C$ と指定して使用しま
?う???L??;ょ;2;;二;;2γメモリ上に独立して確保されており、このエリアに
このエリアをデータ専用エリアと呼びます。-

また、同じ名前の数値固定変数と文字固定変数〔たとえばAとA$)は同じ場所が使用されます。

(3) 単純変数

単純変数は変数名をAAやB1のように2文字(あるいはそれ以上)で指定する変数です。

;?で?????;;;;2222寸っておは初めて使用したときにメモリ内(プロク
;:よ???;:????変数と文字単純変数仰に確保されるので、たとえばABとAB$を同

は) 配列変数(一次元配列、二次元配列)

以学なとで同じ性質の複数個のデータを表すとき、たとえば、

X" Xゎ X3 ・ •.... X
n

のように、 l
つの変数名に添字をつけて表す場合があります。

勺J17;TfJVJ?で:;)()で図った添字をつけて、次のように表すことができます。
このように添字をつけて表す変数を配列変数と呼びます。

&刈変数を使うとデータの集計などの作業がしやすくなります。
&91J変数を使用するときは、事前にDIM(ディメンジョン A

JJJ王子;;;tlf:こrJ足以J4751jjぅ???;7511777

(ぺ;T;1T?設立立:士;:いま帆
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主1主旦ASiC言語
.1.

7ノパてイト(変数名)+10かノパ苛イ u '--]同止した 合は、と次片のハイト数を使用しますR 一一
イト(文字数)X((2+1)x (3+1) す

命令の場合 lJ+1)}個=127ノてイトになります

@、その他
命令文、関数

フインナンノて

3バイト η 、一ニーとニー 2バイト 『 ・i
・たと77:::;;ラ点主石川崎山

-:iii:72iilii23LiiiiiiZLfiF比二二;ト
【変数をクリア(消去)するには】

①2の??で消去するに民次のようにしますo
BCI)=自j数値変数は自を代入することにより消去しますn

;?;;uHHj?字変数1;1:"川入することにより消去しまよ
JとJ211二;;ぷ;!??な::ごつ山い状態にするというこ

・2;????と?;;二;;f大きさは変わ;ません。次のCL山命令やERASE{ff~
② CLEAR命令

;;;??と;22Zどに;;;f命令を実行します。
CLEAR

;;;;;ーすると、メモリ内に確保され山配列変数や単純変数は消去され、固定変数の内容も消

-J:??ごプログラムは消去山せんo 配列変数や単純変数を消去すること山、フリーエリア
ERASE命令

~jlJ変数のみを消去します。

卜ーlIASE命令の一般形は次のようになります。

E ERASE配列名[.配列名. ......]

i??;;??:;;らま;;;f?J;;52Z?;;;;;み;;ヱア定では、配列の大

l -6.MJ一一l
G;;;丘二コ

変数の場合

【メモリの構成と変数】

プログラム、単純変数、配列変数が記憶される領域をプログラム・データエリアと呼びます。

プログラムはプログラム・データエリアの前方から、データは後方からエリアを確保します。そのために

プログラムの長さによって変数として使える大きさが変わってきますので注意が必要です。なお、1，1;1応変

数はデータ専用エリアとして別に確保されています。

次に、各変数を確保する場合に使用するバイト数およびプログラムの各命令などの占めるバイト数をlieし

ておきますので参考にしてください。

-文字配列変数の拡張

文字固定変数はI個の変数に最大7文字、文字単純変数はl個の変数に最大16文字記憶できる固定長の変

数でしたが、文字配列変数は1-255文字の範囲で、任意に変数の長さを指定できます。

DIM C$(9)*3自

C$(自)-C$(9)の各変数には、それぞれ最大30文字まで記憶できます。

DIM N$(5.4)*6

N$(0.自)-N$(5.4)の各変数には、それぞれ最大6文字まで記憶できます。

このように、DIM文に*式をつけて、変数の長さを指定します。

なお、長さを指定しない(*式がない)ときは自動的に16文字が指定されます。

変 数 変数の名前 データ

数値単純変数
7バイト 8バイト

数値配列変数

文字単純変数 7ノぜイト 16ノてイ卜

文字配列変数 7バイト 指定されたバイト数

【文字配列変数】

配列変数にも文字変数があり、配列名に$(ドノレ〉記号をつけて表します。

DIM 2$(9) DIM X1$(2.1)

DIM Y$(5.4) X1$(日. 1)="ヨコハマH

X(0.0) X(0.1) X(0.2) X(0.3) X(0.4) X(0.5)

X(1.0) X0.1) X(1，2) X0.3) X0.4) X0.5)

X(2.0) X(2.1) X(2.2) X(2.3) X(2.4) X(2.5)

X(3.0) X(3.1) X(3.2) X(3.3) X(3.4) X(3.5)

【二次元配列】

本機は添字を2個まで使用できます。添字が2個のものを二次元配列といいます。

一次元配列が、いうなれば横一列(または縦-~IJ)の配列だったのに対し、二次元配列は縦と横の配列と

いえます。下の図は、

DIMX(3.5)

と定義したときに確保される変数(配列要素)を表したものです。24個の変数が確保されます。
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の説明を参照)

・LOCATE命令で表示開始位置が指定されているときに、マニュアノレ操作で変数の呼び出しゃ計算な

どを行うと、表示開始位置の指定は解除されます。

(注)トレースモードは、 TROFF~ーと押すか、 (SHIFT) +~(または (2ndF)~ )と押す、また

は電源を切るか、オートバワーオフ(自動節電機能)で電源が切れるまで設定状態が保持されます。
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このようなときは、プログラムをl行ずつ実行させ、その経過をたどりながら誤りを探していくと見つけ

ご;!?与つ経過をたどり山プログラムを実行する耕一て説明します。(この方法をト

レースといいます。また、プログラムの誤りを探し、修正することをデバッグ(虫取り)といいます。)
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A=_

B=_

10

20

30

C=16，

7.プログラムのファイル

トレースモードを設定しない場合でも、プログラムの実行を停止させたい位置にSTOP命令を書いてお

けば、 STOP命令を実行した時点でブレークメッセージ(BREAK IN 行番号)を表示して、プ

ログラムの実行が停止します。

このとき、

①マニュアル操作で変数の内容をチェックする。

②続いて哩コの操作で、以降の行を1行ずつトレースする。

なと‘の操作でデノてッグを行L、ます。その後、通常の実行状態に戻すときは

CONT@

と押します。
山 BREAK

・通常のプロクム実行中に図を押すと、現在実行している行の終わりで実行を停止し、ブレ クメソ

セージを表不します。このときも前記と同様の操作を行うことができます。/

なお、ブレーク状態(停止状態)のときにGむを押せば、押している間停止しているフ・ログラム行が表
示されます。

(2) プログラムの途中で実行を停止させてチェックする場合

本機は、プログラムをファイノレとして内部メモリに保存しておくことができます。

メモリの一部をプログラム・データエリアと切り離して、プログラムファイルェI)アとして確保し、この

エリアにプログラムを保存します。

本l避で実行で、きるプログラムは、プログラム・データエリアに入っているプログラムです。プログラムファ
イノレエリアのプログラムを実行したいときは、プログ

ラムファイノレエリアカ=らフロクラム・テーータエリア
に呼び出してから実行します。

乙こでは、BASICプログラムのファイルのしかたについて説明します。

(it)・BASICプログラムだけではなく、テキストのファイルもあります。TEXTモードの説明も

参照してください。

・プログラムを記憶するプログラムファイルエリアと、データを記憶するラムデータファイルエリ

ア(シーケンシャルデータ)があります。これらはそれぞれ独立して確保されます。なお、ラム

データファイノ山アについては、次項のr8 データのファイル」を参照してくださいJ

}1NPUT~令実行

← 10行終了

← 20行終了

← 30行終了

D=27 ← PRINT命令実行

40 ← 40行終了

1 実行終了 (プロンプト表示)
哩 〕ノ

ニュアル操作で変数の内容を呼び出し、予定した値になっ
トレース中で行番号を表示しているときは、マ

ニ22L;JZii二問、止まっている行の内容を表示します。(④糊して離したとき
はプロンプト記号(≫が表示されますが、哩3で続けて実行できます0)
ヨコを抑したままにすると、連続的にトレースが実行されます。

・トレース中に、LOCATE命令で指定された画面の位置に結果などが表示された湯合、次の行前リIi、

結果などが表示された行の次の行から表示されます。(LOCATEについては、 BASICの伶命令

次に簡単な例を示します。

〈例> 1日 INPUT "A=";A. "8=";B

2自 C=A*2

30 D=B本 3

4自 PRINT "C=';C; 日~D="; D

50 END

[キー操作]RUNモード

TRON圃

RUN @

B@(データ入力)

9 匝~ (データ入力)

C!J

巴E
C!J

(1) デバッグのしかた

①RUNモードにしてください。トレースによるデパyグはRUNモードで行います。

:;::立日二;:;;;ALLZL。(最初の行の実行が終われ払実行した行番号を
表示して実行が停止します。)

④その後は哩コを押しますo (l行だけ実行して停止します。) INPUT命令でのデータ入力は、通常の

プログラム実行と同じように@を押します。

⑤プログラムの実行順序の確認や、各行(各ライン)実行後の変数の内容確認などを行いながらトレース

を進め、プログラムが正しく実行されているかどうかチェyクします。

正しく実行されないときは、その原因を探して修正します。

⑥デバッグが終了すれば、TROFF岳Bと押してトレースモードを解除します。



~(I理は、データをシーケンシャルファイノレとして内部メモリに保存しておくことができます。この領域を

うムデータファイノレエリアと呼びます。

うムテータファイルエリアは、あらかじめINIT命令でファイルの

ません。ラムデータファイルの使いかたについては、「第5章 2.

て〈ださい。

登録したプログラムは次の操作で呼び出すことができます。

〈伊IJ) LOAD"TEST"@

この場合、ファイノレ名が“TEST. BAS"のファイJレ内容(プログラム)が呼び出されます。

登録したときに拡張子をつけたときは、拡張子まで完全に入力してください。ただし、拡張子が

“.BAS"の場合は拡張子を省略できます。

FILES命令で呼び出した後、ファイJレ名を選んで呼び出すこともできます。

〈例) FILES匝B ファイル名を表示させます。

哩3・ー・哩J 1画面のファイJレ名の前にある矢印(嘩)を、呼び出したいファイノレ名

④…④ jに移します。
LOAD

[SHIFT]+匹D 矢印(暗)で示したファイノレの内容〔プログラム)が、プログラム・

データエリアに呼び出されます。

〈例) LFILES匝E
と操作すれば、登録されているファイル名が印字されます。(ただし、別売のプリンタCE-126Pが接続

されているときのみ有効です。)

きさを確保しておかなければなり

ラムデータファイルJを参照し

ことができます。戻

("'-----・e・---~ー・e・---・--・e・---~--ー----・-・e・-噌・-・e・-、._~--~-、

)圏;
i拡張子をつけて登録する場合、拡張子には“目TXT"を使用しないでください。 “ TXT" ;

iを使用すると、テキストプログラムのファイノレと区別がつかなくなりますo (ルージ参照) j
L___一一ーーーー-------------一一一ーーーー一一，一ーー一一一一一一-一ー一一一ー一ーー一一ー....J

7ァイノレを消去するときは、次の操作を行います。

〈例) KILL"TEST. BAS"匝B

この似合、 “TEST. BAS"というファイルが消去されます。

KILL命令では、記録されているファイル名のとおりに、フアイノルレ名を拡張子まで入力してくださLい、、。

fた二:1ど:しL、t拡広張子が
ιお、TEXTモードで消去する方法もあります。(第5章を参照)
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に呼び出す

記録されているファイルの消去(KIしし命令)

8.データのファイル

り、画面

大

9

(LOAD命令)

第4章

押を巴む

プログラムの呼び出し

い場合は多イノレfJ~d録されているファ

すときは唖3を押します。

[

(5)

(4)

5!!>

ファイルとして登録する場合、必ずファイル名が必要です。ファイル名には、拡張子をつけることができ

;h主主計

fi'を行

:;;;ffo仏 SAVE命令を実行するときはフアイゆ指定する必要があります。ファイル名
はファイルの見出しのようなものです。~

ファイJレ名は最てアiff成;?、以?L?????f、@、 {、}、一、。、カタカナ
またA7乙;名に;ま拡張子主つけることができます。拡張子はファイルの種類を区別するためなどに利
用し}す。拡張子はピリオドと3文字以内の文字で構成され、ファイlレ名の直後につけますo 使用できる

文字は ファイル名と同じものです。(スペースは使用できません0)

行お、時子を省略すると自動的にI. BASJが指定されますo

J7アイル名の完全な記述は次の形式になりますo
uファイル名.拡張子n

〈機能〉

登録されているファイルのファイル名を表示します。

登録されているファイルのファイJレ名をプリンタで印字します。

;;;::ぅi三二プログラム7アイ川市プログラム・データエ山呼
:i己o データエリ叩BASICプログラムをプログラム7アイわJル山レ
存(登録)します。

てください。

操

しFILES命令〉

ードで次の

ーレ
宵
筒
、
n
n
μ参をR月τ白砂説の令命各のFU

T
・回bpaAB

斗
」
。

/
¥しわ

J
色
、

。
すまl

u明説単簡を令命るす関hvd，ア7

プログラムを登録した場合、FILESまたはLFILES命令で、確認ができます。

〈例) FILES@
と操作すれば、登録されている77イル名が画面に表示されます。

モORP+。た
ま
志
ド
ーモMHURふみA口場るす録登をム-フグロフのそ後成作ム-

7

0

¥

J

M

グ

す

同

駅

ロ
章
。
4

7

L

プログラムの登録(保存)(SAVE命令)

ファイルの登録の確認(FILES、

BASIC言語第4章

しファイル名

SAVE"TEST'圃

ファイルに関する命令

く命 令〉

FILES

しFILES

KILし

しDAD

(3)

SAVE

(2)
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〈例〉
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ド)を佑止

-記録が始まると55IJのポケコン画面の下の行の右端桁に*マークが表示されますー

④記録が終了すると、プロンプト記号が表示されます。続いて次項の方法で“照ら"を行ってください。

RUNモード(またはPROモ

BSAVE圃
ユム2ータファイJレのデータはプログラム・データエリア内のプログラム(BASICプログラム)で、

よ出ム(書き込みゃ戸み出し)ができます。また、テキストエリアとの間でファイルの相互転送もできま

す。

本機内と別のポケコンのBASICプログラムの照合(4)読み込み仁5J雪山Jr竺:ぞり記録、
BASICプログラムを別のポケコンに記録した後、まちがいなく記録されたかどうか照合して確認しま
す。

①本機で照合命令を入力し実行します。

〈例) RUNモード(またはPROモード)を指定

BLOADワ圃

②別のポケコンで記録命令を入力し実行します。

〈例) RUNモード(またはPROモード)を指定

BSAVE函司(PC-G850V以外では、CSAVE@)

.とSIC7ログラムが見つかり、照合が始まると本機画面の下の行の右航行ークが表示されま
③両方の内容がすべて一致していれば実行を終了し、プロンプト記号が表示されます。

もし、エラ一821こなった場合は、もう一度最初から照合を行ってくださいn 。

それでもなお、エラーになる場合は、もう一度“記録"から行ってくださし。

55
1
]売のポケコン接続ケーブルEA-I29Cともう1台のポケコンがあれば、プログラムを別のポケコンに記

録したり、読み込んだりできます。ここでは、プログラムを別のポケコンに記録する、あるいは別のポケ

コンから読み込む場合の操作方法について説明します。

ポケコン開通信に関する命令、、，，，
‘，••(
次にポケコン間通信に関する命令を簡単に述べます。くわしくは個々の命令の説明を参照してください。

〈機能〉

別のポケコンに記録されているBASICプログラムを読み込みます。

別のポケコンに記録されているBASICプログラムと計算機内のBASIC7'ログラ

ムの照合を行います。

別のポケコンに記録されている機械語プログラムを読み込みます。

計算機内のBASICプログラムを別のポケコンに記録します。

計算機内の機械語プログラムを別のポケコンに記録します。

M

〈命令〉

BLOAD

BLOAD

BLOAD

BSAVE

BSAVE
別のポケコンからの読み込み

BASIC内グラム~55Jjのポケコンから本機に読み込む場合は、照合命令を読み込み命令にかえて、照
合の場合と同じ手順で汁ってください。

読み込み命令:BLOAD

〈例) BLOAD函E
むし、読み込み途中て・エラー

(5)
M

イ庸

本機、EA-129C、もうl台のポケコンを用意し、それぞれを接続してください。接続するときは両)jの

ポケコンとも電源を切ってから行ってください。

なお、EA-129Cは両方のポケコンの左の周辺機器接続端子(11ピン)に接続します。

準(2)

80になった場合は、もう一度最初から読み込みを行ってください。

bo元グラムの実行開始方法と
~

別売のポケコン接続ケーブノレEA-129Cを使用することにより、本機と通信できるポケコンは次

のとおりです。(2001年7月9日現在)

PC-G850V、

PC-G850S、

PC-G850
ノ U グラムの実行開始方法)

4
E
E

・
(

ログラムの実行開始方法には次の方法があります。

IWN@……..... ープログラムの先頭から実行開始

IWN 行番号@ …指定した行番号から実行開始

RUN ラベル匝E…・・指定したラベルが書かれている行から実行開始

別のポケコンへの記録方法

①本機にBASICプログラムを入れます。

②日IJのポケコンでー読み込み命令を入力し実行します。

〈例) RUNモード(またはPROモード)を指定

BLOAD@(PC-G850V以外では、CLOAD圃)

③本機で記録命令を入力し実行します。

(3)
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GOTO命令によるもの

GOTO 行番号~...指定した行番号から実行開始

GOTO ラベノレ岳E…指定したラベルが書かれている行から実行開始

ラベルは、川(ダブルクォーテーション)で前後を囲うか、* (アスタリスク)を前につけて指定し

ます。(くわしくは、次の「ラベノレについて」の項参照〉

〈伊IJ) RUN"AB"

GOTO*AB

これらの開始方法により、状態の解除や変数の消去などに違いがあります。

RUN命令による実行

・ウエイト(WAIT)指定→Oに設定

・表示フォー7 "/ト(USING)指定→解除

・配列変数CDIM指定)、単純変数→消去

・READ文に対するDATA→初期化する

・LINE、GCURSORの位置指定

→初期化する

・PRINT=LPRINTの指定→解除

-すべてのファイル→閉じる

・バラレノレポート→閉じる

GOTO命令による実行

・ウエイト(WAIT)指定→保持

-表示フォーマット(USING)指定→保持

・配列変数(DIM指定)、単純変数→保持

・READ文に対するDATA→初期化しない

・LINE、GCURSORの位置指定

→初期化しない

・PRINT=LPRINTの指定→保持

・すべてのファイノレ→閉じない

・パラレルボー卜→閉じない

-固定変数の内容→保持

・トレースモード (TRON)設定→保持

-固定変数の内容→保持

・トレースモード (TRON)設定→保持

(注)プログラムをRUN命令で実行したとき、配列変数や単純変数は消去されます。データを残してお

きたいときは、GOTO命令で実行を開始してください。

(2) ラベルについて

次の例のように、ラベルはプログラムの行の先頭(行番号の次)に見出しとして書いておくものです。G

OTOやGOSUB、THENなどのシャンプ先としてラベノレを指定すれば、実行時に指定したラベルを

探して、そこへジャンプします。

〈伊~) 10 "AB":INPUT
、ー__or__'

しラベノレAB

50 *CDE:CLEAR
」一一~ー~

仁ラベルCDE

10自 IF..・ THEN"AB" ←ラベノレABへジャンプ

15自 GOTO *CDE ←ラベルCDEへジャンプ

また、プログラム実行開始命令であるRUNやGOTO命令で指定すれば、指定したラベルのあるriから

プログラムを実行できます。たとえば、使用できる行番号の範囲内で複数のプログラムの先頭にラベルを

つけて本機に書き込んでおき、ラベノレを指定して実行を開始すれば、必要なプログラムを実行できます.

斗

一一望4]主 BASiC言語

五住言詩吟亘孟f
!日。、穴十、 子、カタカナ ミ日早 一一

〈例〉 HABCDEli m ァ、記号などが使用できます。

"X10"

Nサプ ノレーチンn

163

*を用い~弓 "'-J1，-t> ι '7~_- _..

*EZヰヨ吉宗竺讐型空当主主
〈例) *STふ十~ム鮮か、英字とそれに続く数字が使用できます。
*S123

-ラベノレは必ず英文字で=始まっていなければなりません0

・英字の小文字は大文字に変換されますー

・予約語のスペノレで始まる文字列は使用Lきません0
・カタカナや記号は使用できません。

官、;:rFUJfzzr合して使うことができますが 1-:>CD7"D::7ラム
なお、*を用いるフベノレは多くのバ

r n進演算機能 1
-一一一一一一一一-一ー一一 l

n進演算機能で臥10進、 2群 47一一一一一一一一 !
で討す。(符号付き15ビット二鱒)山、て、それぞれの変換(轍変換)、補数ヰコ二び計算j
zt??Lf;rlこ格納山るn進演算のBASICプログラムをプログラム

ノ A ・ァータエリア
呼び出したプ白砂

ノ U 'l7ムはPROモードで変更することもできます。

[プログラムムのスタート】

lIONモード官侭古~ -=一一←
7ログー 目、己山口)-t-u26是正日と押してくださL、。

フムが呼び出され、同時にプログ弓人耐マh

ートして、右の画面(宇刀期画面)になhiJ:〈 Y
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n進演算を実行したいときは、BASICプログラムを消去しなければなりません。

BASICプログラムを消去するときはcllを押します。163ページの初期函商になります。

消したくないときはICLSIなど回以外のキーを押してください。RUNモードになります。

(注)・n進演算プログラムは、2794バイトの大きさがありますので、空きエリアが2794パイト以上ない

と実行できません。また、実行時に変数として167バイト使用します。

プログラムを消去しでも空きエリア(2794バイト必要)が不足するようなときは、前記操作で

区〕を押しても、プログラムの消去を行わずにRUNモードになります。

プログラムは存在しないが空きエリアが足りない(データが多い)ときも、ISHIFTI+巴互豆Bと押

しでも何も実行せずにRUNモードになります。

なお、実行時に変数が確保できない(167バイト必要)とエラー60になります。

このような場合は、変数を消去したり、TEXTプログラムを消去したりして、2961(2794十

167)バイト以上空けてくださL、。

• (SHIFTI+匿互豆Bと押すと、WAIT指定、USING指定、 トレースモード (TRON)は

解除されます。

rhhhノ沌グ同協ROMについて抽同凶;;.;;.;;.;;.同協同協同凶凶;;.;;.;;.;;.陥凶協同協同せ
丸 一一ー

EROMとはReadOnlyMemoryのことで、読み出し専用のメモリです。関数やBASIC i
民

主 などのソフトウェアが格納されているところです。 気
h

h
;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.包主

プログラムの実行を中止するときは、直REAKIを押します。再度、最初からスター卜するときはRUN命

令で実行を開始してください。ISHIFT]+巴互豆3と操作すると、呼び出されているn進演算プログラム

を消去して、再度呼び出すことになります。

なお、 n進演算のプログラムは、約5分間キー操作をしないと自動的に実行を中止して、プロンプト記号

(≫を表示します。

【プログラムの使いかた】

1.概要

初期画面では、ロコ~日3で、入力、変換、補数、計算の4つの機能を選ぶことができます。

1 入力……変換や計算の元になる数値を入れます。

2 変換・・ ・表示している数値を次の順番で変換します。また、何進数(10進、16進、2進のいずれか)

で入力や計算を行うかも指定します。

10進数→16進数→2進数→10進数・

3:補数・・…表示している数値の結果の補数を求めます。

4:計算……10進、16進、 2進の四則計算(+一本/)と、論理計算(AND、OR、NOT、XOR)

ができます。

このプログラムで扱える数値はそれぞれ、次のようになります。

2進 …16桁以内の2進数値(16ビット目は符号)

17桁以上入力したときは、先頭から16桁が有効になります。また、計算結果が16桁を起iえ

る場合は、超えた分、上位桁が切り捨てられます。

16進……日-FFFFの16進数値(8自由自-FFFFは負数)

色主BASiC言語

;22Jttzft記子戸孟ょ;;
10進一一32768-32767の10進数値 b

[補足];??:i己::JZZJ??;;;;tlますo し切って、16進数に変換されたと

:;;253ii五5iFhf午、るf23211;f;;;L
2 一;進数の川町字のキーで入力します;

フログラムを実行させて、初期画面にしてください。

〈例1)

10進数の1230を16進数およぴ2進数に変換します。
“入力"を選びます。

①

10進数の入力待ちになります。

(初期画面のときは10進数のモードになっています。)

1230を入力します。

1230圃

“変換"を選びます。

巴

16進数に変換されます。

もう一度“変換"を選びます。

回

2進数に変換されます。

むう一度“変換"を選ぶと10進数に戻ります。

〈例2)

16i1t数12C7の補数を求めますn

tにより、l臨選ひ'ますJ
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[19シン]=

調隊*字率司" n ~ン

I ニ A ウリョク

3;*スウ
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ン
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[I6シン] =
94CE

...司依. n ーし
l n y J ヱンサ'ン ...ま
ニュウリョク 2 へンカンT 守

3 ホスウ
4 ケイサン

[ 2シン]= 由自由自由I99II99III自

I
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l ニュウリョク

3 ホスウ
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サ
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12C7を入力します。

仁D (入力を選びます)

12C7@

ロコを押して“入力"を選ぶことを忘れないよう

にしてくださL、。

ン

ヲ

シ

ヨリ
n
ウ

ウ
ユ

ス

ホ

ニ

ホ

事e
'
'
h

向。

本合
砂

エンサ'ン 牟傘$字率

ヘンカン

ケイサン

[I6シン)= 12C7

也
停車本本

ン

ン

キ

カ

サ
ン

イ

ン

ヘ

ケ

サ

2

4

ンエン
ク

J

J

3j
n
ウ

ウ
ユ

ス

場

ニ

ホ

本4
4
1
3

キホ

補数を求めます。

白 [16シン)= ED39

もう一度、ロ〕を押して補数変換をすれば、ED39が 12C7に戻ります。(ED39と12C7はお

互いに補数の関係です。)

参 考
ここでいう補数は、 2進数においては2の補数、16進数においては16の補数です(基数に対する

補数)010進数においては、符号を反転させて補数としています。

この場合の補数の関係は、互いを加えると自になる関係です(ただし、最上位桁に生じる桁上げ 可

:?竺T;f:?::;2:ED39
lを無視すると自自自目Hになります。(但Hは雌数を示す記号串) 一一一…一v-..v-..目 Y一JJJ，
({?I]3)

16進数3E7Cと0FF0のAND(論理積)を

求めます。

16進を選び、 3E7Cを入力します。

ロJ(16進にします)

白 3E7C圃

“計算"を選びます。

白

省解本事司惨事 n ノン

1 ニュウリョク

3 ホスウ

1
1
1
l
ae-

-
号本本

ン

ン

本

カ

サ
ン

イ

ン

ヘ

ケ

サ

2

4

ンエ

[I6ゾン)= 3E7C

十、一、 水、/・・ー加算、減算、乗算、|珠算

A......AND O......OR

N ・0・・NOT X......XOR

計算命令(AND)を選び、日FF自を入力しま

す。

本赤本e本
争
ン
ン

キ

カ

サ
ン

イ

ン

へ

ケ

サ

2

4

ンエン
ク

ゾ

ヨ
j
n
ウ
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ユ

ス

キ

ニ

ホ

ネ本

1

3

*ホ

囚

0FF自

:1E7C
(I6シン]

AND日FF由一

実行します。

圃

第 4章 BASIC言語
167

ン

ク

‘
ノ
ヨj
n
内
，
，
内J

ユ

ス

考

ニ

ホ

本$

1

3

*事 エンサ'ン $字率**
ヘンカン

ケイサン

日E70が求まります。 [16ンン] =
自E7自

〈例4)

16進数1E01から10進数の96を号|き、結果を16

進数で求めます。

1E01を入力して、10進数に変換します。

ロJ06進にします)

白 1E自 1(亘

回回

ン

ク

ゾ

ヨ
リ
n
ウ

ウ
ユ

ス

ホ

ニ

ホ

ホ牢

1
A
q
d

本

告- エノサ/ 字率***
2 へンカン

4 ケイサン

[I0シン) ~
7681

計算をします。

巴 96@

“計算"を選ぶ日コの操作は省略しています。
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B
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q
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[I自シン] =
7585

結果を16進数に変換します。

回 ン
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*
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ホ
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1

3

** エンサ“ ン #寧現住**
2 ヘンカY
4 ケイサン

[I6シO'] =
IDA!

p 参考

j次のファイル名でプロケムセフロクラムファイルエリア峨吋けば、四十四
iの操作で、呼び出し、実行ができます。
1 “BASE_N， BAS" (注)ーはアンターラインです。

J7ログラムファイノレエリアにこのファイノレ名のプログラムがあると、内部のn進演算プログラム
; は呼び出されません。

・したがって、 n進演算プfグラムを変更して使用するときは、このファイJレ名で変更したプロタ
ラムを登録しておけば、冗のプログラムと同じように[SHIFT)+匡互豆3と押して呼び出し、
実行することができます。(ただし、元のプログラムを呼び出すときは、このファイノレを消去す

る必要があります。)

J

J

J

〆

; なお、匹目+[BASE-n]と押した場合、自動的に GOT010日 を実行してプログラムを

j、スタートさせます。したがって、プロクラムは附子から書いてください。



布ソブJレします。マイJレもしくはアセノソ
テキストエディタで書き込んだ内容は次の操作で、コンノ

・c和品+d討を押川らロωω伸し仏
.山品十匹哩E を押ρ らロU即ω(ωωC白ωa

Zンブラのソ一スフプ。ログラム)のとき

.叫機酬帥械雌語7詰孟:ζ品Lを抑押川ら囚(A郎…s
• PIC~ωの日引ι斗閣回を押してから巴 (Pω を措選んだ玲仏後払、E囚(吋A帥脳吋s岱悶s回em叫b凶出Ieω を抑押し払

~HIFIJ 十位主立旦己

i三三五五ifIiiii:1111:;:;;:;己主主;;:
ドはハードウエアやBASIKインタプリタlこより異なるため、そのままでは/{'"

iiLード臥ア…ベyトや数字、基本的な記号がほとんどの機種で共通であるため、パソコン

:157L22i?11222::H11121112257:立
;;:どで::;::二:;日;;込;:工説明しー，

1・戸空モード機能一覧 |
下記のTEXTモードの機能概略図を参考にしてください。

なお、C言語、CASL、2807センブラおよびPICソースプログラムの入力・編集も、TEXTモー

ドで行います。

-
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第5章 TEXTモード

Edit

r-ーーー プログラムの

1(;…ードト 入力・訂正

(テキストエディタ)

Del

プログラムの削除

Print

プリント出力

Sio Save(送出〕

シリアル入出力 Load(読み込み)

Format(条件設定)

File Save(登録)

7'ログPラム Load(呼び出し)
ト一一一
ファイノレエリア Kill(ファイノレ削除)

への入出力 Files(ファイノレ名呼ひe出し)

Basic Basic← text

BASICと (TEXTをBASICへ〕
ト一一
TEXTのプログ Text← basic

ラム変換 (BASICをTEXTへ)

Rfile Init(ファイノレの確保)

一ラムデfータ Save(登録)

ファイJレモード Load(送出)

Kill(ファイル削除)

Files(ファイル名呼ひ‘出し)

一 一
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第5章 TEXTモード

2.TEXTモードの使いかた

2. 1 TEXTモードの設定
ホ*本 TEXT EDITOR ホキ*RUNモードやPROモードなどで(TEXT)を押すと、

右の画面になります。

この画面を機能選択画面と呼びます。

この画面で、表示されている各機能をその頭文字

(大文字〕に相当するキーを押して選びます。
ニュー画面になったり、機能が働いたりします。

各機能を選ぶと、それぞれの機能の
ニュー画面に戻したり、機能選択画面に戻したりする

・各機能が働いている状態で、動作を止めたり、メ

三!?ヨおよとたり、フアイゆど入力中仰などを消去するときは回相して

J2λ-ド民国、回+CASMBL)などのキーでモードを変山、電源を…除さ
れます。

Edit
Si0

Del
Fi1e

print
BasiC Rfile

2. 2 エディット機能(Edit)

機能選択画面で巴を押せば、エデいト機能が選ばれ、エずィy 卜画面になります。

|干EXT EDITOR
巴 l之

エデイy ト機能では、プロンプト記号が“<"になります。(BASICモードでは“>")

・TEXTプログラムを書き込むときは、BASICプログラムの場合と同じように、行番号を先頭につ

けて書き込みますo ただし、BASICのように、自動的に行番号の後ろにコロン(:)をつけたり、

命令の後ろにスペースを入れたりはしません。入力したとおりに書き込まれます。

・行の|順番は、行番号のl順番に並べ替えられます。
・行番号は、 1~65279の範囲でつけることができます。この範囲を超えている場合、または行番号かな
い場合はエラー(LINE NO・ERR0R)になります。エラーはlTISlで解除します。

・機能選択画面に戻るときは巴E主回を押します。

位)行番号の次が数字で始まるようなテキスト行山することmrL行番号と数字削jつ
数字で始まるような行を入力するときは. (シングノレクォーテーシ

て入力してくださL、。

〈例〉立~. 100~FORMAT (l7X. A)圃

行番号七一νングルヲォーテーション

第 5章

〈例〉 次のプログラムを入力します。

I0INPUT A

20B=A*A

30PRINT A. B

40END

[キー操作]

1日INPUT(SPACE)A圃

20B=れ A圃

30PRINT[SPACE]A，B圃

40END@

TEXTモード
171

ロU

A

A

T

A

T

U

*

N

P
A
I
D

M
円

=
D
A
M円

I
B
P
E

au
内

W
内

切

no

1
2
3
4

「一一一一一一………一一一一一…一一一---一一一一一一一一一一一一一一iEl冨 F'i
jこのプログラムはノマソコン等へ転送することを考えたプログラムて旬、 CASLのプログラムでは j
jありません。そのため、この7・ログラムをCASLでアセンフソレするとエラーになります。CA j
jSLの文法については、 CASLの説明を参照してください。 i

__I_;___~-;------ 一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一-J
プログラムの編集

TEXTプログラムの変更、修正なとはBASICプログラムの変更、修正と同じ方法で行うことができ

ますので参照してください。

なお、次のようにBASIC命令と同等機能の命令が用意されています。それぞれの命令の働きについて

は、BASICのそれぞれの命令も参照してください。

AUTO命令・ー …・・A命令(オート)

LIST命令 … ・L命令(リスト)
RENUM命令・ …・R命令(リナンバー)
DELETE命令..・・..D命令(デリート)

LCOPY命令υ 'C命令(コピー)

27、TEXTモードでは検索(S命令)・置換(E命令)命令が用意されていますので、編集が容易
ただし、TEXTモードでのリナンパーは、行頭の番号だけをつけ直します。

IIASICプロクラムをTEXTプロクラムに変換して、リナンパ を行うとGOTOやTHEN、

CQSUB、RESTORE命令などの後の行番号は変更されません。再びBASICプログラムに変換

Lたとき、正しく動作しなくなりますので注意してくださL、。

A命令書式 A [[開始行]し増分))届E

開始行で指定した行番号から、それ以降の行番号を増分で指定した値に従って自動発生し

ます。

L命令{g:式 (Il L庄司

(2) L行番号@

(3) Lラベル匝E

R命令書式 R [新行番号) [. [開始行) [.増分JJ函E

開始行で指定したプログラムの行番号を、新行番号に書き換え、それ以降の行番号を増分
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本*本

. . .依

(Y)

Forrnat

TEXT EDITOR

Load

くく SIO≫

TEXT EDITOR

PRINTING

調院本測候

本 *司ド

TEXT DELETE OK?

Save

(Print)

TEXTモード

3回目
(21桁目)

第5章

f
2回目
(14桁目)

l回目
(8桁目)

TEXTプログラムの印字

シリアル入出力(Sio)

4

5

回

巴

2.

TEXT EDITOR

入力開始位置

(日桁目)

最初巨互司を押すとカーソノレが8桁進み、 2回目を押すと6桁進みます。 3回目以降は7桁ずeつ進みます。

3 TEXTプログラムの消去(Delete)

2.

別売のプリンタCE-126Pを接続して電源を入れ、機能選択画面で庄3を押せば印字します。

機能選択画面でill)を押せば、消去確認画面になります。

区〕を押せば、TEXTプログラムなど、テキストエリアの内容が消去され、機能選択画面に戻りますo
rYl以外のキーを押すと、消去されずJこ機能選択画面に戻ります。

eTEXTモードで、の記憶内容がない場合は、機能選択画面で庄司を押しでも何も実行されません。

附2択画面で国を押せ臥シリア川力のメニュー岡山ます。

印字が終われば、機能選択画面に戻ります。

・印字を途中で止めるときは巴REAK]を押してください。

・プυ タの電源が入っていないときゃ、プリンタが接続されていないときは、機能選択画面で白岬
しでも何も実行されません。

この画面で、出力(Save)、読み込み(Load)、条件設定(Format)を選びます。それぞれの機能の
凶文字に相当するキーを押します。

tjl曲i言を行う前に、入出力条件を通信する相手側と合わせておく必要があります。

TEXTモード第 5章

E命令書式

S命令書式

C命令書式

で指定した値に従って順次書き換えていきます。

D命令書式 (1) D 開始行番号[，[終了行番号]]~
開始行番号から終了行番号までのプログラムを削除します。終了行番号を省略したときは

最終行まで削除します。コンマ(，)も含めて省略したときは開始行番号だけを削除しま

す。

(2) D，終了行番号

最初の行から終了行番号までを削除します。

C コピー元開始行番号， コピー元終了行番号，コピー先開始行番号~

コピー元開始行番号からコピー元終了行番号までのプログラム行を、コピー先開始行番号

からコピーします。コピー先プログラム行の増分は、コピー元プログラム行の増分と同じ

です。

s[式.] '文字列 II~

指定した文字列を検索し、停止します。文字列は16文字まで指定できます。匝Eを押すと
次の文字列の検索を行い、(CLSJを押すと検索を終了します。また、最終行(または最初j

の行)まで検索を行っても終了します。

式で検索の方向を指定します。

1:最初の行より行番号の大きい方向に検索します。

O 最終行より行番号の小さい方向に検索します。

省略した場合は“1"の指定になります。

(注) ・行番号は検索できません。

・"(ダブルクォーテーション)を検索するときは、文字列として￥"を指定し、￥

を検索するときは￥￥を指定します。 WI]:S"￥II 1I

E [式，) II文字列1II. n 文字列 2"~

文字列1を検索し、停止します。文字列1、文字列2は16文字まで指定できます。

匝Eを押すと文字列1を文字列2に置換(置き換え)します。

(SPACE]を押すと置換を行わず次の文字列の検索・置換に進みますo

cg;:司を押すと検索・置換を終了します。

式で検索の方向を指定します。

1 最初の行より行番号の大きい方向に検索します。

o:最終行より行番号の小さい方向に検索します。
省略した場合は“1"の指定になります。

(注) ・置換することによりl行が255文字を超えると、“STRINGTOOLONG"のエラー

が表示されます。

・行番号は検索できません。

."(ダブノレクォーテーション)を検索するときは、文字列として￥"を指定し、￥

を検索するときは￥￥を指定します。 例 E0."￥￥U IIAll

([ )内の指定は省略可です。)
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庄互自の働き
エディット機能の中での(TAB]は、次の図に示すようにカーソノレを送ります。 ①入出力の条件設定(Format)

iIJj('lを行う場合の入出力の条件を設定します。



CR LF…CRコード+LFコードが指定されます。

(注)ここで指定するコードはテキストプログラムの行末を示すコードです。

PRINT持やfprintfで出力されるデータの区切りコードは、常にCR

LFが指定されます。

・テキスト終了コード 自由-FF(2桁の16進数値)

(endoffiIe) プログラムなどの終了を示すテキスト終了コードを指定します0

・行番号っき入出力 yes、no

(linenumber) ・出力時

175
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keY

keY

くく SIO≫
←-.I，↓
.-JkeY

anYpush

Seleet
set

TEXTモ第5章

巴
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yes……行番号をつけて出力しますo

no..ー・・行番号を省いて出力します0

・読み込み時

yes… 行番号を付加しません。

読み込むプログラムに行番号がついているときに指定します。

読み込んだプログラムに行番号がついていないと、エラー(LINE

NO. ERROR)になります。

no..…自動的に行番号(10から10きざみ)をつけます0

:RS/CS、Xon/Xoff、none

通信を行うときの制御方法を指定します。

RS/CS… RS/CS信号で制御します。

Xon/Xoff…一Xon/Xoffコードで制御します。

none......制御を行いません。

=1200
=8
=I

=none
line=CRLF
fi1e =IA

et
t
t

a

l

l

r
b
b
y
f
f

&
t
o
o
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u
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o
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a
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q
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-
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h
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nun“

h
u
A
u
s
n
u
F
e
e

-

(条件設定画面)

時マークは変更できる項目を示しています。変更したい項目を哩3、温3で移動させて選択します。条1'1

は8種類あり、哩3を押していくと、隠れている部分が1行ずつ表示されます。

-フロー制御涼

(flow)
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e

e

1ゐ

S
A
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ヨD

初期状態では以上の値が設定されています。

項目を選択し、巨ヨまたはBlで条件(値)を切り替えますo ただし、endoffile(エンド 才7 77

※OPEN"COM1."およびfopen("はdauxl".として全二重通信を指定しているときは、

常にワード長は8ビット、ストップビット数は1ビットになります。これ以外の場合は、常』こフロー
制御はRS/CSに固定されます。

入出力条件は前に述べた方法で変更できます。変更した入出力条件はリセットスイッチを押してメモ

リを消去するか、電池交換を行うか、条件の変更を行うまで保持されます。

②出力(Save)

ソリアノレ入出力のメニュー画面で、ffi)を押すとシリアノレ入出力端子への出力が開始されます0

III…シリア入出力のーJ
・II:力を中断するときは、(BREAK]を押します。メニュー画面に戻ります。

・I'EXTモードでの記憶内容がない場合は、国を押しても何も行われません。

くく SIO≫

SENDING

国

300、6自由、 1200、24自由、 4B00、96自由

データ転送速度の指定で、本機では上記の速度(bps)が指定できます。

bps:bitpersecond(1bps=1ビy ト/秒)

7、8
1文字を何ビy ト構成で送受信するかを指定します。

l、2
ストyプビy ト数を1ビy トにするか2ピy トにするかを指定します0

・none、巴yen、odd
ノマリティビットをどのように扱うかを指定しますo

none.，・パリティビy トの送受信を行いません。

ev巴n...偶数ノマリティが指定されます。

イlレ)は直接コードを入力します。

そして包E を押せば設定されますo~ を押さないと、前の条件のままになります。

【条件の説明】

・通信速度

(baudrate)

-ワード長桜

(databit)

・ストップピッ卜数ロ

(stopbit)

・パリティ

(parity)

官読み込み(Load)

"IJアノレ入出力のメニュー画面で、(Dを押すとシリアル入出力端子へ送られてくるデータの読み込みが
削除されます。

odd......奇数パリティが指定されます。

CR、LF、CR LF
プログラムライン(行)の終了を示す区切りコードを指定します。

CR ・・CR (キャリッジリターン〕コードが指定されます。

LF....一LF (ラインフィード)コードが指定されます。

-区切りコード

(endofline)
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TEST
くく PROGRAMFILE≫

登録が行われ、プログラムファイノレのメニュー画面に戻ります。

入力したファイル名がすでに登録されているときは、すでに登録されているファイルの内容を新しい内容

こ書きかえすよいかどうかを聞いてきますo(FILE OVERWRITE OKつ (Y)と表示)

lYlを押せはファイノレが登録され、プログラムファイノレのメニュー画面に戻ります。

白う以外のキー(そのとき有効に働くキー)を押せば、登録は中止されます向

・ファイノレ名を省略することはできません。ファイノレ名を入れずに圃を押すとエラー(ILLEGAL

FiIes

FILE NAME)になります。

・ファイノレ名は8文字以下の名前と、 3文字以下の拡張子を指定できます。

鉱張子をつけなかった場合は、自勤的に

.空きエリアの容霊が足りない場合は、エラ一(MEMORY OVER)になります。

空きエリアには、ファイノレサイズ+34ノYイト(ファイノレ名の記憶などに使用)以上が必要です。

テキストエリアにTEXTプログラムがない場合は、登録は行われません。

②TEXTプログラムの呼び出し(Load)

J;::;;J;;;;て;iTでffl;;ム??;;;二;;;;;;;JfZネゴ

6

4

7

9

5

3

6

8

4

2

5

7

l

l

舗LOAD .."表示を哩コ、直3で呼び出したいファイル名の前に移し、邑Bを押せば、そのファイノレの

内容が呼び出され、メニュー画面に戻りますo 表示されているファイル名以外にファイノレがある場合は、

也、岨〕で移動させていくことにより1行ずつ表示されます。

'TEXTモードで呼び出せるプログラムは、TEXTモードで登録したプログラムだけで・すoBASIC

プログラム(BASICのSAVE命令で‘登録したプログラム)を呼び出そうとするとエラー(FILE
ERR0R)になります。

③ファイルの削除(Kill)

7ff7十ファイノ山アに登録されているプログラム(ファイJレ)を削除します。
IU γフムファイルのメニA ー画面で日己を押すと、ファイノレ名の入力待ちになります。(何も登録され

ていはいときは、画面は変わりません。)

図
くく PROGRAMFILE≫

Fj1es

KiII

NAME=TEST

T
T
S
T

X
X
A
X

T
T
B
T

lau
n
pレ
J・
T

C

O
フ

S

B

R
ン

E

A

P
サ

T

吟DA0
7
ん

ません。)

巴

(画面は、すでにこれらのプログラムが登録されて

いる場合の例で、す。)

MODE

-・KiIILoad

FILENAME=ヲ

Load"Save

FILE

Save

削除したいプログラムのファイル名を入力して~を押します。

寸」叶I
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く< SI0 ≫
巴

~

RECEIVING

読み込みが終了(テキスト終了コードを受信)すれば、シリアノレ入出力のメニュー画面に戻ります0

・読み込みを中断するときは(BREAK)を押します。メニュー画面に戻ります。

・データが正常に読み込めない場合ゃ、パリテイチェックで異常が発生した場合などではエラー(I/O

DEVICE ERROR)になります。(CLS)でエラーを解除してください。

パラレルポート(ミニI/O)からのTEXTプログラム送出62•
ノマラレルポートからTEXTプログラムをTEXTモードの機能選択画面で圧コを押すと、ミニI/Oの

送出します。

外付インタフェースを用いて、セントロニクス仕様のプリンタでTEXTプログラムを印字する場合など

に使用します0

・区切りコード(endofline)はTEXTモードのSioの条件設定(Format)に従って送出されま

す。(173ページを参照〕

(注)外付インタフェースの作成については、先生の指導に従ってください。(365ページを参照)

プログラムファイル(File)72.

FiICs

機能選択画面で(Bを押すと、プログラムファイルのメニュー画面になります。

くく PROGRAMFILE≫

save KillLoad
巴

この画面で、登録(Save)、呼び出し(Load)、削除(Kill)およびファイノレ名の確認(Files)をj並び

ます。それぞれの頭文字に相当するキーを押します。

・登録したファイルはプログラムファイルエリアに書き込まれます。057ページ参照)

①TEXTプログラムの登録(Save)
プログラムファイルのメニュー画面で(2)を押すと、ファイノレ名の入力待ちになります。

FiIe

くく PROGRAMFILE≫
KillLoad

NAME=ワ

-・Save

FILE

国

ファイJレ名を入力して匝Bを押せば、登録が行われます。

〈例〉ファイル名を“TEST"とします。



Basic← text Text←basic
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〈例〉ファイノレ名“TEST"のプログラムを削除します。

TEST save Load "Kill FiIes

国
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FILE NAME=TEST

団

ファイルの削除確認画面になります。

(FILE DELETE OKつ (Y)と表示されます。)

CYJを押せばファイノレが削除され、プログラムファイノレのメニュー画面に戻ります0

CYJ以外のキー(そのとき有効に働くキー)を押せば、削除は中止されます。

拡張子のf指旨定を省略した場合lは立弘、
.指定した7アイJルレ名が見つからない場合はエラ一(FILE NOT FOUND)になります。

この函面で、BASIC?の変換(Basic← text)、TEXTへの変換(Text← baωを選ぶこと
ができます。それぞれの頭文字に相当するキーを押します。

①TEX丁とBASICのプログラム変換(アスキー形式と中間コード形式の変換)

;;;;町立を押せばTEXTプログラムをBASICプロクラムに変換し、プログラムザ一

口コを押せばBAS-ICプログラムをTEXTプログラムに変換し、TEXTエリアに入れます。

〈例)TEXTフログラムをBASICプログラムに変換します。

CONVERTING _一一

2， 9 ラムデータファイル(Rfile)

-??;元よ;f77???ぷ::;:;1t;;;7が、メモリ容量が足りない場合比次の

回を押せば、以前のプログラムが削除され、変換が開始されます。

巴以外のキー(そのとき有効に働くキー)を押せは変換は中止され、機能選択画面に戻りますo

CONVERTING 一一

くく BASIC CONVERTER ≫

"Basic← leXI Texl← basic

BASIC DELETE OK? CY)

TEXT DELETE OK? CY)

国

国

変換を実行します。その後、機能選択画面に戻ります。

(変換する内容が少ない場合、この画面の表示は一瞬で終わります0)

eBASICプログラムに変換するとき、BASICのプログラム・ー
'ータエリアにBASICプログラ

ムがあった場合、あるいliTEXTプログラムに変換するとき、テキストエリアにTEXTプログラム

があった場合は、以前の7ログラムを削除してよいかを聞いてきます。

∞?押せば、変換を行いながら変換元のプログラムを消去していきます。変換が終われば、変換元のプ
ロタフムはすべて消去されます。

巴以外のキー(そのとき有効に働くキー)を押せは変換は中止され、機能選択画面に戻ります。

;;ii;;::ニ;;;了ータフアイノ山アに登録し、BASICプログラムなどで任意中出
機fib正択画面で庄司を押すと、-

eータファイルのメニュー画面になります。

④ファイル名とファイルサイズの確認(Files)
プログラムファイルのメニュー画面で庄コを押すと、登録されているファイル名とファイルサイズが表示

され、最初のファイJレ名の左側に嘩マークが表示されます。(何も登録されていないときは、画面は君主

わりません。)

I ..ABC TXT 456
白 I ~;~o TXT 1234
(画面は、すでにこれらのプログラムが登録されて | サンフ・川目l BA5 11::

I TEST ， TXT 1~Y

いる場合の例です。) I

表示されているファイjレ名以外にファイノレがある場合は、ヨコ、温3で嘩マークを移動させていくことに

よりl行ずつ表示されます。 LOAD ___LOAD

・このファイノレ名の確認函面で、匡HIFT)+(M)(または匡函E庄司)と操作すると、時マークで示して

いるファイル名のプログラムを呼び出すことができます。

ファイルサイズについて

・テキストファイjレのファイノレサイズは、各行のバイト数の合計です。各行のバイト数は、 3バイト(ラ

インナンパー)十テキストのバイト数十lバイト(改行〕で計算されます。

〈例〉 10，---，INPUT，---，A巴1
;イ;ト テキスト "改4
ナンパー

この行のバイト数は、 3+8十1=12バイトです。
.RUNモードやPROGRAMモードで登録したBASICプログラムのファイルサイズは中間コード

に変換後のサイズです。(RUNモードやPROGRAMモードで登録したBASICプログラムIj:rl'

間コードに変換して登録されています。)

2.8 BASICコンIf.ータ(Basic)

BASICプログラム(中間コード形式〕をTEXTプログラム〔アスキー形式)に変換したり、辺lこT

EXTプログラムをBASICプログラムに変換したりする機能です。本機用のBASICプログラムを

パソコン等で管理する場合などに利用します。

機能選択画面でemを押すと、BASICコンパータのメニュー画面になります。
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このメニュー画面で、ファイノレの確保(lnit)、テキストエリアからの登録(Save)、テキストエリアへ

の送出(Load)、ファイルの削除(Kill)およびファイノレ名の確認(Files)を選びます。それぞれの頭

文字に相当するキーを押します。

??;f;竺TTJ;i;するときは、あらかじめ同能でフアイ叫前と大きさを確保しておか
なければなりません

ラムデータファイルLメニュー画面で白を押すと、ファイル名の入力待ちになります。.，. I 1
ーInit save Load 1¥.111

FiIes白

FILE NAME=?

〈例〉ファイル名を“TEST"とします。

TEST. DAT圃
-.]nit save
FiIes

Load Kill

FILE SIZE=ワ

次にファイjレの大きさをバイト単位で指定します。このファイルには、指定した容量の範囲内でデータを

登録することができます。

ここでは1024バイトの容量にします。

1024
吟 Init
Fi1es

save Load Kill

FILE SIZE=1024_

団

入力したファイノレ名がすでに登録されているときは、すでに登録されているファイルを消去して、新しい

ファイルとして確保してよいかどうかを聞いてきますo(FILE INITIALIZEOKフ (Yl

と表示されます。)

5つを押せば、新しいファイJレを確保します。 タフ ィルのメニュー画面に戻ります。

5つ以外のキー(そのとき有効に働くキー)を押せば、ラムデー ァ

[補足]・拡張子を省略した場合は、自動的に“ DAT"がつけられます。

・ファイル名は8文字以内の文字で指定します。
・指定した容量以上のデータは登録できませんので、少し大きめの容量をE確在保しておくことをお

;2;!亡:i::江:L:f;ニi:プう!台r:rう合需iZ;ニ;:二よζぷ:2:三r亡:?:、〉斗ド
パイト数は(αt指旨定した容量一1ο)ノパ〈イトです。
・ファイル名などを記憶する制御用として、34バイト使用します。指定する容量(バイト)十例

第5章 TEX丁モード
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バイト以上のフリーエリアがないと“MEMORY OVER"エラーになります。なお、容

量としてOバイトを指定すると無視されます。

②テキス卜エリアからの登録(Save)

テキストエリアに書き込まれているプログラム(データ)を、データとしてラムテータファイルに登録し

ます。登録するとき行番号は省略して登録します。

ラムデータファイノレのメニュー画面で~を押すと、ファイノレ名の入力待ちになります。
国

≪ RAM DATA FILE≫

lIlk-
Gao

y
uev

翁
ucu

•
s

.Iι‘
白1
l

n

1

I

F

FILE NAME=?

〈例〉ファイル名を“TEST"とします。

TEST

111K
，Gao-ueva《、一日。S

-
L
e
l
i

n
-
-
F

FILE NAME=TEST

@

入力した?アイノレにデータがすでに塗録されているときは、すでに登録されているデータを新しいデータ

に書きかえてよいかどうかを聞いてきます。

(FILE OVERWRITE OKつ (Y)と表示されます。)

区〕を押せばファイノレが登録され、ラムデータファイノレのメニュー画面に戻ります。

巴以外のキー(そのとき有効に働くキー)を押せば、登録は中止されます。 v

・登録が行われメニュー画面に戻ります。

・拡張子の指定を省略した場合は、 “.DAT"の指定とみなされます。

・指定したファイノレ名がなかったり、容量が足りなかった場合は、エラーになります。

eTEXTモードでの記憶内容がない場合は、@を押しても何も実行されずにメー-画面に戻りますA

・ラムデータファイノレへの登録(書き込み)はBASICプログラムのPRINT非命令で行うこともJ
きます。

@テキス卜エリアへの送出(Load)

ラムデータファイノレに登録されているデータを、テキストエリアに送出します。送出するとき行番号は自

fVJ(I':Jに10番ごとに付加します。

うムデータファイノレのメニュー画面でEコを押すと、登録されているファイノレ名と確保したサイズを表示

し 最初のファイJレ名の左側に LOAD 嘩 と表示されますo(何も登録されていないときは、画面;
企わりません。)

巴

(，Ihi，面は、すでにこれらのファイルが登録されてい

る似合の例です。)

LOAD・TEST
ABC

SAMPLE

4

2

8

2

1

4

0

5

0

1

2

DAT
DAT
DAT

LOAD時"表示を(ILC1Jで送出したいファイノレ名の前に移し 圃を押すと、そのファイルの
川テキストエリアに行番号付きで送出され、メニュー画面に戻りjす。
んj、されているファイル名以外にファイノレがある場合は、哩3、唖3で移動させていくことにより1行ず
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つ表示されます。

12J;TJZ:ifl;?izzzr;:7i25L』こなりますーされ
ーいないときは、画面は変わりません0)

回

くく RAM DATA FILE 〉>

IniI
Fi1es

save Load
..Kill

FILE NAME=ワ

印

T刊ES口T函圃B
OKつ (Y)と表示されます。)

『ーイルの削除確認画面になります。(FILE DELETE

ふ押せば削除が行われ メ…ニ日ユ一4画面臨』澗討
巴以外の併キ一(そのとー効に働くキー)を押せば、削除は中止されますo

拡張子の指定を省略した場合は、 ¥DATUの指定とみなされます。

・指定したファイJレ名が見つからない場合はエラーになります。

?23fTiif7222gさz叫;ぷぷぶぶぶぶ;ぷぷぷιJιι♂J二ご:古て乞r叩出:三r北出r!竺t忠r士亡立r』よご山:?サ
し、最初のフアイル名の左側に.暗. 7 。

りません。)

LUでにこれらの7アイゆ録されてい
る場合の例です。〕

ーTEST
ABC
SAMPLE

DAT
DAT
DAT

日

叶
表示されているファイル名以外にファイルがある場合は、哩ヨ、唖3で唾マ

により1行ずつ表示されます。

クを移動させていくこと

-この77イノレ名の確認繭で、匝白十箇(または国E箇)と操作すると、嘩マークで示し

いるファイル名のデータをテキストエリアに送出できます。

【まとめ】 i テデ，一夕7 イJルレのデ一夕をノマソコン等へ送II山
1¥i

次の手引柵順伽頃のよう引』にLこム寸、

できます。なお、/"，'J:J:/C.f:tl:iFJl:.' ..........

m 庁官1')庄司口コでファイJレを確保

るEZ5ICでテ'ータを登録部込み)
③ (TEx1)因巴でテキストエリアに送出

@ (JEX::f)CDで内容の確認

一 一一
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⑤ ITEXTI~ 0:うでフォー7';1 卜設定

⑥ lTEXTI回国でパソコン等へ出力

ドTEXTモ 183

(注)・BASICのPRINT尊命令でデータを書き込んだときのデータのフォーマットについては、

PRINT非命令を参照してください。CR、LFコードはテキストプログラムでの行の区切り

になります。

なお、データの最初が数字の文字データ(例目123II)の場合は、TEXTモードでは行番号

との区別がつかず、正しく編集できません。

「 ---一一一-ー一------一一ーーーーーー「

E調
・変換元のプログラムを消去しながら変換していっても、なおメモリが足りなくなるとエラー

(MEMORY OVER)になります。

この場合、変換された部分と、変換できなかった部分がTEXTとBASICに分かれてしま

います。したがって、変換する前にプログラムをプリンタに印字しておくことをお勧めします。

特にBASICからTEXTに変換するときに、起こる可能性が高いので注意してください0

・パスワァド(PASS命令参照)が設定されているときは、BASICコンパータに入れませ

ん。あらかじめ、RUNまたはPROモードでパスワードを解除してくださL、。

-BASICコンパータでは、データエリア(変数)を消去しません。フリーエリア(空きエリ

ア)の容量が少ないと、変換できなくなることがあります。あらかじめCLEAR命令で消去

するなど、フリーエリアを広げておいてください。

-TEXTからBASICに変換するときは、TEXTの内容が何であっても、それを本機用の

BASICプログラムと見なして変換作業を行います。したがって、TEXTの内容によって

はBASICに変換して、再度TEXTに変換しでも、元の内容に戻らない場合があります。

〈例〉 TEXT

↓(変換)

BASIC

↓(変換)

TEXT

10FORMULA

10:FOR~MULA

l 自 FOR~MULA

、一一一一.....ーーー------一一--------_.---ーー一一一...ー一ーーー一ー一ーー一一一一一一ーーー-----一一一_.J

て
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J イングシステムを記述する帥に生まーした。しかし、今ではパ

C言語はUNIX援というオベレ ア 阜、ーコンでのポピュラーなプロクフミング言語として定着して
ソコンはもちろん、ワークステーシヨン?ミー

いますo

zrr11r戸 fTffU江
本章では、C言語で書かれたプログラムを本機で実行する方法および一般的なC言語との違いについて説

明します。

C言語自身については、入門書等の関連書籍が豊富に市販されていますので、それらの書籍を参照してく
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1. C言語の特徴

C言語の特徴は、言語自体がコンパク卜でありながら、ハードウェアの制御やシステムプロクラムからア

プリケーションプログラムまで鍛える守備範囲の広さにあります。

.ハードウェアに密着したプログラムが作れる

BASICやFORTRANのような高級言語でありながら、ピy 卜演算や、メモリのアドレスが直接

扱えます。これらの機能により、これまでアセンブラ言語に頼ってきたハードウェアの操作や外部機器

の制御が、C言語によって記述できるようになりました。そのため、これらのプログラムの開発が効率

的にjすえるようになりました。

-高級言語としての機能を備えている

構造化プログラミングによる、読みやすく、わかりやすいプログラムの記述ができます。そのため、プ

ログラムの開発が効率的に行えます。

また、数値処理やデータ処理のためのデータ型が豊富に用意されています。そのため、科学計算プログ

ラムやアプリケーションプロタラムなど、幅広い目的のプログラミングが可能です。

.コンパク卜な記述ができる

プログラムをコンパクトに記述するための機能(演算子)が豊富にそろっています。また、ポインタ操

作によって実行効率の高いプログラムが作れます。

.移植性が高い

ハードウェアに密着したプログラムの移植性が高いことがC言語の流行の大きな要因です。異機種間で

のCプログラムの移植性も高く、本機で開発したプログラムであっても、少しの手直しでパソコンなど

で実行できるようになります。

このように大変強力なC言語ではありますが、少々欠点もあります。

それは、機能が豊富なため難解なプログラムができたり、システム自体が暴走するプログラムが記述でき

るという危険性があることです。

ー一ーーー一一一一一一一一一一ー一一---一一一ー一一一目白一一一一一一一ーーーー..一一一一寸

lEI冨 !
したがって、機械語プログラムと同様、消えては困るプログラムやデータは、必ずプリンタで印 !
!字したり、紙に書き写したりしておいてください。l.______..___・-一一一一

一 一一



一般のプログラムでは行番号をつけるとエラーになります。しかし、本機のテキストエディタは行番号

をつけて入力しなければならないため、このような記述となっています。ほかのC言語処理系では、行

番号は取り除かなければなりません。

.テキストエディタを呼び出す

TEXT(テキスト)モードに入り、エディタ機能を呼び出します。

直豆B→巴 日EXT EDITOR
1<

.ソースプログラムを入力する

次のプログラムを入力します。

10~main 0匝B

20~(@

30~~printf い C~フ。ログラミング￥ nil) ;@

40~)(ヨ

巴互国を押して小文字入力モードにします("CAPS"を消灯させます)。

行の先頭に行番号を入力してから各行のプログラムをキ一入力してください。カナ入力は、lliBを押

してからローマ字で入力します。英字入力に戻るにはもう一度l1ITJを押します。

各行の終わりでは必ず匝司を押してください。行番号30は画面上ではl行に収まらず2行に表示されま

すが、函E が押されるまでは1 行として扱われます。]は~豆己の入力を意味します。

もし、入力をまちがえた場合などは、「第5章 TEXTモード」を参照して修正してください。

第6章 C言語機雪上一十 一-
J86 -2戸めようCjP7P竺竺グー--_¥
l 二-一一一一一一一二の基本的な約束ごとを説明します。
-- - IL_"'~"""'-'<> 門 Hヰミソゲの刀法C 、 c フロ'/ "
ここでは本機でのブロア7 、//

2 1Cロプ1221?と:主主法)で記述…しかし C言語
C言語などの7u，Y 2

のままではコンビュータは直接理解できませんo ie qが理解できる機械語に変換する必要がありま

そのため、C言語で記述されたプログラムは、コンヒュ-7J.J

J 、υ 川 寸ソパイル(変換)、実行
す。 ヴイロゲラムの作成(C言語でのプログフミ:/'/)、~ /-
したがって、本機ではソーλ ノμ?ノ
という手順でプログラミングします

プログラミンダ開始

操作 (lEXf)→匡〕
A7・ログラムを入力する

エディタでソーλ ノ

C

操作 ~HIFf)+(JExll
C言語機能にする
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操作会巴〕
実行プログラムを作る(コンパイル〕

YES

NO

操作:c

実行プログラムを空立三

~~行時エラーワ
ー一一一-，----

NO

NO

-77:rJをよZ;ffffii作ってみましょう。最初ι 語官でで.ソ一スプログラムを1'1
ます。

，

is菌 j
!こωの項(ω2始め叫よう冗C7'プ内.、ロクグ内帆ヲラミシング列)で叩は、7プ内.、口クグ内eヲラム岬中に口スベ←一ス肘マ一ク]や匝圃司を臥入れ杭てい吐ま丸 !

J 一一一-------一一一一一-------ー一一-----~--一一一一一

.ステッブ2 ソースプログラムをコンパイルする

ソースプログラムをコンパイルし実行プログラムを作ります0.c言語機能のメニュー画面にする
ISHIFTIを押しながらITEXTIを押すと、C言語機能のメニュ 画面が呼び出されます。

ISHIFTI+庄~ I *本* c **本

ComPiIe Trace Go Stctout

九コマンドは次のような働きをします。

Compile:TEXTで作成したプログラムをコンパイルする

Trace コンパイルしたプログラムをトレース実行する

Go コンパイルしたプログラムをノーマル実行する

Stdout :出力を画面目プリンタとで切り替える

(プリンタ動作可能時、~を押すたびに切り替わる)

行コマンドはコマンドメニューの先頭文字を入力することで実行されます。

一 一一一一一一



本本* c キ**

coπ1PIete !

comPiIe Trace GO Stdout

工ラーのある行番号とエラーの内容が表示され、コンパイノレが中断

;;;;:土:;;225巴と押ーストエディタに戻り、~ラムを修正してか
らもう一度コンパイノレしてください。

189
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2. 2 プログラムのトレース実行

プログラムの構造が複雑になると、エラーが発生するときゃ、期待どおりの結果が得られないときの処理

が大変になります。エラーを発見するために便利なのがトレース実行です。

トレース機能とはプログラムをlステyプずつ実行していく機能のことです。

各ステップごとに変数の値を調べ、エラーの原因を探していきます。

ここでは、次のプログラムを例に、トレース実行します。テキストエディタで入力して、C言語機能でコ
ンノマイルしてくださし、。

I0C-Jmain()函E

20C-J{(盈

30C-JC-JintC-Ji，gokei=自:(通

4日C-JC-Jfor(i=1;i<51;i++)C-J{函E
50C-JC-JC-JC-Jgokei+=i;@

60C-JC-JC-JC-Jprintf("1+...+%dC-J=C-J%d￥nぺi，gokei) ;函B
70C-JC-J}@

80C-J}圃
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.コンパイルする
マイノレが実行されます。

ロを押してください。

f山実行いom山内表示し、次の岡崎りますo ただし、プログラムが短いとき
は、この表示は一瞬で終わります。

・コンパイルが終了すると

コンパイルが終了すると次の画面が表示されます。

C 7・ロp' ラミンク'
ネ EXIT (4自)

lの値が2の場合

掴トレースモード

C言語機能のメニュー画面でロコを押し、トレースモードにします。

画面には次のように、最初に実行する行が表示されます。

1+. • • +I = I
4日 for(i~ I;iく51;i++) (
Break>D
へンスウ>i

1nt 2 (自x自由自2)
ヘンスウ>

フレークモードになります。

回 i@

'Ie mainO

@を押せば、つの行を実行し、次のステップへ進みます。順次邑Eで実行を進めますo
~互巴を押せば、ブレークモードに入ります。

.ブレークモード

フレークモードでは次のキー操作ができます。

@:~行を再開します。

c:実行を再開します。

巴;):実行を中断してメニュー画面に戻ります。

口コ トレースを指定して、実行を再開しますo

(ffi トレースを解除して、実行を再開しますo

(QJ:変数表示モ ドに入ります。

変ヂ表示モードでは変数名を入力すると、そのステンプでの変数の内容が表示されます。変数lの値を

表示させてみましょう。

[BREAK)

コンパイノレに必要なメモリが足りません。不要になった
(注)memoryfullと表示されたときは、
BASICの変数やプログラムを消去してから、もう一度コンパイルしてください。

-実行時エラーが発生したら メソセージを出力して

;;:z:iT:11;;21i;;ft7;:むとノ二;クラムを修正凶
ださい。

実行時エラーメッセージについては242ページを参照してください。

本 EXIT (4自)はプログラムの実行が終了し

た行番号を示しています。(CLS)、圏、(BREAK]

でメニューに戻ります。

-37J乙417?Z27fトレース実行の2つのい恥机ますo ここではノー
マル実行を行います。またどちらのモードも実行プログラムが作成されていないときは、自動的にコン

パイルをして実行プログラムを作り、実行します。

トレース実行については(2.2プログラムのトレース実行」で説明します。

ぐ::??:;1したら回を押山ださい。プログラムが実行され、画面には次のように表示され
ます。

回
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ードにした後、@を5回押すとlはカウントアップされ2になり
[補足]・口コを押してトレー

ます
・iはムず小文字(“CAPS 消灯)で入力山ださいo 7・ログラムで、の指定が小文字のた

めです。庄司を押すときは“CAPS"が消灯していても有効です。

画面にはlのデータ型Cint)とその値が表示されます(カッコ内は16進表示で前に自Xがつきます)。

変数表示モードは[BREAKIを押せば終了し、ブレークモードに戻ります。

2. 3 表示出力と印字出力の切り替え

別売のプリンタCE-126Pが接続され、動作可能状態になっているとき、 C言語機能のメニュー画面で

(2)を押すと、画面のStdoutが Stdprnに切り替わります。

もう一度(2)を押すとStdoutに戻ります。
この切り替えは、下記の出力関数で、出力streamがstdoutに指定されている場合に、出力先を画面

とプリンタとで切り替えるときに使用します。

出力streamがstdprnに指定されているときは、メニュー画面での指定にかかわりなく、プリンタに

出力されます。

Stdout表示時:画面に出力

Stdprn表示日寺:プリンタに出力

C言語機能選択時などにはStdoutになります。

〈有効な関数〉

putc

fputc

fputs

fprintf

;開ラム実行中は一一咽が点灯しH んので一一i
j時間放置しな…さい。ーたまま長時間放置山、電田三低下し、出動作をi
しなくなる恐れがあります。

iなお、実行中に誤動作等が発生した場合は電池の消耗が考えられます。匡図まはI)セ y ト i
: ス川…イh川 y川チを棚机押帆し口て実知新行…T

i交換してくださLい、、。
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2. 5 Cプログラムのスタイル

BASICになれている人は、C言語のプログラムはとても雰囲気が違うと感じているかもしれませんo 治

その理由のひとつは、C言語のプログラムは小文字を中心に記述されることにあると思います。Cプログ

ユムでは特別な場合を除いて大文字は使いません。

ょのほかにもC言語特有の7・ログラミングスタイノレがあります。ここではそのうちの基本的な約束ごとを

説明します。

テキストエディタを呼び出して、次のプログラムを入力してください。

192
第 6章 C言語機能 第6章 C言語機能

193

同じ働きをするプログラムでも、書きかたによって読みやすさ、わかりやすさが違ってきます。フリー

ーマット方式では、読みやすいプログラムを作ることを、常に心がけておくことが大切です。

.出力画面の改行

フ。ログラムをコンパイルし、実行してください。次のように出力されます。

タノゾイ C フ・ロクーラミンク
キEXIT (5日)

10~main O~

2 自~(~

3 自 ~~printf いタノシイ~") ;(亘
ゲラミンク守￥nil) ;~

40~~printf ("C~ ロク

5 日~)(亘

-基本的なスタイル
Cプログラムの震も基本的な構成は次のようになります。

main0

実行文

ma;は文字とおり、Cプログラムのメイン(主プログラム)であることを示しており、フログラムの

二は、必ずmain0から始まりますo main0で実行する内容は{と }との聞に書きます。

これがC言語の基本的な約束で、プログラムの実行の始まりと終わりがはっきりとわかるような形式に

なっています。

入力したプロクラムで実行されるのは、次の2つの出力文です。

printf("タノシイ~ II)

printf("C~7° ロクザラミンク事￥ n ") ;

printf文は1¥ IIで図まれた文字の並び(文字列〕を出力する命令(C言語では関数という)です。

.実行の区切り
それぞれの実行文の終わりに ;(セミコロン)がついていることに注目してください。は一つの'J!:

行単位(文)の終わりを示す大切な目印です。初心者は ;を忘れがちです。気をつけてください。

;を忘れると、次の行以降でエラーになります。

BASICでは行が実行の単位(区切り)を意味していましたが、Cプログラムは行という単位にしば

られないで記述できます。これをフリーフォー7 ツトといいます。

先のプログラムは次のように書くことができます。

main0{printf("タノシイ~ II) ;printf("C~ フ。ログラミンクぜ￥ n ") ;I

v

実行結果を見ると￥n が画面に表示されていませんo ￥nは改行を意味する特別な文字で、Cプログ

ラムで(;l::>c'f:列中の￥nのある位置で改行が実行されます。BASICのPRINT文と違って、自動
的な改イTは汁いません。

最初のprintf文を次のように変更してみましょう。

printf("タノシイ￥n")

画面は次のように2行に出力されます。

タノンイ
C フ・ロクーラミンクー
本 EXIT c5日)

参 考

ソースプログラムのセーブ(保存)

入力したCプログラム(ソースプログラム)は、本体のプログラムファイノレエリアへ登録して保
存します。

[TEXT)を押してテキストの機能選択画面にした後、庄コを押すとプログラムファイノレのメニュー

画面になJります。

この画面でQ)を押すとセーブ(Save)が選ばれ、ファイノレ名の入力待ちになりますの

ファイノレ名を入力して~を押すと、プログラムがファイ Jレされます。 v

なお、C言語のプログラムは、 般的にファイノレ名の拡張子を C とします。

<i9IJ> FILE NAME=TEST. C

このファイノレをテキストエディタへ読み込むときは、Loadを使用します。

くわしくは、「第5章 TEXTモード」を参照してくださいo
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I一一下基本白昼7ログラミング
I 一一一一一一ー一一一一一 阻み←ι諮問し主す数値
~ -一ーー ザログラムを例に Cプログラミングにおける変数の扱いかた官制明U ふフ

この章では数値計算のプ 夕 、 がーミングの基本的な機能を説明します。

を出力する方法、変数宣言といった、Cプロタフ γ

回数値の出力
辺の長さが10の正方形の面積を求めるプログラム例です。

10 main0

20 { セキ %d テe ス￥nぺ 10キ l自)
30 printf(・へン 10 ノメン ハ

40 )

プログラムを実行すると、画面にはのように出力されで。 n ，ンセキハ 100 テス
ーへン 1日 ノ ，/
本 EXIT (4自)

3. 1

第6章 C言語機能

整数を扱うプログラム

613 printf("へン %d ノ メンセキハ %d テース￥n".hen.menseki)

70 }

変数はいろいろなデータを記憶しておくための箱のようなものです。この箱には名前と、記憶しておく

データの種類(型)が決められます。これを変数宣言といいます。

行番号30で、変数の宣言をしています。BASICと違って、C言語ではプログラムで使う変数は、

あらかじめ名前と変数の種類(データ型)を明確に宣言してからでないと使えません。変数宣言は次の

ように、データ型の指示に続いて変数名を書きます。

int hen. menseki;

丁下一「変数名
データ型

intは、変数henおよびmens巴kiの扱うデータが整数値(小数点のつかない数値)であることを示

すキーワードです。同じ型の変数を複数宣言する場合は各変数名を，で区切ります。宣言の終わりに

は ;が必要です。

行番号413は代入文です。=は代入を意味する演算子で、右辺の値が左辺の変数に格納されます。

仁ヨコ←113
hen

行番号613のprintf文で変数henとmensekiの内容を出力します。

printf文では、変換指定の位置に変数の値が表示されます。複数の変数を出力する場合は、変数を，

で区切ります。printf文は記述された順に変数の値を表示します。

printf("へン %d ノ メンセキハ %d テース￥n".hen.旦旦笠恒)
"""T 一一一「一一

へン 1日 ノ メンセキハ l自由 テ'ス

-EXIT (70)

分類 データ型 扱う数値の範囲 ビット長

char 一128-+127 8ピット

|整数型
int 32768-+32767 16ピット

short 32768-+32767 16ピyト

long -2147483648-+2147483647 32ピyト

実数型
float ±1x10一四-±9，999X10+99 32ピット

double floatの仮数部有効桁が10桁 64ピット

税数型の前に次の修飾子をつけることができます。

unsigned 正負の符号なし、つまり正の数のみ扱う

.データの型と数値の範囲

C言語では小数点のつかない数値を整数型、小数点を含む数値を実数型(浮動小数点型ともいう)とし

て、明確に区別します。これはデータ型によってコンビュータ内部で表現される形式が違うためです。

また整数型、実数型はそれぞれ表現する数値の大きさによって、さらに分類されます。代表的な型を次

に紹介します。(数値の範囲はコンピュータによって異なります。〕

変換指定
表示形式

%d
10進数に変換する

%x
16進数に変換する

%0
8進数に変換する

printf文の文字列の%dの部分が、 l自由に変わって出力されています。この11313という数値は

勺?ffrrT:77F:?なTZ57jれます

でごfZZL272口こ??万三み23;二法ニ二217宮山
:31:二;;fffJJよ;、制点列と違い画面への表示形式を示す働きをするも仇JI
式文字列と呼ばれます。

%dのような働きをするものを変換指定といいます。整数のための変換指定には次の種類があります。

-537ti、上記の7白川をもう少し一般的M ロかにし払
10 main0

2日{

313 int hen.menseki;

413 hen=113

513 menseki=hen本hen;

一一一



3. 2 実数を扱うプログラム

行番号5自のscanf文が入力文で、キーボードからの入力を実行します。

scanf("%d".&hen)

この文が実行されると、プログラムはキーボードからの入力待ちの状態になります。キーボードから数

値を入力すると、そのデータは変数henに格納されます。

FC江:七???一p戸仰川n

数値が格納される変数の名前に&記号がついていることに注目してください。

&hen

&はアドレス演算子と呼ばれるもので、&henは変数henの記憶されている場所(メモリの番地)
を表します。scanf

文では入力されたデータを絡納する「場所」を指示しなければなりません。
canf文はBASICのINPUT文と違って、書式文字列の中に入力を促すメ

yセージを記述する
ことはできません。そのため、行番号40のようにpnntf文でメッセージを出力する必要があります。

第6章 C言語機能
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double型に修飾子longをつけることができますが、本機ではdoubleと同じ扱いになります。くわ

しくはf6. C言語の要点Jを参照してください。
(j注)変数を使用する場合、各型で扱える数値の範囲を超えるような使いかたをすると正しい結果が得ら

れません。

-変数の名前

変数の名前のつけかたに制限があります。

・英文字で始まり、英字または数字で表す(カナ文字は使えない)

・大文字と小文字は区別される

・下線(~は英字として扱う

・十、一、&など、特殊記号は使えない

・名前の長さは31文字まで有効(32文字以降は無視)

• int、doubleといった、C言語のキーワードは使えない

第6章 C言語機能
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.キーボードからの数値入力

辺の長さをキーボードから入力するプログラムを示します。

10 main0

20 .(

30 int hen.menseki;

4自 printf(・へンノ ナカーサ?")

50 scanf("%d'.&hen)

60 menseki=henホhen;
70 printf(闘へン %d ノ メンセキハ %d テース￥n人 hen.menseki) ;

80 }

3
教科のテストの平均点を求めるプログラムで、実数の使いかたを説明します。

10 main0
20 (

30 int k=76./* コクコー*/
40 s=88./* スウカ'ク*/
50 e=81;/* エイコ， */
60 double ave
70 ave=(k+s+e)/3. 0
8白
、
printf("へイキンテンー%f￥n".ave)

90 r
行番号30、40、50

が各教科の，事加入れるための変数宣言です。ここでは変数の宣言と同時に代

入を汁っています。これを変数の初期化といいます。またそれぞれの行に/*と*/で囲まれたメツ

セーシが記述されています。これをコメントといいます。コメントはプログラムの実行には何の影響も

?えません。コメントはプログラムをわかりやすく記述するための働きをします。

ii'番号70で‘平均点、を求めていますo 3教科の平均点ですから、合計を3で割ればよいのですが、わさ
わざ3. 自と小数点をつけて割っています。これは3で割った場合は整数どうしの演算ということにわ
り、結果も閥、つまり小数点以下が切り捨てられてしまいます。これを防くために

3 。という実4Jrl
で割ることで、演算が実数型の演算となり、結果も小数点以下の値が求められます。

-実数を使う

pnntf文の変換指定に%fが使われています。%f(および%e、%g)はdouble型のデータを出}Jするための変換指定です。%fは次のように表示形式を指定できます。
%6. 2f

これは正負の符号、小数点を含めた全体の桁数を6、小数点以下を2桁に指定することになります。実
/J.I担には%f以外にも%e(指数形式)、%9の変後指定があります。くわしくはf7・ライブラリ関以!のprintf関数を参照してください。

は英字に含む

ーキーワードは名前の一部に使える

大文字と小文字が混在しでもよい

先頭でなければ数字が使える

正しい例

max

int_var

MyName

number2

エラーになる例

float キーワードは使えない

mt-var ーは特殊記号である

へンスウa カタカナは使えない

10n 先頭に数字は使えない

本機で用意されているライブラリ関数名も名前に使えません。キーワード、ライブラリ関数については

f6. C言語の要点、」、f7.ライブラリ関数Jを参照してください。
Cプログラミングでは、変数名は基本的に小文字で表します。また変数の名前はその働きがわかる%がl

をつけることが、わかりやすいプログラミングのコツです。



4. 1 条件文の使いかた

time= 499.00 [sec]

*EXIT (7日〕

出力の変換指定を%7.2fとしたため、出力した数値の前がl桁空白になっています。桁数を指定す

ると、数値は右詰めで表示されます。

プロクラムは上からl順次実行されるとは限りません。プログラム中で与えられた条件によって実行される

文が選択されたり、繰り返しが行われたりします。このようなプログラムの流れを制御する構文を説明し

ます。
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else以下を省略できます。この場合、条件が不成立なら何もしないで条件文を抜けることになります。

分数では分母がOの場合は演算不能で、実行時エラーが発生します。次はこれを避けるためにif文を
使ったプログラムです。

10 main0

20 {

30 double a，b;

40 printf("a/b ヲ モトメノレ￥n")

50 printf("aつ")

60 scanf(，%If"，&a)
70 printf(・￥nb?っ
80 scanf(•%Ifu，&b) ・

90 if(b==自)

100 printf("￥n自 テーヮレマセン￥n")

110 else

120 printf("￥na / b = %f￥n"，a/b)
130 }

キーボードから変数a、bに数値を入力してください。行番号90の条件式b==自で、bの値が自で

あるかと。うかを調べますobの値が自以外なら割り算を実行し、自ならばエラーメッセージを出力して
プログラムは終了します。

等しいかどうかをチェックする演算子は、等号=を2つ続けます。C言語でミは「等しい」ことを意

味する--と、「代入」を意味する=とは明確に区別します。

実汁される文はキーヮーrifまたは印より行頭を数桁下げます(本書では2桁)。これは実行のレ

ベルが遅うことを明らかにすることで、プログラムをわかりやすくするためのテクニツクです。これを
段付けといいます。

国大小を比較する演算子

条件を与える式に、基本的には関係演算子を使います。関係演算子は2つの値を比較して、等しいか等

しくないか、数値的にとちらが大きいか小さいかを調べる演算子です。

]
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プログラムの流れを制御する4.

double d=1. 496e8

double c=2. 998e5

double t=d/c;

printf("time=%7. 2f[sec]￥n"，t)

10 main0

2白{

30

4自

50

60

7日}
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.指数を使う
科学計算、たとえば地球と太陽との距離のように大きな数値や、原子の重さのように非常に小さい数値

を扱うには指数を使った計算が必要になります。

たとえば太陽からの光が地球に届く時間を求めてみると太陽と地球との距離、光の速度は次のように表

します。

太陽と地球との距離 1.496X 108(km) →1. 496e8

光の速度 2.998X105 (km/sec)→ 2.998e5

条件文は与えられた条件によって実行の流れを枝別れするための構文です。

.if文

if文は次のようになります。

if(条件式) /*この条件が成立すれば*/

文 1 /*文1を実行し */

else /*それ以外ならば ホ/

文 2; /*文2を実行する */
実行される文は1つの文(単文という)でも、複数の文を含んでもかまいません。複数の文の切のは、

それらの文を中カッコ、つまり{と }で囲みます。これを複文、またはブロックといいます。

式 真になる場合

a==b aはbに等しい

a!=b aはbに等しくない

a<b aはbより小さい

a>b aはbより大きい

a<=b aはb以下である

a>=b aはb以上である

Illl係演算子は演算の結果として、真には数値1、偽には自を返します。
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200・switch~ case文
条件による分岐先が多くなる場合はswitch~ case文を使うとわかりやすくなります。switch-

case文は次のようになります。

switch(整数式) {

case 定数1: /本

文1;break; /*
case 定数2: /ホ

文2;break; /本

case 定数n:

文n;break;

default

文，

*

キ

*

本

/

/

/

/

整数式の値が定数1なら */

文 lを実行する ヰ/

整数式の値が定数2なら */

文2を実行する */

整数式の値が定数nなら */

文nを実行 */

それ以外なら */

文を実行する */

breakは無条件で時1]御構文を抜けるためのキーワードです。

次は暦の月を英語で表示するプログラムです。ただしスペースの関係で3月までの表示とします。

10 main0

20 {

30 int month;

40 printf("ナンヵーッ つ ") ;

S0 scanf("%d人 &month)

60 switch (month) {

70 case 1

80 printf("January￥nり;break;

90 case 2
1自由 printf("February￥n") ;break;

110 case 3

12日 printf("March￥nU) ;break;

13日 default

14白 printf("ソノタ￥n")

150 I

160 }

4. 2 繰り返し文の使いかた

同じ作業を繰り返し!実行するには、繰り返し文を使います。C言語の繰り返し文にはfor文、while文、

do~while 文が用意されています。

.while文
while文は与えられた条件式が成り立つ問、文を実行します。
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while(条件式)

文，

if文と同様、実行される文は単文でも、複文でもかまいません。

;:二;;;??;?り返山し、その合討を求めるプログラムですo入力するデータの個数もキー

10 main0
20

30

4自

50

60

70

80

90

100

11日

120

130 printf(・￥nコe ウケイ %d￥n'.sum)
140 }

行番号100は rsumの内容とdataの内容をたして、その結果でsumの内容を書き換える」ことを
意味します。つまり入力デ一夕伺州州を引剖11順l順慎臥s
実f汁丁されるたびに、変数Iの内容がIずつ増加していきます。

立;::;f;;;ムitumとを比較し1の値がnumと等しくなった時点で繰り返しを終了し、

mt data，num;

mt 1=自， sum=日

printf("テーータノ コスウフ

scanf("%d".&num)

while(i<num)

printf(・￥nテーータ? ')

scanf(•%d".&data)

←複文の始め

sum=sum+data;
1=]+1

←複文の終わり

-代入演算子とインクリメント演算子

C言語では行番号100の文を次のように記述できます。

sum 十= data:

この記述法は、記述の簡素化だけでなく、プロクラムの実行速度が速くなることが期待できます。この

ような演算子を代入演算子といいますo代人演算子は+演算子だけでなく 、/、*、%(書IJり算の余

りを求める)演算子など、他の演算子にも適用できます。

また行番号110は次のように記述できます。

1++

:れをインクjメント時子といい、この文が実行されるたひ1こlの内容はlずつ増加します。インク
ーメント演算チはCプロタラミングでは多用されます。

f~人演算子、インクリメント演算子については f6. C言語の要点」を参照してください。
(i1)代入鱒ヂを使用する場合で、右辺と左辺でデータ型が異なるときは、右辺の結果を左辺の型に変

換した後で演算をするため二一般のC言語と結果が異なる場合があります。型の違うデータの演算
は算術演算子による記述をf丁ってくださし、。
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202 参考

/////ク

tensu[自] tensu[1] tensu[2]tensu[3] tensu[4]

↑
添字

tensu

配列名

十~…素数
| 配列名

L-一一配列要素のデータ型

5. C言語らしいプログラミング

上記のプログラムを実行すると、スピードが速すぎて表示の確認ができません。

このようなときは、for文を使って表示時間を調整する方法があります。

たとえば、前記のプログラムに、次の行を追加します。

35 int k;

65 for(k=自;k<l自由自;k++)

65行は、rkが白から1自由自になるまで繰り返すJという意味です。

つまり、65行を繰り返し実行している間は、画面が変わりません。

100自を他の値に変えれば、表示時間を変えることができます。

品~~I陪宣言してから、その配列の各要素を指定するときは、配列名の後ろに大カッコ[ ]で囲んだ数値

をJiいて指定します。この数値を添字といいます。それぞれの配列要素は単独の変数と同じように扱えま

す。たとえば、配列tensuの3番目の要素に代入するには次のようにします。

tensu[2]=70;

5. 1 配列

これで配列名がtensu、配列要素のデータ型がint、配列要素の数が5である配列が宣言されたことに

なります。実際には配列のための領域がメモリに権保されます。

配列は同じ種類(データ型)のデータを大震に処理するとき、威力を発揮します。Cプログラミングでは

変数宣言と同様に、配列の宣言が必要です。

次に配列、関数なとのCプログラミングでの特徴的な機能を中心に説明します。

%d II 1・1・1キ j) ;

int 1，);
for(i=1;iく1自;i++) (

for(j=1;j<10;j++)
printf(II%d * %d

printf(II￥nil) ;

mt 1;
hr(14，lく1白川十) (
printf(IIi=%d~~~ ぺ 1)

-22fZ官官それぞれ独立?に三三:;、条件文や繰り返川中で実行される文と
は;L;zzzziグラムですo似の中LMが実行されています。
l自 main()

20

30

40

5自

60

70

80

9自

10白

.for文
for文の一般的な書式は次のようになります。

for(文1;条件式，文2)

whlJLように記述し一二くttニ二;fZ単文でも、複文仙まい日ん。
文 l' i 条件が成立している問、 ()を繰り返し実行する
while(条件式) { ←

本文' ←繰り返しを行うたびに実行される
文2;

文IL繰り返しを制御する変数(制御変数と川を宣言し、初期化しま刊拭で制御変数のチエY
夕、文2で制御変数のカウンタの働きをさせます。

10 main()

20 (

3日

4自

50

6自}

プロ;:ム行すると、変数lの値が白からはで変化山くことが確認できます。行番号4(.}で

繰り返しの制御が行われます。行番号4自は「変数iの初期{直を日とし、iが10より小さい問、1をl

ずつ増加しながら繰り返す」という意味になります。



n=1;

int tensu[5]

int i，n，max=自，

tensu[自] =55;

tensu[1]=81;

tensu[2]=70;

tensu[3]=66;

tensu[4]=80;

for (i=自;i<5;i++) {

if (max<tensu[i]) {

max=tensu[i]

x字にはそれぞれ文字コードが決められており、文字配列の各要素には文字コードを意味する数値が格
納されますo 画面のI行目、 2行自は文字配列の要素・A' 、，B' とその文字コードが16進数で表示

されます。なお、文字コードについては「キャラクタ・コード表」を参照してください白
III山咽Ii

は文字列の終わりを表すことを意昧する大事な働きをします。。を特殊文字としてヌノレ文字と呼び、

'￥日'と記述することがあります。したがって文字配列の要素数は、(格納する文字数+1)以上でな

ければなりません。

-文字コード

文字の配列がどのようになっているか、もう少しくわしく調べましょう。

10 main0

20 {

30 char str[3]= •ABII :

40 int i:

50 for(i=自;i<3;i++)

60 printf(日%c:%x￥n" str[i]，str[i])
70 }

画面には次のように表示されます。
ー A 4J

B 42

'EXIT (7日)
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printf("%s￥nu，str)

for(i=自;i<6;i++)

printfい%c~"，str[i])

-文字の配列

Cプログラミングでは文字列は文字の配列として扱います。

10 main0
2自{

30 char str[7]= Istring"

40 int i;

50

60

70

8自}

行戸30で、文字の配列耐を宣言すると同時に、文字列の定数stringで初期イヒしています。Cプ

ロクフミン?では文字と文字の並びである文字列は区別しなければなりません。文字定数の場会;まシン

グノレクォー7 ーションマーク・・でl文字を囲みますo 文字列定数はダフソレクォーテーションマーク

I IIで、文字の並びを囲みます。

char c= 'A' 文字定数

char str[7]="string" 文字列定数

行番号50で文字列strの内容を出力します。%sが文字列のための変換指定ですn

行番号6目、 70で文字列の要素を順次出力します。%cがl文字を出力するたよの変換指定です。

なおfor文は繰り返し実行する文が単文のため{}は省略しています。

-配列の操作

次は、あるテストの得点での最高点を求めるプログラムです。

10 main0

6白

内 早，，;clノゾン %dテン￥n"，n，max) ;16自 printf(Uサイコウハ %α

各ぷ数は次の図のように各要素に格納されます。

/ ZZ，Z ，Z /J
配列名I55 I81 I70 ¥ 66 I じ/
tensuI I I I ' v

tensu[自] tensu[l] tensu[2] tensilE3] tensu[4]

ずロがラムでま、行番号100から150において、配列要素を白番目からi順にそれ以前の最大値max

i比一より大きい値でmaxの内容を書き換えていきます。for)(を抜けた後のmaxに、配抑|波
索の中の最大値が残されます。

行番号3自および50から90までの代入文は次のように記述できます。

int tensu[5]=(55，81，70，66，80);
このじ』こ配列宣言のときに各要素に一括して代入できます。これを配列の初期化といい一二…

r..;l:"'婁けないものがあり、このように書くとエラーになゐ場行刀、の
ただし、一般のC言語では、このよっι昔げふ b

ります。
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3番目の要素でありながら、添字は2になっていますがまちがいではありません。C言語では配列の要素

はlではなく白番目から始まるために、このような表記になるのです。
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return(a+b)

int plus(int.int)

mt x;

void message(void)

message0

x=plus(10. 20) ;

printf(• 10+20=%d￥nu. x)

/* カンスウ テイキ。*/

mt plus(int a.int b)

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120 }

関数を呼び出す側では、ーかじめ呼び出す関数を宣言しておかなければなりません。行番号30が関

数の宣言で関数定干の先頭ITと同じ形式で宣言します。ただし、関数宣言では引数は型名だけでもかま
いません。また宣言の最後にセミコロン ;が必要です。

行番号5日で関数の呼び出しが行われ、 2つの数値が渡されます。

呼び出し側 x=plus(10. 20)

戻り値 ↑ ↓ ヨ|数 ↓

関数側 plus Gnt a. int b)

関数1戻り値は変数xに代入されます。関数自身が、変数のように値を持っている様子に注目してく
fこ、さ・。

呼び出す側から関数へ渡す値を実引数、関数側の引数を仮引数と呼びます。実引数は変数で、もかまいま

せん。お互いの引数はそれぞれ呼び出す側と呼び出される側の窓口です。関数内部で仮号i数の値が変化
しでも実引数に影響を与えません。

-戻り値のない関数

次のmessage0のように戻り値を持たない関数をvoid型関数といい、関数名の前にキーワード
voidを記述します。

10 main0

20 (

30

40

50

60 /* void カンスウ */

70 void message(void)

80

90 printf("void カンスウ")

l自由 }

Illessage0 は引数を持たない関数でもあります。この場合は、引数がないことをはっきりさせるた

め、関数の定義および宣言の引数並びにはvoidと記述します。ただし、関数呼び出し(行番号4@)
ては引数並ひq;t空欄にします。

return(a十 b)

return(a+b)

国関数の呼び出し

関数plus0を使ったプログラムの全体を示します。

10 main0

20

.関数を作る
関数は一般に、呼び出し{]I.~からデータを受け取ってなんらかの処理をした後、結果を返します。2 つの

整数の和を求める関数plus0を例に、関数の作りかた(定義〕と使いかたを説明します。

int plus(int a.int b)

先頭行が関数の定義にとって重要な意味を持ちます。

int plus(int a.int b)
TT~sl 数の並び(引数がなければ空欄のまま)

I L一一関数の名前

し一一関数の型

上の例では「関数の名前はplusで、 2つのint型の値を受け取り、処理した結果をint型の値として

返すJことを表しています。なお、値を受け取る変数を引数(ひきすう)といい、関数の中では他の変

数と全く同じ働きをします。関数の型は関数が返す値の型を意味します。plus()関数は実行結以を

mt型データとして返します。

関数の内部での処理は{}で囲んだブロックの中に記述します。

ム文は関数の実問叩きをし払そのとき…のす仰の値を関数の値(戻りill()

として返します。plus0 は (a+b)の値を返して実行を終わります。

なお、関数名についての規則は変数名のっけかたと同じです。

5. 2 関数
関数はCプログラミングの中で、最も基本的な実行単位です。関数はlつのまとまった仕事をしてくれる、

独立した副プログラムです。作成された関数には名前がつけられ、新しい命令としてプログラムの中で使

よことができます
戸数はユーザー(ill用者)が作成する以外に、c言語のシステムによって提供されるライブラリ関数があ
ります。ライブラリ関数は一般的に役に立つ関数を集めたもので、これまで使ってきたprintf0、scanf

oもその1つです。本機で用意しであるライブラリ関数については、r7・ライブラリ関数」を参照して

ください
関数は互;、lこ対等ですが、main0だけは特別な関数でプログラムの実行はこの関数から始まります。

そのため主(メイン)関数と呼びます。Cプログラムはmain0を中心に、ユーザー関数、ライブラリ

関数を組み合わせて作っていきます。
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-22222同数の有効範囲仇入山読柑山できる範囲〕は関数内部に限られ払
このような変数を局所(ローカJレ)変数といいます。

10 main0

20 (

30 void fun(void)

4自 int 1;

50 forci=自;i<3;1十+) (

60 printfいmain i=%d " i) ;

70 fun0

801

90 1
100 /キ カンスウ */

11自 void fun(void)

120 {

13白

140

150 1

プログラムを実行すると函面には次のように出力されます。

int i=10;

printf(" fun i=%d￥n'¥i)

rnain 1=自 fun i=1日
main i=1 fun i=10
main i=2 fun i=10
_EXIT (9自)

;辺;孟ニiぶぷι;ニ戸ニ;Zζ::、;平;ニ:?己士t出:ご亡むt:仏:二;rL?土咋?竺tt忠i亡tむ;;ニ口1;:口;?u℃;
z誤:Zz?三L孟辺Lニニ;ニ;三;μ…関数ω ら操桝作できま封せん。また関数問で同じ加使っても、お]I.い
が影響し合うことはありません。したがって関数ごとに独立してプログラミングできるため、プログラ

ミング効率がよくなり、またプログラムのミス(バグ)も発生しにくくなります。

ーレ)変数といい、どの関数からでも共通して参照でさま
関数の外部で宣言される変数を大域(グローハ

す。

自

白

血

U

A
刷

u
a
u
a
u
由
u
A
m
u
a
u
aり

1
&
n
J
u
q
O
A弓

F

U

p

o

n

-

o

o

n
ヨ

mt g=自

main0

void fun(void)

mt 1;

for(i=由;i<3;i十十) {

printf(，g=%d￥n"，g)

fun0
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100 1

110 /* カンスウ */

120 void fun(void)

13自{

14自 g++;

150 1

プログラムを実行すると画面には次のように出力されます。

lz=日g=1
g~2

-EXIT (100)

変数gはfun0関数で変更することができ、main0からfun0が呼び出されるたびにgの値が

lずつ増加していきます。

大域変数は関数の問で共通の変数が必要な場合など、特別な場合にしか使いません。大域変数の多用は、

プログラムをわかりにくくし、関数の独立性を損ないます。

Cプログラミングは必要な関数を作り、それを組み合わせて全体のプログラムを構成するというのが基

本です。そのため使う変数はできるだけ局所的にすることで、それぞれの関数の独立性を保つことを心

がけなければなりません。

-変数の存在期間

これまで使ってきた局所変数は、宣言した関数が呼び出されるたびに生成され、その実行が終わるたび

に消滅します。このような変数を自動(auto)変数とも呼びます。

変数宣言で、キーワードstaticを使うとその変数は静的変数になります。

statIc mt s;

静的変数はプログラムの終了時まで存在します。関数内で宣言された静的変数は、その関数の実行が終

了した後でも値を保持し続け、次に同じ関数が呼び出されるとその値が受け継がれます。

10 main0

2自

30 void count(void)

40 mt 1;

50 for(i=0;i<3;i++)

60 count0

70

80 /* カンスウ テイキー*/

90 void count(void)

10日

110 int a=自，

120 static int s=自

13自 printf("a=%d s=%d￥nil，a，s)

140 a++;s++;

150
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画面には次のように表示されます。

)nP7

自

1

2

(

=
一
一
=

S

S

S

T

AI

自

由

。

x

=
=
=
p】

a
a
a
本

つず‘EA容内の前山
ふ
み直のCM数変的静AMすまれキCUL，

A
1
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期nHリ
A
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ι

命

制Mびたの1U

。
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ま
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て
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値
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且

宍

C

動
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口
村
山
山

5. 3 ポインタ
ポインタはポイン卜するもの すなわち何かを指し示すものという意味ですo プログラミングでは、デー

タ尚己憶されている場所持ーすことを意味しま-to最初はデ一夕が記憶されているメモリの7ドレス

?r犬rf万ごゴ7点f三:君ιニて:口工口:;品込ιぷL;;みJ4ゐ4ん…がM必峰要山払そ山イ仰一す
Cプログラミングの説明では、ポインタとポインタ変数はときどき区別されないで用いられることがあり

ますので注意してください。

-533二27JJl夕日リのある場所持問てられますo変数への代入とは際にはそ
コエテ12;:272;zr:;ztfG7はアドレ
ポイう;変数は他の変数と同じく、変数宣言山ればなりますこのとき、どのデータ型変数で7

ドレスを格納するかも明示する必要がありますo たとえばintι 変数を扱うポインタ変数は次のよう

に宣言します。

本1:ポ:fJ演算子山れ、pがポインタ変数であることを示します。また本演算子はポイン?
の前につけることで、そのポインタの指し示す7 ドレスに格納されている値を返しますo

10 main0

20 {

30 int a==5

4日

5自

60

70

8自}
プログラムが実行されると函面は次のようになります。

ゆ 7489(け7ドμレス刈) はメモリ
されている状態によつて変わります。

mt 本 p;

p==&a;

printf("&a==%P

printf(，p==%p:

a==%d￥nぺ&a.a)
本p==%d￥n人 p. ホp)

15

5
=
=

翁
u
n
u
r

、，，

-
e
a
w。。(

9。。
Q
U

4
8
T

マa
A
-
T
i

=
7
x

a
=
官
M

&

P
本

行TZU;3LZ:fff:924;;;;;;f;::;:;;????Z411Ui
L示す内容、すなわち変数aの向山ることも理解できますo
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p==&aι¥

&a(7489)

5

変数a

.配列とポインタ

ポインタは配列と密接な関係があります。ポインタを使って配列操作を行うと効率のよい、実行速度の

速いプログラムを作ることができます。

配列要素はメモリ上の連続した領域に格納されます。またC言語では配列名は配列の先頭要素のアドレ

スを表します。文字配列str[]を例にとると、strと先頭要素のアドレス&str[自]とは同じ意味

になります。

ある配列要素を参照するには、先頭要素の添字を日としたときの要素の位置を添字として指示します。

このような配列操作はポインタを使っても全く同じように行うことができます。

l自 main0

2自{

30

40

50

60

70

80

90 )

行番号6自で配列の先頭アドレスをポインタ変数ptrに代入しています。行番号8自では!順次ポイン

タに加える値を増加させながら、その指し示す内容を出力させています。

配列要素とポインタとの関係を次の図に示します。配列の添字と、ポインタに加える値(オフセット値)

が同じであることに注目してください。

mt 1;

char str[7]= IIstringII ;

char *ptr;
ptr=str;

for(i==自;i<7;i++)

printf(“%c'.*(ptr+i))

lvA&EMQU 仁 三笠，s' ，t' ，r'

str[1] str[2]

本ptr *(ptr+1) *(ptr+2)

インクリメント演算子を使うと、ポインタによる配列操作がスマートに行えます。

ptr++

たとえば、上記の80行を次のようにします。

80 printf("%c"，本ptr++)

次のプログラムは与えられた文字列の長さを求めるもので、ポインタによる配列操作の典型的なスタイ

ルといえます。

10 main0
20 (

3自

str[自] str[6]

*(ptr+6)

char str[10]= "pointerII
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char *ptr;
int n=自;

40

50

60

70

80

90

100

110 printf("モシ守レツノ ナヵーサハ %d￥n".n)

120 )

行番号70の繰り返しの条件式は、ポインタの指し示す内容が町、すなわち、文字列の終わりであるか

どうかを調べます。

行番号70から100までのリストは次のように簡潔に表示できます。

while(ネptr++ 1=自)

n++

ptr=str;

while(本ptr!=自) {

ptr++;

n++

条件式は*ptrの値を調べた後、ポインタ変数ptrの値をlつ増加します。つまり、条件のチェックと

行番号80のポインタ操作を同時に行っています。

6. C言語の要点

6. 1 本機のC言語仕様

本機のC言語の仕様は標準的なC言語に合わせるようにしていますが、次の項目は例外となります。

① 型定義(typedef)宣言できない。

② 列挙型(enum)宣言できない。

③ volatile指定できない。

④ ビ y 卜フィールド宣言できない。

⑤配列型のauto変数を初期化できる。(その場合は配列サイズを明示しなければならない。)

⑥構造(struct)型/共用(union)型は、引数や関数値にできない。

⑦構造(struct)型/共用(union)型は、条件演算子a?b:cで使用できない。

⑧ ブロyク({))内の宣言は、トップレベルのブロックでしかできない。

⑨ プリプロセッサの機能は、引数なしの持 define、韓 include、幹 if~ 帯 elif~IIendif、持ifdef

~非 elif~ 非 endif である。

⑬ ライブラリ名・ストリーム名と同名の関数名・変数名は宣言できなL、。

⑪ mainOは引数を持たない。

⑫定数式では次の演算子のみ有効である。

整数演算 単項ー 単項+

*/ % + - ≪ ≫ &角
実数演算 単項ー 単項+

(注)定数式では、整数と実数聞の型変換はできません。
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⑬

⑬

⑬

構造体、配列て、の初期化変数の深さ

プロトタイプの深さ

最外側o内のプロトタイプ内の宣言数
次の構文での入れ子の深さ

(if.while.do.for.switch. {))

式の演算子の深さ

式の演算子のオペランドの深さ

式の深さ(tree形式で)

6. 2 キーワード
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??TZJif:はC言語のキーワード(予約語)として使われるので、別の用途(変数名、関数名な
auto double mt structbreak else long sWItchcas巴 enum regIster typedefchar extern return umonconst float short unsIgnedcontmu巴 for signed voidd巴fault goto sizeof volatiledo if static while
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次のキーワードも本機では使用できません。

enum typedef volatile

3 定数
には整数定数、文字定数、文字列定数、実数定数、列挙定数(本機では使えない〕があります。

表記法
表記例

備 考

10進 128

整数 16進 自x2f
先頭に自X または自X をつける

8進 日56
先頭に自(ゼロ)をつける

実数
ム1496，2.3“凋晶eワt

eまたはEをつけて指数表記もできる

文字 'A¥'￥n
シングノレクォーァーーシノョンでl文字を囲む

文字列 "Programming"
ダブルクォーテーションで文字の並ひFを囲む

時臥定数で 斗み数直の後ろ ;: また ;々l:Lをつ +ノる長」、long(‘、32ビ ~ ~) とーしてilk同N われふます。それ以中7"1巴j. み。~

きさに合わせてmtまたはlongです。

く例〉 26348L
数定数で 斗。"数誼巴の後ろ 平t ま小た 斗;l:Fをつ 斗ノると、φ昼n白loaゐt(3υべ2ピリノ ~、)c:Lて+寸』品目われ走。す。それ以タhJ、，で

doubleです。

〈例〉 2. 65f
ー字定数はint(16ピット〕で表現され、ASCIIコードが使用されていますo

:言語では次の表のエスケープ列を使った制御文字を出力することができます。エスケープヲIJは文字定数

:して扱われます。

制御文字 値(16進)
機 官E

￥b 日x08
復帰(カーソルを1文字前へ移動)

￥n 0x0A
復帰改行(カーソルを次の行の先頭へ移動)

￥r 自x0D
復帰(カーソルをその行の先頭へ移動)

￥t ox09
水平タブ(カーソルを次の水平タブへ移動)

￥￥ 自x5C 文字￥を出力

￥ 0x2C 文字'を出力

￥" 日x22 文字"を出力

￥つ 0x3F 文字?を出力

￥ddd
8進数ddd(3桁〕に対応する文字を出力

￥xhh
16進数hhに対応する文字を出力

!-.

214

また

定数

整

大

実
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6. 4 扱える数値の範囲

整数型で扱える数値の範閣は次のとおりです。

データ型 扱う数値の範囲 符号なし(unsigned) 扱う数値の範囲

char -128-+127 unsigned char 自-255

short -32768-+32767 unsigned short 。-65535
mt -32768-+32767 unsigned int 。-65535
long 2147483648-+2147483647 unsigned long 自-4294967295

実数型で扱える数値の範囲は次のとおりです。

データ型 扱う数値の範囲

float ±1e-99-±9.999e+99

double ±1e-99-±9.999999999e+99

longdouble ±1e-99-±9.999999999e+99

6. 5 式と文

Cプログラミングでは式と文の違いを理解しておくことが大切です。式は演算の結果としての値を持ちま

す。式の最後にセミコロン ;をつけたものが文で、実行の基本単位となります。式が値を持つため、次

のような文が許されます。

a=x=5

この文ではまず右の代入式(x=5)が評価された後、式の値である5がaに代入されます。

6. 6 演算子

C言語には豊富な演算子が用意されています。演算子の意味と働きを説明します。

①算術演算子

演算子 意味 使用例 意 味

+ 加算 a+b alこbを力日える

減算 a-b aからbを引く

* 乗算 a*b alこbを掛ける

/ 除算 a/b aをbで割る

% 剰余 a%b aをbで割った余り

i1~1.子 使用例 意 味 算術演算子による表記

a=b aIこbを代入

a+=b alこbを加えた結果をaに代入 a=a+b

a-=b aからbを号|いた結果をaに代入 a=a-b

一 a*=b aにbを掛けた結果をaに代入 a=a*b

一 a/=b aをbで害Ijった結果をaに代入 a=a/b

a%=b aをbで割った余りをaに代入 a=a%b

/



演算子 使用例 意 味
演算の目的& a&b ビットごとのAND
特定のピットの7スクa b ヒァトごとのOR
特定のビットをlにセット

，、

a• b
ピy トごとの排他的OR

特定のヒットを反転~ ~a

ピットごとのNOT
全ビットの反転

217
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表以外にも⑥に示すビット演算子(~は除く)や⑦に示すシフト演算子による代入演算子も使えます。

(注)代入演算子の右辺と左辺のデータ型が異なる場合、一般的なC言語と結果が異なる場合があります。

型が異なる場合は算術演算子による表記を行ってください。
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(注)

ト演算子とデクリメン卜演算子

演算子 使用例 意 味 算術演算子による表記

++ a++または++a aに1を力日える a=a+l

a-ーまたは一一a aからlを引く a=a-l
0xFF

&

自x01

J

自x白l

います。次のように動後十+a(または一一討を前置演算子、a++(またはa

作が異なりますから注意が必要です。

b=++a aに1を加えてからbに代入する

b=a++; bにaを代入してからaにlを加える

④関係演算子

⑦シフト演算子

。
すま品目て

れさ意用'刀子算
演'h'フ

、yるす
-ppフシへ右

+JB
たま品目左を

p
ト
aツ

レ
」各

演算子 使用例 意 味
≪ a≪b aをbビット左ヘソフト
≫ a≫b aをbビット右へシフト

関係演算子は演算の結果が真のときは数値1、偽のときは自になります。

+46
A
口場の

l
u
な号符すまれ

.
り
め埋で'h'y

ト
」
周
守
符'泊・hayレ』

た
均
亙
+」。型数整

事
d付与d符
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コ
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す

る

ま

す

れ

ト
、
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め

ゾ

申

宜

へ

で

右

自

演算子 使用例 演算結果が真になる場合

a==b aはbに等しい

a'=b aはbに等しくない

< a<b aはbより小さい

> a>b aはbより大きい

<= a<=b aはb以下である

>= a>=b aはb以上である

@型変換とキャスト演算子

?;;了ータ型とうしの鱒ゃ、代入錦、また関数叫および戻地対して酬な型変換が発生

l ?ご型とうしの演則、次の優先順位(ピ川長崎ずる)応て変換されてから演算が行われ

char<Irlt<long<float<double

2;;;;;ぷ;;f;57fZ52f;すo このとき、順位の高い型から低い型への変換で
関数の戻り値は、代入と同様に、関ムの型に変換Lれます。
3 キャス卜演算子を使うと型変換を明示的に行うことができます。

演算子 使用例 演算結果が真になる場合

&& a&&b aとbがともに真である

a::b aまたはbが真であるか、ともに真である

'a aが偽である

⑤論理演算子

結果が真のときは数値1、偽のときは自になります。

(データ型)式

J¥の値を( )で指定した型に強制的に変侠します。
〈例>int

dOUble

;は一般的なC言語ではIIになり

⑥ビッ卜演算子

コンビュータが級うデータの最小単位はピy トです。C言語にはピット単位で演算を行うビット演1';1:子治{

用意されています。

(注)

a:

b.c

c=b/(double)a;

-・・...

-・・...
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⑨いろいろな演算子

.アドレス演算子とポインタ演算子

C言語にはアドレスを直接操作する演算子があります。

& 変数および配列要素のアドレスを取り出す(アドレス演算子)

* ポインタが指し示す変数への参照(ポインタ演算子)

-条件演算子

条件演算子はif文と同じような働きをする演算子です。

a?b:c

条件式aが真なら式bを、偽なら式Cを評価した値を返します。

a=x>=自ワ1:0

xが自または正ならばlが、負であれば自がaに代入されます。

• sizeof演算子
オブジェクトを格納するのに必要なノミイト数を求める演算子です。

sizeof(型) ーデータ型の大きさをノミイト数で返す

sizeof 式 ・式の値を格納するのに必要なバイト数を返す

たとえば次の例ではsに2(バイト〕が代入されます。

s=sizeof(int)

⑩演算子の優先順位と結合規則

Cプロダラミングでは演算子は数や機能が豊富なため、使いかたに慣れるのは大変です。特に演算子を制l

み合わせた式では、演算子の優先度に注意を払わなければなりません。

優先度 演算子の種類 結合規則 演 算 子

高い
l次式演算子 左から右 ) []一>

単項演算子 右から左 - ++ 一一 + ー (型) * & sizeof
左から右 * / %
左から右 +

左から右 ≪ ≫
左から右 < < > >
左から右

2項演算子
左から右 &

左から右

左から右

左から右 &&
一

左から右 ，，

一
条件演算子 右から左 ワ

一
代入演算子 右から左 = += 一= その{也

{民い
コンマ演算子 左から右
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6. 7 いろいろな構文

Cプログラムでの実行の流れは次の告l糊迭に分類できます。

逐次構足 並べられた順に、文を実行する。

選択構定一 :条件によって、実行の流れを分岐する。(条件文)

ループ構造。ある一定の条件下で、実行を繰り返すo (繰り返し文)

①単文と複文

ほとんとの文は式の文で、次のように文の最後はセミコn
ロン ;で終わります。

?117:4;;とよ;::777;::ff;;?文が用意されてLます復文は次…単文をカ
文

文

一般にはブロック内での変数宣言ができますが、本機ではトップレベH.I'T¥ _.

， ， v 、wりノロックでしか許されていません。

すま品目て
れキ己意用

，
刀文択選の

文ousa
nし

し
HCW

C
U文ecue

ri

文

則

旧

川

で

遊

詩

②

ロ

• if~ else文

if-else文には次のような形式があります。

Iif?) 式出切実行し、偽なら単明抜ける。

21f?: 式加ら文i日なられを実行する。

else

文2

11f2J) 己主;;?を、そう町式2が真なら文2日 1，it2と山ら文

else if(式2)

文2

else

文3



220
第6章 C言語機能

第6章 C言語機能
221

圃switch~ case文

switch-case文は次の形式になっています。

switch (条件式) {

case 定数式1 文l

break;

case 定数式2 文2

break;

......
case 定数式n 文n

break;

default 文

寸 1ふは最初に条件式を評価し、吋と一致する定数式(ラベル)の文を実行します。

Lした後、br拙文で叫ch文を抜け払br拙文がないとその後lこ続くラベルの文へ進みま
Lh式に一致する定数式がない場合はキーヮード帥ult都文を実行します。
switch-case文の条件式、定数式の型は整数型でなければなりません。

また、評価はunsigned int型に変換して行われます。

③繰り返し文
C言語ではfor文、while文、do-while文が用意されています。

.for文

for文は次の形式になります。

for(式1 式2;式3)

山:最初にl回だ時lを評価し仏式2が真であれ問実行した後、式3を実行し仏Ilil

様の動作を式2が偽になるまで繰り返します。

.while文

while文は次の形式になります。

while (条件式)

文

条件式を評価し、真である問、文を繰り返し実行します。

.do~ while文

do-while文は次の形式になります。

do

文

叩hile (条件式)

文をよ行した後、条件式を評価します。条{

④ジャンプ文

二;22J2実行の流れを無条件に移す働きをします。ジヤン却してgotoX，continue
.90to文

goto文は次のように使います。

goto ラベル;

-・・・..
ラベノレ・ 文

実行の流れが無条件にラベノレの位置にジャンプします。ジ
ンプする先は同じ関数の中に限定されます0・continue文

continue文』そ繰り返し文の中にのみ置くことができますo continue文は繰り返し文で、ムダな実行
を省略して実行速度を上げるためなどに使います。

forci=自;i<10自;i++) {

-・....
ifci%2==日)

contmue;

printf('%d￥n'.i)

-・....
上の例ではIが奇数のときだけ数値が出力されることになります0

・break文
繰りfJTSTItch~case文で、構文を抜け出しlつ外側の実行単位に移るために使います。

forci=日;i<10自;i++) {

if(a[i]<自)

break;

上の例では配列の要素が負になったらfor文を抜けます0

• return文

return文は実行中の関数を抜け、その関数を呼ひ出した関数に実行を戻します。次のように戻り値が
ある場合はreturn文の俊ろに記述します。

return(式)

( )は省略できますが、つけておいたほうがわかりやすくなります。戻り値がない場合に( )をつ
けるとエラーになります。



•

6. 11 プリプロセツサ

jillT12521f百三日iJ住
-非define指令

耳defi町立指定された文字列の置き換えを行います。

持define 文字71J1 文字列2

ム〈字列2は文字列Iに置き換えられてからコンパ ノレ

うム中で使われる定数を文字列に置き換える場合;ど;:?;ニ;77eit次の例のように、フログ
4deflrle PI3.141592L

} batter

各要三;fzzように変数吋素名を わないで表記します。
選手名、打率、

ーン数を代入してみましょうa

batter.name="ナカハラ H ・ - '0

batter.ave=3. 14

batter.homer=40

223
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ave;

homer;

float

mt

6. 10 構造体

54????ifi??とit正22士山ぶLZ:13f
構造体型の変数は次のように宣言します。

struct batting batter:

タグ名を省略して直接、構造体変数を宣言できます。

struct {

char *name;

??;?;?f;;:;ff7LZJf:22;;;;;?;JL??体、共用体は性質の異なるデー
たとえば野球選手の打撃成績を表現するデータ型は次のようになりますo

struct batting {

char *name;

float ave;

mt homer:
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6. 8 記憶クラス

C言語では、変数をメモリのどの位置に配置するかによって、自動的と静的の2つの記憶クラスに分かれ

ます。またプロクラムで宣言された変数の場所が、関数またはフロyクの中か外かによって、有効範囲が

決められます。

種 煩 有 効 範 図 存 在 日寺 問

宣言された実行単位の中で有効。 実行単位から抜けた後は消滅する。

auto ただし、本機ではトップレベル以外のフロ

yクでの宣言はできなL、。

auto変数と同じであるが、実行速度を上 autoと同じ。

regIster げるために用いる。ただし本機ではauto

とみなされる。

宣言された実行単位の中で有効。 プログラム実行中は消滅せず、値を

statIc ただし、本機ではトyプレベル以外のフ'ロッ 保存する。

クでの宣言はできない。

宣言された実行単位で有効。 プログラム実行中は消滅せず、値を

ただし、本機では「記憶クラス省略Jとみ 保存する。

extern なされる。 ただし、本機では関数内で宣言する

とauto、関数外ではstatIcと同

じ。

6. 9 多次元配列

配列の配列を2次元配列、またその配列を3次元配列といいます。C言語ではこのように多次元配列が仙

えます。本機では8次元までの配列が使えます。

2次元配列の宣言は次のj91]のように、配列の大きさを[ ]で囲んで並べます。

char color[3] [6]

fT 列

l次元配列と同様、宣言のときに初期化ができます。

char color[3] [6]= {IIwhite" IIred" •bluen}

図のように配列要素にデータが格納されます。

color[自][1] color[自][3] color[日][5]
color[0][0]1color止 [0仰 ] [2のG“ιn 台1cしolor[向山0][4晶 ] 1

/ // ////
color[自][i] 'w・ ，h' i ，t' ，e' -￥自・/
color[1][i] ，r' ，e' ，d' '￥自' '￥0' '￥0'1/
color[2][i] ，b' ，u' ，e' '￥自' '￥自'1/

4
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7. 1 標準入出力関数

;;;??;f7いるライブラリ関数を説明します。本機ではライブラリ関数山のヘッダファイルは
本機では、標準入力装置・出力装置(stream)

は次のように、各機器に割り当てられています。
入力 stream:stdin(キーボード)
出力 stream:stdout(画面)、またはstdprn(プリンタ)
SI0 stream:stdaux(11ピン 半二重通信)
stream:stdaux101ピン 全二重通信)

また、あらかじめ次のように特defineされています。
持define NULL 0
11define E0F -1
非define FILE int

:立出;EE;三;c2r?zrr;ご「ア7?一め削…の
getch 自xFF
その他の入力関数 EOF

ラムデータファイノレ、SIOの入力関数では次のコードを区切り文字とします。
行の区切り 自x0d、0x自aまたは自xod+Oxoa

u

ファイノレの終了。xla
(0x自d+自x0aは入力時に自x0aに変換されます。)
(注)区切りコードはできるだけ0x0aを使用してください。

ラム

fータファイノレ、SIOの出力関数では次のコードを区切り文字とします。
ィTの区切り ヌル
(自x0aは出力時に自x0d+0x0aに変換されます。)

WI数形式、説明文の記述において、[
)で固まれた記述はオプシヨンで、記述の省略が可能です。

224

文字列PIはプログラムの中では円周率を意味する定数として使うことができます。

置き換え

s=PI*rキr; 時 s=3.141592*r*r;

辞define指令では次のことに注意が必要です。

・文字列1は大文字で筈くことが習慣となっている0

・構文の途中で改行はできない。

本機ではあらかじめ、次のように各文字列が定義されています。

辞define NULL 自

持define E0F -1

韓define FILE mt

また本機では次のような引数付きマクロを定義できません。

辞d巴fine SQR(x) ((x)*(x))

-帯include指令
世include指令は指定したファイlレを、ソースプログラムのその位置に取り込みます。一般のC言語

処理系では、ライブラリ関数を使うためのヘッダファイルを読み込むためによく使われますが、本機で

はヘッダファイJレの読み込みは不要です。

ファイノレの読み込みは次のようにします。

結include"ファイJレ名目

国非 if~ 事 elif~ 排 else~ 辞 endif 指令

条件文により、コンパイルするテキストを指定します。

辞if 条件式

テキスト

[事elif 条件式

テキスト]

[韓else

テキスト]

事endif
条件式を満たすところに記述されているテキス卜のみをコンパイルします。なお、条件式を満たすとこ

ろがなければ、次の帯elifの条件式を判別します。事elif、韓elseは省略できます。

第6章 C言語機能

韓仙fは文字F折列1リj

ときにコンパイノルレをf行Tいます。

7.ライブラリ関数

225

固辞ifdef、書ifndef指令

事ifdef 文字列

テキスト

[持else

テキスト]

世endif
文字列が事define指令で指定されているかどうかにより、テキストをコンパイルするかしないかを指

定します。

•
getc，getchar，匂etc
)f~ 式 mt getc(FILE* stream)
mt getchar(void)

mt fgetc(FILE* stream)
機能 1文字を読み込みますo streamがstdinのときは@を押すと文字を読み込みます。

getc 入力streamから読み込みます。
getchar stdinから読み込みます。

fgetc 入力streamから読み込みます。
戻り値ー 読み込んだ文字を返します。
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• gets，fgets
形式 char* gets(char本 s)

* s・int n，FILE* stream)
char* fgets(char ーパーフローチェyクはITいません。

機能 文字:rt;;21fZ22ヨヰ読み込みますo 文字列伽りの
fg尚宏::ニ12J72;立与。読山は、stdinでは知一1)
個の文字を読むか、@を読み込むことで終わります。それ以外のstreamでは、

(n-1)個の文字を読むか、行の区切り文字を読み込むことで終わります。文

字列の最後(庄司を入力したときはその後)にヌル文字'￥町田が付加されます。

戻り値 読み込んだ文字列sを返しますo EOFのときはヌルを返します。

• scanf，fscanf，sscanf
形式 叫 S叫 (co叫 char*format〔tadf:;ぷt)〔，address ・〕

int fscanf(FILE* stream，const cι

叫…

筈式付き入力を行います。

scanf stdinから読み込みます。

fscanf 入力streamから読み込みます。

mf 文字列sから読み込みます。
読三まれた文字の並びを、書式を与え的要IJf…tで指示されたデータ型に変換し、

.の示すアドレスに格納します。2211;!?ニー数と、加示すアドレスの数は岡山ければなりません。
多すぎた場合は無視されますが、不足した場合、結果は保証されません。

scanfとfscanfは匝目を押すと入力されます。sscanfはヌル文字'￥?が文字列の終

了とみなされます。

scanf、fscanfは次の場合に処理を終了します。
1)フォーマソト終了(文字列終了7ーク'￥自'の読み込み)

2)読み込みデータとフォーマットの不一致

機能
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-ff??万三郎同列日式指定、空間、非空間で構成す12空即l凶
白(匡pACm、タブ([TAB))、@です。非空白文字は空白文字、%文字以次 全 文字です。

;L1L;:21;二七入力における空間を、次に非空間ゆれるま似
ばします。
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・書式文字列中に非空白文字があると、それに一致する文字を読み込みます。不一致であれば、不一致

文字は読み込まないで終了します。

・書式指定は入力フィールドを読んで指定に従って変換し、引数で指定されるアドレスへ格納します。

たとえばコンマ，を区切りとするには次のように書式指定します。

scanf("%d，%d，%d"，&a，&b，&c)

入力データの形式は次のようになります。

12，34，56圃

-変換指定

入力された文字の並びをどのようなデータ型として解釈するか、つまりどのように変換するかを指示す

るのが変換指定です。変換指定は%で始まり変換文字で終わる綴りです

変換指定 期待される入力の形式 変換の形式

%d 10進整数形式の文字列 mtIこ変換

%i 10/8/16進整数形式の文字列 ノノ

%0 8進整数形式の文字列 "〆

%u 符号なし10進整数形式の文字列 unsignedintに変換

%x 16進整数形式の文字列 intIこ変換

%f 浮動小数点数形式の文字列 floatに変換

%e 〆〆 〆〆

%g "ノ "
%c 1文字がそのまま入力となる charに変換

%s 文字列がそのまま入力となる 文字列の最後に・￥自'がつく

%P 16進4文字の文字列(89abなど) ポインタに変換

@変換のオプション指示

%記号と変換文字の聞にオプションの指示を与えることができます。

% [*) [入力幅) [変換文字の修飾〕変換文字

[)で囲んだ各要素がオプション指示で、必要に応じて指定します。

①代入抑制文字

*変換指示に対応するフィールドは読みとばされ、代入されません。
②入力幅

n 変換する文字数を指定します。

指定したフィーJレド幅の中に空白文字があった場合、空白文字までが入力されます。

省略 空白文字、または変換できない文字までが入力幅となります。

1変換文字の修飾

I(エノレ)

L

変換文字が整数への変換を指示している場合、long intに変換します。

変換文字が実数への変換を指示している場合、doubleに変換します。

変換文字が実数への変換を指示している場合、long doubleに変換します。
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228 @変換指定
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• putc，putchar，fputc
形式ー int putc(int c.FILEホ stream) ;

int putchar(int c);、

int fputc(int c.FILEホ stream)

機能 1文字を出力します。

τmtc 出力streamにl文字を出力しますo

putchar 叫doutにl文字を出力します。

戻り{直 ょ:;JJJ;:11て:23合比EOFを返します。
• puts，fputs
形式 叫 puts(const chぺs;FILE本…n)

int fputs(const char

機能 文字:ケ己主￥自 で終わる文字列Sを、ヌぽ字を改行問に置き換えてstdout

に出力します。 に出力します。改行文字はつ

fputs;321J327Zl:zstream

戻り値e 負でない値を返します。エラーが発生した場合は、負の値を返します。

.::以;足:tげf，勺1fZr;;fiH『t::乙:::r叫 cha附a
int f句pnn川l凶tf(FILE本 stream，const char本.));

ーコnst charホ format(，argo .
m叫ts郁pnn汀intf川凶1叫凶t“f(?C?!a;二;二;Lえられる数値や文字、文開矧問字判判判夙列lリ払l

機有能E 引数a訂rgι.•

22222:;ニム122L、%で始まる書式制御文字列払そ刊叩れ制』に以こ;:x
する引数の書式制御に使用されます。formatで指定した書式市!日踊l文字列の型と引数のII').が

対応していなかったり、不足している場合は、出力は保証されません。引数の数が書式文'j-:

7
1
]より多い場合には、余った引数は無視されます。

nrintf stdoutに出力します。

問 j?とJ272112山二日にて
-27f;ZLilγ従て処理されますo 書式文字列中に変跡仰と対応す山指
に従つて変像して出7;しJす。変換指定でない文字列はそのまま出力されます。

変換指定 引数の種類 変 換 の 背3 式

%d mt 符号付き10進数で表示

%i mt 符号付き10進数で表示

%0 mt 符号なし8進数で表示

%u mt 符号なし10進数で‘表不

%x mt 符号なし16進数で表亦(abcdefを使う)

%X mt N (ABCDEFをf吏う)

%f double 〔ー)ddd.dddの形の10進数で表示Cdは10進数l桁)

%e double {ー)d.ddde±ddの指数形式で表亦

%E double 〔ー)d.dddE±ddの指数形式で表示

%g double 上記のfまたはeのうち、短い方で=表示

%G double 上記のfまたはEのうち、短い方で‘表示

%c mt 1文字として表示Cintはunsigned charに変換)

%s 文字列 引数で指し不される文字列を表不

%p ポインタ 引数をポインタとして表示

-変換指定のオプション指示

変換指定は%で始まり、変換文字で終わる綴りですが、%と変換文字の聞にはオプション指示を与える

ことができます。変換指示子の一般的な形式は次のようになります。

%(フラグ) (印字幅) (.精度) (サイズ〕変換文字

( )で囲んだ各要素がオプション指示で、必要に応じて使うことになります。また記述する順序も上

の形式に従わなければなりません。それぞれのオプションを説明しましょう。

①フラグ

一 変換の結果は左詰めで表示されます。

+ 符号付きは必ず+またはー符号から始まります。

替 変換文字がOの場合は先頭が自(ゼロ)で始まります。

xCまたはX)の場合はhCまたは自X)で始まります。

。数値型文字のフィーノレド内をスペースの代わりに自で埋めます。ただし、d、l、o、u、x、X
で精度指定がある場合は、自フラグは無効です。自と の両方があれば、ーの処理になります。

省略右詰めで出力されます。

②印字幅

n 変換された結果を表示する桁数(フィーノレド幅)の指定です。

出力の幅がフィーノレド幅より少ない場合、残りは空白で埋められます。

たとえば%10dと指定すると10文字分の幅で10進数として出力されます。

自n nと同じくフィーノレド幅を指定します。

出力の値がnより小さい場合は先頭から自で埋められます。

省略必要なフィールド幅がとられます。

3)h'i度指定

n 浮動小数点数の出力で小数点以下の桁数を指定します。(最後の桁は丸められる)

行略変像文字がe、E、fで、は小数点以下は6桁。

変換文字がg、Gでは有効数字がすべて出力されます。
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④サイズ

I(エル)

-行lush

形式。

機能:

戻り値.

• clearerr
形式:

機能

戻り{直

I(エJレ)指示でd、l、o、u、x、Xはlong型、nはlong型へのポインタになります。

int fflush(FILE*stream) ;
streamのバッファをフラッシュします。
入力streamの場合はパyファの内容がクリアされます。その他は何もしません。stream

がヌJレのときは、全streamに対してフラッシュします。

自を返します。

void clearerr(FILE*stream) ;
streamに関するエラーとEOFフラグをクリアします。

ありません。

lsspace 空白文字(空白、タブ、復帰、改行など)であるかを判定します。

(自x09-自x自d、日x20を真と判定)

lsupper 英大文字であるかを判定します。

isxdigit 16進法の表記文字であるかを判定します。

戻り値: 判定が真の場合は自以外の値を返します。偽の場合は自を返します。

• tolower，toupper
形式 mt tolower(int c)

mt toupperCint c)

機能 tolower 英文字を小文字に変換します。

toupper 英文字を大文字に変換します。

戻り値 変換した文字を返します。

7. 3 文字列処理関数

いません。

char*strcat(char*s1.const char*s2)
文字列s2を文字列s1の最後につけ加えます。付加したときオーバーフローチェックは行

char* strchr(const char本 s，int c) ー

文字列sを先頭から調べて、文字Cを探します。

最初に見つかった文字cへのポインタを返します。

見つからなかったときはNULLポインタを返します。

mt strcmp(const charネ s1.const char*s2)
文字列s1とs2を比較します。各文字列の先頭から順に、異なる文字が現われるまで、ま
たは文字の終わりまでl文字ずつ比較していきます。

比較の結果を次の値で返します。

負数 s1がs2より小さい場合

o s1とs2が同じ場合

正数 s1がs2より大きい場合

char*strcpy(char*s1.const char*s2)ー
文字列s2を、文字列s1にコピーします。コピ したときオーバーフロ チェyクは行い
ません。

文字列s1へのポインタを返します。

mt strlen(const char*string)
文字列stnngの長さを計算します。文字列の終わりの'￥日'は数えませんo
stringの中の文字数を返します。

戻り値

機能

戻り値

戻り{直

機能ー

戻り{直

機能

戻り値 連結された文字列へのポインタを返します。

• strcat
形式

• strchr
形式

• strcmp
形式ー

機能

• strcpy
形式

1趣能

•strlen
形式

isalnum

isalpha

iscntrl

機能

7. 2 文字処理関数
・isalnum，isalpha，iscntrl，isdigit，isgraph，islower，isprint，ispunct，Isspace，
isupper，isxdigit
形式 int isalnum(int c)

int isalpha(int c) ;

int iscntrlCint c)

int isdigit(int c)

int isgraph(int c) ;

int islower(int c)

int isprint(int c) ;

int ispunct(int c) ;

int isspaceCint c) ;

int isupper(int c) ;

int isxdigit(int c)

文字cの分類をします。

英字であるか、または数字であるかを判定します。

英字であるかを判定します。

告IJ御文字であるかを判定します。

(0x 自由~0x1f、。 x7f を真と判定)

isdigit 数字であるかを判定します。

isgraph 図形(グラフ)文字かを判定します。

(0x21-0x5f、。x61-0x7e、。x81-自x9f、自xal-自xf7を真と判定)

islower 英小文字であるかを判定します。

isprmt 印字可能な文字であるかを判定します。

(白 x20~0x7e、 0x80-白 xf7 を真と判定)

spunet 区切り文字であるかを判定します。

(自 x21-自 x2f、自 x3a~自 x40、自 x5b-0x5f、自x7b-自 x7e、自x81-ex9f、

自xal-自xf7を真と判定〕
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7. 4 メモリ割り当て関数

• calloc
形式 void*calloc(unsigned n.unsigned size)
機能。 sIzeバイトの大きさのメモリ領域をn個割り当てます。

戻り値 割り当てられた領域のポインタを返します。割り当てに失敗した場合はNULLを返します。

(注)確保サイズは、RAMサイズを超えないようにしてください。RAMサイズを超える値を指定し

た場合の戻り値は保証されません。

• malloc
形式.

機能

戻り値:

void本 malloc(unsigned size)

sIzeバイトの大きさのメモリ領域を割り当てます。

割り当てられた領域のポインタを返します。害I]り当てに失敗した場合はNULLを返します。

• free
形式 void free(void*ptr)
機能 calloc.mallocで確保されたメモリ領域を解放します。

ptrは、calloc.mallocにより害IJり当てられたメモリ領域のポインタでなければなりませ

ん。

戻り値 ありません。

7. 5 数学関数

• abs
形式 int abs(int x)

機能。 整数の絶対値を求めます。

戻り値 自-32767の整数を返します。

• asm，acos，atan
形式 double asin(double x)

double acos(double x)

double atan(double x)

機能 Xに対する逆三角関数の値(角度)を計算します。

扱う角度の単位はangle関数で(DEG 度)、(RAD)、(GRAD)を指定できますo

asm.acosでは、引数xの値は 1-1の間でなければなりません。

戻り{直 次の表の範囲の値を返します。

逆ニ角関数の値の範囲
逆三角関数

DEG RAD GRAD

asm -900_ 900 一π/2-π/2 一1000-1000

acos 。0-180。 自~π 。0_2000
atan w-90。 一π/2-π/2 一1000-1000

• asinh，acosh，atanh
形式 double asinh(double x)

double acosh(double x)

double atanh(double x)

一 一
主主C 言語機能

機能 逆双曲線開数の問飢九一一一二

戻り{直 計算の結果を返します。
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• exp

形式 double exp(double x) ;

士一史21;::を計算しますo ただしeは附数の底です0
・log，log1日
形式。 double log(double x)

double log10(double x)

log xの自然対数を計算しますa

叩 oxの常用対数を計算します;
戻り値ー 計算結果を返します。

機能

• pow
形式ー

、1ノy
ou、。u

O
A
ux

oul
L
U

。

川

す

。

出

ま

す

f

・、
j
u

歩
a

w
算

し

わ

計

返

ー

を

を

h
乗

果

'
b
y
祉
咽

加

の

集

d

x

計

機能

戻り値

• Sin，COS，tan

形式 double sin(double x)

double cos(double x)

double tan(double x) ー

Xに対する三角関数の値を求めます。

戻り値 3Jf宗主tte関数でCDEG 度)、(RAD)、(GRAD)を指定できますo
機能

• sinh，cosh，tanh

形式 double sinh(double x)

double cosh(double x)

double tanh(double x)

双曲線開数の値を計算します。

戻り値 計算の結果を返します。 o

・sqrt
r?doublesqrt(double X)
tllRi::: Xの平方根を計算しますの

戻り{直. 計算の結果を返しますo

機能

17・ 6 ハードウエア・インタフェース関数

()ポート関数、機械語インL

することがありますので、十分JJ;;???f;誤って使うとプログラムやシステムエリアなとを蹴
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.11ピンの8ピッ卜制御関数

11ピンで8ビット制御を可能にします。
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mtfclose(FILE*stream)・
streamで指定されたファイノレを閉じます。

全二重モードで使用しているときは、テキスト終了コ-~: (TEXTモードのFORMAT
で指定している終了コード)を書き込みます。

正常に終了したときは自を返し
、エラ」になったときはEOFを返します。

戻り値

.SI0 (RS-232C)制御関数
・fclose
形式

機能。

ofopen

形式。 FILE *fopen(char *path，char 本type);
機能 11ピンをRS-232C準拠で通信を行うモードに設定します。

(手信条件の設定は、TEXTモードのSIOで行ってくムぃ。)
一てイス名(pathで指定)

"stdaux":半二重通信の指定 "stdaux1" 全二重通信の指定
アクセスモード(typeで指定)

"r+ヘ"w十"または'a十，.データの入出力の指定
戻り値。 正常に終了したときはオープンしたストリームへのポインタを返します。

エラーになったときはヌルを返します。

(即日;;主主活72f3L2JZ;;L233if::ti:
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intfclose(FILE本 stream);

streamで指定されたファイJレを閉じます。

ーに終了したときは8を返し、エラーになったときはEOFを返します。

void miniput(char byte) ;

ミニI/Oにlバイトのデータを出力します。

ビット2:Busy ビット1:Dout ビット自:Xout

ありません。

mt mlmg巴t(void)

ミニI/Oから1バイトのデータを読み込みます。

ビy ト2:Xin ビット1:Din ビy トo:Ack

入力データを返します。

機能:

戻り値

戻り値:

機能

戻り値:

機能;

• fclose

形式

234

• miniput

形式

-ミニ¥/0関数

・miniget
形式:

intfeof(FILE*stream)
通信バッファのデータの有無を調べます。

データが最後に達していればーlを返し、そうでなければ自を返します。

unsigned char inport(unsigned char port) ;

アドレスportのI/Oポートからlバイトのデータを読み込みます。
本機では0x2自から自x3FのI/Oポートが使用できますo
入力データを返します。

戻りイ直.

1幾音色.

機能

戻りイ直

-通信ノてッファ制御

・feof
形式

.1/0ポート関数
・Jnport

形式
intpioget(void);

11ピンから8ビットデータを入力します。

入力データを返します。

FILE *fopen(char ホpath.char ホtype);
11ピンを8ビット制御モードに設定します。

pathでデバイス名を、typeでモードを指定します。

目Dio':8ビy ト制御 "r+¥ IIW+IIまたはlla+II データの入出力

正klこ終了したときはオープンしたストリームへのポインタを返します。
エラーになったときはヌルを返します。

戻り{直

機能

戻り値:

機能

• pioget

形式:

• fopen
形式・

• pioput

形式

機能

戻り値

• pioset

形式。

機能.

言りイl盲・

voidpioput(charbyte);

11ピンへ8ビットデータを出力します。

ありません。

voidpioset(charbyte);

Bビy ト制御の入出力モードを設定します。

l
のときは入力モードの指定伝なり、自のときは出力モードの指定になります。

ありません。

•outport

;; 九;::;じゥ:でに1でィPf;ふ!なおし?;:byte)
本機では自x20から0x3FのI/Oポートが使用でtきます。戻り{直 ありません。

.機械語インタフェース関数

・call
形式 unsIgned call(unsigned adr.void*arg_HL)
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表示用のグラフィyク関数です。機能はBASICでの命令と同じです。引数なとーの詳細についてはBA
SICの各命令の説明を参照してください。
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機能ー

戻り値ー
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アドレスadrから始まる機械語を呼び出します。引数arg_HLの値がHLレジスタに渡

されます。

HLレジスタの値が返されます。

7. 8 グラフィック関数

第6章 G言語機能
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mtgcursor(intx.inty);

グラフィyクの表示開始位置をドy ト(点)単位で指定します。

正常に終了したときは自を返し、エラーになったときはーlを返します。

voidgprint(char*image);
指定されたドy トパターンを表示します。

ありません。

intlineCintxI.intyI，intxト mtY2，intrevers巴，unslgn巴dshortmask，
mtrectangle);

指定された2点聞を線で結ひ'ます。

機能。

Itcircle

形式・
mtcircle(intx.intY.intr.doubles-angle.doublee-angle.

doubleratio.intr巴verse.unsignedshortkind)ー

円を描き、内部を塗りつぶします。開始角度から終了角度までを反時計方向に円を描きます。

開始角度、終了角度は10進度で指定します。

x.y 円の中心点

r: 半径

s-angle:開始角度

e-angle 終了角度

ratIO 比率(Y軸方向の半径/X軸方向の半径)

reverse ドy トの種類

。 ドットをセット

l ドットをリセット

2 ドットの反転

kind 塗りつぶす模様の種類 BASIC命令と同じ

(第10章 BASICの各命令の説明を参照)

戻り値 正常に終了したときは日を返し、エラーになったときはーlを返しますの

(注)半径線を描くときは、開始角度や終了角度をマイナスで指定します。

。。の位置に半径線を描くときは、-360°と指定します。

• gcursor

形式:

機能

戻り値

機iiE

• gprint
形式

機能.

戻り値

• line
形式

intfeof(FILE水 stream);

ファイノレの終わりを調べます。

ファイルの終わりを検出したときはー1を返し、検出できなかったときは自を返します。

データファイル関数

unsignedlongnof(FILE* stream);

ファイノレの未使用ノ〈イト数を求めます。

残りバイト数を返します。

intfclose(FILE*stream);
streamで指定されたファイルを閉じます。

'w'または'a・モードでオープンしているときは、終了コード(lA)を書き込みます。

正常に終了したときは日を返し、エラーになったときはEOFを返します。

void poke(unsigned adr.unsigned char byte)

アドレスadrにlバイトデータbyteを書き込みます。

ありません。

unsigned char peek(unsigned adr)

アドレスadrからlバイトを読み込みます。

読み込んだデータを返します。

FILE ホfopen(char *path，char 本 type);

データファイルにファイJレ番号を害l同当て、オープンモードを指定し入出力を可能にします。

アクセスモード(typeで指定)

IIrII データの読み出しの指定

11 W ll • データの書き込みの指定

制a':データの追加書き込みの指定

戻り値 正常に終了したときはオープンしたストリームへのポインタを返します。

エラーになったときはヌルを返します。

機能

• fopen

形式.

機能

7. 7

• feof

形式

機能

戻り値

• flof

形式。

機能

戻り値

戻り値

• fclose

形式:

• poke

形式

機能

戻り値.

• peek

形式

機能

戻り値
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reverse

7. 9 その他の関数

• abort，exit
形式 void abort(void)

void exit(int status)
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現在実行しているプログラムを終了します。

abort プログラムを異常終了させます。画面にABORTが表示されます。

自 It 一グラムを正常終了させます。画面に EXITに続いてS凶 usゐ値が表
示されます。

ありません。

void angle(unsigned n) ;

nの値によって、三角関数の単位が設定されます。

n=目 60分法 ー単位 DEG(度)

n=1 弧度法 単位 RAD(ラディアン)

n=2 グラード法ー単位 GRAD(グラード)

ありません。

void breakpt(void)

プログラムの実行を中断して、ブレークモードに入ります。

ありません。

void clrscr(void)

画面をクリアし、カーソル(表示位置)を(自，自)にセットします。

ありません。

tnt getch(void)

1文字をstdinから直接読み込みます。読み込みに岳Bの入力は必要ありません。入力パツ

ファが空のときは、次の入力があるまで待機します。読み込んだ文字は表示されませんo

読み込んだ文字を返します。

void gotoxy(unsigned x.unsigned y)

画面のカーソルを、座標(x.Y)に移動します。

ただし、左上隅の座標を(自，0)とします。

ありません。

mtkbhit(void)白

キーボードからのキ一入力の有無を調べます。

キ一入力が行われていれば自以外の値を返し、行われていなければ自を返します。

機能

機能

戻り値.

戻り値

戻り値

戻り値。

機能

機能

機能

戻り{直ー

戻り値.

• angle

形式

• breakpt
形式.

• clrscr
形式

機能

• getch
形式

• gotoxy
形式

• kbhit
形式

機1m

戻り値

reverse
日 ドットをセy 卜

1 ドットをリセy ト

2:ドットの反転

mask: BASIC命令と同じ
(第10章 BASICの各命令の説明を参照)

rectangle

intpreset(intx，inty);

指定したドットを消します。

正常に終了したときは自を返し、エラーになったときはーlを返します。

第 6章 C言語機能

intpoint(intx，inty);

指定したドットの状態を読み取ります。

指定したドットが点灯しているときは1を返し、消灯しているときは自を返します。指定し

たドットが画面外になるときは lを返します。

intpaint(intx，inty.unsignedshortkind);

固まれた領域を塗りつぶします。

x.y:指定した点の座標

kind:塗りつぶす模様の種類 BASIC命令と同じ

(第10章 BASICの各命令の説明を参照)

正常に終了したときは自を返し、エラーになったときはー1を返します。

目 指定したmaskで直線を描きます。

l 指定したmaskで長方形を描きます。

2 指定したmaskで長方形の内部を塗りつぶします。

正常に終了したときは自を返し、エラーになったときはー1を返します。

機能

機能

戻り値

戻り値

戻り値

戻り値。

自 ドットを点灯

1 ドットを反転

戻り値ー 正常に終了したときは自を返し、エラーになったときはーlを返します。

• pset
形式一 intpset(intx.inty.intreverse);

機能 指定したドットの点灯または反転を行います。

• preset

形式

• point

形式

238

• paint

形式

機能
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エフーメッセージ エラーの内容

illegalinitialization 初期化の右辺が定数式でない

illegalmain main関数に引数を宣言している

illegaloperandof演算子 演算子のオペランドの型が不正である

illegaloperandofU+ 単項+演算子のオペランドの型が不正

illegaloperandofU- 単項一演算子のオペランドの型が不正

illegaloperandofARC 関数呼び出しの引数の型が不正

illegaloperandofRET リターン文の式の型が不正

illegalslu 構造体/共用体が不正使用されている

illegalsize 構造体/共用体のサイズが大きすぎる

illegalswitchexpression switchCe)の式のeの型が不正である

illegaltype 不正な型変換が発生している

illegalvoid void型の使用が正しくない

includ巴nesttoodeep 持includeのネスティングが深すぎる

macrorecurSlOn マクロが再帰している

memoryfull メモリが不足している

missingargument:名別 関数定義のC)内にない引数を宣言している

missingdeclarator 宣言子がない

missingfunction 名目IJ 使用された関数が定義されていない

missinglabel • goto文にラベノレがない

-使用されたgotoラベルが定義されていない

mlssmgmam mainC )が定義されていない

missingmember -メンバー未定義の構造体/共用体を初期化している

-式中で定義していないメンバーを使用している

Imlssm~ mer伽 rm仇 構造体/共用体の定義でメンパーが1つもない

mlssmgnam巴m prototype 関数定義のプロトタイプに引数名がない

mm1lsEcAQMcぺd】llnnbUbU&&Ehν.EvyJyppp& eelnpr‘ototype
型を宣言していない

プロトタイプで構文規則違反がある

lIewlin巴incharacterconstant 文字定数の構文内に改行文字がある

II巴wlineinstringconstant 文字列定数の構文内に改行文字がある

prototypeunmatch 関数呼び出しの式がプロトタイプに適合しない

redeclaration 名削 定義済みの名別を定義している

lじserved 名目IJ この名目IJは予約されているので使用禁止

吋¥"ntaxerror 構文規則に適合していない

Lokenbufferfull マクロ展開が複雑すぎる

Loncomplicateddeclarator 宣昌が複雑すぎる

loocomplicateddeclaration 宣百が複雑すぎる

• loocomplicatedexpression 式が複雑すぎる

Loncomplicatedinitialize 初期化が複雑すぎる

J loodeepstatement 文のネステインタが深すぎる

240
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一 8.エラーメッセージ

コンパイルエラーメッセージ
8.

エラーメッセージ

エラーの内容

NulldimenslOn

配列宣言で要素数が書かれていないものがある

arrayoffunρctlOn1内sillegal
要素が関数の配列を宣言している

can'tflndincludefile
インクルードファイJレが見つからない

casenotlnSWItch
caseラベルがswitch文の中でない

constantexpected
-配列宣言で‘要素数が整数定数式でない

• caseラベルの式が整数定数式でない

defaultnotInSWItch
defaultラベルがswitch文の中でない

deflnebufferfull
事defineが多すぎる

1I

diff巴rentslu

構造体/共用体の代入で両辺の型が逢う
ロ

divisionby0

/または%演算子の右辺が自である
日

duplicat~ 事 define 名前
定義済みのマクロ名を定義している

ロ

duplicate~

switch文中に同じ値のcaseラベルがある
口

duplICatedefault
switch文中にdefaultラベルか複数ある

n

duplicatelabel 名前
定義済みのgotoラベルを定義している

n

emptycharムactercトconstνantし
文字定数構文中に文字が1つもない

floatoverflow
実数の定数値か大きすぎる

口

floatunderflow
実数の定数値が小さすぎる

n

funcふtionillegalin~
構造体/共用体の中で関数を宣言している

funρし 十しlonre&'LUUr-1 ncu -lleFbalゐtype
関数値として返せない型を定義している

ifnesttoodeep

事if/j¥ifd巴fのネスティングがi探すぎる
目

一

ifnestmg巴rror

事if/事ifdefと事endifの対応が取れていない

if-lesselif

事elifに対応する事if/事ifdefがない
仁

一
if-lesselse

j¥elseに対応するIIif/IIifdefがない ， -

if-lessendif

事endifに対応する事if/事ifdefがない

illegal事 line
事define行の構文が不正である 一

illegalbreak

break文がdo、for、while、switch文の中でない 一
illegalch~

ソースプログラムに不正文字がある 一
illegalclass

記憶クラスが不正である 一
illegalco~

continue文がdo、for、whil巴文の中でない 一
illρegald司IglふtInocゐ冒tal

8進数内に不正数字C8と9)がある
ー--FpEeeE-d--，-.-.

illegalfu~

関数型でないもので関数呼び出しを行っている

illegalif

事if/事ifdef行の機文が不正である

二」
，

illegalinclude
事include行の構文が不正である

illegalindi~

単項*演算子のオペランドが不正である

品ー』

園田



エラーメッセージ エラーの内容

toolonginitializer 初期化で文字列定数が長すぎる

toolongmacro マクロ本文が長すぎる

toomany#define 書defineの個数が制限を超えている

toomanycase caseラベルの個数が制限を超えている

toomanycharacters 文字定数の文字数が制限を超えている

incharacterconstant

toomanycharacters 文字列定数の文字数が制限を超えている

m strmgconstant

toomanyinitializers 初期化式の個数が宣言より多い

toomanylabel gotoラベルの個数が制限を超えている

toomanyprototype プロトタイプの個数が制限を超えている

unacceptableoperandof& &演算子のオペランドが不正である

undefin巴名前 未定義の名目IJを使用している

unexpectedEOF 構文規則の途中でソースプログラムが終了している

unknownsize サイスが確定できない

voidfunction void関数なのにreturn文で値を返している jzeroornegativesubscript 配列の要素数が自または負である

8. 2 実行時エラーメッセージ

エラーメッセージ エラーの内容
一

NOMEMORY 関数の再婦などでメモリを使い果たした

BADPOINTER ポインタでの代入、C領域以外のメモリへ書き込もうとし

fこ
一

DIVISIONBY0 。での割り算
『

UNKNOWNERROR ポインタでの代入で、C領域が破壊されている
一一→

BADFUNCTION ポインタでの関数呼び出しで、ポインタ値がおかしい

BADSTREAM 入出力ライブラリのストリームが適正でない 寸

ARITHMETICERROR -数学ライブラリのシステムコーノレでエラーリターン L~
-浮動小数点山

FRAMEERROR 関数フレームが破壊された

I/OOPENERROR SIースをトプン…何度オープンヨ

I/OERROR ミニI/Oをオープンしていない

iド

COMETの仕様については、264ページを参照してくださL、。

C・¥SLモードは次の3つの機能から構成されています。(245ページの機能一覧表を参照ください。)

|二一2.CASしモードの構成一一ー|

243第7章

CASし

1.CASし(アセンブラ言語)

アセンプラ TEXTエディタで作成したソースプログラムをオブジエクトプログラムに変換してメモ

リに書き込みます。

別売のプリンタCE-126Pが接続され、“PRINT"が点灯しているときは、アセンブ

ノレした結果を印字できます。

コンビュータ言語においてBASIC、FORTRAN、COBOLといった高水準な言語は、その記述

がわかりやすいためプログラミングが容易であり、開発期間も短くてすみます。しかしこれらは、メモリ

の作業領域を多く必要としたり処理速度が遅いといった面があります。コンビュータの性能を最も効率よ

く活用できるのは機械語ですが、機械語コードで入力する必要があり、プログラミングは非常に手聞がか

かります。

アセンブラはこの機械語に最も近い言語です。BASICほと手軽ではないにしても、機械語に比べて使

いやすく、コンビュータの性能を限界近くまで活用できます。ただ、アセンブラ言語で効率の良いプログ

ラムを作るには、各命令を実行するときに、レジスタやフラグなどがどのような勤きや働きをするのかを

知る必要があります。これらの動き、働きなどはコンピュータのハードウエアに大きく左右され、メーカー

や機種により異なるのが普通です。

このため経済産業省の情報処理技術者試験では、COMETという仮想の計算機を設定し、これのアセン

プラ言語としてCASLの仕様を取り決めたうえで試験問題を出しています。(平成13年度より、計算機

はCOMETIIに、アセンブラ言語はCASLIIに改定されていますが、本機はこれらに対応していませ
ん。)

本機のCASLモードは、このCASLの仕様に準拠したアセンプラ言語が扱えるため、情報処浬技術者

試験(基本情報技術者試験(I日第2種)では選択)のトレーニングとしてプログラミングからデバッグそ

してシミュレーションまでの学習にお使いいただけます。

この取扱説明書は、本計算機の操作方法に重点をおいて説明しています。COMETIIやCASLIIの仕

n、CASLIIの文法、プログラミングについてのくわしい説明は、有名書庖で販売されている情報処理
L¥.術者試験のCASLIIに関する書籍を参照してください。

第6章 C言話機能242
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【作成手l頓の解説】

①;ζ;;;;frifff:;ALf;;;;:;7217:レエリ内登録を行います。
ンブラ機能によりオブジェクトプログラムを生成します。::i;LLLL;::、オブジェクトアログラムに必要なブレークポイントのアドレス設定やレジスタ、

プログラムカウンタなどの設定を行います。 実行 またはトレース実行を行います。

ミュレータ機能でオブジェクトプログラムのノーマル 、

⑤iびモニタ機能を使用して、汎用レジスタやフラグレジスタの変化を確認します。また、オブジェタト
やメモリ内容の確認と変更ができます。

⑤必要に応じて③~⑤を繰り返します。 プ グームの変更を行い、再び②以l怖を実行し
⑦プログラムに誤りが発見されたときは①に戻り、ソース ロ フ

ます。

⑧必要に応じて①~⑦を繰り返します。
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CASLのソースプログラムの作成や変更などはTEXTCテキスト)モードのエデブタ機能を用いて行

いますo

ITEXTI(EJと押して、テキストエディタを選んでください。

|TEXTEDITOR
<

• TEXTモードのくわしい使いかたは、「第5章 TEXTモード」を参照してください。

3. 1 ソースプログラムの入力形式

ソースプログラムの構成を以下に示します。

32767BGN ADD 0，DAT，1;SAMPLE
ト ~ト一一→I Iご エト ニl
行番号櫛ラベル繍 命令コード欄 オペランド欄 注釈欄

(省略可) (省略可〕

(1) 行番号(ラインナンバー)欄

①行番号は1-65279までの数値を使用します。

② 1-65279の範囲外の値を指定すると“LINE NO， ERROR"が表示されます。

似) オペランド欄

①オペランド欄はGRフィーノレド、adrフィl ーレド XRフィーレ叩れます
②各ブロック(フィールド)の区切りには、必ずコンマ(，)が必要で‘す。

③XRフィーノレドは省略することができます。

(5) 注釈糊

①プログラムに注釈を付加する場合は、オペラン P こ
を入力します。 トの直後』セミコロンC;)を入力し、その後に注釈

ド一行の長さは、注釈欄を含めて最大加文字までです。

3. 2 ソースプログラムの消去

TEXTモードの機能選択画面で、(Q)を押せばデリート CDeD機能が選ばれ、次のようにテキスト内

容を消去(削除)してよいかを聞いてきます。(テキスト内容がないときは、画面は変わりません0)

TEXT 0ELETE 0K? CV)

TEXTモードの機能選択画面で匡3を押せばテキストエディタが選ばれます。

，i;にソースプログラムの入力手順を説明します。
DiT番号を入力します。

3ラベノレを入力するときは、行番号に続けて入力し巨互国を押しますの

:jZT7;zf;;7;PJ;;;;J:;;:;:?とi:;::;;;;:
i吋「ランドは、コンマ(，)で区切って入力します。
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1~ こセミコロン(;)を入力して、その後に入力します。
⑤注釈は、オペランドの後』 は注釈のt:めの区切りとしては扱われません。(文字とし
ただし、DC命令の文字列中のセミコロン 】

⑤7i::::二了山団を押して、プロかをメモリに格納します。
に22己21私立よ択画面に戻します。
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S
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'CARDS・

llEA

事EB

[キー操作]

(1EXf)巴
10L1(TA~ START(iA~ L2圏

一L2CtA~ OUT国 DSP. N圃
30 0-A~ EXIT圃

40N[TAB)DC(JAB)9圃

50DSP(lAIDDC(lAB)事E8圃

60(fA~ DC(JAmIIE9圃-
70CtA~ DC0-A~ ，CARDS' ~

80(JAmDC[TAal事EA@

90(1 A~ DC[TAB)事EB圃

l自由(lA~ END圃

[解説]

テキストモードのエディタにする

ラベル“L2"の行より実行開始

DSP番地からN番地の文字数分を出力

プログラム実行の終了

出力する文字数r9Jを格納

「今jマークのコードを16進数で絡納

「・」マークのコードを16進数で格納

rCARDSJの文字列を格納

「・Jマークのコードを16進数で格納

「争Jマークのコードを16進数で格納

プログラムの終わり(実行の終わりはEXIT)

以降の説明でこのプログラムを活用しますo

r;乙??11官r:のみを入力して指定すること同仏

一一一
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-4ァセy刀レ二二一一一I
TEXTモードで入力したソースプログラムを計算機が実行できるオブジェクトプログラムに変換する

(アセンブルする)場合、まず、CASLモードにします。

{SHIFTI+包亘亙口を押してから巴〕を押します。 I 本牟宇 CASL 事*場

メニュー画面になります。 I
Assemble Monitor Go

@を押します。

アセンフールが実行されます。

事事. CASL..本
Assemble Monitor Go

comPlete!

アセンフソレ実行中は画面の下の行に“assembling"と表示され、終われば“completeI"と表示さ

れます。アセンブJレするプログラムが短かいときは、この表示は一瞬で終わります。オブジェクトプロ

グラムは1000番地から格納されます。
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①アドレス(16進)

②オブジェクト06進)

③対応するソースプログラムの行番号

④ラベルテーフソレ
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アセンブノレの実行で、ソースプロクラムにエラーが検出されると、下表のようなエラーメッセージが表示

されます。

エラーはICLSIで解除して、TEXTエディタでソースプログラムを修正してください。

ブノレ時に使用するメモリは、オブジェクトを記憶するメモリを除いて、ラベノレlつで8バイト、ワー

リが足りないとメモリエラーになります。

ーーーーー一ーーもi

Truce

f
トレース実行

Norma，
f

ノーマル実行

一一_ 251
くく S1M百了二一一一←一一

START Anno二士".，.，ON '"一一一
-vURUSgihJJ

CASL第 7章
圃

回または白で選択します。

エラーメッセージ24.

実行開始アドレスは、 START命令で指定されたアドレスが表示されます。 START命令で実行IlIJ始

アドレスが指定されていないときは、自動的に持1(')(')(')が実行開始アドレスになります。

表示されている実行開始アドレスを変更する場合は、上記のアドレス表示状態で、変更したい7ドレAt

10進数、16進数、またはラベノレで入力します。

本事司俳

M t G7CASL*司隊 司彦

ASsemble

ノーマル実行

トレース実行

5.

2

言方法選択画面で囚を押せば、設綻定さ悶行関鵬始アドμMレ川ス山~

「一二乙二三?実行を開lhしますの
/....CARDS“一一一一一一u

圃

EXIT命令が実行されると、メ
〆ニュー画面に戻ります。

J;7ノレ実行中、次の場合はフ・ログラムの実行を停止して、実行内容の表示や停止したアドレ
レスを表示し

-TZjfEfufiiii王子立こ完誌でヰl:
.本命令を実行した場合(262ページ参昭】

本命令により停止し げ 申:… 一
次の命令を実行しまよ。レνスタ内叫どが表示されているときに圃を押すと、*命令をスキγプして

:;:27j;;:ttE::11ロコ;????とな;7…フーントの
ん。 胃口、フレークポイントが設定されているアドレスの命令は実行されていませ

;広三;!?!日戸町:;三旦:tfLZJ72Jン
;iJ77550f72I??;;;エ;;;ょ;????;;;L君!司;;;;;;
・/111;'(11(，rlこ“PRINT"が点灯しているときは、OUT命令による結果がプリンタで印字されます。

;;1・2????三;:;232f二三zt;;;f;;:f;ど;;二ご;;

ュレーション
句、、、、5.

エラーの種類 エラーメッセージ 原 因

オペコードエラー OPーCODE ERROR(行番号) 行番号で示すプログラムの命令コー

ドに誤りがある

OP-CODE ERROR(白) ソースプログラムカまない

オペランドエラー OPERAND ERROR(行番号) 行番号で示すプログラムのオペラ

ンドに誤りがある

ラベルエラー LABEL ERROR(行番号) 行番号で示すプログラムのラベル

に誤りがある

メモリエラー MEMORY ERROR(自) -オブジェクトを記憶するメモリ

が不足している

-スタック用メモリが不足してい

る

その{也のエラー OTHER ERROR プログラムの先頭にSTART命

令がない、終わりにEND命令が

ないなど、入力形式が正しくない

一

回

メニュー画面でemを押すと、オブジェク卜プログラムの実行処理に移ります。

次に@Jを押せば、実行方法選択画面になります。
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:制叫し仏こにこで諸表訴示山 Cの附令新矧後…値一、つ吋ま制りt)(jzl;:~次
Lムん』にこ@を押押す壮と、次の命令を実行して停止します。 B

2
0

日

日

目

B
自

由

>

l

l
曲

目《
》

4

U
R
C
R
P

G

F

F
〈

自

自

由

自

由

自

自

由

自

由

自

由

自

由

曲

目

白

1

2

3

p
n
u
D
n
Dれ

pnい

F
U
F
U
F
U
F
U

BBnwl

(注)GR4の値はメモリの使用状態により変わります。

1日目2
GR曲 目白曲目 GR4 lB0A
GRl 自由B自 PC 1曲目4
GR2 日自由自 FR 自由自由

GR3 自由自由主主主

実行した命令
@

メニュー函面でlliBI白+巨三回を押し、

で実行結果が(16進数で)印字されます。

前liD:GR(1 GR1 郎内「
10自由:呂田主日 り白自由自白日(1 (1日ーJ

1自由2:司自由o000号坦8日出叩
1白白4:由自由自由自白世回目自由 自白00

"CARDS.ー .-..-..-..-.，-:.ーーー
自白白2:白白00000000号o0回日目
1白自己:013000自由。山回目凶白日
1自由:3:自白自由 自由自由00000013白

←①→l←②→l←①~I←④→l←⑤→l

“PRINT"が点灯しているときは、以下のフォーマット

①アドレス

②GR0

③GR1

④GR2

⑤GR3

5. 3 シミュレーションでのエフー
が発生することがあります。

シミュレーy ヨ/'-伸、v、

エラーメッセージ
原 因

OBJECT ERROR
オブジェクトプログラムカtない。

ホ MEM本

・JMP命令などで使用可能な領域を超えたアドレスマへへのωヅγ ャャンプか
ホ ERRネ

行われた。
-使用可能な領域を超えて、データのロードやセーブをしようとした。

キ aPRキ
OUT命令で出力文字を97文字以上にした。

ホ ERR本
一

一一一
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6.モニタ

モニタ機能では、仮想計算機COMETの各レジスタの内容確認や、オブジェクトプログラムを表示でき

ます。

また、レジスタの値やオブジェクトの設定・変更、およびシミュレーションのためのブレークポイン卜の

設定などができます。

モニタ機能は、メニュー画面で庄司を押すことによって選べます。(匡HIFTJ+巨亘亙Dを押してから

巴〕を押すとメニュー画面になります。)

回 くく MONITOR≫
Register object

モニタ画面では、次の操作が可能です。

キー操作 機 有E

因 レジスタの内容の表示と、レジスタへの値の設定ができます。

回
オブジェクトプログラムと逆アセンプルした命令の表示がでます。また、この内容を設

定したり、変更したりできます。

6. 1 レジスタの内容の表示

モニタ画面で日己を押すとレジスタの内容やブレークポイントの内容が表示されます。

因

(注)GR4の値はメモリの使用状態により変わり

ます。

GR日 韓日目白日 目
GRl 韓日日目曲 目
GR2 韓日自由自 由
GR3 尊師自由自 由
GR4 持1B自B 6923

PC 持l自由自 4日96

~ 、ーーー『ザーーー〕、ーー一、，ーーー~

レジスタ 16進数で 10進数で
内容を表示 内容を表示

以降、司3でカーソノレ(このときのカーソノレはコロン(:)の消灯)を下に移動していけば、FR以降を

1IIIIIlliに呼び出すことができます。

団

GR3 非自由自由 。
GR4 草1B0B 6923
PC 持1日日目 4096

FR 世自由自由 自

BP 持FFFF 65535

BC 韓日白日自 由

IJ，-Jときは喧3を押します。哩3の代わりに@を押しでも同様に働きます。
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容内一一小表
す土俵れさ

一
不
表'b

，
力容内た

れキ。憶
日
」一一="。

に

す

地

で

番

ク

a

U

Y

8

ニ

自

モ
1

ニ

持

た
の

し

ア

ル

リ

フ
エ

ン

ト

セ

ク

ア
ェ

逆

J

ジ
ム
」

プ

ド
オ

一
、

コ

と

ト

す

ク

押

エ

を

ジ
圃

打

拘

瓜

ス'ν
H
A
'ア始関の

日

}

ム

日
一
-
フ

自

『

グ

寸

均

Q
U

一，

S

イ

E

メ

DHU
h
uDA

くく OBJECT ≫

CASL

オブジェクトコードの表示

るときは、アドレス韓1000が表示されます。

第 7章

3

ロ

6.
表 刀て レジスタ名 機 有E

GR 自 ~GR4 汎用レジスタ 算術演算と論理演算に用います。GR1~GR4は指標

レジスタとしても用います。また、GR4はスタックポ

インタとしても用います。

PC プログラムカウンタ 次に実行すべき命令が格納されているアドレスを記憶し

ます。

FR フラグレジスタ 特定の命令を実行した結果が、正、ゼ口、負になると、

それぞれ由、 l、 2にセッ卜されます。

BP ブレークポインタ
シミュレーションでの実行を制御するために使用します。

BC ブレークカウンタ

第 I語目
第 2t吾目
第 l語目
第 2語目

圏

直

:

・

⑦

GR0~GR4 、 PC 、 FR 、 BP 、 BC の各レジスタに値を設定できます。

{直を設定するときは、レジスタにカーソル(コロン(:)の消灯)を移し、そのまま、10進数、16進数、

ラベノレ、文字などで入力して面司を押します。

〈例)10進数の入力 123匝E 韓日目7B 123 が入力されます。

16進数の入力。非自由7B匝B 韓日目7B 123 が入力されます。

ラベルの入力 "L1II 邑B ラベル“L1"が定義されているアドレスが
文字の入力 目 A' 面目 Aの文字コード 持0041

設定終了後、巴REAKJでモニタ画面に戻ります。

レジスタに値を設定するときは、次のJ点に注意してください。

①設定する値は10進数、16進数、ラベル、文字で入力します。

②負数は先頭にEヨでマイナスを入力します。

③設定できる値の範囲は 32768-65535までの整数です。この範囲を超えた値を入力して~を押すと、

入力前の値に戻ります。

④FRの値は目、 l、2だけです。由、 l、2以外の値が入力されると、他のビットは無視されます。

ただし、画面には入力した値が表示されます。

⑤アセンフソレ笑行後の各レシスタには、以下の値が設定されています。

GR0~GR3 ・0

書I自由B

非I自由A

書自由自2

レジスタに値を設定する方法26.

fErこJ7よι;Jぷ占ι〉に?ご:二カJι:
なお、ヨ 3 の代わりに~を使用しでも同じ働きになります。

才ベランド表示入力されます。

が入力されます。65

オブジエクトプログラムが記憶されていないときに、モニタ画面で(Q)を押した場合はエラーになり“O
BJECT ERROR"が表示されます。

乙のときはc])を押してメニュー画面に戻し、アセンブノレを行ってください。

たっわ替
的
J切へ)NU

D
U、

TxnιT
f
l

、
ト

h'モの
山

出
，4
1
.
り
，
n
ド

rモL
円、uA「U、

+Jeム
-フ
H
Yロフ

ト
a

h
ノエ

J
リ
ノプオ)t

ときに消去されます。

他のモードからCASLモードに切り替えたときは、再度アセンブルを行ってください。

;同地道ア同同au丁命併令…て陥…邑凶山邑拍%叫…陥叫…h陥叫…丸凶叫丸凶山』陥』山…包…
;;念f;Jζι;ニ;:?;;y一…Ta孔， bは払、P山 a、PUS恥 CALL2牝山とιLEA4， 2 41
2九九九九九%た気:..:..:..気為抽……包:..:..…気九九二ょ;こ;;ニ:;二;;;;;;;j

オブジェクトエリアの最上位番地+1

メインプログラムの実行開始アドレス

(STARTで指定されたラベルのアドレス)。
FFFF (16進) 65535(10進)

(ブレ クポイントが設定されていない状態)

GR4

PC

FR

BP

BC 自

(注)GR4はスタyクポインタとして最大限に使えるように、オブジェクトエリアの最ーLf立訴j自

+1に指定されています。この値はモニタ機能で呼び出してマニュアノレ操作で‘変更、またはプ

ログラム上で変更できます。
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(GR0をクリアする)

(GR1をクリアする)

(無条件にAGNlヘジャンプする)

(指標レジスタGRlを利用してデータを』

自

GR1. 0

AGNl

GR0.

START

LEA

LEA

JMP

10EXAM

2日BGN

30
また

256

メインプログラムの開始了ドレスを表示している画面で、表示させたいアドレスを10進数、16進数、

はラベルで入力し、函Bを押すと入力したアドレスの内容が表示されます。

任意のアドレス内容の表示46.

GR自へ加算する)

(GR1の内容にlを加えて、結果をGRlに入

カウント7"プ)

R1の内容とN番地の

個数の判断)

40

』こ頃番GR1DATGR0ADD50AGNくく OBJECT≫

ADDRESS=事1骨自由

れる

1， GR1GR1，LEA60

盤面白由4JMP64曲目
白日目4

l自由B
1009 内容とを大小比較する(GNGR1CPAGN170A
自由自9
自由E8
6日E9
日o43

1日0A
1日目B
10自C
l白日D

事1008圃

(FRの値が“負"を示してしればAGNへジャ

ンプする)

(GR0の内容をTTL番地へ格納する)

(プログラムの実行終了)

AGNJMI80

巴REI習を押せば、モニタ画面に戻りますa ルの内容は正しく表示さ
スを命令語の第l語目とみなしますので、逆アセン7

(注)・入力したアドレ
GR自. TTLST90

(結果を格納するためのエリアを確保する)

5

韓日自由C

韓日7F3

EXIT

DS

DC

DC

DC

100

110N

120TTL

130DAT

14自

ます。

レスーl

クを表示し

-
ト
‘アる'してつ入

4

ι」』AaゐRG
4

ι』ヤ時了終しvjフンセア
、
'
り

ふ
Ma開ua引νau

-
hム

ル

油

引

斗
A

。スレ
ド
h7

0

る

す

き

で
で

囲

力

範
入

の

•
れない場合があります。

オブジエクトプログラムがないアドレスは、自由自由

サンプノレデータ幹自231

非自由o9
韓日目白F

DC

DC

DC

I5自

160

17日

(プログラム終了)

このプログラムをTEXTモードで入力し、CASLモードでアセンブルしてくださL、。

ENDI80
一 スへ移し、10進数、16進数、ラベノレ、文字でオブ

:;;::JJJ二113:エ:ニ;;こと山、オフジエクロードを書き換えるこ
オブジェク卜コードの書き換え56.

オブジェクトコードの内容確認7.
〈例〉書き換えたいアドレスの行を表示させしの消灯〕

1l1210@

とができます。

キー操作 表 巧言

本** CASL *本*

Assemble Monitor Go

回 ≪ MONITOR ≫
Register object

ロ ≪ OBJECT ≫
ADDRESS=替J000

圃 1000 12自由 LEA 。， 韓日自由。

1001 自由自由

1002 1210 LEA 1， 尊自由自由

1003:00自由

l自由4:6400 JMP 書l自由A

I005 100A

伝記します。クトIHの手順に従って、モニタ機能によりオプジ

のようにJ呆f乍します。
オブジエクトコードが書き換えられ、ニモニソクも変わります。

また アセンフラの命令語も入力できます。 I スタに値を設定する方法」を参!日1
・10戸、16錦、ラベル、文字での入力の形式は254ページの レジ

1例一新
一

一
t」
-

一
SA
一
C
一
7.

してください。

L

.-ll

一一一一一

「番号120で総和を絡納する領域を確似し、行~
データは、行番号130~1701こ定義されています。また、行

号90でその領域に総和を収納しています。

次のプログラムは5個のデータの総和を求めるプログラムです。
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ヨD BC 科目白自由 自 ブレークカウンタを2に設定

2@ BC 持自自由2 2 します。(2回目の実行で停止)

直匡互回直匡互巴 本事本 CASL 本本* メニュー画面に戻します。

Assemble Monitor Go

回圃 ≪ SIMULATION≫ 実行方法選択画面にします。

START ADDRESS=韓10自由

Normal Trace

回 100C GR自 由自由C GR4:lAA5 ノーマJレ実行をします。 2回

* * GRl 自由自1 PC 100C 目実行の事100C番地でブ

*STP* GR2:0000 FR 0002 レークiJiかかり、レジスタの

本 * GR3 自由自由 <JMI> 内容を表示します。 GR自に

データII000Cが加えられ

ます。

国j 1自由C GR0:07FF GR4 lAA5 実行が再開され、次のデータ

* * GRl 0自由2 PC 10自C (非自7F3) をGR日に力日

*STP本 GR2:00自由 FR o002 え、GRlは2になります。

本 本 GR3 自由自由 <JMI>

直E互巴~互巴 本本* CASL 本**

Assemble Monitor Go

回国 GR0 韓自7FF 2自47 モニタでレジスタを呼び出し

GR1:110002 2 ます。

GR2 韓自由B自 由

GR3 韓日自由自 由

GR4 韓lAA56821

PC 非10白C 4108

1EE カーソノレをブレークカウンタ

へ移します。

回 BC 持0000 0

'l@ BC 事由自由4 4 4を設定します。

iEEE *本* CASL *本* メニュー画面に戻します。

Assemble Monitor Go

|回圃 ≪ SIMULATION≫ 実行方法選択画面にします。

c- START ADDRESS=非l自由C 実行開始アドレスは先ほど、

Normal Trace 停止したアドレスになってい

ます。

回 100C GR0:0A48 GR4 lAA5 ノーマノレ実行をします。

* キ GRl 自由自5 PC 100C 先に停止した状態からの継続

*STP本 GR2:0000 FR 自由自l 実行になります。

ネ * GR3:000自 <JMI> GR自には5個のデータの合

計が入っています。

|画面四 本本本 CASL ネ** メニュー画面に戻します。

Assemble Monitor Go

第 7章 CASし

ノーマル実行

かります。

キー操作
表

刀可
説 明

キキキ CASL 本*本

Assemble Monitor GO 一

回
くく MONITOR ≫

モニタ機能を選びます。

Register Object ー一

因
GR白 書自由自由 。 レジスタの内容を呼び出し、

GRl 事自由自由 。 カーソJレ(コロン(:)のil'i

GR2 事由自由自 由
灯)をブレークポイントレジ

GR3 事自由自由 。 スタへ移します。

GR4:1I1AA5 6821

PC
1I10内w。り “凋品096ハu

C!J
ブレークポイントは設'ぶされ

C!J BP 事FFFF 65535
ていません。

II10日C BP 世FFFF 11100C_
ブレークポイントを7ドレエi

@
BP 11100C 41自8

時100Cに設定しま土J

7. 2
次にソースプログラムの行番号80 JM! AGN にブレークポイントを設定して、プログラムの'火

;:32;;;::;fiLドを調べると、この命令はアドレスII100C1こ格納され山こと州

258

巴む
10自6:2自由1 ADD

0. 世1自14，1

1自由7 1014

1008:1211 LEA
1. 事由自由1. 1

l自由9:0001

100A:401白 CPA
1. 替1012

100B:1012

100C:6100 JMI
事l自由6

100D:1006
l自由E:11自由 ST

0. 事l白13

10白F:1白13

1010.6400 JMP
事由自由4

1011:0004

10問o12“，~凶 白切 A肌o5、u 申伊本

1自13 自由自由

l自14:000C キ

1015:07F3
1016 命o23毛 1 *本 *本 本
ー 0り1η7:0り00ハ~

1018 由自由F 本

l自19:0000

BREAK

くく MONITOR ≫
巨団 Register Object
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第 7章 CASし

団

団

圃 1自由4・GR0:0000 GR4 lAA5 JMP AGN11こ1挺条{牛に
GRl 自由自由 PC 100A 分岐(ジャンプ)します。 P
GR2 自由自由 FR 自由自l Cの値を見ればl自由A番地

GR3:0000 <JMP> であることがわかります。

圃 l自由A:GR0:0000 GR4 lAA5 CPA 1. NでGRlの内
GRl 0000 PC I自由C 容とN番地の内容を比較しま
GR2 自由自由 FR 自由自2 す。

GR3:00自由 <CPA>

団 100C:GR自 由自由自 GR4 lAA5 JMI AGNでFRが2の
GRl 自由自由 PC 1006 ときはAGNアドレスへ分岐
GR2 自由自由 FR 自由自2 します。

GR3:0自由自 <JMI>

団 10自6:GR自 由自由C GR4 lAA5 ADD 0. DAT. Iでf旨
GRl 自由自由 PC l自由8 標レジスタ(GR1)を利用
GR2:自由自由 FR 自由自由 してデ タをGR自に加算し
GR3:0000 <ADD> ます。

匝B 1008:GR0:0自由C GR4 lAA5 GRlにlを加算します。

GRl 自由自1 PC 1自由A

GR2:0自由。 FR ・o00日
GR3:0000 <LEA>

団 100A:GR自 由自由C GR4 1AA5 以降、問機な動作がデータ数

GRl 自由自1 PC 100C 分繰り返されます。

GR2:0000 FR o002
GR3:0自由自 <CPA>

団 100A:GR0:0A48 GR4 lAA5

GRl 0005 PC 100C

GR2 自由自由 FR 0001

GR3 自由自由 <CPA>

圃 100CGR0 0A48 GR4・lAA5 CPA I. NでFRが lと
GRl 0005 PC 100E なったため、分岐せずに次の

GR2 自由自由 FR 自由自l 命令を実行します。

GR3 自由自由 <JMI>

団 100E:GR0 自A48 GR4 1AA5 ST 0. TTLでGR0の

GRl 自005 PC l自10 {直を番地TTLへ格納します。

GR2 自000 FR 自由自l

GR3 自由自由 <ST>

団 1010 GR00A48 GR4 lAA5 EXIT命令により実行を停

GRI 0005 PC 自由自4 止します。(EXIT処理ノレー

GR2:0000 FR 自由自l チン持自004番地へ分岐)

GR3 自由自由 <JMP>
少

回 **本 CASL **本 メニュー画面に戻ります。

Assemble Monitor Go

-J.'

l肘i

をリ

キー操作
表 刀三

説 明

*キホ CASL 本木*

Assemble Monitor GO

回匝B
<<SIMULATION>>

START ADDRESS=事l自由。

NormaI Traee

白
100白 GR0:0000 GR4 lAA5

トレースモードで実行を

GRl:0000 PC 1002
します。

GR2:0自由。 FR 自由自l
LEA 0. 自でGRU

GR3:00自由 <LEA>
セソトします。

団
1自由2:GR0.0000 GR4 lAA5

LEA 1.自でGRI

GRl 自由自由 PC
l自由4 セットします。

GR2:0曲目白 FR 自由自l

GR3:0自由自 <LEA>

ぅ::;;;:fiAぷ??二17i;よいリは7センブル実行直後の例を示しています。

第 7章 CASL

設定したブレークポイントの解除には、次の2通りの方法があります。

11'¥7センフソレを再実行します。

屯弘函Zイ;ぷ4ぷ出;詑官Tf官T7±?!f冗寺三r;
巨E互巴でメニユ一函面に戻します。

7° 3 ブレークポイントの解除

7° 4 トレース実行

ω・7;〈;:?;ム;J;;:ιLL;;;;;;:LL:zlyffょ;;;;;;
自にしますo ブレークカウンタの{直が自または1以外のときは、ブレークカウンタからlを減じ

て、プログラムを続行します。

B;;;;;きf;;で10行→40行→70行→80行→50n- 60i1'-叩行→!?ケ
r 2→ l

BC=2 ¥ ~ nnnr OOOC0→OOOC
GR0=0 ¥

停止

・スタートアドレスとブレークポイント (BP)の値が等しいとき、ブレークカウンタ (BC)の

値が自であればプログラムを続行し、次にプログラムカウンタとプレークカウンタの値が一致し

;:7党己主νの脚円であれば、何も実行せず岬止し、ブレークカウンタの値を
自にします。ブレークカウンタの値が日および1以外のときは、 1を減算してプログラムを続行

します。

260



キー操作 表 耳t 説 明

*本本 CASL ***
Assemble Monitor Go

回圃 ≪ SIMULATION ≫
START ADDRESS=非1000
Normal Trace

図 1008 GR0:000C GR4 lAAC *命令があるとプログラム

* キ GRl 自由自由 PC 10自8 の実行を停止します。
*STP* GR2 000自 FR 自由自由

* * GR3 自由自由 <*>

団 1008 GR0:0018 GR4 lAAC (注1)
本 ネ GR1 0000 PC 1自由8 (注2)
*STP* GR2 0000 FR 自由自由

* * GR3:0日自由 <*>

(BREAKI直REAKI 本本* CASL *キヰ
Assemble Monjtor Go

回回 ≪ OBJECT ≫ アドレス持I008のオブ

現1008 ADDRESS=尊1008_ ジェク卜プログラムを呼び

団 1008 自由自由 * 出します。

10自9 自由自由

10自A:4自10 CPA 1，持1012
100B:1012
l自由C:6100 JMI 若l自由6
10自D:1006

LEA(f互白GR 1008 000自 LEA GRI， 1， GR1_ 空欄の答えを入力します。

1， GR1 1009:00自由

100A:4010 CPA 1，#1012
100B:1012

10日C:6100 JMI 持1006
100D:1自由6

団
1008 1211 LEA 1，帯。o01， 1 アセンフソレし、オフ'ジェク
1009 自由自1

トが生成されます。
l自由A:4010 CPA I，#l012
100B:1012

100C:6100 JMI 非10日6
l自由D:I006

匝歪AKJ~互目白 ≪ SIMULATION ≫
IlGN" START ADDRESS='BGN'

もう一度初めからプログラ

団 ≪ SIMULATION ≫ ムを実行します。

START ADDRESS=持100自
Normal Trace

回 *本* CASL *本*
終了するとメニュー画面に

Assemble Monjtor Go 戻ります。

園口"TTL" 1013 0A48 キキ*** (注3)

圃 1014 自由自C

l自15 07F3 ****本

1016:0231

1017:0009 *

L 1018 自由自F

CASし第 7章
CASし第 7章
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前の例題でプログラムの行番号60が空欄穴埋め問題となっていた場合、下の例のように60ラインにキ

を入力します。*命令は巨〕を押して入力します。

l白E目的t'l

Z白 BGt·~

30

40
5自白Gt'j

l
b~j

70白GrH

sa
9f1

1~H3

il0H
12~}TTL

i3~3D 持T

14[1

1513
16坦

170
i:3自

ST白RT
LE砧 5豆0，白
LEA GRi寄り

Ji'iF' AGrH
民DB GR自，Ii白T宅GR

5空1d・j
AGH
GR0，TTL

c
z
I
q
-仁
1

-
u
r
r
T
J
-
H
-
-
L
-

8
7
-
J
h
自

o

m--R-
日
ニ
ヨ
f-

z
a
-
-
t
一
一
耳
草
草
川
一
耳

T

E

4

;

i

!

i

!
V
1
:
l
i
-
-
;
一
:
ト

キ

伊

Mm-
訂
自
民
一U
K
京

郡

山

E

E

10E>~AI'i

2t1BGN

30
40
50AGH
i

己白

7白AGr41

2白
ヲH

l~Hj

1113H
1213TTL

l~' ヨ llAT

14(1

150

it日
17[1
1:3~}

c=>

空欄穴埋め問題の実行例

:3TART
LE品 GR0宅自

LEA GR1司白

.H1P AGN1
向III! GRt1，D伯T唱GR.

G~~l ， 1，G~~l
GRi司H
白Gt・j
5主邑，TTL

-

F

玄
J
1
4
-
U
2

「
トie

b
F
Z
E
M
-
-
L

-
J
7
2
一
世

f-

3
・j
g
-
M
E
L

EE---
一
一
耳
一
一
耳
耳
一
耳
立

T

i

l

l

T
ム

品
川
間
一
一
訂
山
k

m一
沢
民
町
民
一
抗
日

i

i

l

57.

団

回

回

圃

右のプログラムをアセンブルすると行番号60に対応するオブジエクトコードが

“普自由自白 書自由自由"になります。

このプログラムを実行すると、事1008番地でプログラムの実行を停止しますので、レジスタのfll'jを般

認できます。また、モニタ機能を使って、オブジエクトの確認や修正ができます。

:LIt4Et・W
: ][t

1000:i20€i 自由自由; 20
1002:121011白自己: 年
10 [1 4: 己40~} 1~}[1白: 斗日

1006:2自由11[114:50
10自白0000 ~}[10 色: 竺
10告白:斗0U} 101三; nj

10自c:己i自o10自己; 右自
189EEliS8121E:1-1
p}I[1:ら40[t 00~H: 1日T
"H:""'; : 11己l世12:話回世コ
一ーー : 1三自1013:己目回目 ー眠

1014:自邑自C :1主目
F 円ー玄 : 140

l白i5:自lト-'
1016:0231 :円Y
10i7:~jt1€t'3 :1と守

11~ti
101:3:回世坦F : ~:}=

1i当日

前IID :OBJECT
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アセンブラ言語の理解を深めるため、本機のCASLモ ドでの仮想ハードウェア仕機(COMETに準

拠)について概略を説明します。

(1)1語長 ー 16ビyト

(2)制御方式 。逐次制御方式(ノイマン型)

(3)数値の表現 16ビットの2進数、負数は2の補数表示

体)レジスタ ①GR自-4(16ビy ト) GeneralRegister 汎用レジスタ

GR1-GR4は指標レジスタとしても使用。さらにGR4はスタックポインタとして

も使用される。

②PC(16ビy ト) ProgramCounter プログラムカウンタ

実行中の命令語の先頭アドレスを保持するレジスタ。

③FR(2ビy ト) FlagRegister フラグレジスタ

演算、比較結果の情報保持レジスタ。

COMETの仕様概略28.
CASし

一 ~ョンで*命令を実行し、プログラムが停止しているときに@を押すと、次の命令

::iii:r;orFftt;i:T111Lるべきですカ 値が異なつ
〔注3);;L;;L詰ニ;芸:;:;it:;」直酎砂カがルt
す。この時点、では、オブジエクトコードは変更されていますが、ソ

いませんo ソースプログラムはテキストモードに戻って変更します。

第 7章
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8;己OMETの仕様-
仮想計算機COMETと本機CASしとの相異点

GRに設定されたデータ

正 」ゼロ i負
l自

本機のCASLの仕様は、経済産業省の設定している仮想計算機COMETのCASLと比べて、以下の

点が異なりますo (平成13年度より、COMETはCOMETIlに、CASLはCASLIlに仕様改定さ

れています。〕

8.

(2進表記)'-F-Rの佳| 自由 1-01I

[補足]トレース実行を行うとレジスタの内容を容易に確認できます。

1<1<弘.... ノ討毛万v....き...なせ'01がゼロなのか
うh 色=ー弔〆
h

; LEA命令でGRに設定される値がゼロのとき、 FRには¥')1が設定されます。

とそのため、FRの自1をゼロと呼び、 JZE(JumponZEro)で分岐します。
hと分岐命令においては注意してください。 ..
h""‘き...................................................................................................................込..................

ー

ν
「
打
実をム-フ

勿
Jロ7.り

ふ
M地番命別Mnu

oり
唱

l
ム

ル
卦
引

A
口場たれ有己略省AM

ト
ト
ーン

d

フベオたま
ふすまaF長C

令

巴

で

命

略
T

省

R

が

A

ル

。

T

ベ

す

S

ラ

ま 包........包民元民気..................生.............................包』昆』
h
h
h
h
h
h
h

。
すまか

h
りな-7エとるすレ。フンセ7

、
寸
4

。
伊

屯
声
邑」
》
」

，
しな囲範のr「un屯u民υ

「
町

υ
ρ
h》o

。
ρ
h
U
η
iの，“
ηぺ
uで数定進ハU1tAM

い
ト
ι

ム会一市H

ン

』
叩

-
7

C

ベ

D

オ

η
，ζ』

命令語の構成38.

(3)::::J二二J;;:?っ が表示され、キ一→カかi.J>~O)
の入力があると、入力文字長に一1(事FFFF)を設定します。

この機能は、入力装置としてカードリーダを想定したときに利用すると便利です。

第 l語 第2語 命令語とアセンブラとの対応

P 書きかた

命令コード|日IJ GR XR adr オペランド ニモニyクスペノレ

。 未使用

自 LD GR.adr.XR load

ST GR.adr.XR store

2 LEA GR.adr. XR loadeffectiveaddress

。 ADD GR.adr. XR addarithmetic

SUB GR.adr. XR subtractarithmetic

II AND GR.adr. XR and

OR GR.adr.XR or
。~ EaR GR.adr. XR exclusiveor

その構成を仁1¥SLの命令は2語長と定義されています

o
て:;::二Zif江戸T が点刺灯山るときは印酔字しL、点削灯山ないと日山き制はp州h川l
表示します。

出力文字数が97文字以上のときはエラーになります。
il

tJ;:::JLZLli::ニ容を表示し、7ロ夕刊の実行を停止します。このとき団
を押せばプログラムの実行を続行します。

3

3

3

(6)fzttfン して作成したオブジェクトプログラムを連結する“リンカ 吋三り

ません。このようなω到動…j
ラムを一居度Eに7センブJルレしてくfだごさL、、。 ふ 、

のがあるとエラーになります。
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E
調(1010)16
番地

司(1015)16
番地

GR2[

〔

仁

算術比較符号付の数として比較

論理比較:16ビットの整数として比較

(1015¥6番地の30をGRlにロード
GRlの15を(1015)16番地に格納
(1015)16をGRlに格納
(1015)16番地の30をGRlに加算
(1015)16番地の30をGR1:から減算

GR1.A.GR2
GR1，A. GR2
GR1. A，GR2

GRl.A.GR2

GR1.A. GR2

( )はGR
または有効アドレスの内容を示します。

比較結果 FRの設定ビァト値
(GR)>(有効アドレス) 00(0) 正
(GR)=(有効アドレス〕 01(l) ゼロ
(GR)<(有効アドレス) 10(2) 負

LD

ST

LEA

ADD

SUB

(2)ST GR.adr[， XR]

機能有効アドレスにGRの内容を格納します。
(3)LEA GR，adr[.XR]

な??fZ717GRlこ話。むよffJff立FRが設定されます。
LEA GR1 18GRI GRIに悦たす;とになります。

ωω刷山)凶川A川DDLE二Gコニニ;;「，J;ぷA2 GR2の内容をGRl明させます。
dtB有効ニマ片品R明します。GRの値山FRが設定されます。
機能e 有効アドレスの内容をGRから減算します。GRの値によりFRが設定されます。

〈例〉??;??;;???:;;?;τ;ぷ :27には(1川畑されているものと
〔実行前の状態〕

GRl[ごー~

(6)AND GR，adr[， XR]
(7JOR GR.adr[， XR]
(8)E0R GR.adr[， XR]
雌 l
語町ツトのビットごとの論理積(AND)、論理和coR)、排他的論理相EOR)をGRの内
?;ff

アドレスの内容と桁ぃ、叫果を
GR吋します。GRの値山FRが設定さ

〈例>AND GR1，MASK ロミ??の内容を7にしておくと、GRlの下位打y トが取

EOR GR1.MASK たぷ??;?容をFFFF山
(9)CPA GR，adr[， XR]
OO)CPL GR，adr[， XR]
機liE

ぷ??;?とJニ;;:;??と較(CP枇たは論理比較(CP山川すo比

8. 4 命令の種類と機能

4 自 CPA GR，adr，XR comparearithmetic

4 CPL GR.adr，XR comparelogical

5 日 SLA GR，adr. XR shiftleftarithmetic

5 1 SRA GR，adr. XR shiftrightarithmetic

5 2 SLL GR.adr. XR shiftleftlogical

5 3 SRL GR.adr. XR shiftrightlogical

6 日 自 JPZ adr. XR jumponplusorzero

6 1 自 JMI adr. XR Jumponmmus

6 2 日 JNZ adr. XR Jumponnonzero

6 3 自 JZE adr. XR Jumponzero

6 4 自 JMP adr. XR unconditionaljump

7 自 。 PUSHadr. XR pusheffectiveaddress

7 1 自 0000 POP GR popup

8 自 。 CALLadr. XR callsubroutin巴

8 自 日 自由自由 RET returnfromsubroutine

9

未使用

F

【各命令と機能】

以下の説明においてAとはA番地に格納されている内容を示します。GR0-GR4においてもそれぞれ

のレジスタに格納されている内容(値)を示します。

(1)しD GR，adr[， XR]

機能。有効アドレスの内容をGRにロードします。

本機はCASLで定義された23の命令を持っています。以下に各命令の機能を説明します。なお、説明に

は次の表記法を使います。

①GR :GRの値を番号とする汎用レジスタを示します。(ただし、自孟GR孟4の範囲)

②XR :XRの値を番号とする指標レジスタを示します。(ただし、 1~五 XR 豆 4 の範囲)

指標レジスタとしてGRI-GR4が使用できます。

③SP スタyクポインタを示します。(スタックポインタはGR4を使用)

④adr ラベル名に対応する番地、または10進の定数(ただし、-32768孟adr孟65535)をぷ

します。adrはアドレスとして0-65535の値を持ちますが、32768-65535の値をnの
10進定数で記述することもできます。(例:65535番地はーlと記述できます。)

⑤有効アドレス adrとXRの内容とのアドレス加算値、またはその値が示す番地です。

⑥ (X) :X番地の内容、またはXが汎用レジスタ(GR)を示す場合は、そのGRの内芥をぷL

ますo

⑦[] :[ ]に図まれた部分は省略可能です。XRを省略した場合は、指標レジスタによる修

飾は行われません。



。司JMP adr[， XR]

機能 FRの値に関係なく無条件に有効アドレスに分岐(ジャンプ)します。

(11)JPZ adr[' XR]

(12)JMI adrC，XR]

(13)JNZ adr[， XR]

附JZE adr[， XR]

機能:FRの値により有効アドレスに分岐(ジャンプ)します。分岐しないときは次の命令に移ります。

〈例)GR1の内容が(-256)10でA番地の内容が(256)10のときは

CPA GR1，A でFRは(10)2になります。

CPL GR1，A でFRは(00)2になります。

16ビy ト表記では(-256)10は補数表示され(FF自由)16になり、(256)10は

(自由FF)16になり、(FF00)16>(自由FF)16です。

269
第 7重量 CASL

SRAGR1.3→ 3ピット右へシフトしGR1=1111001110001001になります。

SLL GRl，I，GR2刊し卜左へシフトしGR1=11川川1102t二;:
SRL GRl，I.GR2→ 4ビ 卜希 (論理左シフト)

ツ 七へシフトしGR1=0000100111000100になりますo

ωPUSH adrLXR] (論理右シフト)

機能:SP(スタックポインタ)からlをアドレス

格納します。 減算した後、 SPで指定された番地に有効アドレスを

官官POP GR

ω??L:マアJG番地の問GR崎山ら、SP山アドレス加算しますo
機能fZ午じ二チン)に分岐する命令で、分岐する前にスタけに、戻り番地(次の命令
官尊RET

機能J;;;;こ対する戻り命令で、スタックに保持されていた戻り番地により、メインプロ~に

第 7章 CASL

命令 分岐するときのFRの値 意 味

JPZ 00または01 正またはOのとき分岐

JMI 10 負のとき分岐

JNZ 00まfこは10 正または負のとき分岐

JZE 01 0のとき分岐

268

]で図まれた部分は省略可能を意味します。
「空白」は記入しではならない箇所、[

ラベノレ欄 命令コード
オペランド欄

注釈欄[ラベノレ] START
[実行開始番地]

[注釈]空白 END
タニE
ヒ
白 [注釈][ラベノレ] DC 定 数 [注釈][ラベル] DS

領域の語数
[注釈][ラベル] IN

入力領域、入力文字長
[注釈]lラベル] OUT

出力領域、出力文字長
[注釈]{ラベノレ] EXIT

クニ工
包

白 [注釈][ラベノレ] WRITE
クニE
ヒ
二 白 [注釈]iラベル] 機械語命令

命令の種類と機能参照
[注釈]

8. 5 アセンブラの文法

???;:JJZニ;ょ;??::iEZ??;、マクロ命令、機械語命令持っています。疑似命

位lEND

8. 6 疑似命令

!?!な;LA;立lf定数の定義、~ラムの連結のた山要なデータの生成なとを行うも
(11START

???tz;:まfのフログラムとの連結のため山口名の定義をしますo 7口
プログラムの終わりを定義します。プログラムの最後に必要で、す。

rhhhノ)If?"''''込先FRレジスタについて同協同町山抽出"''''''''''抽出向丸山山と
』 一一一
主 分岐命令はFRの値で分岐先を決めますが、FRの値を決定する命令は次の命令です。 i
'" >.主 LEA、ADD、SUB、AND、OR、EOR、CPA、CPL、SLA、SRA、SLL、と

主 SRL ~h

'" ..h 気

"''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''気"'''''''''''''''''''''''''''''''包%九九

。日SLAGR，adr[， XR]

O乃SRA GR，adrC，XR]

機能:符号ビット(最上位ビy ト)を除いたGRの内容を、有効アドレスで指定されたビy ト数だけん

(SLA)または右(SRA)へシフトします。ゾフトしてはみ出たビy 卜は切り捨てられますo ~

いたビットには左シフトのときはOが入り、右シフトのときは符号ビットが入ります。シフトし

た後のGRの内容によりFRが設定されます。GRが正のときはFRは(00)2になります。

{1B)SLL GR，adr[， XR]

。司SRL GR，adr[， XR]

機能 符号ビットを含んだGRの内容を、有効アドレスで指定されたピット数だけ左(SLL);}，Iニは-Ij
(SRL)へシフトします。シフトしてはみ出たビy トは切り捨てられます。空いたピ，IにはO

が入ります。〉ノフ卜した後のGRの内容によりFRが設定されます。 GRが正のとき(J.Fill:!

(00)2になります。

〈例)GR1=1001110001001011でGR2=3のとき

SLA GR1，3→ 3ピット左へシフトし GR1=1110001001011000になります。

(算術/ドシ7ト)
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a

CASL

PPPPPPPPP(強制表示)

QW

開始アドレスは非1000

N

QWERTYUIOP厄E

~

~ メニュー表示

①行番号30をOUT A，Cに変えて実行してみてください。

②行番号25を削除して実行してみてください。

③行番号60の f2Jを変えて実行してみてください。

いろいろ変えて実行することにより、その違いがわかります。

IN

第 7章

[キー操作]

(アセンプル実行後)

G 圃

ba，

CASし

:defineconstantの略で、定数で指定したデータを格納します。

定数には次の4種があります。

①10進定数 DC n

nで指定した10進数値を1語の2進数データとして格納します。nはー32768-65535の範囲です。

②16進定数 DC 非h

hは4桁の16進数(自-F)です。hで指定された16進数値をl語の2進数データとして格納しま

す。事hは幹0000-韓FFFFの範囲です。

③文字定数 DC'文字列'

文字列の左端からl文字ずつ連続する語の下位8ビット(第8-15ビット)に文字データを格納し

ます。各語の第自-7ビットには自のビットが入ります。文字列には383ページのキャラクタ・コー

ド表の内、コード32-38(&H20-&H26)、40-95(&H28-&H5F)、97-122(&H61-&H

7A)および166-223(&HA6-&HDF)の文字が使えます。なお、文字列の長さは自であって

はなりません。

④アドレス定数 DC ラベル名

ラベル名に対応するアドレス値を1語の2進数データとして格納します。

(4)0S :definestorageの略で、指定した語数の領域を確保します。

領域の語数は、10進定数(ミ自)で指定します。自の場合、領域は確保されずラベル名だ

けが有効となります。

第7章270

(3)OC

4
ba，OUT

4

マクロ命令7

(2)OUT

8.

(1)IN

特殊命令88.

情報処理技術者試験の空欄穴埋め問題に対応するための、空欄入力命令です。

この命令をアセンブルすると韓日自由自が2語生成されます。シミュレーションのときには命令

語の第l語が非自由XX(XXは何でもかまいません)の命令を実行後一時停止し、 *STP*

と表示します。このときオブジエクトの変更やレジスタ値の確認をすることができます。その後、

プログラムを続行できます。
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キーボードで文字を入力
入力表示と出力表示の区別のため、強制的に表示内容を変えている

キーボードで入力した文字の出力
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入力領域，入力文字長.

キーボードから1レコードの文字データを入力領域のラベル名の番地に格納します。人}j

文字長のラベノレ名の番地には、入力した文字数が格納されます。

出力領t或，出力文字長

出力領域に格納されている文字データを1レコードとして、表示またはプリンタに出力し

ます。ただし、出力文字長のラベル名の番地で指定されている文字数分だけ出力します。

(3)EXIT プログラムの実行を終了します。

(4)WRITE レジスタGR0-GR4およびPC、FRの内容を表示します。また、プリンタがF:¥J'(ーで

きる状態になっているときは、GR0-GR3の内容を印字します。
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機械語モニタとアセンブラ機能

プログラム言語は用途により色々な種類があります。本機では、高級言語であるBASICや機械語も使

用できます。

BASICは英語に近い形で使いやすい言語ですが、処理スピードの点では機械語に劣ります。一方、機

械語は人聞にとって非常にわかりにくい言語ですが、いろいろなことができ、コンビュータの機能を最大

限に活用できます。

本機はこの機械語を使用するために、機械語モニタとアセンブラ機能が内蔵されています。

機械語モニタ機能では、メモリ内の機械語の表示、メモリ内の書き換え、機械語の実行などが簡単な命令

だけで行えます。

アセンブラ機能は、ニモニック(アセンブラ言語)で書かれたソースプログラムを機械語に変換する機能

です。

これらの機能により、従来のポケットコンビュータに比べ機械語が容易に扱えるようになりました。なお、

このポケットコンビュータはCPU(シーピーユー 中央演算処理装置〕に、優れた8ビy トCPUとし

て広く利用されているZ80(CMOS Z80相当品)を使用しています。

Z80は人気のあるCPUであり、機械語やニモニyクについての入門書等の関連書籍が豊富に市販されて

いますので、それらの書籍を参照してください。

この章では、まず機械語モニタ機能の各命令(コマンド)の働きについて説明し、その後ソースプログラ

ムの作成、アセンブルのしかたなどを説明します。

機械語を使う場合のご注意

1.機械語を実行したときに、プログラムや操作に誤りがあると、次のようなことが起こります。

①プロクラムを実行し続けて、すべてのキーが働かなくなる。

この場合は、リセy トスイッチを押します。

②でたらめな表示や動作を続ける。

この場合は、~玉目を押します。それでも止まらないときは、リセットスイッチを押します。

③プログラムやデータの一部またはすべてが、壊れたり、消えたりする。

これは機械語プロクラムだけでなく、他のプログラム、ファイノレ、データに及ぶことがあります。

これらが起こったときは、計算機の内部の状態がどのようになっているかわかりませんので、リI!"Jト

スイyチを押し、すべての内容を消去してください。

「一一一一一一--，-----~---~----一一一-------------一一---_.._---------_....__.._---------....._---------..---­

、1iiiiB:t€i置

!官主プログラムを扱うとき払上記のようなことが起こる可能性があります。消えては附7
; ログラムやデータは、必ずプリンタで印字したり、紙に書き写したりしておいてください。

第8章機械語モニタとアセンブラ機能

2.確保した機械語エリアだけを使用してください。

機械語モニタのUSERコマンドで確保した機械語エリア以外を使用すると、BASICやTEXTの

プログラムなど、ほかの記憶内容を壊したり、正しい動作をしないことがあります。

γ 参考的問叩吋…~叩吋…問的向ふ
; 機械語関係にはむずかしい用語がありますので、主な用語をまとめておきます。

j 機械語 コンビュータが直接、臓・実行できる語です。16進肘表されます(コンビュ-

d タ内では2進数で扱われます)。

F ニモニック 機械語コードを人聞が記憶しやすいように符号化したものです。

たとえば加算命令(addition)のコードをADDのように定めます。

;7ニァクを言語的に体系付けたものをアセンブラ (7-e:/ブリ)言語と呼びま
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ソースプログラム

J
I
3

，
y
y
-
u
d
'
J

・
h
J

・v片

ニモニァク(アセンブラ言語)で書かれたプログラム。機械語プログラムに変換

する元になるプログラムです。

オブジェクトプログラム

変換して得られたプログラムで、そのまま計算機で‘実行可能な形にされたもので

す。一般的には、ソースプログラムをアセンフソレして得られた機械語プログラム

のことです。単にオブジエク卜と呼ぶこともあります。(オブジエクトは、機械

語のコードlつlつを指す場合と機械語プログラム全体を指す場合があります。)

アセンブル ソースプログラムを機械語プログラムに変換(翻訳)することです。

人聞が入手によりアセンプJレを行うことをハンドアセンブルと呼びます。

アセンプラ アセンブレ手
ヌノレをコンビュータに行わせるための翻訳フ・ログラムのことです。

疑似命令 オフ'ジェクトを絡納する場所(アドレス)を指定したり、データを生成?せたり

するアセンブラ制御用の命令です。それ自体は機械語に変換されません内

生成 作り出すこと。ニモニックからオブジェク卜を作り出すことを言います;

アドレス メモリにつけられている番号をアドレス(番地)と呼びます。-

機械語では、メモリを使用するときアドレスを指定して使用します。

機械語モニタ機能
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*記号は機械語モニタモードのプロンプ卜記号です。

コマンド(命令)は必ずこのプロンプト記号の後に書き、アドレス(番地)やデータの指定が必要な場合

は、コマンドに続けて指定します。そして厄司を押して、実行させます。

〈例〉

[コマンド制

「データの区切り

キ D018日. 01FF~

↑寸一寸一 データ(アドレス)
プロンプト記号

・アドレスおよびデータの指定は16進数で行います。

・アドレスおよびデータの区切りはコンマ(，)で指定します。

・アドレスおよびデータの指定に自-Fの16進数字とコンマ以外を入れるとエラー(SYNTAX ER

ROR)になります。

・機械語モニタモードは、巨互亘己、ITEXTIの操作または電源を切ることで解除されます。

[

ー

-
」
寸

2.機械語モニタの各命令の説明

*USER・・…・ユーザーエリア

機能機械語エリアの確保および確保したエリアの表示を行います。

書式(1) USER 終了番地~

(2) USER函E

(3) USER 00FF~

説 明 ・書式(1)を実行するとメモリの自10 自 H番地(開始番地)から指定した終了番地までを機械11!~

エリアとして確保します。関始番地は自動的に8100H番地になります。

USER01FF~ と実行した例 |本USER自1FF
FREE:01自由-01FF

Lー確保した範囲

-書式(2)を実行すると、現在確保されている機械語エリアの番地を表示します。

*USER
FREE 日l自由-01FF

機械語エリアが確保されていないときは“FREE:NOT RESERVED"と表ぶされま

す。

・書式(3)を実行すると、機械語エリアを消去します。そして、次の表示をします。

USER00FF圃

“FREE:NOT RESERVED"

・確保できない範囲(機械語エリアとして使用できない範囲)を指定するとエラー(MEMOR

Y ERR0R)になります。

第 8]重機械語モニタとアセンブラ機能

*S…・・・・……・・セットメモリ
275
一一一ー一一

コ機能メモリの内容を書き換えます。

書式(l) S 開始番地~

(2) S~

説明・号;);??と、指定した開始番地の現在いリ内容が表示され、変更するデー何人

S0100@と実行した例
*S日l目白
日l自由 l自

f

現在のメモリ内容

-データを変更するときは、 lバイトデータ(2桁の雌の数字)を入力し、圃を押します。

プータが変更され、次のアドレス(番地)のデータ入力待ちになります。

;;:;TZ::;??;L7ータを入力せずに圃のみを押します。そのまま次のアドレス
.7は2桁以上入力できH ん。入力途中の値を取り消すとき咽または困却しま
.2;♂のアドレスを呼び出向ができます。また④で前のアドレス叫ぴ出引が
.f?:fzziZJJ7;r?;;;iz;;?のメモリ町向さ
• (BREAK)を押せはコマンド(命令〕待ちの状態に戻りまよ

〈内〉次のオフ'ジエク卜プログラムを日l自由H番地から書き込みます。

〈オブジェクトプログラム〉

3E 01

18 04

3A 0F 01

3C

32 0F 01

C9

=参考= 上記オ?ジエクトフ・ログラムのソースプログラムを示します。

〈ソースプログラム〉

LD A. 自1H

JR ST

LD A.(010FH)

INC A

ST: LD (自10FH). A

RET

←Aレジスタに自lHを入れる

←ラベルSTの番地へジャンプ

←Aレジスタに自10FH番地の内容を入れる

←Aレジスタの内容に1を加算する

←Aレジスタの内容を010FH番地へ入れる

←リターン
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[キー操作]

(!lREAKI

USER01FF圃

[表示]

本 USER01FF

FREE:010自-01FF

本 S010自

o100・ 10-3E
o1自1:12-01
白102 自由一18

o1日3・自由-04
自104:日1-3A

0105:1由一目F

o106・ 5自-01
o107:43-3C
o108:2D-32
o109・47一白F
自10A:38一白1

010B:30ー C9

010C:31ー

H

て

〕

F

し

す

F

と

で

1

7

さ

d
w

け

，

さ
C

ら

エ

大

か
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る

地
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あ
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機

の

H

を

給

日

で

余

d

w

b志

r
、

l

地

保

日
[
」
円
陣S自1自由函E

3E圃

o1圃
18@
M 圃

3A団

自F@

o1圃
3C圃

32団

自F団

自1@

C9圏

直BEAK)
、~

本

ここには以前の内容が表示されるため〈このとおりの数値になるとは限りません。

*D・"・H ・H ・H ・..ダンプメモリ

機能

書式

メモリの内容を表示させます。

(l) D開始番地ーE
(2) D圃

;:)書」Lr?:芝?立2fξ:1官弘;2:;izTZ地蜘か
(プリントモ一ドでは、開始番地から161<-1トグ(4行分)を印字します。)

D山自川1自刊自圃と技実新行札し川 〈犠表示一例…! 吋 . 1 ¥8 自4 >つ
16バイト単位のfT3%と11iu iiiiii:;2 Ji

¥ ¥ 31°°自由
自由 し ¥1

I
¥ ↑ ↑ ↑ ↑ ーア

自1目C番地以降は前に記憶 各データをアスキーコードとした」
していた内容由守主っています。

場合の該当文字を表示します。た
そのためチェックサムもこの

戸し、自由H-1FH、F9H-
ようになるとは限りません。 FFHのデータはピリオドι)

で表示されます。

ス(番地)の区分は規定(XXX0
H-XXXFH番l

血)されて

ででJZJZ;;どのアドレスを指定しても同じになります。たとえば
oI

説明
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04H番地を指定した場合は、o1自由H-自117H番地の内容を表示します。(自1自由
H-010FHの16パイト分を単位として、この16バイト分を含む24バイト分の内容を表示し

ます。)

・哩つを押せば、次の単位の16バイト分からのメモリ内容が表示されます。唖3を押せば、前の
単位の16バイト分からのメモリ内容が表示されます。

・書式(2)を実行すると、以前にDコマンドで表示していた次の単位の先頭番地から表示します。

初期値は自l自由Hになります。プリントモード時は印字します。

・書式(3)を実行すると、プリントモード時は開始番地~終了番地のブロyクのメモリ内容を印字

します。印字が終了すれば、コマンド待ちの状態に戻ります。

プリントモードでないときは、開始番地から24バイト分のメモリの内容を表示します。(この

場合、終了番地の指定は意味がなくなります。)

・プリントモードの指定/解除は、Pコマンドまたは(SHIFTI+巨豆00で行います0
・IBREAK]を押せばコマンド(命令)待ちの状態に戻ります。

チェyクサム…検査合計 データ項目の集まりの合計であって、そのデータが記録されると

き計算され、検査の目的でその集まりにつけられるもの。本機では、Dコマ

ンドの実行によって表示された16バイト分のメモリの内容を合計し、その合

計値の下位lパイトをチェックサムとして表示します。

プログラムをマニュアノレ操作で入力したときなど、このチェックサムが元の

プログラムとー致することを確認することにより、表示された16ノぐイトの中

に入力誤りがないかどうかを確認できます。ただし、入力誤りが2カ所以上

あった場合は、偶然チェyクサムが一致してしまうことがあります。

*E………・・…・イクスチェンジメモリ

機能メモリの内容を書き換えます。

P 式(1) E開始番地匝目

(2) E @
説明・メモリ内容の書き換えは、Sコマンドでも行えますが、Eコマンドを使用すると便利に書き換

えができます。

・書式(l)を実行すると、指定した開始番地を含む24バイト分を表示し、指定した番地でカーソノレ

が点滅します。指定できる範囲は自由自由H-7FFFHまでです。

・カーソル移動キー((ヨーヨーJC!J)でカーソルを移動させ、16進数で入力を行います。
データを入力すると、自動的に次の番地にカーソノレが移動しますので、続けて入力できます。

.16進数のA-Fはアノレファベy 卜キーで入力しますが、右

のように四則演算キーでも入力できます。

7 8 9 /

(F)

4 5 6 *
低)

l 2 3

の)。 十

凶 (B) (C)
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・cr互国を押すとカーソルは右側の文字表示に移動し、直接データをアスキ一文字(数字および
英文字など)で入力することができます。もう一度庄互白を押すと、左側の16進数でのコード

入力に移ります。

・書式(2)を実行すると、以前にEコマンドで表示していた次の単位の先頭番地から表示します。

初期値は0100Hになります。

• Eコマンドを実行すると“カナ"モードは解除されます。

*p..…・・・・・・・・・・プリントスイッチ

機能プリントモードの設定/解除を行います。

書式P@

説 明 ・P@と押すたびに、プリントモードの設定と解除が交互に行われます。(プリントモードで

は画面右下に“PRINT"が点灯します。)

(SHIFT)+匠三亙白の操作と同じです。

・プリンタが接続されていないときや、プリンタの電源が入っていないときは、Pコマンドは働

きません。

*G………・・・・・-ゴーサブ

機能指定した開始番地から機械語プログラムを実行します。

書式G 開始番地@

説 明 ・BASICのGOSUB命令と同様で、指定した開始番地から機械語プログラムを実行し、機

械語のリターン命令があればコマンド待ちの状態に戻ります。

・必ずプログラムの最後にRET(リターン〉命令を入れてください。

RET命令がないと暴走します。

暴走・でたらめな実行、または一定の実行を続けて止まらなくなること。内部の状態によっ

て、どのような動きをするか分からず、多くの場合、機械語7"ログラムやBASIe

プログラム、データなど記憶内容を破壊します。

・プログラムの実行を中止する場合は、リセットスイッチを押します。

(注)機械語プログラムはlカ所でもまちがいがあると暴走することがあります。このため、I3A

SICなど、他のプログラムが計算機に入っているときは、あらかじめプリンタで印:j-:した

り、紙に書き写したりしておいてくださL、。

〈例)Sコマンドの例で入力したプログラムを実行する場合

G0100圃 au
何
回lowG*寧i

すぐにコマンド待ちの状態に戻ります。
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日I自由

(1E) 8

1

1

8

'
A
m
u
n
o
n臼

l
F
F
自

由

自

由

自

E

A

2

1

3
3
3
3

日4 >
3C く

C9 2..ノ
自 I 1

次にo104Hから実行します。
直~AK) G0104圃

f
自 lHが入っています

I:C""*
;;!::if

日100
(1F) 4

・
C

9

2

日

3

C

B

8

1

1
日

l
自

由

自

ー

F

F
自

由

自

由

自

E

A

2

1

3
3
3
3

>.
e く
2.ノ

緑町104H番地から実行すれ瓜その都度o1自FH番地iこlがJ227明
*R・・・・・・・・・......リードSIO 一一一

機能;;;ぷ:;ど力装置)叩れてくるデータ出込町。ノマソコン等との機械語J
g 式 (l) R邑司

(2) R開始番地@

説 明 SIOからインテノレ
ノレ・ヘヤ形式で送られてくるデータを読み込みます0

・書式(jJでは、W命令実』丁目寺の番地に読み込みます。

・書式(2)は読み込んだデータを指定した開始番地から順番に入れていきます。

:;;;;立;;;;ニータが入ったエリア(領域)を表示します。

、コマンド待ちの状態になるまで、ーー一ー

・通信条件の設定臥TEXTモードのSI0"CfTってくださLF個師し続けてください。
← *w・・・・・・・一…・・・ライトS/O 一一一一

機能 S10(シリアル入出力装置)にデータを出力しますo バソコン l
ます。 等との機械語の通信等に使用し

式 W 開始番地，終了番地厄E

鋭明。開始番地から終了番地までのメモリ内容をSIOからインテ

@出カを中止するときは、コマン ノルレ.へキサ形式でt仕出t臼I力します。

.叩通酷臨信儲…条

(注)周辺機器接続端子c1lピン)にプリン夕を勤作状態で接続し、このWコマンドを実行すると

;出ニ;うでごと;があります。この場飢

一J



280 第8章機械語モニタとアセンブラ機能

*BP………ブレークポイン卜

機能

書式

指定したアドレス(番地)にブレークポイントを設定します。

(J) BP番地[ーカウント数]厄B

(2) BP~

(3) BP 0厄B

・書式(1)を実行すると、指定した番地にブレークポイン卜が設定されます。

ブレークポイン卜は4カ所まで設定できます。 4カ所設定するときは、害調1)と同様の方法で、

lカ所ずつアドレスを設定します。指定できる番地の範囲は自由自由H-7FFFHです。

・カウン卜数は日-255の範囲で指定できますが、。を指定すると、ブレークポイントの解除

になります。カウント数を省略した場合はlの指定とみなします。

・同じ番地でもカウント数が異なる場合は、別々のブレークポイントとみなします。

カウン卜数を自として解除した場合は、閉じ番地のブレークポイントすべてを解除します。

・ブレークポイントを同時に設定できるのは4ヵ所までです。 5カ所以上設定しようとすると、

先に設定したプレークポイン卜から解除されます。

・ブレークポイントは命令(オペコード)の番地に設定してください。オペランドの番地に設定

すると、実行が停止しないだけでなく、プログラムが正しく実行されません。

・書式(2)では、設定されているブレークポイントのアドレスとカウント数を表示します。設定さ

れていない場合は、次の行にプロンプ卜(*)だけを表示します。

・書式(3)では、設定されているブレークポイン卜すべてを解除します。特定の番地のみ解除する

ときは、書式(1)でカウント数を自にします。

・ lつのブレークポイントは、 l回実行すると無効になります。したがって、繰り返しループの

中では、指定したカウント数のときにプレークポイントとしてl回だけ有効になります。

ただし、Gコマンドを実行すれば、再び指定したカウン卜数のときに有効になります。

・機械語モニタ以外のモードから、機械語モニタモードにしたときでも、以前に設定したプレー

クポイントは記憶されており、Gコマンドを実行すると有効になります。

〈例〉次の機械語プログラムが自l自由H-白l自DH番地に格納されているものとして、ブレー

クポイントを自105H番地とo1自6H番地に設定して実行してみましょう。(ブレー
クポイントは、命令がある番地に設定します。)

説明

〈アドレス> <機械語 〈ニモニァク〉 〈プログラムの意味〉

コード〉

自l自由 3E LD A，20H Aレジスタに20H(l6:ii1数)を

o101 20 入れる

日102 21 LD HL，04自由H HLレジスタにo40011を人
自l自3 自由 れる

o104 o4
。105 77 LBL:LD (HL)，A HLの内容で示す番地のメモリに

Aの内容を入れる

o106 3C INCA Aの内容にlを加えてAに人れる
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一ー一一一一一一一 一一o107 23 INCHL
HLの内容にlを加えてHLに入
れるo108 FE CP 0A0H
Aの内容とA0Hを比較(Aの内。109 A0
容からA0Hを減算)日l自A C2 JP NZ，LBL
前の計算で結果が自でない(Aのo10B o5
内容がA自HでなLっとき、ラベo10C o1
ノレLBLのある番地へジャンプo10D C9 RET リターン

機械語モニタモードにして、日105H

番地にブレークポイン卜を設定します。

(BASlgMON圃

BP0105圃

o106H番地にブレークポイントを設
定します。

BP0106-3~

ブレークポイントが2カ所に設定されました内

次にGコマンドでo100H番地から実 》

行します。

G0100圃

で
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ま

実行を再開させます。

圃

2カ所自のブレークポイント設定アドレ

スで停止します。
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は
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ベJj?:-:;足元立与二五;fJJ2222グラムを
J;;f;JJ;;士::??、プログラム実行中にリセットスイyチ (RESET)を
おど;;:;jiiiiiijjj;:;:JJjj;;;ijffL::?;i
Fレークポイントが不要になったときは、書式(3)(BP0圃)を実行して解除してください。

設定されたブレークポイントは、モードを切り管えたり、機械語プログラムを書き換えても保
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停止します0

・メモリ内容がF7Hのアドレスには、ブレークポイントを設定できません。

3.機械語モニタモードでのエラー表示

ーがあらわれます

エラーメッセージ 内 ，合含企r・

SYNTAX ERROR 文法的に実行できない。

MEMORY ERROR
機械語エリアとして使用できる範囲を外れて、機械語エリア

を確保しようとした。

I/O DEVICE ERROR SIOに対するリードインエラー、チェyクサムエラーなど。

OTHER ERROR その{也のエラー。

-ーーー・・・・・・・・・・・・ーー・・・
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機械語モニタとアセンブラ機能
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アセンブラ機能

ソース才ログラムと機械語プログラム)

を能機のOJ
レ
」ンコ

灼
J
なノ¥速

品
川N

O

ぃh
l

す

一
で

ど

誼

同

ス

言

理
の

処
一
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ど

行
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実

C

-
v
a
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-

読

S

解

A

、

口
U
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、

直
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が

れ
タ

作

3

-
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す

ユ

ム

t
a

レ
」

-
7

さ
己

ン

グ

で

コ

ロ

用

べ

7

活

は

で

に

語

語

唄

械

械

到

機

機

最

5T哲三;;j;三三五五75jjiEii;1jjii:
;:zfJL:;JZ;;;;7Jごコ:;;Lすトの
〈例〉 〈ニモ二ックで書かれた

プログラム〉
〈機械語プログラム〉

〈プログラムの意味〉

(ソースフ・ログラム)
(オブジェクト

プログラム)

LD A. 2

LD B. 3

ADD A. B

E

6

8

q
u
a
u
a
u

o2
o3

Aレジスタに2を入れなさい

Bレジスタに3を入れなさい

AとBの内容を加えて、Aレジスタに入れなさ

LD

を容内の

、，ノ

タ

ン
ス

一

ジ

タ
レ

リ

Aに
ン

リ

チ
モ

一

メ

レ

ノ

の

プ

地

サ
E

〔

H

い

L

P
‘

キ

己

キ

己

自

な

な

l

れ

り

い

白

人

戻

(日1自FH). A 32 日F 自l

RET
C9

;ff;;ょ;;:;;;ぞれたプログラム札機械語プロクラムルるとわかりやすいので、

;l:;J;;T2JJJZ;:;;;J;??。させるために札機械語フロクラムに変換しなけ
人II:)が手操作でアセンプノレすることをハンドアセンブルと呼びます。上例のような短いプログラムなら

jfJ1;::;;;;;。く;2;;二fJ72;;ンドアセンーは大変な作業二

;;ifjJ:;iiii;:!:;ji--Jjji:f:;j7jJjf!と



回--

284
第 B章機械語モニタとアセンブラ機能

五二つアセンブラの機能

アセンブラ機能一覧

(SHIFi')+匹盟国

を押してから区〕

を押す

アセンブラモード

(巨Ei盆

囚

• 峠

r>

*
H
e
'
x
s
t

'
e
x
e
n

-
-
x
t
l

e
x
v
d
r

一
b

p

-

R
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X
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C
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D

a
a

本本

r

k

m

*

e

r

s

e
'
s
o
A

e
'
u
w

く

回

巴

(BASIC)

[TEXT) c

(SHIFf)十庄@

+ー十回-11Ft)十匹盟国
(SHIFf)+[STAT]
[SHIF:百十[J;f7AD

」巨豆TI}

上
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[CLS]

ICLSI object
5 1Ze
IabeI
err0r

xxxxH-xxxxH
xxxxH(xxxxx)bYtes
xx
xx

エラー表示dIl

Object xxxxH-xxxxH
size ・xxxxH(xxxxx)bYtes
label xx
err0 r 自 comPlete!

牛車.. ASSEMBLE LIST 本率事事
xxxx xxxxx

J…x x ムムムム f':，f':，ムムム
xxxxx

f':，f':，ムム ω f':，f':，f':，lEで画面を送って
xxxx xxxx xxxxx いきます。

f':，f':，f':，f':， f':，f':，f':，f':，f':，
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xxxXH-xxxxH
xxxxH(xxxxx)bYtes
xx
xx

アセンフソレ中、印字中に、その実行を

止めるときは恒REAK)を押します。

(止まるまで押してください。)

一一一break一一一表示後、(CLSIを

押せば、メニュー画面に戻ります。竺J

[CLsl
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アセンブラの手順
3.アセンブルしてみましょう

一一一一一

アセ?ブラやソースプログラムを説明する前に、とりあえずプログラム例を入れて、アセンプ札てみま

しょっ。そして、できたオブジエクトプログラム(機械語フ・ログラム〕を実行してみましょう。

YES /エラー

発生?

〈プロクラムの意味〉

(オブジェクトを自10自H番地以降に入れなさい)

Aレジスタに20Hを入れる

HLレジスタに自400Hを入れる

HLの内容で、示す番地のメモリにAの内容を入れる

Aの内容に1を加えてAに入れる

HLの内容にlを加えてHLに入れる

Aの内容とA0Hを比較(Aの内容からA0Hを減算)

前の計算で結果が自でない(Aの内容がA0Hでない)と

き、ラベノレL8Lのある番地へジャンプ

リターン(サブルーチンリターン)

(ソースプログラム幸冬わり)

自100H

A. 20H

HL. 自4自由H

CHL). A

A

HL

0A0H

NZ. L8L

〈ソースプログラム〉

〈プログラム例〉

日 400H~047FH 番地のメモリに 2 0Hから9FHまでの数値を入れるプログラムCHは16進数を
示す記号(文字)です)。

機械語プログラムを実行する前に知っておいていただきたいことがあります。

機械語プログラムを実行したとき、プログラムや操作に誤りがあると、すべてのプログラムやデータが消

えることがあります(272ページ参照)。したがって、消えては困るプログラムやデータは、必ずプリンタ

で印字Lたり、紙に書き写したりしておいてください。

10 0RG

20START:LD

30 LD

40L8L: LD

50 INC

60 INC

70 CP

80 JP

リo RET

I00 END

〈オブジェクト〉

3E 20

21 00 04

77

3C

23

FE A0

C2 日5 01 ←ラベノレは番地に変換されます。(自105H番地)
C9

ソースプログラムをプリンタ

に印字しておく

機械語モニタのUSER命令

で機械語エリアを確保する

ー 一一一一------~

NO
-一一一一・叱

NO

評価

(修正あり?)

機械語モニタによりオブジェ

クトプログラム実行

アセンブラによりアセンブノレ

実行(オフジエクト生成)

YES

7ースプログラムO)lOrrc附子の命令は、疑似命令と呼ばれ、アセンブラ硝IJ御する命令て、す。それ自
身 1 ;1 1理 II~語(オブジエクト)に変換されません。(299ページ参照)
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ASSEMBLER

確保した機械語エリア(ユーザーエリア)が表示されます。

(3)アセンプルの実行

ソースプログラムを機械語プログラムに変換しますo

[SHIFT)+匹亘亜Dと押してから囚
本本本

第 8章

:;:;7!?::f丸山同ましょう。ソースフログラムはTEXTプログラムと川力
します。(168ページ参照)

(TEXT)を押してテキストモードの機能選択画面

(メインメニュー画面)にします。

場ドホヨ惨EDITORTEXT

機械語モニタとアセンフeラ機能
288

*ネネ*本

area=自l自由H-自4FFH
area~ 4645bYtes

ネ*キ*ホ

user
W 0 rk

Rfi1e
print

BasiC
Del
FiIe

Edit
Si0

>printDiSPlay< Asm
アセンプラモードになります。

(画面のワークエリアの値は変わることがありま

す。294ページを参照してください。)

DHHOT-DPμ
小
A
V
AロuT
<

ー

匡コを押して、エディy ト機能を選びます。

ASSEMBLER*羽院本*本囚

アセンブノレが実行されます。
すでにTEXTプログラムが入っているときは、

機能選択画面でemを押した後、5つを押して消
去してください。

assembling

自1自由H一日1自DH
自由自EH( 14)bYtes
2
8

object
S 1Ze
1abe1
err0r

アセンブJレが正常に終われば右のように表示され

ます。(画面の内容については295ページ参照)

comPlete

(4)生成したオブジェク卜の確認

生成したオブジェク卜を機械語モニタで確認してみましょう。オブジェクトは自100H~010DH番

地に入っています。

示]

自l自由H

A，20H

HL. 0400H

(HU，

A

HL

0A0H

NZ，

[表

10 ORG

20START:LD

LD
刻隊司ド傘本$

(I)

40

HL)，A

LBL

CP

JP

RET

END

ASSEMBLER

LD

-FORMAT ERROR
自105 本本本家

LBL

70

8自

90

100

本****アセンプノレ中にエラーが発生したときは、右のよ

うにエラーの内容と、エラーが発生した行が表示

されます。(295ページ参照)

このときはテキストエディタへ戻ってソースプロ

グラムを修正します。

ALD

INC

INC

ソースプログラムを入力します。

[キー操作]

10[TAB]0RG(TAB]0100H圃

2自START:LD(TAB)A. 2自H@

30(TAB]LD(TAB]HL. 0400H@

4自LBL:(TAB)LD(TAB) (BU.A圃

50(TAB)INC(TAB)A圃

6自(TAB)INC(TAB)HL圃

70(TAS]CP(TAB)0A自H@

80(TAB)JP(TAB]NZ，LBL圃

9日(TAB)RET圃

100(TAB)END圃

30

40LBL:

50

60

LANGUAGE MONITORMACHINE
本

> !
Wく韓
‘y

ノ

自

3

5
自

由

自

由

2
自

由

日

自

I
C
2
8
9
8

2

3

C
自

1
白

血

n
q
'
a
p
Q
d
m
w
a
U

2

7

A

C
目

白

E
4
E
l
自

由

3
自

F

B

2
自

o11自

自1自由

(88)

c:IDを押します。

(または巨互亘己MON匝白)

|者械 ~g モニタモードになります。

D命令(ダンプメモリ)で呼び出します。

I)0100圃

寸7ジェクトが表示されます。

入力が終わったら、まちがいがないことをrift認してください。
アセンブルの前にオブジエクトを格納するための機械語エリアを確保しておきます。確保しておかはいと

アセンフソレできません。

MACHINE LANGUAGE MONITORI
事 E

ロ)機械語エリアの確保

機械語エリアは機械語モニタのUSER命令で確保します01274ページを参照)

機械語モニタモードにします。

直亙TIJMON@ (0I自EH番地以降は前に記憶していた内容が

(5)オブジェク卜(機械語)プログラムの実行

生成したオブジェクトプログラムを実行してみましょう。機械語モニタのG命令(ゴーサプ)で実行しま

す。

岐勺ています。)

一
岬
M
nnuM

官
MRUA

F
U

F

G

4

M
円

自

由

A

-
L

F
日
nvm"

E

4

1

N
自

由

I

R

H

E

E

F

し

q
u
p
u

A

U

R

M

*

F
本

USER命令で機械語エリアを確保します。

ここでは、自4FFHまで(日1自由H-日4FFH)を確保しておきます。

USER自4FF圃
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の構成。行(ステートメント)機械語モニタの命令待ち状態に戻しますo

IBREA巴

l行は、行番号、ラベル、命令、オペランド、注釈、疑似命令などにより構成されます。

P767pABEh~D主→ PL， 3814;SAMP LE
行番号

ラベルの後にはコ 命令とオペランドの 注釈ーセミコ2主(:)が必要 区切りはスペースで ます。 ロン(;)をつけて
t.:90 指定します。 u

nunwlnwG移本

ー

き

• 1行の長さは、注釈を含めて最大254文字までです。

・アルファベットの小文字は、オペランドで文字列として書いた場合と、注釈に書いた場合以外は、大文
字と同じものとみなします。

①行番号(ラインナンバー)

・行番号は1-65279までの数値が使用できます0

・1-65279の範囲外の値を指定すると“LINE

日4日目 2e212223 '"持
(78) 24252627 $%&'

2829 2A .2B ( ) *十

2C 2D 2E 2F /。41自 3e313233 。123
34353637 4567

日41自 3e 31 32 33 自 123
(78) 34353637 4567

38 39 3A 3B 89
3C 3D 3E 3F く=>ワ

e42e 4e414243 @ABC
44454647 DEFG

実行します。

G01自由直

実行が終わると命令待ち状態に戻ります。

結果を確認しましょう。

D0400~

巴E
自400H-自47FH番地に20H-9FHま

での16進数値が入っています。

NO.ERROR"と表示されます。
②ラベル

・ラベルは行番号に続けて入力します。(ラベノレと行番号との間にスベーヨ

・ラベルはl吋れ使…す。7文字以上入れ…ーはぷ!?エラーになります0)

ソースプログラムの作成・編集4.

-ラベノレには次の文字が使用できます。

英文字(A-Z)、数字(自-9)、記号([、]、@、人一)。

ただし、」数字はラベルの先頭には使えません(行番号と区別がで}なくなります)。

・次のレシヤおよび条件コードと同じ文字(文字列)は単独で使えません。

1シンクノレレジスタ) A、B、c、D、E、H、L、I、R
lペアレジスタ) AF、BC、DE、HL、IX、IY、SP

(条件コード) NZ、Z、NC、c、PO、PE、p、M
・ラベルの後ろにはコロン(:)が必要です。コロンがないとエラJこなります。
ただし、疑似命令のEQU命令で

戸 、ラヘソレに値を定義するときはコロンをつけません。

・ラベルを書かないときは、行番号と次の命令の聞にlつ以上のスペース(空白)を入れてください。

本機のアセンプラでは、CASLのアセンプルと同様、TEXTエリアに入れたソースプログラムをオブ

ジェクトコードに変換(アセンブル)します。

変換したオブジェクトコードは、指定した番地のメモリ以降へl順番に入れていきます。

ソースプログラムの構成

ソースプログラムの1行は通常、 1ステートメント(lつの文)になります。

この行が何行か集まって、 lつのプログラムが構成されます。

lつのソースプログラムはORG命令から始まって、END命令で終わります(ただし、この命令は行目白

ここでは、ソースプロクラムを作成するための仕様(入力形式など)について説明します。

4.1

.ORG命令は、生成したオブジェクトを入れる番地を指定します。つまり、生成したオフジエヴト I~、

ORG命令で指定した番地からl順番に入れられます。

• END命令は、ソースプログラムの終わりを指定します。つまり、END命令があると、そこでアセY

ブJレを車冬了します。

これらの命令は、アセンブラを制御する命令ですので、オブジェクトには変換されません。(299ページの

疑似命令参照)

巨互国を用いることもできます。

③命令部(オペコード)

-;:???;二二二:::??!?fr:iff:L二台に記載山る疑似命令も用い
・命令部と、次のオペランドとの聞はlつ以上のスペース(空白)で区切ります。

自 100HORG

END

可能です)。

10

100

〈例〉

E週明いることもできます。

H
h
lン-フペオをと

な数定
、
、、ノ地

番〆t
、
スレvaア、

O
Jス

日
リJレるなん」象対

-
γ
J
，
f実のそ、

て1レ
4
叶
4
4
X
'
」
、.，ノ

n
k
H
F

ト
h
e

a
a
p

H
F
-

ン

り

ラ

ト

ペ

(

十
4

へυ

@

命
とl、l‘ます0

・オペランドが2つ以上あるときは、コンマ(，)で区切ります。



【数値定数】

2進数、10進数、16進数が使用できます。

2進数…・。とlの数字で表し、録後にBをつけます。

〈例) 101111自由B、1自由自由自B

10進数…・・自-9の数字で表します。

〈例) 188、32

16進数・・・・・・0-9、A、B、c、D、E、Fの16進用数字で表し、最後にHをつけます。数値がA、
B、c、D、E、Fで始まる場合は、先頭に自をつけて他の命令と区別できるようにしま

す。

〈例〉自BCH、20H

【文字定数(文字列)】

文字列は， (ゾングノレクォーテーション)で囲んで表します。文字のアスキーコードが定数になります。

〈例) (文字列) (指定) (定数)

A ・A'

AB 'AB'

B'C • B' .C'

，D ..• D'

E' .E'

(NULL)

41H

41H、42H

42H、27H、43H

27H、44H

45H、27H

27H

自由H

【ラベノレ定数】

EQU命令により、ラベルに定数を定義しておけば、そのラベルを定数として使用できます0

・数式(四則計算)が使用できます。

次の符号と演算子が使用できます。ただし、計算の俊先順位の判別は行いません。

(符号) +、一

(演算子) *、/、+、一

・計算は16ビットで行われます。オーバーフロー(桁あふれ)が起こっても、オーバーフロー分はj!l~視し

ます(エラーにはなりません)。計算結果の8ピットまたは16ビットを使用してオブジェクトを'I成L

ます。

・数式が書けるところでは、バイト、ワードのチェックは行いません。

〈例) LD A. 4142H → LD A. 42H とみなされます。

DB 1234H → DB 34H とみなされます。

⑤注釈(コメント)

各行はセミコロン(;)をつけて注釈を書くことができます。セミコロン以降は、行の終わり(ji~) ま

で注釈とみなされ、機械語(オブジェクト)には変換されません。

第8章機械語モニタとアセンプラ機能
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-ーーーー一ーー4.2 ソースプログラムの消去

TEXTモードの機能選択画面で、庄司を押せばデリート(Del)機能が選ばれ、次のようにテキスト|人l

容を消去(削除)してよいか聞いてきます。(テキスト内容がない場合は、画面は変わりません。)

TEXT DELETEOK? (Y)

5つを押せば、テキス卜内容がすべて消去され、TEXTモードの機能選択画面に戻ります。
くわしくは173ページを参照してくださL、。

4.3 ソースプログラムの入力

TEXTモードの機能選択画面で匡〕を押せばエ

ディット機能が選ばれます。
P
AOT

h
uET

V
A
R臼T
<

ー

次にソースプログラムの入力手II頃を説明します。

①行番号を入力します。

②ラベノレがないときは、巨互白を押します。カーソルが命令部に移ります。

ITAB)の代わりに(SPACE)でスペースを入力しでもかまいません。

スペースはlつ以上入れてくださL、。

ラベルを入力するときは、行番号に続けて入力し、コロン(:)を入れます。この後ろはスペースを入

れでも、入れなくてもかまいません。

③命令を入力します。

命令の後にオペランドがある場合は、(TABI または~司でスペースをI つ以上入れます。
④オペランドを入力します。

オペランドが2つ以上ある場合は、コン7(.)で区切って入力します。

51注釈をつける場合は、セミコロン(;)を入力して、その後に入力します。

。 11 行の入力を完了したら~を押して、プログラムをメモリに格納しますo~ を押せばカーソノレが消
えます。

次の行を入力するときは、①から繰り返します。

~HHページのソースプログラムの入力例を参照してください。

ー一 一一←一一一一
5.アセンブル

一一←一一-ー

n:XT(テキスト)モードで入力したソースプログラムをアセンフソレ(オブジエクトに変換)します。

287ベージのプログラム例が入力されているものとして説明します。プロクラムを入力しておいてくださ
¥'。

5.1 メニュー画面

7'1!/プノレする場合、まずアセンブラモードにします。



-メニュー画面では、 2行自に機械語エリアの範囲が表示されます。

機械語エリアは機械語モニタのUSER命令で確保します。

機械語エリアが確保されていないとき(NOT RESERVEDと表示)や、範囲が狭くてオブジェ

クトが格納しきれないときは、アセンブノレ実行中にエラー(USER AREA OVERと表示)に

なります。このときは直互@MON面白と押して機械語モニタモードにし、USER命令で機械語エ

リアを広く確保してください。

・3行自にワークエリアとして使用できる大きさがバイト数で表示されます。この大きさは、メモリの'I'
の未使用部分(フリーエリア)のバイト数です。つまりBASICのFRE命令で得られるバイト数と

同じです。

ワークエリアはアセンフソレを行うための作業領域で、フリーエリアの中に自動的に確保されます。

確保できないときはエラー(WORK AREA OVER と表示)になります。

このときは、BASICプログラムや配列変数を消去したり、機械語エリアを小さくするなどして、7

リーエリアを広げてください。

第 8章機械語モニタとアセンブラ機能

ー - assembling ーー

アセンブル実行中は“--- assembling 一 一"が表示されます。正常にアセンブJレが終了すれば
“complete!"と表示されます。

②アセンブル中にエラーが発生した場合

アセンブルの実行でソース了ログラムにエラーが検出されると、エラーメyセージ(303ページ参照)と

エラーが検出された行を表示します。このとき哩3を押せば次へ進みます。

〈例>287ページのプログラム例で50行と80行が次のようになっているとき、これをアセンブルした場合。

295

A が正しい。

本**本* ASSEMBLER **本本単

...・INCAINB50

第8章機械語モニタとアセンブラ機能

5.2 アセンブルの実行

①正常にアセンプルされた場合

アセンブラのメニュー画面で区〕を押します。

画面には、オブジェクトを格納した番地、そ

の大きさ、ラベル数、エラー件数が表示され

ます。

パbject 自100H-0l日DH
ABMEH(14)byt
1~ lI label 2

IIIerr°r 自 comp}etげeLj日打……ジh山…一エd山ク外ト
L一オブジエク卜の大きさ 自EH(ο14め)ノパ〈吋イ卜
ラベルの数 2ラベル

エラー件数 自件 終わり!

この後、巴1])を押せば、機械語モニタモードになり、D命令やE命令でオブジエクトを磯認したり、 G

命令で実行したりできます。

メモリマップ

本**本車 ASSEMBLER 本事事本本

「lluser area=日100H-04FFH
「令11 work area= 4645bYtes

1<Asm DisPlay print>

L{ユーザーエリア(機械語…1目白川4F
L一一 FH番地

ワークエリアに使用できる大きさ 4645バイト

(使用状態により変わります。)

@でアセンプルの実行

aDでアセンプルリストの表示

庄己でアセンプルリストの印字

294

匡HIFTI+巨豆丑田を押してから囚

アセンブラのメニュー画面になります。

メニュー画面で@を押します。

↑ ↑ INB A

/ I ↑↑I I ，
アドレス(番地) I 命令オペランド

オブジヱクト※ ラインナンバ一一

」ーエラー内容(命令に誤りがあります)

NZ，KBL … JP

エラーが検出されると右のように表示されます。

5自

NZ，LBL が正しい。

**家** ASSEMBLER **家本本

「一半*OPECODE ERROR
自 106 字率**

JP80

フリーエリア

TEXTエI)"

ユーサ、ーエリア

(機械語エリア)

オブゾJ エ力ノ ~ 7・ロl'フ-ム ー

7・ログラムファイJレ

ラムテfータファイJレ

ソース7・ログ高ラム

BASICプログラム

ワークエリア

変数

(注)アセンブラモードにしようとしたとき、フリーエ

リアが313バイト以上ない場合は、ワークエリア

が権保できず、エラーになります。

また、プログラムにラベルが使用されている場合

は、アセンブノレ中にラベJレ記憶用として必要なだ

けワークエリアを確保していきますが、確保でき

なくなるとエラーになります。

※エラーにより、オブジェクトが正しく生成できないときは
**** を表示Lます。
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哩コを押せば次へ進みます。 本**キ* ASSEMBLER 率奪事事本

。B
8

K7uMH

T

レoau
D

a

M

J

Ypbh
uw】
本

N
*

Y
A
.
，

P

ゐ--

冒
しVD

9

M
円

自

由

U

l
*

B

4

L

エラー内容(定義されていないラベルを使っている)

哩つで次へ進みます。

アセンブノレの終了画面になります。

このときは、 “complete1"は表示されません。

object 01自由H-010CH
Size 自由自DH( 13)bYtes

Iabe1 2
errar 2

この後、巴]3)を押すと、アセンブラのメニュー画面に戻ります。

・この例では、50行の命令はないものとみなされ、80行のラベノレは自由自由H番地の指定とみなされて、

アセンブルされます。

・エラーが検出された場合、生成されたオブジェクトプログラムは、正しいプログラムにはなりません。

これを実行すると暴走したり、記憶内容を壊したりする場合があります。ソースプログラムを修正して、

再度アセンフソレしてから、エラーのないプロタラムを実行してください。

5.3 アセンブルリストを表示させる方法

ソースプログラムをアセンブノレした場合に、各行で生成されるオブジェクトおよび格納されるアドレスは

どをE在認することができます。

アセンブラのメニュー画面で、emを押せばアセンブルリストの表示が開始されます。
以降ヨコで表示を送っていきます。

287ページのプログラム例が入っているものとして、実行してみましょう。

メニュー画面で庄司を押します。 本本*本 ASSEMBLE LIST *牟$事

(¥日l自由

ll

|自l日目 3E20 III
I START"LD A.~ 1111
|自102 21自由日4 :1II

アドレス オブPジェクト ラインNo

オブジエク卜州が空白の場合は、オブジェクト

がありません。 8桁を超えるときは8桁ごとI:

行を変えて表示します。

第 8章機械語モニタとアセンブラ機能

以降哩コで表示を送って確認、していきます。
297

LD HL.04

DIU

H

L

a

u

R

u

a

m

w

y

L

A

ハ

7

C

7

3

5

6

n

m

a

m

-

-

n

u

n

切

40
(HLl

5自
INC

日l自7 23

INC
自l日8 FEA自

CP
日10A C2自501

JP
L

自l自D C9

A

60
HL
7目。A0H
8日

NZ.LB

9自
RET

日1日E

END
シンボルテーブJ戸一一、 l

II 傘本** SYMBOL TABLE
オブジェク卜格納番地「LサSTART 日l自自 LBL Gl.'

"-71abject 01 自由 H-~lGn T-i ---

オブジェク卜の大きさ一→lsi~e 自由。EH(回 l回??}byteS
ラベル数J ヨ日bel 2

γlv昼・-. 切 comPlete

エラー件数ー」

l自由

※シンボルテーブルは、ラベルに与えられる値を16進数で示します。

-リスト表示中に(ill)を押せば、メニュー画面に戻ります。

・1スト表示では、生成したオブジェクトを機械語エリアに格納しません。格納するには、アセンフル
f丁つてくただ.さL、、。

5.4 アセンブルリストを印字させる方法

1-1岐に、7)IJ売のプリンタCE-126Pを接続してプリンタの電源を入れ、アセンブラのメニュー画面で
白を押すと、アセンフソレリストが印字されます。

.CE附の輔が入っていそい場合や接続されていない場合なとには、巴を押したとき“本PRI…R ERROR と表示されますo このときは固で:ラ を解除し、プリンタを確認してく
たさL。

・l山IIfri右下の“PRINT"が点灯していなくても、リストは印字できますn

リストの印字が終了するとアセンプル終了画面になります。回を押せはメニュ一画面iこ戻ります。

rU"j-ω篠式はリスト表示の様式と同じです。
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--

疑似命令は、アセンプラを制御する命令で、それ自体はオブジェクトに変換されません。

本機のアセンブラには、次の疑似命令があります。

恥事ホ本 白~:;:3EトiBLE LIST ホ説+事
i.・，ー 1¥)，11;j¥}
・e--GR581BBH

20

H・20H
Z白
HL宅IH

〈印字例〉

-格納関始番地の指定

ORG命令

・データの定義

DEFB/DB/DEFM/DM命令

40
(HL)司

LD

¥)10白 3E2自
主T詞RT:LD

(11)221白004

0(1H

~3105 7?
LBL:

前

01063C

LD

DEFS/DS命令

DEFW/DW命令

・ラベルの値の定義

EQU命令

ーーコ日

-
4
1
-
-
e
u
a
u
百
円U

，h-

ヲ
I

Hリ
「
D
L
L

ヨ

-

司

I

L

H

ほ

H

H

H

n

u

h

a

白H1C

IHC
日I白(' 23

@アセンブル終了の指定

END命令

CP

JF'

白10:3FE白色

(110白 C20501

'~r1
L

(110DC'3

次に、これらの疑似命令の機能を説明します。

〈書式で使用している用語、記号の意味〉

式 数値、数式、ラベノレ、'文字列'を書くことができます。

数式 数値、ラベル、およびこれらを用いた四則計算式を書くことができます。

{) { l内に併記されている内容のいずれかlつを選ぶことを示します。

[] [ ]で固まれた部分の省略ができることを示します。

1自己

材料引!'H:OLT向BLE付与?
3T前RT :010(1 LBL :0105
ob.j日t.:(11)0H-I)1司DH
SIZ呈 :自由白EH( 14) ヒ:I'~ 士号 Z

i!J.bεI :ー
Rerror i ~-'

RET

EHD
131(IE

]で囲まれた部分を省略、または繰り返しができることを示します。

乙白川pie~·e !

-…印字を途中で中間る場合休叩〉印ま吋で也匡四を肌押帆してで;f竺士jどf瓦ゐゐ占一一一面酌酢悶に幌即こ涙澗戻酌り討
印字を中止すると“一一一break一一一"と表示されますo[CLS)を押せば、

の設定があるもの

オブジェク卜の格納開始番地(アドレス)および、実行番地を指定します。

ORG[式I' ]式2

・式2により、アセンブノレをして生成されたオフジエクトの格納開始番地を指定します。

式2で指定した番地以降に、オブジェクトがl順番に格納されます。

・式1により、最終的にオブジェクトプログラムを格納し、実行する場所の開始番地を指定しま

す。(次ページのE圏を参照)
・式1を省略した場合は、式2と同じ番地を指定したものとみなされます。

・ソースプログラムにORG命令を書かなかった場合は、ORG 100H

とみなして、オブジェクトの生成、格納が行われます。

ORG・・…・オリジン

能

式

明

徴

税
レポートからアセンブノレリストがj2il1:さ

7センブラのメニュー画面で庄〕を押すと、ミニ]/0のパラレJ

f耳;誌LL山EJ♂;f町町f冗町t出τ;乙:T守切;穴て吹1竺Jf竺j±R士廿ttま訳?三r:ごf:rでfたに乙ιLしλクM叫ス柑仕出附+
;;1?;沼i日詰;2::;;:叫:;::と1プι7二ユ午;;L;LL;ζ::コ江北:江詑tr:立詑担:古忠士TfTh口:f六I口こて立芯::戸;ニ;T出:ど当!ZZムιL三L押しTたことき プj
ンタが接続されていなく斗、またプリンタの電源が入って山てもエラー (PRINTEI~ ER

ROR)にはなりません。

アセンブルリストをミニI/Oから送出する方法

-式lは自HからFFFFHの範囲内で指定できます。ただし、オブジェクトプログラムがこの

範囲を超えないように指定してください。(この範囲でも、メモリの制約によりエラーになる

場合があります。)

の作成については、先生の指導に従ってください。
(注)外付けインタフェー

(365ページを参照)
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-式2は90Hから、機械語モニタのUSER命令で確保した機械語エリアの範囲内で指定でき

ます。ただし、オブジェクトプログラムがこの範囲を超えないように指定してください。

r~~--一一一一一一一一，目白一一ーー一一一一一..一一一ー一一一ーー一--------一一一一一-----一一ーーーー「

lEI盟 j
j先の説明のように、アセンブルして生成したオブジェク卜は式2で指定した番地から格納されます。j
jそのままにの場所で)オブジェク卜プログラムを実行する場合、式lは式2と同じ番地にしますoI
j(このとき、式1の指定は省略できます。) I

図のように、生成したオ

ブジェク卜プログラムを

パソコン等に記録し、そ

れを別の場所に読み込ん

で実行する場合は、読み

込む場所の番地を式lで

指定します。

式 1と式2で別々のアドレスを指定した場合は、アセンフソレ実行後、必ず上図のようにオフジエク卜7口

グラムを式lで指定した番地で始まるメモリに移し変えて、実行してください。

そのまま実行すると、プログラムによっては暴走する恐れがあります。

式2で指定の

アドレス +ドオブジェクトl

コ~式lで指定の-.1"'
アドレス | オフージェクト2

読み込み

-式lと式2に別々の番地が指定されると、アセンプラは、式1で指定された番地からオブジェクトを怖

納するものとみなしてアセンブルします(実際は、式2で指定した番地以降に格納します。)

つまり、ソースプログラムのラベル等に与えられる番地は、式1で指定された番地を基準にした値にな

ります。

このため、生成されたオブジェクトが格納された番地と、プログラムに与えられた番地が異なります。

したがって、このオブジェクトプログラムを式1 で指定した番地に移し変えないで実行すると、 ~A\，tす

る可能性があります。

ヨ口ORG 0400H
0400H番地からオブジェク卜を格納します。

ORG 0C00H. 0100H

自C自由H番地を開始番地としてアセンフ許ルし、生成したオブジェクトを自l自由H仰山以降

に格納します。

DEFB/DB/DEFM/DM デファインバイト/デフアイン メツセヨ

能

式

機

書

オペランドに記述した数値の下位1バイト、または文字列をオブジェクトに生成します。

DEFB

DB
[ラベノレ ] ~ --_ f 式[.式]一

DEFM

DM

説明

第B章機械語モニタとアセンブラ機能

・37ン;;??され????;位1ノてイトがオブジェクトに生成されます。
DB 1234 34Hがオブジェクトになります。

D2Hがオブジェクトになります。CIo進数123

・文字列は、・(シングノレh ーテーノ 4は16進主では4D2です。)

す112fJ土アスニゴffctまごJZ主主主きます
!4H、41H、54H、41Hがオブジェクトに
なりますー

・オペランドが複数ある場合は、. (コン7)で区切:て記述します。

〈例〉 DB 32*4+5，，X2' 85H、58H、32Hil'オブジエクトになりますo

301

匝口 〈ソースプログラム〉
〈オブジェクトプログラム〉10 ORG 日100H

20 LD HL. DATA 21 自C o13日 LD DE，300H 11 自由 o340 LD BC，5 自1 自5 自由50 LDIR
ED B自6自 RET
C9

70DATA: DB ，ABCDEFGH' 41 42 43 44
45 46 47 4880 END

出日
叩

印

凹

即

m

H

U

U

M

H

I

l

l

-

-

-

-

じ

r
、
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
什

弘

山

山

引
一
位
一
M
M
一
何
一
日
叩
一
日
叩
一
円
引
一
一
刊

70行一一臥l字1字がオブジエクトに変換されます。

JfJ;;ii;ヰコど:;ごす番地以降にあるデータを5バイト分だ
:i1Jf、42H、43H、44H、 45H i- 300H~304H 番地に

0300

0301

0302

0303

0304

0305

:日;;;芦吉た::ご::::U山二LL:立に:工::;二ニ二:二二;二:;:亡:コ。J1コr丸てで亡で:ご土士:士士:?』
;ι(HL) :;7指定…レ吋…紘一レ吋Lj
h

i アドレスは間接指定で、最初はo10Cのアドレスの内容を300のア j
ドレスに格納します。

tl)E』DE+lh
~ IIL←HL+I DE 、 HL 山タの酌ウントア yプします。~

正 BC←←-BC一l 主ilH{kω川tむq叩叩Jヰ中判p閃附)氾e
~ 13比C=0 BC レジスけ夕の値川なる砧まで繰惚胤します。~

h九h九九九一…:..:..:..気九…九九九:..:..:..:..……:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..:..気色…三

引
一
位
一

ω一
川
叫
一
日
叩
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DEFW/DW・一…デファイン ワード 「EGU イー・キュー・ユー
機 能 オペランドに記述した数値の下位2パイト、または文字列(lデータ2文字)をオブジェクトに

生成します。

fDEFWl
[ラベル ] i | 式[，式]

IDW J

・オペランドに記述された数値の下位2バイトをオブジュクトに生成します。

〈例> DW 1234H 34H、 12Hがオブジェクトになります。

(下位、上位の順〕

DEFW 34H 34H、自由Hがオブジェクトになります。

・文字列は、・(シングルクォーテーション)で囲んで記述します。 2文字まで記述できます。

<WI]> DEFW 'DA' 41H、 44Hがオブジェクトになります。

DW 'Z' 5AH、自由Hがオブジェクトになります。

・オペランドが複数ある場合は、，(コンマ)で区切って記述します。

〈例> DW'AB' ，'CD' ， 5678H

42H、41H、 44H、43H、 78H、 561-1

がオブジェクトになります。

書式

説明

DEFS/DS・・…・デファイン ストレージ

機能ラベノレにオペランドで指定した値を与えます。

書式ラベノレ EQU 式

説明・ラベルに、オペランドで指定した値を定義付けます。

・ lまたは2バイトの値(数値または'文字列， )を指定します0

・ラベルの後にコロン(:)はつけません。

〈例> START EQU 1000H ラベルSTARTに、 1000Hが定義付けられ

ます。 STARTは定数10自由Hとして扱うこ

とができます。

OK EQU'Y' ラベルOKに、 59Hが定義付けられます。

LEND エンド
機能ソースプログラムの終わりを指定します。

書式 END

説明・ソースプログラムの終わり(アセンフソレの終了)を指定します。

この後に何か書かれていてもアセンブノレの対象になりません(アセンブルされません)。

・ソースプログラムにENDがないときは、TEXTエリアの内容の最後までアセンブノレして終

了します。

一]アセンブラでのエラー7.

エラーの種類・エラーメyセージ 内 容(原因)

、コード エラー OPECODEERROR オペコード(命令)に誤りがある。

'I'/ョナブノレ QUESTIONABLEOPERAND(l) オペランドに誤りがある。

ランド QUESTIONABLEOPERAND(2l 条件(NZ、Z、NCなど)の部分に誤り

カ三ある。

QUESTIONABLEOPERAND(3) {直が規定の範囲を超えている。

QUESTIONABLEOPERAND(4) 文字列の長さが32文字を超えている。

QUESTIONABLEOPERAND(5l 自(ゼロ)による害I]り算を行っている。

QUESTIONABLEOPERAND(6) その他、数値および式に関する誤り。

ヴエ

オへ

Tセンブラ機能を使用するときに、発生することがあるエラーのエラーメyセージと、その内容を記載し

ます。

エラーはc:司で解除できるほか、ソースプログラムの誤りは哩つでアセンプノレを続けることができます。

ょた、直互豆亘ゃ(TEXT)などでモードを切り替えた場合も解除されます。

オヘ

l自由1

o0 03
o5 00
B自

21

11

o1
ED

C9

自由 自由 o0 00
41 42 43 44

45 46 47 48

(以降04FFH番地まで自白日をII・成)

12バイト分、自由Hを生成します。

〈オブジェクトプログラム〉

5自由H-NXT自由

4

，ABCDEFGH'

75NXT00:DS

80 END

301ページのプログラム例に65行と75行を追加したものです。

65行は、何かを追加する場合に備えて、メモリを確保する目的で入れています。

75行は、不要なメモリの内容を自由にしています。

なお、自由HはNOPC/ンオベレーション)コードです。(何も実行しません。)

l自

20

3白

4日

50

6日

65

7自DATA

機能オペランドで指定したバイト数だけ00H (ヌルコード)を生成します。

書式 fDEFS¥
[ラベル ] L:--r数式

lDS J

説明指定した数だけ自由Hを生成します。

〈例> DS 12

〈ソースプログラム〉

ORG 0100H

LD HL，DATA

LD DE，300H

LD BC， 5

LDIR

RET

DS

DB

ヨ口



エラーの種類・エラーメッセージ 内 容(原因)

フォーマット エラー FORMATERROR(l) オペランドの区切り子に誤りがある。

FORMATERROR(2) 数値などに特殊なコード(アスキーコード

の自lH-IFHなど)や文字が入ってい

る。(ただし、このようなコードや文字は、

通常の入力操作では入りません。)

FORMATERROR(3) オペランドの数に誤りがある。

FORMATERROR(4) ラベノレに、使えない文字を使用している。

FORMATERROR(5) ラベルの文字数が6文字を超えている。

FORMATERROR(6) 文字列を指定するシングルクォーテーショ

ンが閉じていない。

FORMATERROR(7) 命令や、個々のオペランドなどの、文字数

が32文字を超えている。(たとえば、オペ

ランドの数値(番地など)の前に、不要な

自を多くつけた場合など)

アンデファインド UNDEFINEDSYMBOL 定義されていないシンボル(ラベル)を使っ

ゾンボノレ ている。

マルチ テファイン MULTIDEFINESYMBOL 同じシンボノレ(ラベル)が2回以上定義さ

シンボノレ れている。

ファイノレ J '~卜 FILENOTEXIST TEXTエリアにアセンブルするプログラ

エグジスト ムが入っていない(存在しない)。

ユーザーエリア USERAREAOVER 機械語エリア内にオブジェクトが格納でき

オノ〈ー ない。(ORG命令で指定した格納開始市

地が機械語エリアの外になっている。また

は、オブジェクトを格納していくと、途'II

で機械語エリアをはみ出してしまう。)

ワークエリア WORKAREAOVER フリーエリア(未使用のエリア)か小さく、

オーノぐー アセンブル用のワークエリアが確似できな

い。(他の機能からアセンブラ機能に移っ

たときや、アセンプル中に、ワーすエリア

が確保できない。)

一プリンタ エラー PRINTERERROR プリンタに異常がある(プリンタがJμ止さ
れていない、プリンタの電源が入っていな

い、プリンタの電池の消耗などでプリンタ

が動作しない)。

一

アセンプラ TEXTエディタで作成したソース・ロ'ラム
ブル)します。 フ ク をオブジエクトプログラムに変換(アセン

ローダ一 変換したオブジエクトプロクラムを本機に接続されたPICライターに実装されているP
ICへ書き込みます。

305第9章

PIC

1.PIC

2001年7月9日現在

2.PICモードの構成

ロEコロ 名 7°ログラムメモリ ピン数

PIC16F627 1Kワード 18ピン
PIC16F83*J 512ワード 18ピン
PIC16F84 1Kワード 18ピン
PIC16F84A 1Kワード 18ピン

す。

;ニ二;孟L出:古士fココ;::l:lぷ?土ウ;?C:立;ご?う7土己;ごうヴ吠廿七l1T史:?三ri;;芯ユ;ぷ4ぷJιζ:ffプア土こ!古T笠主;rヨJ品ニzうr?行:了竺f
については、入門書等?関連書籍が豊富に市販されていますので、それらの書籍を参照してください。

コケ、PIC用フロ7ラ叫成からPIC"峰山ま叫機で実行する方法について説明

なお、本機でプログラムの作成が可能なPIC04ビット・コアFlashメモリのPIC) は次の通りで

*1 生産終了

川 C製品名や開発ツーノレなどの固有名詞は米国マ万二yプ・テクノロジー社の商品名などです。

ドICモードは次の2つの機能から構成されています。

第8主主 機械語モニタとアセンブラ機能304



306 第 9章 PIC

2. 1 プログラム作成手順

PIeのプロクラミングは次の手順で行います。

スタート

ー 一一一一一一一一一一一ーー』

アセンブラによりアセンブノレ

実行(オフジエクト生成)

YES エラー

発生つ

NO
-ーー一一一一一一一匹

ローダ によりオブジェクト

プログラム書き込み実行

PIeを基板に装着

実行/デバック

YES 評価

(修正ありつ)

機械語モニタのUSER命令
で機械語エリアを確保す?る

ソースプログラムを本体のプ

ログラムファイノレエリアへ登

録しておく

【作成手順の解説】

①モユタ機能を使用して機械語エリアを佐保します。

②TEXTエディタ機能を使用してソースプログラムを入力します。

③PIeモードのアセンブラ機能によりオブジェクトプログラムに変換します。

④必要に応じて②~③を繰り返します。

⑤必要であればソースプログラムの本体のプロクラムファイノレエリアへの登録、印字を行います。

⑥PIeモードのローダ一機能によりオフジエクトプロクラムをPIeへ書き込みます。

⑦PIeを基板に実装して、動作を確認します。

③プログラムに誤りが発見されたときは②に戻り、ソースプログラムの変更を行い、再び③以降を実行L

ます。

⑨必要に応じて②~⑦を繰り返します。
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ztJ;r??モニタのUSER命令で確保します。(恥ージ参照)
一スプログラムの変換、変換したオブ

できません。 ノシェクトプログ
フムのpreへの杓き込みが

機械語モニタモードにします。

直亙KJMON@ IMACHINEL"ANG川一一一一一一「
平 日 U じルIUNITORI

USER命令で機械語エリアを確保します。

:;i::2if(;;221:己LL172るこ~す
YC;liyfF;ANGUAEE MONITOR

FREE:01自由-0CFF

尚保した機械語エリアが表示されます。

〔ιソースブログミろ雪作成三時---J
!??::::;;JL;ど己;:二??で、/TEXTエケに入れたソースフログラムをオフ
に司I'拠) ロジ一社の ノコン用開発ツーノレ MPLAB

。
す宇瓜

i
し
阿

刀
，邑，説てつ

守
」、lノとな式

形力入
〆f
，‘、、

訟
市
求水

」t'T+4
，Ja市
tのめたるす成

↑
ド
イをム-フ

力
ノ
口7ス

リ
ノ

、
+」。で

噂
」
，l
、

3.1 ソースプログラムの構成

ソースプロクムのl行は通常、 lステートメントc1つの文)になります。

このiJが何行か集まって、 lつのプログラムが構成されます。

-行(ステートメント)の構成

。
すまれ式、成構

れ
ノ
よどなAn

命似疑釈注
、
ト
ドlン-フペオ

A官命'レベ-7号
番一7

4
Eゆ

Jj子日位旦お但旦ZlpxBFf，SAMPLE
行番号 ラベL AI 「血

レ !命令部 ↑オペランド品 注釈 〉

EJt間 235ぷンft詳;セミコロン(;)をつけて醤き
で指定します。 指定します。一

:;!?さ臥注釈を含めて最大別文字までです。

，ovノアベットの小文字は、ォーー

へ ンドで文字定数として書いた場合と、注釈に書いた場合以外は、大



，
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文字と同じものとみなします。

①行番号(ラインナンバー)

・行番号は1~65279までの数値が使用できます。
・1~65279の範囲外の値を指定すると“LINE NO. ERROR"と表示されます。

?73は行番号』こ続けて入力します。(ラベノ山番号との酢スペース仰ると命令と山れま
.21レは 1~8文字まで使用できます。9 文字以上入れるとエラー山払
・ラベルには次の文字が使用できます。

i主主212L:;ZJJL;Z113:::く苫;よ吋こと同机
ーベJレと、次の命令部の聞はlつ以上のスペース 。

.;ベ川書かないときは、行番号と次の命令の間にlつ以上のスペース四を入れてくださいo

(TAB]を用いることもできます。

・ラベルは最大102個まで定義できます。

③命令部(オペコード) ー クコードで書き表します。また、310ページ以降に記載している
・14ビット・コ7用の35命令をニモーソ ド(オペレーションコード)と何

疑似命令、事INCLUDE命令も用います。なお、命令をオベコー

.;;ネ、次の山ンドとの間はlつ以上のスペース住白)で区切りますo

E互白を用いることもできます。

④オペランド部 (番地〕、定数などをオペランド
命令(オペコード)に対して、その実行対象となるレジス夕、アドレス

といいます。

・オペランドが複数あるときは、コンマ(，)で区切ります0

・定数には次のものが使用できます。

【数値定数1
10進数、16進数が使用できます。

10進数…・自 ~9 の数字で表します。

〈例) 188、32
16進数一一先頭に自 X をつけ、自 ~9 、 A 、 B 、 c 、 D 、 E 、 F の 16進用数字で表します。

〈例〉日xBC、自x20

【文字定数】 ン)で囲んで表します。文字のアスキーコードが定数になります。
文字は， (シングルクォーテーショ

く例) (文字) (指定) (定数〕

a 自x41A n

ox自
(NULL)
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【ラベJレ定数】

EQU命令により、ラベノレに定数を定義しておけば、そのラベルを定数として使用できます。

⑤注釈(コメン卜)

各行はセミコロン(;)をつけて注釈を書くことができます。セミコロン以降は、行の終わり(行末)ま

で注釈とみなされ、機械語(オブジェクト)には変換されません。

3.2 ソースプログラムの消去

TEXTモードの機能選択画面で、庄Dを押せばデリート(DeD機能が選ばれ、次のようにテキスト内

容を消去(削除)してよいか聞いてきます。(テキスト内容がない場合は、画面は変わりません。)

TEXT DELETE OK? (Y)

区〕を押せば、テキスト内容がすべて消去され、TEXTモードの機能選択画面に戻ります。

くわしくは173ページを参照してくださL、。

3.3 ソースプログラムの入力

TEXTモードの機能選択画面で(IJを押せばエ

ディy ト機能が選ばれます。

D
AnvT-nu

n
包TXわ巴T

<

次にソースプログラムの入力手11闘を説明しますo

D行番号を入力します。

窃ラベルがないときは、巨互国を押します。カーソルが命令部に移りますo

@Dの代わりに~豆己でスペースを入力しでもかまいません。

スペースは1つ以上入れてくださL、。

ラベノレを入力するときは、行番号に続けて入力します。この後ろは、巨互固またはISPACEIでスペース

をlつ以上入れます。

1命令を入力します。

命令の後にオペラげがある場合は、百互固または匡PACE]でスペースを1つ以上入れます。

11オペランドを入力します。

!ペランドが複数ある場合は、コンマ(，)で区切って入力します。

3 パ 11~をつける場合は、セミコロン( ;)を入力して、その後に入力します。

。 Ii i"の入力を完了したら函E を押して、プログラムをメモリに格納しますo~ を押せばカーソ Jレが消

d す。

。;のiiを入力するときは、①から繰り返します。
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4.アセンフラ |
l一二で山一スプ…マイ カ実行できるオブジクトフ…変
換する場合、まず、PICモードにします。

[SHIFT]+匹亘亙己を押してから巴を押します。

メニュー函面になります。

本車宇 PIC ASSEMBLER 本本本

Assembler Loader

囚を押します。

アセンフソレが実行されます。

本字本 PIC ASSEMBLER ・本本

-・Assembler Loader

f権準*車率 、，V0 rds)Complete! l***"'・ WUIU.:3J

アセンフソレ実行中は画面の下の行に“Assembling..."と表示され、終われば“Complete!(村山・

words)"と表示されます。アセンブルするプログラムが短いときは、この表示は一瞬で終わります。

ト…は、データ変換サイズ(word単位)を示します。)

4.1 アセンブラの疑似命令

疑似命令は、アセンブうを制御する命令で、それ自体はオブジエクトに変換されません。

本機のアセンブラには、次の疑似命令があります。

-コンフィグレーションピットの指定

CONFIG命令

・プログラム開始番地の指定

ORG命令

・ラベルの値の定義

EQU命令

・データの定義

DW命令

次に、これらの疑似命令の機能を説明します。

〈書式で使用している用語、記号の意味〉

式 数値、ラベJレ、'文字'を書くことができます。

[] [ ]で図まれた部分の省略ができることを示します。

CONFIG"・・・・コンフィグ

h"IJ ソ ンビットの設定をします。機能コンィクレ Y ヨノ y

書式一一CONFIG 式
町ットの設定をします。

説明・各PICに従ったコンフィグレ一、

一一一

コ
l
b」
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コンフィグレーションビy トの詳細は各PICの説明書を参!!(l，してくださL、。

eMPASMでは“&"(ビットのAND)による指定ができますが、本織ではできません。

ORG…・・・オリジン

機能プログラムの開始番地(アドレス)を指定します。

書式ORG 式

説 明 ・ソースプログラムにORG命令を書かなかった場合は、ORG 0 の設定があるものとみは

して、白番地からプログラムが開始されます。

・式1は目Hから1FFFHの範囲内で指定できます。ただし、オブジェクトプログラムがこの

範囲を超えないように指定してください。(この範囲でも、メモリの制約によりエラーになる

場合があります。〕

〈例> ORG 0x0006

EQU……イ-・キュー・ユー

能

式

明

機

書

説

ラベルにオペランドで指定した値を与えます。

ラベル EQU 式

・ラベJレに、オペランドで指定した値を定義付けます。式の演算はできません0

・1または2バイトの値(数値または'文字， )を指定します。

〈例> START EQU 0x1000 ラベルSTARTに、ox1000が定義付け
られます。STARTは定数ox1000とし
て扱うことができます。

OK EQU'Y' ラベルOKに、自x59が定義付けられます。

ow・・…・デファイン ワード

機能オペランドに記述した数値の下位2バイトをオフジエクトに生成します。

[ラベル ] DW 式

・オペランドに記述された数値の下位2バイトをオブジェクトに生成します。

ただし、 3FFFH (14ビット〕を超えた場合は14ビy 卜でカy トされます。

〈例> DW 0x1234 0x1234がオブジェクトになります。

式

明鋭

4.2 非INCLUDE

機能指定されたファイルをソースコードの一部として読み込み、標準的なラベノレを使うことが可能に

なります0

・式辞INCLUDE"ファイル名"

鋭明・MPASMにある同名ファイルのラベル定義を、本機に保有しており使用できます。

ファイノレ名は" (ダフソレクォーテーション〕で囲んで表します。

なお、指定できるファイル名は次のとおりです。

P16F627.INC、P16F83.INC、P16F84.INC、P16F84A.INC

14ビyト・コアFlashメモリPIC



..--

および

PIC，INC 上記以外

-定義できるラベル数102個には含まれません。

-プログラムの先頭で指定します。

• MPASMで定義されている8文字を超えるラベノレは、本機では次のとおり指定してくた町さい。

MPASMで定義
本機での指定

されているラベル名

OPTION_REG OPTION R

NOT T1SYNC NOT T1SY

4.3 エラーメッセージ

アセンブラ機能を使用するときに、発生することがあるエラーのエラーメッセージと、その内容を記載し

ます。エラーは(IT司で解除できます。また、直互豆己ゃITEXTIなどでモードを切り替えた場合も解除さ

れます。

エラーメッセージ 内 勾壬ヤヨr (原 因)

Filenotexist' TEXTエリアにアセンブルするプログラムが入っていない(存在

しない)。

NoUSERAREA! 機械語エリアが確保されていない。

ラベルエリア分の機械語エリアが確保されていない。

Not __CONFIGdatal 一一CONFIG疑似命令がなし、。

Syntaxerror
'
(**本本*) 一一CONFIGの前にラベルがある。

ORG指定の前にラベノレがある。

EQU指定の前にラベノレがない。

不当ニモニy夕、疑似命令がある。

ニモニyク、疑似命令のオペランドの後ろに、SPACE/TAB/CH/

，以外がある。

オペランドなしの命令の後ろに、SPACE/TAB/CR/;以外がある。

オペランドlと2の聞に、SPACE/TAB/.以外がある。

オペランドlと2の聞に、，がなし、。

不当なオペランドがある。

不当なプリプロセyサコマンドがある。

プリプロセッサコマンドのフォーマットに間違いがある。

Outofrangel (*****) 結果格納先指名子がlビy ト以上ある。

リテラJレ値が8ビット以上ある。

ビット指定値が3ピット以上ある。

オペランド値等が16ビy ト以上ある。
一

Undefinedlabel' (**料*) オペランドで使用しているラベルがない。

Undefin巴dline! (**本**) アドレス値が機械語エリアを超えている。

Labeltoolong! (**キネ本) ラベルが8文字以上ある。

Outofmemory! (叫料*) ORG指定が8K以上を指している。
l・"‘

オペコードが機械語エリアを超えている。
-ω『

ラベル数がMaxを超えている。
ー

2

第9主主 PIC

一一一一一一一一 313エラメyセジ
内 句t、ヨr

(原
Ik/)Multidefine' (*****) 同 ラベJレが複数ある。

#includ巴が複数ある。
‘Notincludefile' (*****)

指定includeファイル名が不当。

**は、エラ一発生行番号をIj¥します。)

，--仁二二二二¥ 5 ロト吋一ザダ一 -一一一一

:二:二4二ニ;;雲註:i、し;z;ご77e:;訂:二;;::了士.::;;:胡:三:二;;?本械機噺されfた悶山こオ川P引ICラ二二:孟二二;I
(SHIFT]+(ASMBtJを押川主ら回開しまJ。
メニュー画面になります。 I*** prc ASSEMBLER **牟

巴を押します。

書き込みが実行されます。

Assembler Loader

本本場 PIC ASSEMBLER 本**

Assembler 噌 Loader

COmO]pt "， t (......._.
ー・也 、予伊軍事取 w0 rds)

書き込み実行中は画面の下の行に“Loading..，....・Words" ー
(;:::ヒ121ごた:lZ二二;!短し:ik??立山立l
5.1 エラー〆ツセージ

Llーダー機能を使用するときに、発生することがあるエラーのエラ-;I ム

:L7ラーは図で解除できます。また、笹田や固などでご一二二立:よ!?;;
エラーメッセージ

内 旬台、
(原 因)oUSERAREAl

機械語エリアカ滞在保されていない。

ラベルエリア分の機械語エリアが確保されていない。
JtPICdata'

PICデータサイズが0。
~gal PICdatal

PICデータサイズが、機械語エリアより大きい。

PICデータおよひ~Config wordデータが14ど γ ト以上ある。
IlnectlOnerror'

PICライターの存在が検知できない。
II'battery!

PICプログラム書き込み時に書込電圧低下を検知した。
rifyerror'

PICプログラム書き込みでベリファイエラーが発生した。
ぺ→ k

PICプログラム誓き込み時に中断した。

N

N

III

o

o

e

ρ
、
l
h
r、
日

山
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以降の説明で書式などに使用する用語の意味を示します。

式 数値、数値変数およびこれらを含ん問手式を示します。

2数 配列要素を含んだ数値変数、?Tfzニネキャラクタ併、数字、記号)を示し
"文字II •••••• II 11 (ダブノレクォーテーショ ー

ます。

文字$iIJ・・・・・・・・・"文字¥文字変数を示します。 一

:;:;ムヰ;ニTT22;fz;i7二の後山の指定を行う場合は、コンマなどの
区切り記号が必要です。

JAl........・AあるいはBを選択することができます。
品同プログラム山実行問問。

FLL;;;:tzfiZED-…あり一省略した
てよ了しょL乙 これ山IN吋略形ですが、次の形でも有効山ます。

PR.

PRI

ω ・変数などに続いてBAS13Jムヵする場合は、変数と命令の間一一スを入力山 t~
さL、。

〈例〉 58IF A=B+THEN188
1ースペースを入れる。

・関数命令などをマニュアルで実行する場合はRUNモードで実行してください。

::hii誌;;;:42:;fhoモードでも使用できます。
〈仔I]> PRINT CHR$ 9日函E→ Z
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関数

IAND…………アンド
I;省略形……AN.

彊直
直E

匿国
匿盟

|プログラム，I

l"ニュアルi

式と式との論理積を計算します。また、条件式の結合を行います。

式 AND 式

条件式 AND 条件式

OR、NOT、IF

・2進数において、論理積は次のような値を取ります。

1 AND 1=1 0 AND 1=自

1 AND 自=日目 AND 自=自

10進数の論理積を求めた場合は、計算機内では10進数を2進数に変換してから各桁の論理的を

求め、その結果を10進数に戻します。

たとえば、41と27の論理積は次のように計算されます。

41 AND 27=9

，101001....・....41
AND(¥011011 …27 41と27をそれぞれ2進数に変換し、各桁のANDを取ります。

而而亡三7779 そして、その結果を10進数に変換すれば9になります。

・式の値は-32768-32767の整数部が有効になります。

・2つ以上の条件をすべて満足するような条件をlつの式で表します。

〈例> 50 IF B>5 AND C>=4 THEN..・

もし、Bが5よりも大きく、かっCが4よりも大きL、か等し

いとき、THENに続く命令を実行します。

関数

I::¥~ アスキ
省略形……AS.

匡0:7'51>.1I

I'?.::~担|

1地E
~~

文字や記号、数字などをキャラクタコードに変換します。

ASCr文字削i
l文字変数j

CHR$

・文字や記号、数字などをキャラクタコードに変換します。たとえばrZJという文字のキャラ

クタコードを知りたい場合は

A=ASC"Z"

として実行すれば、AにはrZJのキャラクタコードが10進数の90として代入されます。

文字が2文字以上指定された場合は、先頭の文字のみがキャラクタコードに変換されます。

〈例> 10 CLS

20 A$=INKEY$

参盟
。見習
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381F AS=1t"THEN 282(;42;二;;L:5:;;LL
4白 B=ASC A$ のキャラクタコードを表示します。

・文字、数ど記;:;セれ::ふ:z;ゴクタといいます)問機が記憶川、処
理したりする場合は、すべて計算機が取り扱いてと?値』設立立ZZZ;品
目1255記事:さizhzih亡J7ff二LiZ
Lム:;;:211:Lこして作成されたキャラクタとそのコードを使用しています。(制
ページのキャラクタ・コード表を参照してください。)

基本命令

一両TO ・オート [j'::'.3.7Jv!

省略形……なし
ノレ操作でのみ有効)

曜嗣 行番号の自動発生を行います。(PROモードのマニユ

罰 AUTO((開始行J(，劇団

富:詳出揺t注己担詰;:詰詰:2詰1吉告?若諒需吉詰詰;3主;言ii主と出日詰正i吉i子!山2出口山ロロ山山;二お;2;
.開始行や増分に0、負数、 65279を超える値を指定したときはエラーになります。

・開始行や増分を省略したときは、それぞれ1aが指定されます。

.;;ift:::tiff75:137;l;三ifLTfi;fbTO圃と悦
すると、前の設定値が有効で、引き続いた行訴を発生します。

また、行番号を表示しているときに図ゃ国を押したときも同じです0

・パマ円一ドが設定されているときは、AUTO命令は無視されます。

;KLZ合は設定値(開始行、増分値)が解除されます。
• [SHIFT]+歯と操作山き
・電源をオフ、オンしたとき

• LOAD、NEW命令を実行したとき
• BLOAD命令を実行し、BASICプログラムが読み込まれた込

_FILES命令lこより一覧されたファイルから選択後、(SHIFT)+図の操作をしたとき

・BASICコンパータでBASICへの変換(Basic←Text)を実行したとき

く例〉 LL24::。;:?10、120、 と行番号を発生します。

ポケコン開通信命令

8LOAD……バイナリ

省略形……Bし0.

っ
判J
E-ロ ド
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軍軍

軍司
匿盟
匿盟

別のポケコンから本機にBASICプログラムを読み込ませます。(PROおよびRUNモード

のマニュ7)レ操作でのみ有効)

BLOAD匝E
BLOADワ、 BSAVE

• jjlJのポケコンに記録されているBASICプログラムを本機に読み込みます。

・読み込みが行われているときは、画面右下に*マークが表示されます。読み込みが終われば、

*マークは消えます。

BASICプログラムの受信待ちのときは、まだ読み込みが行われていませんので*マークは

表示されません。

これは、BLOADつ命令でも同じです。

なお、読み込みが終われば、プロンプト記号“>"が表示されます。

・別のポケコンにBASICプログラムがなかった場合でも、本機はBASICプログラムを検

索し続けます。この場合は箇を押して検索を止めてください。これは、 BLOAD?命令

でも同じです。

・実行中にエラーが発生すると、計算機内のBASICプログラムが無効になります0

・実行するとオープンされていた全ファイルが閉じられます。(ヲローズされます。)

ポケコン間通信命令

8LOAD M・・・/"¥イナリ・ロード・エム

省略形……BLO. M
巨三瓦Z函

直面 別のポケコンから機械語プログラムを読み込みますo
!l'::<t! BLOAD M [ロード番地]圃
匿盟 BLOAD、BSAVE M
軍盟 ・BSAVE M命令でjjlJのポケコンに書き込んだ機械語プログラムを読み込みます。そのとき、

本体のプログラムは消去しません。

・「ロード番地Jを指定したときは、指定した番地を開始番地として読み込みます。省略すると、

BSAVE M命令で指定した番地に読み込みます。

ポケコン間通信命令

[BLOAD7 バイナリー?
省略形……BしO. ?

!x-.3.7Jvl

』員Nt] 本機内のBASICプログラムと別のポケコンに記録されている内容との照合を行います。(P
ROおよびRUNモードのマニュアル操作でのみ有効)

ズ1 BLOAD?圃
参照1 BLOAD、BSAVE
i見IJJI ・照合は、BASICプログラムが正しく別のポケコンに記録されたか、あるいは別のポケコン

から正しく読み込まれたか確認するために行います。

・照合において、もし内容に不一致が生じたときはエラー82になります。
-BASICプログラムの照合が行われているときは画面右下に*マークが表示されます。

照合が終われば*マークは消え、プロンプト表示“>"になります。
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ポケコン開通信命令

BSAVE……バイナリ・セーブ

省略形……BS.

直ID BASICプログラムを別のポケコンに記録します。
軍~ BSAVE

匿盟 PASS、BLOAD、BLOADつ

匡盟 ・別のポケコンに記録します。
・パスワードが設定されているときは、BSAVE命令は無視されます0

・実行するとオープンしていた全ファイルが閉じられます。

区互互2
1"-.l7ivl

ポケコン間通信命令

BSAVE M"'I"イナリ・セーブ・エム

省略形………BS. M

匿函 機械語プログラムを別のポケコンに記録します。

軍司 BSAVE M 開始番地，終了番地
軍国 BSAVE、BLOAD M
匡盟 ・バイナリ形式で別のポケコンに記録します。

・指定した開始番地から終了番地までの内容を書き込みます。

・番地は10進数、または&Hをつけて16進数で指定します。

匡互Z三亘
E王E

基本命令

ICALL・・・・…・・コール

I省略形……CA.

17"07''5ムi
I，，=-.l}円川

直函

軍司
匿亙
匿盟

機械語プログラムを実行します。

CALL 番地

PEEK、POKE

・指定された番地から機械語プログラムを実行します。

CALL &HIF58

(注)この命令を誤って使用するとBASICプログラムや本機のシステムエリアを破i到し、見

常が発生することがあります。この場合はリセットスイッチを押して、メモリの|人l伐をin

去してください。

第10章 BAヌ I，、一A:::'ICの各命令の訪日日

一一一一一一一一一関数

CHR$・H ・H ・"キャラクタドjレ
省略形・…・・CH.
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[zoヲヲ玉j

E三::.l7.ill
富 山口ードを文字や記号なと~クタ)に変換します。

霊園 ASC

園・:;;;:::;;;;?????7ぷι訂や記号数刊しまサ
として実守すれば、A$1<:1;1:"Z"1JS代入されます。

・????:;二;二;:::;;:と、それに対応するコードについては恥ージのキャラ

〈例) 10 AA$="" 。

20 INPUT'コートー=
;A:CLS

30 AA$=AA$+CHR$A

48LOCATE 7， l:PRINT AAs
50 GOTO 20

1JJ44:;:二;;ヰ;iZ??九;;;f7;??:??。して文字変数AA$
ンログラムを実行させ、ij(のコードを入力してみてください。不

234、83、72、65、82、80C"・SHARP"が表示されます)
256以上の値が指定されたときは、エラー33になります。

iνク
サ

令
一

E

l

命
一
L

C

ク
一
C

り
ノ
一

一D
川
'
・
〆

イ

一

尭

フ
一
!
略

一
フ
一

C
省

均
ノ
一

自

由
殺菌 DEGモードで円、扇形や楕円などを描きます。

?CIRCLEぽ 1，:<¥2) 式3[同町[式d [， rr~~I ，[式 d ]]
門 GC日 SOR、LINE，PSET LlxlJ
川 -J;LJ。2)て指定した点を中心として、式3で指定した長さ(ドy ト数)を半径とする円

CO，0)

式 l 中心点のX座標 画面左端は0、右端は凶で、す。 I
式2 中心点のY座標 画面上端は口、下端は47です。 I

ネヰd;立に3122??で指定できますが、上記の範囲を超えfよ;:
・式3で半径をドット数で指定します。式3L範囲は1~32767です。
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冨
一

各命令の説明BASICの10章

LEAR……クリア

省略形……CL.

第

基本4 ..6..D(J寸3

7
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~

固定変数の内容および配列変数、単純変数を消去します。

CLEAR

DIM

・単純変数や、DIM命令により確保されていた配列変数はすべて消去(未定義の状態に)さ才1、

固定変数の内容もすべて消されます。

<f列> 100 CLEAR:DIM B(4)

この例では、すべての変数を消去してから、配列変数B(4)の定義を行っています。プログラ

ムの先頭ではよくこのような方法を用います。

画
一
回
一
閤
一
幽

匡E互召|
1"-.:1.7)vlI

ズ

ファイル関連命令

(CLOSE クロ
省略形……CLOS.

入出力のファイルを閉じます。

CLOSE[事ファイル番号， 持ファイノレ番号…ー]

OPEN、PRINT帯、 INPUT辞

・ファイJレ番号に対応するファイJレを閉じます。ファイル番号はl、2または3のいずれかです。

・ファイル番号を省略するとすべてのファイルを閉じます。

・ファイルが出力(OUTPUTまたはAPPEND)モードでオープンしていた場合は、メモ

リ(出力パ~ 7ァ)に残っているデータおよびファイノレ終了コードを、出力してからクローズ

します(閉じます)。

・次の場合も自動的にファイルを閉じます。

・END、NEW、RUN命令を実行したとき

.電源が切れたとき

・プログラムの編集をしたとき(プログラムの入力、修正、削除やDELETE命令などを実

行したとき)

・プログラムファイルエリアへのプログラムの登録、呼び出し、削除などを行ったとき

・BSAVE、BLOAD、BLOADつ、BSAVE M、BLOAD M命令実行時

.機械語モニタモードへ切り替えたとき

・BASICモード(RUN、PRO)からイ也のモード (TEXT、CASLなど)へ切り替

えたとき

画
一
幽
週
調
一

.t六05ZJJZZ?777;ぷさせ仇消すか、あるいは反転させるかを指定し
7.立:::??!?152::日きます(勺トをい〕
R 1::;計二二，L点?ユ:ttiiTLLULjJJJ;円を消すときなど
XA212、円に相当するドy トが点灯山るとき出向して、消えているときは川l
・式?:::LhニzlJJff;う』こf旨定します。省略した場合はOが指定されます。

。曇柵多多選警護審.

;;:::CLE(7123)20，-45-135

位)・円のiLをLTi合でも、円のすべてが範囲内(-3m~32767) 1

.LEii::二平::乙すので、円、斜榊線、曲線などは正確な線になら凶ないt場L弘川州;附合Mカが4

::1主hiとヒb:江叩:江:;:翠誤:2思:22}広治品出;三お二出:Z二出〉L占こzrt
要です。

Y軸方向の半径己主

五扇向の半径(rx)比率

川
山

O

-f47TtTL3;JfJ2257fztfみの右担|!?0で反時計方向に描き仏

.i告担出1ら陸出出l手史詰i1告:1出:出草詰詰点!1詰詰:忠出5忠:吉ι:::若日zi品fz品;bi揖:品:;E;記;註註11告ミ
:;7九L。の半径線を姉描くと比以き♂で角度を変矧数でf指師旨続定するときは、一3泌6
』は立一l水変数名で指定してくfだごさLい、、。変数に一0を代入しても+0として認認、識されます。

・2t::;::::!ti;Lときは楕円を描きます。省略した場合はlが指定され払

。，“'
民

υ
ハ
υ，''

nHv
n，
白23)，

CLS
CIRCLE(71.

END

A
り

印

刷

u
n
m

噌

i
q
u
n
o

く例〉



'
フログラム行を削除します。(PROモード¢

(1)DELETE 開始行番号[一町孟;:4取のみ有効)
(2)DELETE _終了行番号~
NEW、PASS

:221z;;22f;?272;;iJ;14?;;fすべての行を削除しま守j。
:ii;;;ii:iijjjjjjjjjfijZFi;;;;:;:;;;jt:;;:
・指定した行番号が存在しないときは、エラー40…りλ
・開始行番号が終了汁番号よりも大きい指定をすると

・パスワードが設定されているときは、DELETーニヰ;:;;了。
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直面
直亙

匿盟
匿盟

BASICの各命令の説明

省略形……なし

CLS…………クリアスクリーン

第10章

表示内容を消去します。

CLS

LOCATE
表示内容を消去し、表示開始位置を(自，

322

都

1

1

i
霊

園

園

竺|
ドのマニュアノレ操作で‘のみ有効)

自)位置に戻します。

基本命令省略形・・・・・・c.

~
巨三三E

DIM・・・・…-…・ディメンジョン
一時停止しているプログラムの実行を再開します。(RUNモ

CONT@

STOP

STOP命令や佳品に
省略形……D.

直面

上
、
町
』
Jア

リ
叶
ノ

工OJ
一
アム

-
7
力
ノロ7

r'

、
モJFを数変

芳
グ配

'
し
、、，J
4

昌宣ft
、
義定を守口

事
口大のそ

。

、

す

と

ま

名

し

列

保

配

確

(注)書式(2)は文字変数でのみ使用できます。

CLEAR、RUN、ERASE

:;;;;;7777;fTt;yzr??;ι;;?義(宣言)し
配列変数の場合品;;;??と;;;了字(2文字自は数字も使用可能)で指定し、文字

・式lおよび式2は添字とい七れ、配列の大きさ(干列要素数)と次元を指定しますo 添字が1

;;;:;;??配列と呼υ、2つのものを二次冗配列と呼びます。本機では二次元配列まで

くイ列> DIM B(3)

(l)DTMJ配列名(式 ) 1r rifr':Vl!12'. ('OP' ¥
J1JIMj 二 .. ill配列名(式1) 1 1
L配列g(オ 干L)rI， i~~，::: :~~ 1 / l'"I

Jυ1M i;;~l:; ;:1" ~ 干L IJ配列名(式I) 1 1
配列名(式1・ .it2)! 式 3I・j;;耳11>' { いて 1

J L 1I配列名(式ぃ式 2)I~):\'3 ・・ l

園
調
一

省略形………DA.

READ文に続く変数に与えるデータを指定します。

DATAf式 Lf式)
l文字列J' l文字列j

イアンコT
f

N

ム
叩
一
刈

都
「
川i
霊

園

園 るとき、実行を再開させます。L、グラムが一時停止して7・口より

直2司
DATA........・データ一「直面軍E
READ

・READ命令の説明を参照ください。

17'0:7'ラ引

E三ア101
DEGREE..・ディグリー

一次元配列変数B()について、配列要素B(自)、B(1)、
B(2)、B(3)の4個が確保されます。

二次元配列変数XA$()について、配列要素XA$(G，

ぷぷぶムム XA$(2，2)、XA$(2，3)

XA$(2，3)DIM

省略形……DE.

角度単位を"度"に設定します。

DEGREE

RADIAN、GRAD
・三角関数、逆三角関数、座標変換で扱う角度の単位を“度"単位(0Jに設定します。(1111
角=90°)

軍国
匿盟

一

軒

r
i
l
l
-
-

富
一
園 添 字 は 理 論 的 に 日~ 2 5 5ま で の 整 数 値 を 用 い る こ と が で き ま す が 、 計 算 機 の メ モ リ の 大 き さ 、

使用状態によっては添字で指定しただけ、変数が確保できない場合があります。(確保できな

匿盟

いときはエラー60になります。)

:;ZJ1234;;;;;;:Y:??;れ、整数部のみが有効山ます。
〈例> 10 INPUT A，B 。

20 DIM X (A)，Y (B-1)

・文字配チIJ変数は変数の長さを指定できます。

一「

巨ニ空」
DELETE…デリート

省略形・…ーDEL.一
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書式(2)において、式3により文字数を1~255文字の範囲で任意に指定できます。

〈例> DIM F$(2)*30 F$(日)-F$(2)の各変数には、それぞれ最大30文

字まで記憶できます。

DIMY$(5，4) *6 Y$(自，0)-Y$(5.4)の各変数には、それぞれ

最大6文字まで記憶できます。

文字数の指定(*式3)を省略した場合は、自動的に16文字が指定されます。

指定文字数が大きいほど多くのメモリを必要とします。

・複数の配列を使用する場合は、DIM命令で一度に定義することができます。

〈例> DIM J(5)，K$ (4，3)，XB$ (5) *1日

・一度定義した配列名は再定義できません。

たとえば、DIMX(5)とDIM X(3，4)は同じXという配列名になり、同時に使

用できません。ただし、数値配列変数と文字配列変数は別の配列とみなされます。たとえば、

配列z()とZ$( )は同時に使用できます。
・配列変数はERASE、CLEAR命令により消去する(未定義の状態にする)ことができます。

また、RUN命令によりフ。ログラムの実行を開始したときも、以前に定義されていた配列変数

はすべて消去されます。GOTO命令によるプログラムの実行では、変数は消去されません。

したがって、一度実行したプログラムをGOTO命令により再実行させるときなどに、DIM

命令の警かれている行を実行させると同じ変数名を再定義することになり、エラー30になりま

す。このような場合はERASEまたはCLEAR命令で消去してから、定義し直すようにL

てくださし、

〈例> 5自 "S":ERASE X: DIM X(3，4)

基本命令

DMS$・・…・・・・ディー・エム・エス・ドル

省略形……DM.

直面

軍E
霊園
匡盟

I 7 'D~7A]

I，，-~:rivl

10進数(度)を60進数(度・分・秒)の文字列に変換します。

DMS$ 式

VDEG

・10進数を60進数の文字列(度(0) ・分(')

〈例> 10 B=61. 01

20 AA$=DMS$ B

30 PRINT AA$

-秒en)の記号を含む)の形に変換しますo

r l
61° 00' 36' I
> I

(注)変換した結果を格納する文字変数には、文字単純変数か文字配列変数を使用してくださ

い。文字固定変数には、最大7文字まで格納できます。(変数の長さについては152ペー

ジを参照)

〈例> 10 B=1. 2345

20 A$=DMS$ B

30 PRINT"A$= 聞 ;A$

4自 AA$=DMS$ B

50 PRINTnAA$= • ;AA$

・度・分・秒の記号のキャラクターコード(くわしくは383ページ参!照)

度 (0)・223(H&DF)、分(')ー39(H&27)、秒en)…248(H&F8)

，n，u
a
q
a
n
y

n
H
U
A
H
u

a
q
A
q

-
-
。
。一一

N
Z
S

U
S
A

R
A
A
>
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IEND…...・H ・-・エンド
l省略形・・…E. [プログラ411

堕 プログラムの実行を終了させます
n

瞳主j END

匿:am ・プログラムの実行を終了し、オープンされていたファイルをすべて閉じます。

基本命令

EOF……エンド・オブ・ファイル

省略形……EO.

璽 ファイルの終わりを検出します。

l董主J EOF(ファイル番号)
匿国 OPEN

陸盟 ・ファイノレ番号で指定したファイノレのデー
ー-4J Jレ番号は1、2、3のいずれかです。 タを最後まで読み取ったかどうかを調べます。フアイ

・ラムデータファイノレまたは11ピンの通信時のみ有効です。

@最後に達していればー1(真)、そうでなければo(偽)。の値を与えます。

tczftfi??信の場合比受信パyフア内が空のときはー1(真)、空でないとき
.????;主主LT???;;ニ;ι:ぅ;乙で六九22UL13T
モードでオープンされていないとエラーになります。

〈例〉 ;;;;:;ょJ:J2;ifT)の確保(ルージ参照)をした後で、次の
18OPENUE ABC DAT"FOR OUTPUT AS 非2

20 PRINT 持2， 123，456，789
30 CLOSE

48OPEN"E-ABC DATU FOR INPUT AS 幹2
50 INPUT 持2，A，B

60 X=EOF(2)

70 INPUT 韓2，C

80 ¥=EOF(2)
ーータの読み出しは終了している

90 CLOSE :PRINT X，Y:END

このプログラムを実行すると、X=o、Y=ーlになります。

自

由

←データの読み出しは終了していない

基本命令

|ERASEu---イレーズ
省略形……ER.

E旦互互E
~豆2日

俊民 配列変数を消去します。
(聾式IERASE配列名[，配列名…]
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CLEAR、DIM

・指定した配列変数を消去します。

• ERASE命令で配列変数を消去すれば、その配列変数が占めていた領域を他の目的のために

使うことができます。

また、配列の大きさを変更したいとき、ERASE命令でそれまでの配列を消去すればDIM

命令で配列の大きさを再定義できます。

・すべての変数を消去するときはCLEAR命令を使います。

〈例> 1自 DIM A (2，3)，B$(5) *30

I自由 ERASE B$

ファイル関連命令

iFILES フ …|
E王z.illl

省略形……FI. 1

直面 プログラムファイノレエリアに登録されているファイノレのファイJレ名とファイルサイズを表示します。
軍軍 FILES圃
霊園 LFILES、SAVE、LOAD
匿盟 ・実行すると先頭のファイノレ名から表示します。画面には6つのファイル名まで表示されます。

・ファイル名の左側に嘩マークが点灯しています。時マークは温3、置3で上下に移動できます。
これを移動させていけば必要に応じて画面が送られて、}JIJのファイル名を表示します。

時マークを必要なプログラムのファイノレ名に移動させてから匝白+箇を押すと、その7

ログラムを呼び出すことができます。ただし、TEXTモードで登録したプログラムを呼ぴiI:

すことはできません。

・ファイルサイズについてのくわしい説明は、178ページをご覧くださL、0

・(IT司、巨REAKIなどでファイル名の表示を解除できます。

基本命令

IFIX・・・・ーフィックス

|省略形……なし

直函 数値の整数昔日を求めます。
直~ FIX 式

匡盟 ・式の値の小数点以下を取り除いた整数部だけの値を求めます。
〈例> A=FIX 2.5 Aには2が代入されます。

A=FIX -2.5 Aにはー2が代入されます。

A=FIX(2.45*3) Aには7が代入されます。

I 7" D~';ラム|

I" ，::，~:ア)01

基本命令

IFOR"'NEXT…フォー~ネクス卜

I省略形……F. N. STE.

直面 FORとNEXTの聞に書かれた命令を指定された条件が満たされるまで、繰り返し刈lします

E白石I

-
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直司 FOR 数値変数=初期値 TO 最終値 STEP きざみ値

NEXT[数値変数]

圏 REPEAT-UNTIL、WHILE~へ叩、、司

憧旦J ・数値変数が初期値から始まつて、指定されたきざみ値分ずつ増加(あるいは減少)してL、暗き、
最終値よりも大きく(あるいは小さく〕なるまでFORとNEXTの間を繰り返し実行します。

(この繰り返し部分をFOR-NEXT)レープと呼びます。)

〈例〉 FORlA=8 TO 18 STEP 2 AがOから始まって、I回FORとNEF
T間を実行するごとにAに2を加えながら、

NEXT A ~の値が10を超えるまで、 FOR と NE三
Tの間を実行します。

・きぎみ値がlのときはSTEP 1を省略することができます。

・12;:ロ;:?:;fh;;;ZJ1225JJ:;;;?の数値変数は同
FOR B三1 To 5

---エテ 同じ数値変数にする。
NEXT B........

・初期値、最終値、きさみ値(ステップ値)は次の範囲内で指定できます。

-9.999999999E99-9.999999999E99

(-9.999999999x10田-9.999999999x10凹)

・初期値にきざみ値を加えると最終値から離れてしまう場合は、ループ内をl回だけ実行してノレー
プを抜けます。

なお、きざみ値を自に指定しますと、永遠にノレープ内の実行を繰り返すプログラムになってし
まいます。

FOR-NEXTループの中に、別のFOR-NEXTループを入れる場合、中に入るFOR

-NEXT)レープは外のFOR-NEXTループ内に完全に入っていなければなりません。こ

の条件でノレープを最大5段まで重ねて使う(深みをもたせる)ことができます。(378ページの
スタyク参照)

FOR-NEXTノレープの外からループ内に飛び込むことはできません。(飛び込ませるとエ
ラー52になります。)

(注) ・FOR~NEFTノレープから外に飛び出した場合、そのノレープは終了したことになりま

せん。プログフムによっては(FOR命令を何回か実行するようなプログラムの場合)、

FOR-NEXTの深みエラー50が発生することがあります。

'FOR-NEXTノレープ内ではCLEAR、ERASE、DIM命令は使用できません。

関数

FRE…・・・・・・・・・フリー

省略形……FR.
巴豆ヨ
I"-~711，.1

憎iiI:1 未使用部分のバイト数を求めます。

弐 FRE

説明 ・本線内のメモリの中で、現在使用されていない部分のバイト数が得られますn

??ICのプログラムや配列変数、単純変数および機械語エリア、プロクラムファイノレエリ
ムム;;了一タフアイ)vXI)7、テキストエリアとして使用されている部分以外のバイト数を
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グラフィック命令

GCURSOR・・…・・・・グラフィック力一ソjレ 匡互互2
E王E

省略形……GC.

圃
一
国
圏
一
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グラフィック表示の開始位置をドy 卜(点)単位で指定します。

GCURSOR(式1'式2)

GPRINT、LOCATE
・画面は横144、縦48のドy ト(点)で構成されています。

このドットはそれぞれ横方向に0-143、縦方向に0-47の番号がつけられています。この番

号をX-y座標と同様の形、つまり式lでX方向、式2でY方向の番号を指定して、表示開始
位置(表示の開始ドy ト)を指定します。

012 ・・ ー 143

oI I

47I I

-式l、式2は-32768-32767の範囲で指定できます。ただし、画面をはみ出すような指定をii
う(式lがo~143、式 2 が 0-47の範囲外の値)と、画面外の仮想位置を表示開始位置に指定

することになります。

・表示開始位置はRUN命令を笑行したときや電源、を入れ直したとき、または、ISHIFT)+@
を押したときなどでは(0，7)位置が指定されます。

〈例> 10 CLS :WAIT

20 GCURSOR(70，28)

30 GPRINT"1834458F452C18"

このプログラムを実行すると、画面の中程に次のように表示されます。

(斜線部分は表示されません。)

←縦方向の座標=28

横方向の座標=70

基本命令

GOSUB，.....，RETURN・・・ゴーサブ~リターン

省略形……GOS. RE.

「
剖
l
J

E

圏
一
勧

指定した行から始まるサブルーチンへプログラムの実行を移し、RETURN命令で戻ります.

[行番号1
GOSUB ~ ._--}

lラベルI

RETURN
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GOTO、ON GOSUB

・何回も同じ計算や処理が出てくる場合、そり部分を抜き出してフ・ログラムしておきます。抜き

出日プログラムを必要に応じて実行すれほ、プログラムを短かく簡略化できます。

・サフルーチンへのシャンプはGOSUB命令に続いて、サブルーチンのおIJ ，~
たはラベノレを書いて指示します。(ラベルについては162ページ参照) れ 1ている11係りま
く例〉

--一ーーーー

50:GOSUB 200 200行ヘサブルーチンジャンプ

へ
一
行
スwてれ

A
H
H
書仇MA*

フ

は

ン

た

ヤ

ま
A
m
Jリ
J

N

ン
A
チ

レ

レ

ノ

ノ

ベ
e

フ

ラ

サ

ABUQ〕OG
命

阿

命

Ul

-uuuすま::;:;EJZ23t7、メインルーチンへの復帰を指示します。
メイブルーチンへ復帰し?ときは、GOSUB命令の次の命令を引き続き実行します。

・サフノレーチンから別のサフルーチンへ実行を移すことができます。

サフルーチンからサブルーチンへ、また次のサフソレーチンへ いうように重ねて使用する

??三う10段まで重ねる(深みをも同)ことができます。(1蜘超えるとエラー50に

基本命令

IGOTO………ゴートゥー
| 略形……G.

寓 プログラムの実行を指定された行へ無条件に移します。

出itJ ~~~~ r行番号1
日ーω GOTO ~ ↓

lラベノレl

圏 GOSUB、ON- GOTO、RUN

!週 @通常プログラムは小さい行から順次実行されますが、GOTO命令により、その実行を指定し
たけへ移す(ジャンプさせる)ことができます。

また、RUNモードでのマニュアル操作により、指定した行からプログラムの実行を開始させ
ることができます。

・ジャンプ先は、GOTO命令に続けて行番号またはラベルを書いて指定します。(ラベルにつ
いては162ページ参mn
〈例> GOTO 40

GOTO 'AB'

匡互7'51>.1I
["-.>.71vlI

40行へジャンプしなさい。

ラベル'AB固または本ABのついている行へジャンプし
なさい。

・指定した行番号およびラベルがない場合はエラー40になります。

・同じラベノレが2個以上書かれているときは、行番号の小さいほ}へジャンプします。

• GOTO命令によりプロクラムの実行が開始されたときの計算機の状態については162ページ
を参照してください。

グラフィック命令

GPRINT………グラフィックプリント

省略形……GP.
!z旦互ヨ
1，，-.>.71vl
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指定されたドソトパターンを表示します。

(1)GPRINT 文字列

(2)GPRINT 式(;式，式;•.• •]

;231::::L;;:;ドyトパターンを指定し仏ドソトパターンは縦叫ぶ8ドyト
.1A117:;fLEi117ilをTYA;LA21;ト)トに分けてそ的のマター
ンを16進数で表

ilMtド
下側ドット

仁一縦8ド y ト

)、ノ、て了ノ-J-- -

16 ドyト 16
ドソト 16 ドyト

16 ドyト

進数 ノマターン 進数
ノマターン 進数 パターン

進数 パターン

。 円円門口 4 円円圃U 8 C

1 園川門口 5 ~圃U 9 園川門圃 D

2 】日 6 A E

3 ~ 7 B F

〈例〉 GPRINTU99Q9Q2・ H ーパターγを指定します。

し斗斗一説鶴間穴??;ギ自の数字は上担 114 ド~ 1を
表します。

GPRINT"1日2B12FD122B10"
く例1)

•••←一圃 一.
同一ー一

• •~~ 一.ト斗ー
l上側
下値114ドット

・警式川:;LJJ!L;11111円1j需を制直で指定U，<!
縦に並ぶ8ドットは、下に示すようにそれぞれ“重み"が与えられています。

第10章 BASICの各命令の説明
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「各ドy トの重み 「各ドy トの重み

(I6進数値の場合) (IO進数値の場合)
← l

←2 ← 2

←4 ← 4

←8 ← 8

←10 ← 16

←20 ← 32

←40 ← 64

←80 ←128

ドットパターンを指定するときは、点灯させたいドットの重みを加え合わせた値で指定します。

〈例2) 例lに示したパターンを表示します。

16進数値による指定

GPRINT &H10;&H28;&HI2;&HFD;&HI2;&H28

&Hl自

10進数値による指定

GPRINT 16;40;18;253;18;40;16

-GCURSOR命令で表示開始位置が指定されている場合、GPRINT命令で表示される内

容は、指定されている表示開始位置(ドァ卜)を含んだ上側の8ドy 卜を使って、最初のドッ

トパターンを表示します。

<f?U3) 10 AA$="102812FDI22810"
20 GCURSOR(30，20)

30 GPRINT AA$;AA$;AA$

GCURSOR命令の指定位置(30， 20)

この位置より上側8ドットを使用して表示が開始されます。

eGPRINT命令がセミコロン(;)で終わっている場合は、実行後、表示された内容の1列

右側が次の表示開始位置に指定されます。なお、GPRINT命令の最後がコロン、または改

行の場合は、横方向(X方向)の指定が自に戻ります。

-WAIT命令で指定された時間だけ表示します。

基本命令

GRAD………グラード

省略万三・…・・GR.

1:107"51.>.11

I"-~ 7ivlI

思則 角度単位を“GRAD" (グラード)に設定します。
書式，; GRAD
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匿盟 DEGREE、RADIAN
匡盟 ・三角関数、逆三角関数、座標変換で扱う角度の単位を"GRAD"単位[&]に設定します。

(l直角=100&)

170'/74)

第10主主 BASICの各命令の説明

・条件式は次の例のように“*"と“+"を用いて結合できます。

〈例〉 IF(A>5〕*(B>I)THENEh---

:c:47;;;よら3221;JCんきいとさ、'1'1/
IF(A>5)+ (B>OTHEN...

Aが5よ:も大きいか、あるいはBがlよりもんさいとさ、

・文字列の比較 THEN 続く内容を実汁(論理和 OR)

条件式に文字列を用いることにより、文字列の比較、大小判断ができます。

53P五日記;f岳ZjiffyIZ三日
?c??のデータを読み込んで、アイウエオJllfilc:Mzべ替えます。
10 DIM Y$(4)

20READ Ys(l)，ys(2)，ys(3)，ys(4)
3日 GOSUB 20自 PRINT

40 FOR A=1 TO 3

50 FOR B=A+1 TO 4

68IF ys(A)<=ys(B)THEN88
78 ys(8)=ys(A) ys(A)=YS(B) l比較、並べ替えノレープ
Y$(B)=Y$(自)

80 NEXT B:NEXT A

90 GOSUB 200・END

15日 DATA アサミ，サチコ，アサコ，キヨミ
200 FOR A=1 TO 4

210 PRINT Y$(A) "，..，II
220 NEXT A 一一
230 PRINT:RETURN

• 1つの式で扱う文字列の長さについて

izzi1111日日羽田ι274Jし:。
基本命令

|川HE川 LSE"'ENDIFイ川川ル日ンドイフ
竺m~形 'F T. EL. ENDI
旦ill 条件を判断し、プロー画 IF 条件式 TH;;ムの流れ(実行の順番)を変えます。

実行文I

[ELSE

匡互互ヨ|
1?-~7)vl I

-条件式としては、=、>、>=、<、<=、<>が使用できます。

・条件式は、AやB+4のような変数や、通常の式にすることもできます。

IF B+4 THEN 60

IF A THEN 6自

この場合は、変数や式の値が自以外(IF文が成立)ならばIF文の後に続く内科を実行L、

自(IF文が不成立)ならば次の行を実行します。

基本命令

IF'""THEN""'ELSE・・・イフ~ゼン~エルス 匡亘'/5Lヨ
省略形・・・…1FT. Eし.

雄創 条件を判断し、プログラムの流れ(実行のl順番)を変えます。
軍司 [行番号1 r行番号l

IF 条件式 THEN~ラベル t [ELSE~ラベル t ]
l実行文J l実行文j

匿]ill AND、OR
匿囲 ・IFに続く条件式が成立した場合はTHENIこ続く命令を実行します。条件式が成立しないl品

合は、ELSEに続く命令を実行します。ELSEを省略した場合、条件式が成立しないとき

は次の行へ実行が移ります。

• THENやELSEに続けて行番号またはラベノレを書くと、その行またはラベノレが書かれてい
る行へジャンプします。

・実行文として代入文を書くときは、THENまたはLET命令が必要です。

THEN命令を省略して実行文(PRINT文、 INPUT文など)を書くことができますカ、

ジャンプを指示する場合はTHENまたはGOTO命令が必要です。(ELSEは省略できま

せん。)

具体的な使いかたについては、116ページも参照してください。

〈例) IF A<5 THEN C=A水 B:GOTO 50

もし Aが 5 よりも小さければ、 A*B の結果を C に r~ 人 L

て、50行へジャンプします。

IF B=C+1 GOTO 60 ELSE 100
または IF B=C+1 THEN 60 ELSE 100

もし、BとC+1の結果が等しければ60行ヘジ4ンプし、
等しくなければ100行へジャンプします。

基本命令

IHEX$……ヘキサドル
I~省略形・ ·····H.

瞳菌 数値データを10進数とみなし、16進数の文字列に変換します。
軍司 HEX$ 式
匿盟 式の値は-9999999999から9999999999の範囲で、整数部のみが有効です。

〈例) C$=HEX$12+HEX$15 C$には"CFnが代入されます。
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実行文2]

ENDIF

実行文3
IF-THEN-ELSE、AND、OR、NOT、XOR

・ IF、ELSE、ENDIFはそれぞれ行頭(ラインナンバーのすぐ後ろ)に書く必要があり

ます。なお、ラベJレの後ろは行頭にはなりません。

_THEN(もしくはELSE)の後ろにステートメント、式、リマーク等の実行文を書くこと

はできませんo THENの後ろにステートメントなどを書いたり、THENを省略したりする

とl行形式のIF-THEN-ELSEと見なされます。

・条件式が成立した場合は、実行文lを実行した後、実行文3に移ります。

条件式が成立しない場合は、実行文2を実行した後、実行文3に移ります。

_ELSEと実行文2を省略した場合、条件式が成立しないときは、実行文3に移ります。

・条件式の使用方法や判断内容はIF-THEN-ELSE(1行形式)の場合と同じです。

〈仔0> 鶴亀算を行うプログラムです。
llil WAIT:CLS

2lil INPUT"セザンタイノカス。";A

30 LOCATE 14，O:INPUT"アシノカスー ";B

40 IF(4ネ A)<B OR(2*A≫B THEN

5自 PRINT"IMPOSSIBLE ヤリナオシI "

60 ELSE

7自 C=Bー INT(B/2) *2

80 IF C=l THEN
90 PRINT"アシノカスぜカe キスウテe ス M

10日 ELSE
11自 X=(2*A)一B/2:Y=(B/2)-A

120 WAIT O:PRINT"ツノレノカスすハ" X

130 WAITPRINT"カメノカス守ハ ";Y

140 ENDIF

150 ENDIF

160 GOTO 1自

②

①と②でプロッヲ

形式のIF-Til

① EN-ELSE-

ENDIFをi史III

しています。
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押されたキーの内容を読み込んで指定された文字変数に代入します。

文字変数=INKEY$
・通常、次の例のように繰り返しノレープを作って、有効なキーが押されるのを待ちます。実ifさ

れたときに、キーが押されていなければ、変数にはNull(空白)が代入されます。

l自 CLS
20 Z$=INKEY$ 1このうインを繰り返し実行し、
38 IF Zs="11THEN 28] キーが押されるのを待ちます。
40 PRINT"一一一";ASC Z$;"一一一"

50 Z$=INKEY$

60 IF Z$=""THEN 10 ELSE 50

〈例〉
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-箇はプログラムの一時停止キー(ブレークキー)として働きます。

e(SHIFTIを押しながら、キーを押したときに働く機能や入力される記号、(2ndF]に続いて押し

たときに働く機能などを読み込むことはできません。また、英小文字やカナ文字を読み込むこ

ともできません。

・巴E 、匡HIFT!は読み込むことはできません。
・命令実行時に押されていたキーのデータを読み込むための命令です。 INPUT命令のように

キ一入力時に匝Eを押す必要はありません。
(注)プログラムの初めにINKEY$があると、プログラムをスタートさせたときにスタート

キーを読み取ってしまうことがあります。

INKEY$で読み取られるキーとキーコード

。 16 32 48 64 80 128 144 240

エ1。 2 3 4 5 B 9 F

。。 2ndF SPACE 。 P

l l A Q In

2 2 CLS 2 B R log

3 3 3 C S

4 4 A カナ 4 D T

5 5 ' CAPS 5 E U sm

6 6 6 F V cos

7 7 ANS BS 7 G W l/x tan

8 8 BASIC R・CM 8 H X x2

9 9 TEXT M+ 9 Y

10 A TAB * J Z

11 B INS + K →DEG π

12 C CONST L F-E r
13 D 4 M nP，

1，1 E ~ N Yt¥ MDF

F 4 / O

基本命令

INPUT……インプッ卜

省略形……I.
叫
一恨lit1 キーから数値または文字列の入力を行います。

式 (1) INPUT 変数L変数 ・・・]

(2) INPUT"文字人変数C， "文字人変数 ]

(3) INPUT"文字"変数[， "文字"変数 一]

吾照I INPUT替、 INKEY$、READ、LOCATE

~明 1 ・変数に、キーボードから数値や文字列を代入したいときに使用します。 INPUT命令に続い

て、データを格納するための変数を指定します。

・書式(1)では、ワを表示して入力待ち(プログラムの実行を停止〕になります。データを入
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カして、函Bを押せば、データが変数に代入されて実行が再開されます。
(変数を複数個指定する場合はコンマc.)で区切ります。)

・書式(2)では、 II IIで固まれた文字を入力カイダンス(入力案内)として表示し、入力待

ちになります。

データを入力すると入力カイダンスは消えます。

[入力ガイダンス臥計算機がデータ待ちになったとき、何のデータを要求山るのか、!

とのデータを入力すればよいか、などをわかりやすくするためのメyセージです。

・書式(3)では、書式(2)の場合と同じく入力ガイダンスを表示して入力待ちになります。

データを入力すると、入力ガイダン叉に続けて、入力したデータが表示されます。

・書式(1)、(2)、(3)はlつのINPUT命令の中で同時に使えます。
〈例> INPUT IIA=";A，B， "c=?II C
・INPUT命令の入力待ちのときに、データを入力せずに匝Eのみを押したときは、変数に入っ
ていたデータを保持したまま、次の実行に移ります。

・INPUT命令に続いて指定された変数の型と、入力するデータの型は同じでなければなりま
せん。

文字変数に数値を入れると文字データとして認識されます。数値変数に文字を入れると、その

変数に記憶されている数値が入力されます。

• INPUT命令実行前lこ、LOCATE命令により表示開始位置が指定されている場合は、そ
の位置から入力ガイダンス、あるいはつが表示されます。

(注) INPUT命令による入力時のエラーは(CLSIで解除して、正しいデータを入れてくださ
L、。

ファイル関連命令

INPUT非…インプッ卜・クロスハッチ

省略形……I. 非

1::10:7''7];)

直直 ファイノレのデータを、指定した変数に代入します。
直亘 INPUT 非ファイル番号，変数[，変数ー・]
匿盟 OPEN、PRINT非
匿盟 ・SI0 (シリアJレ入出力装置)に送られてくるデー夕、またはラムデータファイル(デ-'177

イル)に記録されているデータを指定されている変数に代入します。

・この命令が有効になるのは、OPEN命令で“COM:'¥ “COM1 "を指定していると
き、または“E:"のINPUTを指定してオープンしているときだけです。

• OPEN命令で、 “COM:
t指旨定します。 “E:"を指定しているときは、OPEN命令で指定したファイル番号(2また
は3)を指定します。

• INPUT非1，B (*)とすると、配列全体の指定になります。文字配列変数のときはC$
(*)のように指定します。くわしくはPRINT非命令を参照してください。
・指定した変数の数よりもファイノレのデータが少ない場合は、エラー87になります。

変数への読み込み規則

・数値

・データの区切りは、コン"7C.)およびスペース、CR(&H0D)、LF(&H01¥)コ'
ドです0

・スペースでない最初の文字をデータの始まりとします。最初のスペースは無視します。

第10章 BASICの各命令の説明

・数値化できないデ一月読み込んだ場合は自としまず7一一一
・文字

・データの区切りはコン"7C.)およびCR(&H0D)、LF(&11f:)八〕
文字目を読み込んだときも区切りになります。 コードです。256

:ご ;;;;;f77377f;ff? う!?;::コ?;;;;;?知 (tJ~ Lます。
でを1つのデータとします。 V>ペーァーションま

・EOF(エンドオブファイノレ)コードの処理073ページで指定したコードです。)
iータの前にEOFコードがある場合はエラーになります。

・データの途中にEOFコードがある場合はデータの区切りと見なします。

337

ファイル関連命令

lKILL キル
省略形…・・・K..
軍璽雪 プ口山グ内ラ弘ム山フηアイノル山レ
置~ KILL"フアイノルレ名"@E
匿盟 ・プログラムファイノレエリア内の指定したファイルを消去します。拡張子が目.

は拡張子の指定は省略できます。

・指定したファイルが存在しないときはエラー94になります。

E

BAS"のとき

基本命令

「工COpy・・…・ラインコピー
省略形・…・・しc.
11理函 」 ー

当司
参亙
A盟

ノI:I;/フム行を複写します。(PROモードのマニュアノレ操作でのみ有効)
LCOPY コピー元開始行番号，コピー元終了行番号， コピー先開始行番号
PASS、LIST

.4JL222???らコ日終了行番号までのすべてのプログラム行を、コピー先開始行
・GOTO、GOSUB、RESTORE命令などで参照している行番号は、コピー先のプログ
ラムにおいても冗のままです。必要に応じて変更してください。

・バスワ ドが設定されているときは、LCOPY命令は無視されます0
・次の場合はエラーになります。

・指定した行番号が存在しないとき

・コピー元開始行番号がコピー元終了行番号よりも大きいとき

.コピー先開始行がすでに存在するとき

・コピーしたプログラムがすでに存在するプログラムと行番号が混在するとき

.コピーした行番号が65279を超えるとき

・フリーエリアが足りなくなったとき

〈例> LCOPY 10，100，20010行から100行までのプログラムを200行から同じ増
分で複写します。
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関数

~

17"07'71>.1

1?-~7)vl

LEFT$……レフトドjレ

7"0グラムJI
モマル)I

LINE…..……・ライン
令
巴
一

A
叩
一

h
J

一
Y

一-

m

-
イ
一
フ
一
-
フ
一
E

グ
一

省略形・・・…LIN.

指定された2点、聞を線で結びます。

ー
l
E
P
l
J

B

]ロU

F
E
'
a
d
E』
E
目
、

[]《
υ
式[]

、
『
』
目
'
白
白
『
』
目
目
目

EbFa目
目
目
『
』
目
目
目
，

a，
、
目
目
目
，
，

q
u
D
A
V
A
Fし
)

，

E
'
'』
EE'IIJ、
E
E
a
E
E
'
a
E目
、

r
E
E、

[)4式3式
f
ι
、

]、ノ2式
式
〆
l

、
[ENTよTL

謹直
直司

文字列の左側から指定した文字数分を取り出します。

LEFT$(文字列，式)

MID$、RIGHT$

・指定された文字列の左から、式の値で指定された桁数(文字数)だけ、文字を取り出します。

たとえば、A$="ABCDE"のときLEFT$(A$. 3)はA$の文字列の左側3文字、

すなわち“ABC"を取り出しなさいという意味になります。

・式の値は、日-255の範囲の整数でなければなりません。

省略形・…ーLEF.

匿直
直亘
匿亙
匿盟

(A)

GCURSOR、PSET

.;訟;，f主;L氾ロ;7f??吉7さ;rf汁，g竺九、t七引:もむlJ丘(

.式1-式4の値の軍範E図は一3幻27河68-32幻767ですが、画面「表こできる範囲は次のとおりです0

2;:3::;:12 画面の左上が(自 由)で~下がC143.47)です。

?宮Zfど;z詔3;立f芳5私占;万fた?主;rごf?、一寸32768-32幻7
.(£之ι;)3;阜立Zi謹主;む:jJよムμ}ふヰ主4よιμ;L江32居f詑忠?己r与:ff了f?fたこは直前に実行された山LINE命令の
〈例> 10 CLS

2自 LINEC10.0)ーC143.24)

3自 WAIT:LINEー 01.47)

-J;L22i二;Xにより、線に当たるドットを点灯させるか、消すか、あるいは反転させ
S・・・・・線を描くとき、 ドットを点灯させて線を描きます。(ドットをセy ト)

R 線を描くとき、ドットを消灯させてJ消して)線を描きます。(ドy トをリセシ卜)?fz:;;;ノ卜が点灯している肩口に線を街くときゃ、描かれている線を消すときな
x…ー線を描くとき、線に当たるドットが点灯しているときは消して、消えているときは点灯

(E)在l
CD)(BJ

匿盟
匡盟

17"07'71>.1I
1?-~7)vll

文字列の文字数を求めます。

LEN 文字列

1つの文字列の中に含まれる文字の数(記号、スペース、数字も含みます)を求めます。たと

えば、A=LEN"ABC1234ノゾンHとすれば、文字数10が変数Aに代入されます。

(だく点や半だく点もl文字と数えられます。)

・文字列としては、AB$のように文字変数でも指定できます。

LEN・・…ー・…・レングス
省略形・…ーなし

閥
「
!
醤匡盟

変数に数値や文字を代入するための命令です。

[LETJ変数=データ L変数=データJ.

・代入文はLET命令に続いて代入式を書きます。なお、LET命令は省略できます。

代入式はA=5+3、B$="ABC"のように、左辺に変数を、右辺に式や文字列をJiきま
す。

この場合の“-"は“等しい"という意味ではなく、“左辺の変数に、右辺の内容あるいは計

算結果を入れなさい"という意味です。

・変数とデータの型は同じ(文字型どうし、または数値型どうし)でなければいけません。

LET…………レット
省略形……LE.

させます。(ドットを反転)

指定を省略した場合は、Sを指定したときと同じになります
0

・ (D)項の式5の値により、線の種類を指定しますー
たとえば、式5の値が5503(&H日7F)の場合、dのような線が描かれます。
土:→件十

l

ヰ土岡二回二岡:
16ドy ト

左と同じ形が繰り返されて線が描かれます
この5503(&H157F)を16桁の2進数で表せば、次のようになります。
01111111000101010F15の順になります。)

』???:JJ;:;;;3L;:;??;;;;;;了、各桁のlに相当するドツトが点
このように、式

5の値を16桁の2進数に変換したときの各桁がOか lかによって、線の種類が

基本命令

直直
直亘
匡盟

指定されます。

~~，~LFILES…エルファイルズ

プログラムファイルエリアに登録されているファイルのファイル名を印字します。

LFILES@

省略形・…・・LF.

ファイル関連命令

l

l
園
霊童
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したがって、式5の値がOのときは線が画面にあらわれず、65535(&HFFFF)のときは

実線になります。また、式5を省略した場合も実線になり?す。
ただし、(C)項でRが指定されているときは、各桁の11;:相当するドットをリセット(消去)

し、Xが指定されているときは、各桁のlに相当するドットの反転を行います。

・式5の値はo~65535 (&HFFFF)の範囲で指定できます。
・ (E)項のB、BFにより、(式ぃ式2)の点と(式3'式4)の点を結ぶ線を対角線とし

た長方形を描きます。

B…- ・長方形を描く

BF…・長方形を線で塗りつぶすように描く

(Llまドyトで構成されていますので、斜めの線な叫確な直線山吋合があり杭
また、曲線も正確な曲線にはなりません。

〈仔1]) 10 CLS :WAIT 0 白

20 AA$=U102812FD122810U

3自 GCURSOR(64，28)
40 GPRINT AA$;AA$;AA$
5自 LINE(24，自〕ー(124，47)， &HF18F，B
60 LINE(34，3)ー (114，44)，X，BF

70 GOTO 6自

基本命令 1

¥LIST・・・・・・・リスト EiZlvl¥

| 省略形……し J

JE五日 記憶されて吋プロルを表示させます。(PROモ-1'0)7ニュアル操作でのみ有効)
軍司 (1)LIST圃
ーー (2)LIST 行番号圃
(3)LIST ラベル@

霊童;L41ii:;73グームの先頭行凡訴できる範囲で表示します。
時点2)では、長し;行番号の行から、表示できる範囲で表示します。指定した番1川

がない場合は、それよりも大きく、かっ一番近い??表示します。
・書式(3)では、指定したラベルの警かれている行かり、表示できる範囲で表示します。ラベ

.35抗議qむなと杭パスワードが設定されているとき比LIST命令は

.ぢ計三目;こないうべ代プログラムの最終行よりも大きい行番号を腕した場合はエラー

40になります。

プリンタ命令

LLIST'"一・ラインリスト
省略形…・ーしし.

曙商 プログラムをプリンタで印字します。(PROおよびRUNモ

官司 (1)LLIST圏 、

Lニーー [行番号l片司
(2)LLIST iラベルj哩 J

ドのマニュアル操f'1でのみ(T効)

:c~
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(3)LLIST[開始行] - [終了行]~
匿盟 LIST、PASS
匿盟 ・書式(1)では、計算機内のプログラムをすべてプリンタでI'Wj-:します。

・書式(2)では、指定した行番号または指宇したラベルのついているi山ナをI'll'j-:します。
・書式(3)では、指定した開始行から終了竹までのプログラムをI'IJ・がします。(lJfJ給11'およひ
終了行はラベルも可)

なお、書式(3)では開始行または終了行の指定を省略できます。CI，il¥l!flこl山j)jを"([8Xするこ
とはできません。)

開始行を省略した場合は、プログラムの先頭行から、指定した終了行までの7 ログラムをf:l1'j-

します。

終了行を省略した場合は、指定した開始行から最終行までのプログラムを1:11'ドLます

く例) LLIST-2自由面目 先頭行から200行までを印字します。
LLIST 1 自由一~ 100行から最後の行までを印字します。

・指定した番号の行がない場合は、それぞれの値よりも大きくかっ最も近い行か桁山されます。

ただし、開始行が終了行よりも大きくなるような指定をするとエラー44になります。
・パスワードが設定されているときは、LLIST命令は無視されます。

ファイル関連命令

LNINPUT#・・・ラインインプット・クロスハッチ
省略形……LNI，#

EE52i

彊園 ファイノレの1行 (255バイト以内)単位のデータを、指定した文字変数に代入します。
直司 LNINPUT#ファイJレ番号，文字変数[，文字変数...・a・]
匿盟 OPEN
宣盟 ・S10(シリアル入出力装置)に送られてくるデー夕、またはラムデータファイノレ(データファ

イノレ)に記録されているデータを指定されている文字変数に代入します。

・この命令が有効になるのは、OPEN命令で“COM:" “COM1."を指定していると
き、または“E:"のINPUTを指定してオープンしているときだけです。

• OPEN命令で、 “COM:
指定します。 “E:'を指定しているときは、OPEN命令で指定したファイル番号(2また
は3)を指定します。

変数への読み込み規則

・データの区切りは， CR(&HOD)+LF(&HOA)コードです。
256文字目を読み込んだときも区切りになります。S10に送られてくるデータの区切りはシ
リアル入出力の条件設定に従います。

CRとLFコードは、文字変数には代入されません0
・EOF(エンドオブファイル)コードの処理
・データの前にEOFコードがあるときは、エラーになります0
・データの途中にEOFコードがあるときは、EOFコードを読み込んだ時点で、通信が終了し
ます。

v
p口

令
一
…

o

命
一
…

t

連
一

D

湘
一

A

V

利
一

O
降

下

一

し

省

勺
J

『
一盈lプログラムファイルエリアに登録されているBASICプログラムを呼び出しますo

Ml LOAD"ファイノレ名H圃
墾照J SAVE
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指定したラムデータ:アイルの未使用領域の大きさを求めます。

LOF ファイル番す

・ファイノレ番号で指定したラムデーターファイルの未使用ノてイト数を;Jとめます。
・指定したファイノレ番号のファイルかOPENされていないとエラー85になり

BASICの各命令の説明第10章

直面
軍司
匿盟

342

直盟

BASICの各命令の説明

-プログラムファイルエリアから、指定したファイル名のプログラムを呼び出します0

・拡張子がI，BASJのときのみ、拡張子の記述は省略できます。
・読み込み終了時、 SIOがオープンしているとクローズされます。

・テキスト(TEXT)プロクラムを呼び出そうとするとエラー96になります。

第10章

~

す。

プリンタ命令

一
ト

LPRINT…ラインプリントLOCATE…ロケー卜
[76グぎ司

[マ三主アJレ!

指定した内容をプリンタで印字します。

LPRINTrJ式 1rI'1f式 1 1r11
Ll文字列JLl;Jl文字列I…"'II;II

PRINT、USING

・項目を l つだけ指定したときは、式の値は紙の右側に詰めて印字し、文字は紙のJI·:~;MかりI'P' j-:
します。文字列が24桁を超える場合は自動的に改行して印字します。

・コンマ(， )を入れて2つ以上の項目を記述すると、 1行の印字桁数24桁を左右121111こういtて

印字します。このときも12桁の範囲内で数値は右詰め、文字は左詰めにします。なお、I'IJ'j-内

容が12桁を超える場合、数値は仮数部の下位桁を切り捨てて12桁以内で印字し、文字は先iiiiか
ら12桁を印字します。

・区切りにセミコロン(;)を使用している場合は紙の左端から連続的に印字します。印字内容

が24桁を超える場合は自動的に改行さがます。

・7・ログラム中で末尾がセミコロン(;)の場合は、印字が終了しでも改行を行わず、次のLP

RINT命令で、指定されている内容を前の内容に続けて印字します。

-LPRINTのみで、Ep字する内容が指定されていないときは改行を行います。

省略形……LP.

匿盟
匡盟

直直
軍司

省略形……LOC.

表示の開始位置(ポジション)を指定します。

LOCATE 式1 [，式2]

CLS、INPUT、PRINT

-PRINT命令などで表示される内容の表示開始位置(カーソルの位置)を指定します0

・表示位置は、次の図のようになります。

多 o1234567891011121314151617181920212223

;I .
横の位置(式1で指定)

縦の位誼(式2で指定)

圏
一
勧
圏
一
幽

このように、表示部を横と縦に分け、式lの値で横の位置を指定し、式2の値で縦の位置をm

関数

自

由

MID$………ミッドドル

定します。

・式1の値は自-23、式2の値は自-5の範囲で指定します。この範囲外ではエラー33になりま

す0

・式2を省略した場合、縦の位置は現在カーソノレがある位置になります。

〈例> 5 CLS

10 LOCATE 7，目。PRINT"ABC"

20 LOCATE 9，1・PRINT"DEF"

3自 LOCATE 2自， 1:PRINT"MNOPQRS"

プロクラムを実行すると、次のように表示されます。
省略形……MI.

参咽
説咽

文字列の中から指定した文字数分を取り出します。

MID$ (文字列，式ぃ式2)

式 1 文字列の左何文字目から取り出すかを指定します。

式2 ・何文字分を取り出すか指定します。

LEFT$、RIGHT$

・式lは1-255の範囲で指定できます。

・式2は0-255の範囲で指定できます。ただし、自を指定した場合、文字は得られず、Nullにな
ります。

〈例〉

(ASの文字列畑町字目から3文字、つ
まりBCDを取り出し、B$に代入します。

3)2，

A$="ABCDE"

B$=MID$(A$，

PRINT B$

向

U
a
u
o
u

--n，u
q

d

岨

司

20

r4
表示開始位置→7，09，1 20，1

-LOCATE命令で表示開始位置を指定した場合は、表示の一部分だけを変えることもでき、

応用範囲も広がります。スペースに変えると、一部分だけを消したことになります。

・LOCATE命令による指定はINPUT命令に対しでも働きます。

11 13

QRS
>

9

ABC
DEF

n
u
-
-
n
L
n
d
4・p
h
d

一
「l 一割一

LOF・・一一エル・オ-・エフ

省略形……なし
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lMON 口
省略形……MO.

直面 機械語モニタモードにします。(RUNおよびPROモードのマニュアル操作でのみ有効)

軍司 MON圃
直盟 機械語モニタモードにします。273ページ 「機械語モニタ機能」を参照ください。

基本命令

|NEW ニュー l
1"'?-~:i"Jvll

省略形……なし |

直面 プログラムとデ タを消去します。(PROモードのマニュアJレ操作でのみ有効)

直~ NEW@

匿亙 CLEAR、PASS
匿盟 ・プログラム・データエリア内のプログラム(BASICプログラム)や配列変数、輔自変数か

すべて消去され、固定変数の内容も消去されます。

・オープンしているファイル(デバイス)をクローズします。

・パスワードが設定されているときはNEW命令が無視されます。

'
h
l

リ
ノ‘ノ

••
-

-

一

一
O

一

¥H
M

川

一
;;;
JJ

J

T

ラ
一

O

時
一

数
一

N

省
一

関

一

一
巨互ム]-1
1"'?-=-~7)vJ

直直 与えられた数値の否定を取ります。

軍~ NOT 式

霊園 AND、OR
匿盟 ・2進数において、否定は次の値を取ります。

NOT 1=自

NOT 0=1

-10 進数の否定を取った場合は、その 10進数を 2 進数に変後して各桁の否定を取り、その *lli~~ を

10進数に変換します。

このときの10進数をXとしたとき、Xとその否定(NOT X)の聞には次の関係があります。

NOTX=-(X+l)

この関係式から

NOT 0=-1

NOT-1=自

NOT-2=1

となります。

第10章
BASiCの各命令の説明

345
基本命令

ON""GOTO……オン~ゴー"~­
ON""GOSUB オン~ゴーサ示
省略形……O. G.、O. GOS.

直面
軍司

霊盟
匿盟

プログラム

ファイル関連命令

'OPEN....…・・オープン

省略形……OP.

殺菌 S10(シリアル入出力装置)に対するデータの入出力、 ミニI/Oへの出力、ラムデータフア
ー イノレに対するデータの入出力を可能にします。
也到 (l)OPEN MCOM " v

(2)OPEN"COM1 "

(3)OPEN"PIO:"

(4)OPEN"E:ファイル名" FOR モード AS 非ファイノレ番号
(5)OPEN"LPRT

~!!(j] CLOSE

説明] ・書式(1)、(2)、(3)では、 SIOに対する入出力を可能にします。(S10回路をオープ

ンします。)ファイル名を書くことや、入出力の指定はできません。

TJ4;RfZ?通信、書式(2)は全二重通信、書式(3)は8ピツ卜の入出力指定α70
・書式(1)、(2)の入出力条件はTEXTモードのSIOで設定します。

巨旦互2
L"'?-~7Jvl
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・書式(4)では、ラムデータファイノレ(γーケンシャノレデータ)へのデータの入出力を可能に

します。なお、OPEN命令実行前に、ラムデータファイノレモードでInit機能を使って、ファ

イルの確保と容量の指定を行っていなければなりません。(l80ページ参照)

ファイルが確保されていないとエラーになります。

・書式(4)で指定するモードは次のとおりで、ファイル番号は2または3を指定します。

INPUT…ーデータの読み出しを行います。

OUTPUT・・データの書き込みを行います。すでにデータがある場合は、データの書き替

えになります。

APPEND データの追加書き込みを行います。

・書式(5)では、ミニI/Oに対する出力を可能にします。(366ページ参照)

・書式(4)以外で複数の回路(ファイノレ)を同時にオープンしておくことはできません。(す

べて自動的にファイル番号lを使用します。)

どれかlつがオ プンしているときにOPEN命令を実行するとエラー86になります。

ただし、これとは別に、書式(4)では同時に2つのファイノレをオープンしておくことができ

ます。

関数

IOR……………オア
| 略形……なし

直直 式と式との論理和を計算します。また、条件式の結合を行います。

軍司式OR 式
条件式 OR 条件式

匿亙 AND、NOT、IF
匿盟 ・2進法において、論理和は次のような値を取ります。

1 OR 1=1 0 OR 1=1

1 OR 0=1 0 OR 自=自

elO進数の論理和を求めた場合は、10進数を2進数に変換したうえで、各桁の論理和を求め、そ

の結果を10進数に戻します。

たとえば、41と27の論理和は次のように計算されます。

41 0R 27=59

..101001 ・…・・・41
ORく011011 ・・・・ 27 41と27をそれぞれ2進数に変換し、各桁のORを取ります。

そして、その結果を10進数に変換すれば59になります。
111011・・・・・・・・・59

・2つ以上の条件のうち、いずれかを満足するような条件を1つの式で表します。

〈例> A<0 OR A>6 AはOよりも小さいか、あるいは6よりも大きL、。

IF A=l OR B=l OR C=l THEN・・・

A、B、Cのいずれかがlのとき、THENに続く命令を実

行します。

1:10:7'ヨl
Ix-~7)vll

E
h
Eンイペ一

A

一

令
一
…

p
一

命
一

T

…
一

ク
一
N

…
一

吋

ノ

一

一

一

川
一
川
鵬
一

ラ
一

P
省
一

均

/

一

一 四
一
一

画
一
間
一
圏
一
問
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指定した点を囲む領域を、指定した模様で塗りつぶしますO

PAINT(式ぃ式2)，式3

CIRCLE、GCURSOR、LINE

・(式I・ 式 2)で指定した点を囲む領域を、式3で指定した模様で塗りつぶします。:;どIRCLE命令で円の内部を塗りつぶしたときの模様や表示している文字もi岬にな
・弘主;♂首定できる範囲はー32768~32767です。画面内は、式l は o ~1仏式2 は O~

・画面外の点を指定したときはPAINT命令は無視されます。

-:LINT命令を実汁するためには、ワーク用として約Iルイト以上のフリーエリ川要

・式3で塗りつぶす模様を次のように指定します。

量四四--襲撃.
基本命令

PASS…....../'¥ス

省略形……PA. 色二三三日
E
E

周
囲
調
一

JJJJドの設定あるいは解除を行います。(PRO:t; ~urRUNモードのマニュアル操作で'の

PASS"文字"~

NEW、SAVE、BLOAD、BSAVE

・22::717:ょ;;也どでれたくないときや変更されたくないときに、ある言葉や記
.せな山にできます。(プログラJ-ztえないかぎり、計算機内のフログラムを呼び出
JUfpdTif提起;57諸島苦労用することができます。一
千ら8文子のみず有効となり、設定または解除が行われます ワードを宣言したときは、頭

:jJjjjpぉ;;;日jj百戸目立:
・秘密プログフムはNEW、DELETE命令でも消去されず 保護されますo AUTO、RE

NUM、LCOPY、LLIST命令は無視されます。また:プログ
録したり子ケコンや他の出力機器に出力することもて。きません フムファイノレエリアへ登

・?た;;f;??;;73はもう一度岡山ワードを三します。(パスワードが逮つ
.:??T314J;;;;ごっていないときにPASS命令を実行するとエラ叫

"

-
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関数

I PEEK……ピーク
，省田各汗手………PE.

直直 機械語プログラムやデータを直接読み出します。
軍司 PEEK 番地
匿盟 POKE、CALL
匡盟 ・指定した番地からデータを読み出します。

・番地は自 ~65535 (&H自-&HFFFF)の値で指定します。

・読み出されるデータは、自-255(&H日-&HFF)の値になります。

・パスワードが設定されているとき、本命令をマニュアルで実行するとエラー93になります。

〈例> 4001番地(16進表記)のデータを読み出し、変数Aに入れます。

A=PEEK &H4自由l

I:1D?'7.L>.1 1

1"-.27)[，11

グラフィック命令

POINT………ポイン卜
省略形……POI.

巴豆互主主司
1"-.27)[，1

軍軍 指定したドットの状態を読みとる命令です。
直司 POINT(式1'式2)
軍国 GCURSOR、PSET、PRESET
匡盟 ・(式I' 式2)で指定されたドy トが点灯しているときはl、消えているときはM鳴られま

す。指定されたドットが画面の範囲外にある場合はーlが得られます。

・式l、式2の値は-32768-32767の範囲内で指定できます。ただし、画面内は式1が0-14:1、

式2が0-47の範囲になります。

<1列> 10 CLS :WAIT 3:A=5自

2自 LINE(20，8)- (20，39) ←画面に縦の線を2本揃きます

30 LINE(l00，8)ー(l自由， 39)

40 PSET(A，24) ← 2本の線の問にドット(点)を点1.1

させます

50 B=POINT(A+l，24) ←右側のドy 卜が点灯しているかとう

かを調べます

6日 IF B THEN 150 ←もし、点灯していたら150行へiiき
ます

70 PSET(A+1，24) ←消えているときは、そのドy トを点

灯させます

8自 PRESET(A，24) ←そして、前に点灯していたドパ、を

消します

90 A=A+l ←横方向の位置を右へ寄せます

100 GOTO 50 ← 50行に戻ります

15自 B=POINT(A-I， 24) ←左が点灯しているかどうかそ訓ベま

す

160 IF B THEN 50 ←もし、点灯していたら50行へii'きま

す

170
型主主竺 ι辺町当竺 g~明
PSET(A-1， 24) 349

'-il'jえているときは、手の"'...h応円
-J:r;させます 1、VJ ，~ ツ F 官ムム

ーそして、，)i[に点灯していたドットを

190 A=Aー1 mします

一グJ;:2;ぷ;占品よi:μ!LLL描伽町か州…れ
'l /-t)i行ったりきたりします。

基本命令

IPOKE・・・・H ・-・ポーク
| 略形……POK.

直面一
直司
匿圏
直囲

18日 PRESET(A， 24)

ー一一一ーーー一ーー一一一

1Z:§:j:::m
E主.27)可

医冨

慨側諸フログラムやデータをメモリに直接書き込みますo

POKE 番地，データ1，データ2 ・ u

CALL、PEEK

-Tf:;??データ記憶の開始番地として、データI、データ2 と、恥モリ lにこ ll~

.干地は自-6悶 (&H自-&HFFF円F)の値で指定します。

-;i;;コJ卜単位で指定します。したがって、各データの範囲は自-255(&JI(J(川
・パスワードが設定されているとき、本命令をマニュアノレで実行するとエラー93になりますu

〈例> &H01、&H02、&H03を7000-7002番地(16進表記)に書き込みますQ
POKE&H700日， &H白1，&H02，&H日3

あふMム」
》
」るす生発

z

刀
A
吊異

ー
し
壊破をアエム-7ス

、γやム
匂

7hyロフcquAB
B

とるす用使てつ誤を
A
官

。

命

す
の

ま
こ
h
り

グラフィック命令

PRESET………ポイント・リセット
省略形……PRE.

|撤回 画面上の指定されたドット(点)を消します0

[l!f'ill PRESET(式l' :L¥~ )
[姐 PSET、GCURsoiPoINT
説明 ・(式ぃ式2)で指定されたドットを消します。

・3;止;見??:?3!?の範囲内で指定できます。たM山だ札しL、画面内は式Iパ治ルl必
<1修例F列U> 1自 CLS :WAIT 自
20 LINE(日， 0)ー (143，47)，BF
30 FOR 1=-1 TO 1 STEP 2
40 FOR X=一24 TO 24 STEP 0，5
50 Y=I*SQR ABS(24*24-X*X)60 PRESET(X十 71，Y+24)

戸

戸
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PRINT[{文;~IJ}[L}{文弘}.........][;]]

型主主主旦坐?の税明
40 PRINT C ー-一ー一一ー一ー一ー 351

・PRINTのみで、表示する内容が指定されていt.n
・LOCATE命令や、末尾がセミコロノ ムいときは、己主ij'をij~¥ます。
j は、その位置から表示を開始します。ーのPRINT文で災〆I、IJiHfi佐川が桁Atされているj劫fy

iぉ、このとき子示する内容の項目が(， )で区切られている

こだわらずに表示されます。 ちJ合、JI止初Jのflill(;112Jfiの陀I!IIに

・;;;fRINT命令で表示に使用する桁数民255ffl
"it:でです。同船え山切り治て<，

@PRINT→ LPR/NT指定
本機I;J:PRINT

命令を、必要に応じて印字命令に切り替えることができます。

ii!?il的 ??;Lt:;;;;;;41:;;;;??と77llHIlllこ11山んさUることかでき

指定・解除

別売;;:J2Tt?;;るとき、マニュアルあるいはプログラムで
?f
蒜?行すると、 PRINT1l'It令はすべてLPRINT$令と同様に働きます。

PRINT=PRINT

:??;1平r:;;;ぷ足立;?;bF+歯ノ了操イ乍、電源のオフ オンなどでも怖さ
せ、有効に働かせるには、次の方法を用います

ーマニュア でPRINT=LPRINT
命令を実行さ

・命令実行後、G070命令でプログラムをス〉ートさせる。
α62・INPUT

命令なとにより、プログラ山トップしているとき;::認Lを実行する。
ファイル関連命令

PRINT非…プリント・クロスハッチ
省略形……P. 持

岨慨した

l!I~

参盟
d耳

123

匡互7'71.>.1
Ix-~7)vl

IRUN
IABCD

I>

70 NEXT X:NEXT I

8自 WAIT :GPRINT

このプログラムを実行すると、塗りつぶされた四角形の中に円が描かれます。

ただし、 LOCATE命令により、表示開始位置が指定されているときは、その位置から表;'J¥

します。

・コンマ(，)で区切って2つ以上の項目を指定したときは、表示部を12桁ずつに区切り、最初

に指定されている内容から順番に表示していきます。この場合も、12桁の範囲内で式の値はイl

側に詰めて表示し、文字は左傾I)から表示します。なお、数値または文字が12桁を超える場fTは
次のように処理されます。

①数値が12桁を超える場合(指数表示において、仮数部が7桁以上になる場合)は、仮数部の

下位桁が切り捨てられます。

②文字が12桁を超える場合は、先頭から12桁のみを表示します。

〈例) 10 CLS IA= 12:U
20 A=123:B=5/9:C$=1 123.ABCD I

I 5.55555E一日1 I
"ABCD" I 令 I

し仮数部の下位桁を切り捨て
30 PRINT "A="，A

40 PRINT A，C$， B

・区切りにセミコロン(;)を使用している場合は、指定された内容を続けて表示します。

〈例) 10 CLS IA=123. I
20 A=123:B=5/9:C$=1123.j.BCD5.555555556E一日け|

IWXYZ I
"ABCD" I I

30 PRINT "A=";A

40 PRINT A;C$;B; "VWXYZ"

・末尾がセミコロン(;)の場合は、その前に指定されている内容を左に詰めて表示し、その或

示した内容の最後に続く桁が、次のPRINT命令に対する表示開始位置となります。

〈例) 10 A=123:B=45 1123*45=5535. I

2自 CLS: PRINT I Lこの桁からCの内容を袋示l
"12.3ネ45="

30 C=A*B

LOCATE、LPRINT、USING、WAIT

・項目をlつだけ指定したときは、式の値は表示部の右側に詰めて表示し、文字は表示部の左端

から表示します。

〈例) 1自 PRINT "ABCD"

20 PRINT 123

PRINT……プリント
省略形…・・・P.

基本命令

瞳函
軍司

匿盟
匡盟

ゐ.圃ー
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第10章 竺三三竺全全竺笠明 353

PRINTlIl，B(本)とすると、配列全体の指定になります。文字配列変数のときはC$

(*)のように指定します。

配列全体の出力順序

〈例〉 一次元配Jlj B(自)→B(l)→B(2)→…・

二次元配列 C(自，0)→C(自，1)→C(自，?)→…・

C(l，自)→C(l，1)→C(l，2)→・・・

PRINT非1，AB$

グラフィック命令

PSET………ポイント・セット
省略形・…・・PS.

区ClP'5i;]
1"'::'.:LJ'Jvl

-5. 2E+1til~CRLF

国 角度単位を"RADIAN" (ラディアン)に設定します。

司 RADIAN

姻 DEGREE、GRAD
ロ見盟 ・三角関数、逆三角関数、座標変換で扱う角度の単位を“RADIAN"単位Crad)に設定し

ます。

(l直角=π/2Crad))

画面上の指定されたドット(点)の点灯または反転を行います。

(l)PSET(式ぃ式2)

(2)PSET(式ぃ式2)' X

PRESET、GCURSOR、POINT

・書式(1)では、(式ぃ式2)で指定されたドットを点灯させます。

・書式(2)では、(式ぃ式2)で指定されたドットが点灯しているときはil'jし、il'jえている

ときは点灯させます。

・式l、式2の値は 32768-32767の範囲内で指定できます。ただし、L1hil(liIJ'jIよ式IIi<O-I・I:l、

式2が0-47の範囲になります。

<i列> 10 CLS :WAIT 0:DEGREE

2日 FOR A=自 TO 420 STEP 3

3自 B=-1*SIN A

4自 Y=INT(B*24)+24

5自 X=INT(A/6.25)

60 PSET(X，Y)

70 NEXT A

80 WAIT :GPRINT

このプログラムを実行すると、サインカーブが描かれます。

巨DP'三副

巨三回

巨P'5.L>.1

1"-.:LYJvl
RADIAN・・・ラテ、ィアン

省略形……RAD.

RANDOMIZE…ランダマイズ

省略形……RA.

基本命令

悦litl RND命令の使用に先立って乱数のタネを植えつけるものです。

書式I RANDOMIZE
番照 RND

基本命令

直直
直司

匿圏
直盟

]]]]]]]]]]]]]]123.]
仁出力フォー"7""トの説明参照

(下記)

. "データ"の後ろがセミコロン(;)のときは、データを続けて出力します。

〈例> A$="ABC":C=123:D=-5. 2E10

PRINT詳し A$;C;D

出力 ABC~123.~ー 5. 2E+10~CRLF

・指定されたnデータ"をすべて出力すると、最後にCR(&H自D)とLF(&H0A)コー

ドが送られます。ただし、データの最後にコンマ(， )またはセミコロン(;)が指定されて

いるときはCR、LFコードは出力されません。

・数値データの出力フォーマット

①数値データの後ろには1桁分のスペースがつけられます。

②数値の前には符号桁がl桁つきます。数値が負数の場合は、この桁がー(マイナス符号)に

なり、正数の場合はスペースになります。

③指数形式で出力される場合は、仮数部の後ろに指数部を示す記号(E)、符号、数値2lfi

(l桁の場合は前に自をつける)が出力されます。

〈例> PRINT持1，12345678987
~1. 234567898E+10~rn~ を出力

④未定義の変数(CLEAR実行後のABなど)を指定した場合は自が出力されます0

・文字データの出力フォーマット

①指定されているデータをそのままアスキー形式で出力します。

②CHR$ (自)は ""(Null:何もない状態)になります。
③未定義の変数(CLEAR実行後のAB$など)を指定した場合はII " (Nul¥)がilUlさ

れます。したがって、本機やパソコンで‘は何も表示されません。

・文字や配列全体以外の文字変数を指定するとき、コンマ(， )やセミコロン(;)で続けると

データの区切りコードがつかないため、ラムデータファイルから読み込むときなどにデータを

分けることができません。したがって、次のように1命令にlデータを指定するようにしてく

ださい。

PRINT辞1， "ABC"

-配列全体を指定したときは、各要素を出力するごとにCR、LFコードを出力します。

たとえば、PRINT非1， B (本)はPRINT1I1，B(自) :PRINT持1， B(1)

PRINT詳し B(2)… と指定した場合と同じ状態になります。

. "データ"の後ろがコンマ(， )のときは20桁をlゾーンとして出力します。

データが20桁以内ならlゾーンの領域の中で、数値は右詰め、文字は左詰めで出力します。文

字データが20桁を超えている場合は、必要なソーン数を確保して出力します。ゾーンの残りの

桁はスペースで埋めます。

〈例> A$="ABC":C=123:D=-5. 2E10

PRINT韓1，A$， C，D

出力 ABC~~~~~~~~~~~~~~~~~
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• RND命令により乱数を発生させた場合、電源を入れ直すと常に同じ乱数系列を発生します。
しかし、電源を入れた後にRANDOMIZE命令を実行すればf、実行のたびに違った乱数を

発生させます。

匿盟

基本命令

IREAD………リード
|省略形……REA.

直直 DATA文に続いて指定されているデータを変数に読み込みます。
直~ READ 変数[，変数]....・H ・-

霊園 DATA、RESTORE
匿盟 ・変数にデータを代入する方法のlつです。変数はREAD文で指定し、データはDATA文で

指定します。

〈例〉 50 READ A，B‘

自i:;J二J
Aには3、Bには4が代
入されます。

110 DATA

120 DATA

200 READ

Cには5、Dには60、E
sにはIIG=II、F$に
はIIL.-'H=IIが代入され
ます。

• 1つのプログラムの中に何回でもREAD文およびDATA文を書くことができますが、デー

タは何行に分けて書いても一連のデータと見なされ、小さい番号の行のデータから順番に変数

に代入されます。また、複数のプログラムが書き込まれ、それぞれのプログラムにDATA文

がある場合でも、それは一連のデータと見なされます。

したがって、それぞれのプログラム内のデータを使用するときは、プログラムの最初の行に、

RESTORE命令を書き込んでくださL、。

・データと変数はその型(数値変数か文字変数かの型)が一致していなければなりません。

・読み込もうとして、読み込むデータがない場合はエラー53になります。

• DATA文では文字データをII IIで囲まずに指定できますが、データの前後にスペースが指定

されていても、スペースはないものと見なされます。

クマ
'Eノ

ぃ

l
し
一

一

な

一

吟
一
刊
研
一

企

珂

一

侃

山

一

恥
一
R

省
一

基
(
|
|
」

「
副
|
」

一
E

一直直
軍司
匡盟

プログラムに注釈を入れます。

REM 注釈

・プログラムの実行には関係なく、プログラムリストなどをわかりやすくする目的で、プログラ

ムの先頭や途中に注釈を入れておくためのものです。

・同じラインで、REMの後に警かれている内容はすべて注釈とみなされ、プログラム'J.J;'時1;1
無視されます。

• REMの代わりに， (シングノレクォーテーション)を使用することもできます。

〈例) 1自 REM キンリ ケイサン

第10章 BASICの各命令の説明
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2自由 'サブルーチン

基本命令

RENUM・・・・・・リナンバー
省略形……REN. 巨三三回

直藍l プログラムの行番号をつけ直します。(PROモード「
害 RE
撞里到J PASS

園・3tZ45:fA足立?とど???に書きいれ以吋号を
・“旧行番号"で指定した行番号がプログラム内に存在しない場合はエラーωになります。

-ztfztzt;dt;:出民主番号はプログラムの最初の行、新行番号、増
〈例) RENUM 邑~ ..-

プログラム全体の行番号を10から10ステップきざみでつけ直しますO
RENUM 10自， 50， 10~

行番号50埼玉l自由になり、それ以後、行番号を10ス
直します。 テップきざみで最後までつけ

・RENUM命令は、GOTO、GOSUB、 IF~THEN~ELSE 、 ON~GOTO 、 O

lぷ;:;;L;:fTORE命令なとで参照している行番号も新しい行番号に対応させて
なお、参照する行番号がプログラム内に存在しないときはエラー

40になります。
・上記の命令で参照している行番号またはラベルの中に行番号やラベルでない文字や記号が入つ

ていると、それより後に普かれている行番号のっけ直しは行いません。
〈伊U) GOTO 10*2
ON A GOTO'ABC¥i旦旦，AB，400
;:;;?創立行番号付ベノレ山ません。二両創立行番…され、つ岨を

・新しくつけ直す行番号が65279を超える場合はエラー41になります。

・実行の順番が変わるような指定(たとえば瓜瓜30の3つの行がある場合、RENUM15，
30を実竹するとき)を千丁うとエラー43になります。

・長いプロタラムに対してRE山戸命令を実行すると、少し時間がかかります。表示部右端に

*をlつ表示していると制κ幽で中断すると実行前のフ・ログラムの状態に戻ります。*を

2つ表示しているときはω凶は無視されます。
・パスワードが設定されているときは、RENUM命令は無視されます。

基本命令

REPEAT'"'-'UNT'L・・・リピート~アンテイル
省略形一一一REP. UN.

!z:旦751>.1

機ri~

書it
;:::fTと

UNTIL
の簡に書かれた命令を指定された条件が満たされるまで、繰ほし実

REPEAT

実行文l



......-
356 第10章 BASICの各命令の説明

UNTIL 条件式

実行文2

匿盟 FOR-NEXT、WHILE-WEND
匡盟 ・REPEAT以降の命令(実行文1)を実行し、UNTIL文で条件式の判断をします。

条件が成立した場合は、実行文2に移ります。(繰り返しノレー7・の終了)

条件が成立しなかった場合は、実行文lを再実行し、条件が成立するまで繰り返します。(こ

の繰り返し部分をREPEAT-UNTILループと呼びます。)

eREPEATとUNTILは必ず対にして使用します。

eREPEAT-UNTILループの中に、 ~Ijの REPEAT-UNTIL ループを入れること

ができます。ただし、中に入るループは外のループ内に完全に入っていなければなりません。

したがって、ループが交差するような使いかたはできません。(交差している場合はエラーに

なります。)

この条件でループを最大22段まで重ねて使う(深みをもたせる)ことができます。(378ページ

のスタック欄を参照)

eREPEAT-UNTILJレープの外からループ内に飛び込むことはできません。飛び込ませ

るとエラーになります。

(注) ・REPEAT-UNTILループから外に飛び出した場合でも、そのノレープは終了した

ことにはなりません。プログラムによっては(REPEAT文を何回か実行するような

プログラムの場合)REPEAT-UNTILの深みエラーが発生することがあります0

・REPEAT-UNTILループ内ではCLEAR、ERASE、DIM命令は使用で

きません。

〈例> 10 A=0:B=自

20 REPEAT

30 A=A+B

40 INPUT B ←データ入力

50 UNTIL B<自 ←負の値が入力されるまでREPEAT-

60 PRINT A UNTILを繰り返し実行します。

70 END

このプログラムはデータを入力しその累計を求めます。データとして負の値を入力すると、以

計値を表示して終わります。

基本命令

lRESTORE リストア ヂ
省略形…・..RES. |

直面 READ命令に続く変数に読み込まれるデータの順番を変えます。
匿亘 RESTORE[読み込み開始行]
匿~ READ、DATA
匡盟 ・READ命令の実行時、DATA命令で指定されているデータのどのデータを読み込むか1<1'，:，¥1こ

計算機に記憶されていますが、この読み込むデータのl順番を強制的に変えるときに削IIします。

・“読み込み開始行"を指定すると、その行のDATA命令または指定した開始行以降のill!>小

さい行番号のDATA命令から読み込みを開始します。

・“読み込み開始行"を省略するとプログラムの最初のDATA命令のデータからゆtみ込みを|則

始します0

・“読み込み開始行"は、行番号またはラベノレで指定します。

第10章 BASiCの各a
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RIGHT$…ライトドル ー一一一一一一一一一
省略形・…・・RI

重喜 文明の右側から指定した文字数分を取り出します7 一一一-
l!fitl RIGHT$ (文字列，式)
墜里J LEFT$、MID$

幽:臨むさZZ富山口?とrr(文:j-:数)だけ、川取りIIIします。
〈例> 10 A$=目ABCDE"

;; :;::;GI;S(AS 3)←;;fE立17;:11571UわらCD

170::>''5.£.11
~7J V) I

ムJ々U

N

一

D

ゆ
一
軸

N

E
一

平

轍
一
川
河
-
霊
園
園

[プログラム11
f"ニユアルII

i'i L~ (~似乱数)を発生させます。

RND 式

RANDOMIZE

・RND XにおいてXの値により次のような乱数を得ることができます。
①Xが2以上の場合

Xが整数のとき 1からXの値以下の乱数を発生します。

C1~玉 RND X亘X)

Xが小数部を含むとき 1からXの整数部にlを加えた値以下の乱数を発生します。

c1孟RND X~玉C1 NTX)+1)。

ただし、この場合は小数昔gの値によって乱数の発生に差が生じます。
②Xが負数の場合 同じ乱数(乱数列)を発生させる←めに、初期値を 定にします。

③Xが白から2未満の場合 l未満の乱数を発生しまず。

(自<RND X<I)

。
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•
40行は同じバターンの乱数を発生させるため
に入れています。

これにより、同じ乱数列が3図表示されますの

40行を削除してプログラムを実行してみてイ
ださL、。
同じ乱数が発生されなくなります。
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基本命令

|

|

璽

RUN・・・・…・・・ーラン

一一一一一一一一一一
[7 o~5' ム

巨三~

-一一一一一一一一一一一一一

STR$………ストリングドjレ

ム-フグロプ

チりJ

U
川
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一
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省

基
一

数値を文字列に変換します。

STR$式
VAL
・数値を文字列の形に変換します。

たとえIi、B=1234のとき

A$=STR$B
として実行すれば、A$には"1234"という文字列が代入されます。

省略形……STR.

画
一
国
圏
一
幽

ドのマニュアル操作でのみ有効)モ

省略形……R.

プログラムの実行を開始します。(RUN
(1)RUN圃

[行番号 l~
(2)RUNj '~~. ~ f国]

l')ベルj

GOTO
・書式(1)では、プロクラムの一番小さい行番号から実行が開始されます。

・書式(2)では、指定した行あるいはラベγレが誓かれている行からプログラムの実行が開始さ
れます。(ラベルについては162ページ参照)

・指定した行番号あるいはラベルがない場合はエラー40になります。

・プログラムに同じラベルが2個以上書かれているときは、行番号の小さいほうが実行されます0
・RUN命令によりプログラムの実行が開始されたときの計算機の状態については161ページを
ご覧ください。

匿亙
匡盟

変数の値に従って、処理のlつを実行しますのSWITCH変数 U

CASEj 式 i
l文字列j

画
一
勧

ファイル関連命令

SAVE・・・・・…・セーブ

実行文]

[DEFAULT
実行文]

ENDSWITCH
ON~GOTO

・??;??;;iZ2423L;??L;?;;???;fi;;:r;??:??
liiijiz;;;;:i:五224ijz;;江 ;7;ら;;bT
・SWITCHとENDSWITCHl;t必ず対にして使用:ます。

17ijj;j;::7J52iiP57ijJ4Al辺諸説;?;
・;:;::?;zt?;;fエラーにはなりません埼玉、実らされるのはSWITCHIこ近い

.:frJJiU11ぷ詑TJふ12tJ7iLTf』こ書かなければなりませ
・CASEまたはDEFAULTの実行文中に、SWITCH文は使用できません。
・2;:::;;:fSWITCHの外から内部に飛び込むことはできません。飛び込ませる

実行文

CASE{ムj

匿盟
匿囲

省略形……SA.

BASICプログラムをプログラムファイルエリアに登録します。
SAVE"ファイノレ名H
LOAD、FILES
-BASICプログラムにファイル名をつけて登録します。
・ファイル名は8文字以下の名前と、拡張子を3文字まで指定できます0

・拡張子の記述を省略した場合はI.BASJになります。
・既存のファイノレ名を指定した場合は、そのファイノレの書き換えになります。ただし、既存のフヲ

イノレ名がTEXT(テキスト)ファイノレの場合はエラー96になります。
・計算機内のプログラムが秘密化されているときや、プログラムがないときは、SAVE命令l;l
無視されます。

直直
直itJ
匿亙
匿盟

省略形……S.

プログラムの実行を一時停止させます。

STOP
CONT
・プログラムにパグ(誤り〕が発生したとき、プログラムの実行を途中で止めて、変数の状態を

調べたり、変数に数値などを代入したりしてパグを探します。このようなとき、プログラムを

止めたい位置にSTOP命令を書き込みます。
・この命令が実行されるとIBREAKIN
レークメッセージを表示して停止します。

・この命令により停止したプログラムの実行を再開させるときはCONT命令を使用します。
200Jのように、実行した行番号をIiえるプ

STOP..・・・・・・・ストップ

一
昨

I
l
l
l
岡
国
園
園
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(注)・SWITCH-ENDSWITCHから外に飛び出した場合でも、 SWITCH処理が

終了したことにはなりませんo プログラムによっては次のSWITCHでエラーが発生

.;;ちCH文では深みをもたせることはできません。なお、スタソクは6パイト以上
残っていないと使用できません。(378ページのスタック欄参照)

・変数には文字変数や数値変数を使うことができますが、式は使用できません。

〈仔0> 10 INPUT"ミセノナマエ" ;A$

20 SWITCH A$

3自 CASE"ABC"
40 PRINT A$;"TEL 自12-3456"

50 CASE"XYZ"
6自 PRINT As，nTEL824-6882H
70 DEFAULT
80 PRINT A$; nハ ミトウロク刷

90 ENDSWITCH

このプロ;::は?;:電話番号のクイyクリファレンスですo 中?デ::;C7TtLET
を照合して、合えば后名と電話番号を表示し、合わなければ"- 一

て終わります。

基本命令

TROFF…・・・トレースオフ

省略形……TROF.

幅五日 ト スモードを解除します。l機制 トレーλ
軍~ TROFF

塑 TRON ドを解除します。(TRON参照)
康明l ・TRON命令で設定されたトレースモー

[7"07'7亙i
t<.::.3.互illl

基本命令

TRON・・・・・・・・・トレースオン

省略形……TR.

区立ラムl
1"'<'.::.3.:ア)~ I

画
一
国
圏
一
幽

トレースモードを設定しますo

TRON

;fri1士:モ←一
L広広:2:ζL実行するときは⑦を押します。団でわ7ロク川をl行ずつ実行されいくことが
できますので、プログラムがどのように実行されていくかをたどることができます。(15凶5ベ

.三:=主;子;;♂i:ι:今!h:出出rむ弘L込L52;?苗品:沼カ宮匙EぷJふぷ一一ぷぶiムぷぷ{Jニ3;:、
されます。
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基本命令

fプログラill
Hニユア)vlI

USING……ユージング

省略形…・・・U.
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直亙
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R
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7
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し

数

(

(

P

・
・
持 数値の桁数を指定

整数部桁数 2-11行(符号を含む)

指定桁より数値のほうが少ないときはその分だけスへース}，('J;になり、

多いときはエラーになります。12桁以上指定したj誌のはすべて11111の折
定とみなされます。

小数部桁数 日-12桁(指数方式による表示のときは日-9桁)

指定桁より数値のほうが少ないときはその分だけ白ぷ小にはり、多いと |

きはその分だけ切り捨てられます。

.小数点の表示を指定(整数部と小数部の区切りを指定)
数値の3桁区切りの指定

数値の整数部を3桁ごとにコンマc.)で区切って表示するときは、i\~ 以

部の持の途中または最後にコン7を記述します。

〈 数値の指数方式による表示を指定

整数部の指定桁にかかわりなく、仮数部の整数桁は2桁(符号を含む)に

なります。

& 文字列の桁数を指定

指定桁より文字数が少ない場合はその分スペース表示になり、文字数が多

い場合は指定された桁数分だけ表示します。

〈例〉① USING
② USING

③ USING
④ USING

"替特帯"

M 時幹事

"11辞非.事韓首

"持持非， 世帯持

符号と整数2桁を表示

符号と整数2桁と小数点を表示

符号と整数2桁と小数点と小数点以下2桁を表示

" 符号、3桁区切りマーク(，)、整数5桁と小数点を
表示

3桁区切り7 ークも1桁と数えます。たとえば、
-1.234.567 を表示させるときはUSING"尊重著
書事着，事着替 II のように替と，をあわせて最低10
個指定する必要があります。

⑤ USING II 普非. 辞書~ " 小数点以下2桁までの指数方式で表示

[一、仮数部の酬は問整数1桁指数
部は間含めて4桁 CE 00)が自動的叶
られます。

⑥ USING "&&&&&&" 文字を6桁表示

⑦ USING II 辞非韓&&&&" 数値と文字を同時に指定

③ USING フォーマyト指定を解除

(注)コンマ(.)と〈は混在しては使用できません。
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-USING命令はPRINT文の中でも使用することができます。

〈例> 10 B=ーl自. 8:C=10. 77自3

20 PRINT USING "&&&非非帯It UB=II B，

"C=";USING "#替特. 特非幹" C

-USING命令で表示フォーマットの指定を行うと、以降に実行されるPRINT命令、LP

RINT命令には、すべてそのフォーマット指定が有効になります。

したがって、フォーマット指定が不要なときは書式(2)の形で指定を解除してください。

フォ-"'Jト指定はRUN命令の実行や、[SHIFTI+巴Eの操作などでも解除されます。

関数

IVAL・・・・・・・・・・・・バリュー

| 略形……v.

直函 文字列を数値に変換します。
軍軍 VAL 文字列
霊園 STR$
匿~ ・数字(自-9)、符号(+、ー)、指数部を示す記号(E)で構成されている文字列、および先

頭に&Hがついた16進数を表す文字列を数値(10進数)に変換します。

-1つの文字列の中に数値に変換できない文字や記号が含まれている場合、それから右の文字列

は無視されます。

〈例> A=VAL"ー 12自 H

B=VAL"3.2*4="

C=VAL"&HFF"

富

Aにー120が代入されます。

Bに3.2が代入されます。

Cに255が代入されます。

関数

VDEG……・・・バリュー・ディグリー

省略形……VD.

彊~ 60進数(度・分・秒)の文字列を10進数(度〕に変換します。

直亙 VDEG 文字列
匿国 DMS$
匡盟 ・60進数の文字列を10進数に変換します。

〈例> 1自 AA$="I°30' 36"

20 B=VDEG AA$

3日 PRINT B

・文字列に度(0)，分(')，秒(")の記号が含まれていないときは、整数部を度co)、小
数点以下1-2桁目を分(')，ノl、数点以下3桁目以降は秒(")とみなします。

〈例> 1自 B=VDEG"l. 3036" IRUN I
20 PRINT B し aII
I >l

・文字列の中に数値に変換できない文字や記号が含まれている場合は、エラー22が発!Iします。

1/'07'7Lo.II
1"-.:t7)vll

: lphul
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DMS$の有効桁数はi明、DMsの倒的知12有~‘。
〈例> 1自 A=1. 23456789

20 PRINT DEG

DMS A

30 PRINT VDEG

DMS$ A

RUN

>
1.234567向。
1.2345666自7

-度・分・秒の記号のキャラクターコード(くわしくは383

度 (0)..'223CH&DF)、分(').•.39(H&27)、£オ出(II&F

基本命令

WAIT・・・・H ・..ウエイト

省略形・・・・・・W. lプログ予ムl
邑三三アルl

E雪1f川?flγ~ラ吋止時間を指定します。
(2)WAIT

匿盟 PRINT

園 ・??JJム;rzt12Z;:占LtiA??;実行する山指定時間だけフロ
・式の値は自-65535の範囲で指定できます-1;;17'J'"'J，.... 。

なお、式の値lは約1/64秒に相当しまよ

・??ffEL;;;;;弘22ALJf;??指定を解除してくださいo この場合、プロ
・22:??ぞれたとき、またはRUN命令を実行したときはWAIT 自町

(注)一般のノバマソコンでlはまW町'AIT指定はできませんo バソコン
EXTを用いて、時間の調整を行います て‘は:通常次のようにFOR-N

〈例> 5自 FOR J=1 TO 5自}NEXT J

基本命令

WH〆ILE'"'-'WEND…ホワイル~ホワイルエンド
省略形……WHo WE.

包旦7'5Lo.I

l面 白;fEとWENDの間に書かれた命令を脱された条件が満たされている問、繰り返し実行
[司 WHILE 条件式

実行文l

WEND

実行文2

住~]ID FOR-NEXT、REPEAT-UNTIL
白見盟 ・WHILE文において条件式の判断をし、条件が成立し吋〉った場合は実行文2に移ります。

(繰り返しノレーフ・の終了)0条件が成立している間は実行ふを繰り返し実行します。(この繰
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り返し部分をWHILE-WEND，レープと呼びます。)

-WHILEとWENDは必ず対にして使用します。

-WHILEの条件式が最初から成立していない場合は、 l回も実行せずにループを抜けます。

つまり、実行文lをl回も実行せずに実行文2に移ります。条件式がずっと成立している場合

は永遠にループ内の実行を繰り返すプログラムになります。

-WHILE-WEND;レープの中に、別のWHILE-W巳NDループを入れることができま

す。ただし、中に入るループは外のループ内に完全に入っていなければなりません。したがっ

て、ループが交差するような使いかたはできません。(交差している場合はエラーになります。)

この条件でループを最大18段まで重ねて使う(深みをもたせる)ことができます。(378ページ

のスタyク参照)

-WHILE-WEND;レープの外からループ内に飛び込むことはできません。飛び込ませると

エラーになります。

(注)・WHILE-WENDループから外に飛び出した場合でも、そのループは終了したこと

にはなりません。プログラムによっては(WHILE文を何回か実行するようなプログ

ラムの場合)WHILE-WENDの深みエラーが発生することがあります。

'WHILE-WENDループ内ではCLEAR、ERASE、DIM命令は使用できま

せん。

〈仔~> 10 PRINT"3 カラ l目白 マテザノ ソスウヲ モトメマス"

2自 DIM A (30) :J=自:A=3:A(自)=2

30 WHILE A<=100

40 FOR 1=0 TO J

50 IF Aー INT(A/A(I)) *A(I)=自 THEN

I=J:NEXT I:GOTO 90

60 NEXT I

70 PRINT A

80 J=J+l:A(J)=A

90 A=A+l

100 WEND

110 END

このプログラムは、 3以上の数を2もしくは算出した索数で割り切れるかどうかで素数の判断

をしています。A<=l自由(条件式が成立)の場合は素数を求める計算式を実行し、Aか1

8自を超えるまでWHILE-WEND閣を繰り返し実行します。

基本命令

IXOR………エタスクルーシブオア
|省略形・・・・・X.

直直 式と式との排他的論理和を計算します。

軍司式XOR 式
条件式 XOR 条件式

匿~ AND、OR、NOT、 IF

匡盟 ・2進数において、排他的論理和は次のような値を取ります。
1 XOR 1 = 0

1 XOR 0 = 1

oXOR 1・= 1

17"0:1三Jdl
巨三アJ引

型主主主ιヨ坐竺笠旦 365
oXOR 0 = 0 一一一一一←

なお、 10進数の排他的論理和を求めた場合でも、，!I'~?:機内では 10.i1!!数を 2 .i1!!数に変後したうえ
五日522T語23;叫果を四川しまれたとえば、41と27O) j)l:(I!! (I~J ，，';， j
41 XOR 27 = 50

/101001・・・・・・41

XOR
¥¥o11011… ・27
110010・・・ ・50

J;z;;;;;;ケこ変換し、舗のXORを取りま寸。そして、叫川
10ill政に企

・式の値は 32768-32767の整数部が有効になります
n

・2つ以上の条件のうち奇数個を満足するような条件手lつの式で表します。〈例〉 58IF A>5XOR B>=4THEN…;:;;了ゆ=4のいずれか一方山満足するとき、TIII':Nにい合以

本機には、簡単な外付インタフェースにより入力および出力の可能な制御ポートと、
XYフ・

ムロボットを制御できるいI/O
機能があります。それぞれポート制御命令とデータ出ょ;;;;;;

実現できます。また、システムパス端子(40ピン端子)に対する入出力命令もあります。

これらの命令は本機で制御実習を行うとき以外には使用しないでください。また、外付インタブースの

製作については先生の指導に促ってください。

ミニI/Oに関する命令

INP…………イン・ポート

省略形……なし

悪轄雲 入川力がポ一卜川o仙X恥(j白H
世塾引I INP
匿国 OUT
匡盟 ・ポート制御命令で、 INP命令は現在の入力ポートの状態を読み取って、自-7の値で返しますo 入力ポートはXin.Din，ACKの3つからなり、Xin=4、Din=2、ACK=1の重

みを持ちます。すなわち、各入力ポートの状態を2進数の各桁と見なしたときの値を、10進数に変換して自-7の値を返します。なお、信号レベルは日i=1、Lo=自とします。〈例1> Xin=Lo.Din=Hi.ACK=Hiのとき。X4+1X2+1Xl=3 で
INPの値は3となります。

(f§ij2) 50 IF INP AND 2 THEN 50
Dinの値がLoレベルであれば次の行に実行が移り、Hiレベルであれば5¥1行
を繰り返し実行します。

位)
;;fNHC0Ml "またはOPEN"PIO:"が実行されているとエラーになり

自

由
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ミニI/Oに関する命令

OUT…………アウト・ポート

省略形……なし

直面
軍司
匿亙
匡盟

匡互空全j
1"'-CJ.7)1I1

出力ポート(Busy.Dout.Xout)への出力命令です。

OUT 式

INP
・ポート制御命令で、OUT命令は10進数(自-7)で指定した値を出力ポートBusy、Dout、

Xoutに出力します。指定する値は、出力ポートをそれぞれBusy=4、Dout=2、Xout=

1の重みで加算した値です。すなわち、各出力ポートの状態を2進数の各桁と見なしたときの

値を10進数で指定します。なお、信号レベルはHi=1、Lo=自とします。

〈例> OUT6

6=lx4+1X2+自x1 で

Busy=Hi.Dout=Hi.Xout=Lo となります。

(注)・OPEド"COM1."またはOPEN"PIO:"が実行されているとエラーになり
ます0

・OUT命令で出力した内容は、次のOUT命令が実行されるまで保持されます。ただし、

次の操作を行った場合は出力ポートの状態が変化します。

(1) 次の命令を実行したとき

LPRINT PRINT持

LLIST INPUT~

(SHIFTI+巨三国 RUN

BLOAD

(2) その他、次の操作を行ったとき

・電源を入れた直後

・RUN実行i直後

.マニュアノレ計算実行

ただし、あらかじめOPEN"LPRT:"匝Eと操作しておけば出力ポートの状

態は保持されます。

・モードを切り替えた場合

END

CLOSE

BSAVE

ミニI/Oに関する命令 }

lOPEN トプン 町I"，.=.CJ.:アJレII
省略形……OP. 」

直面 出力デバイスを指定します。
軍司 OPEN"LPRT: II
医開 CLOSE、LPRINT、LLIST
箇 ・OPEN"LPRT: II実行後のLPRI肌 LLIST命令は、パラ山一トに対して

の出力命令になります。
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ミニI/Oに関する命令

CLOSE……クローズ

省略形……CLOS.
区百?亨1.1
E三ュアルl

'々C命QdTNDAPムL
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ミニI/Oに関する命令

|しLIST 71/I)ス卜
省略形…・・・LL.

直函 プログラム内容をパラレノレポートより送出します。
軍司 (l)LLIST

[行番号1
(2)LLIST~---f

lラベルl

(3)LLIST 開始行一終了行

匿囲 OPEN、CLOSE
。匡盟 ・データ出力命令です。OPEN"LPRT・"により、パラレノレポートが指定されているとき

に、プログラムをアスキーコードで送出します。

-CLOSEされているときは、プリンタ(CE-126P)でプログラムを印字する命令になりま

す。(340ページ参照)
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ミニI/Oに関する命令

LPRINT…ラインプリント

省略形…・・LP.

1:10?'7A!

1"'-CJ.7)1I1
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L

調 OPEN、CLOSE

咽 ・OPEN"LPRT: ・によりパラレノレポートが指定されているときに、指定した内容をパラ

レルポートからアスキーコードで送出します。

・CLOSE(クローズ)されているときは、プリンタ(CE-126P)の印字命令になります。
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8ビット制御に関する命令

PIOSET"'I，¥ラレjレセッ卜
省略形……PI.

1:107'語

1"-~71i1 1

瞳固 い I/Oで8ビット制御を行うために各信号の入出力モードを設定します。
匿司 PIOSET 式
匿盟 PIOGET、PIOPUT
匿盟 ・各信号を入力モードにするか、出力モードにするかの設定を行います。

・式は8ピットに変換され、対応するビットが“1"のときは入力モードに設定され、“o"の
ときは出力モードに設定されます。

ビット7 EX2

1::'.~ト 6 EXl

ビy ト5 ACK

ビy ト4 Din <例> PIOSET &HF(，lとすると

ビット3 Xout Din、ACK、EX1、EX2の端子が入力モードに指定

ビット2 Xin されます。

ピット1 Dout 他は出力モードになります。

ビットo Busy
・式はo~255までの値で、この範囲外の値を指定するとエラーになります。
0のときは全ての端子が出力モードになり、255のときは入力モードになります。

8ビッ卜制御に関する命令

PIOGET…パラレルインプッ卜
省略形……PIOG.

1:107'71>.1

1"-~71i1 1

直直 入力ポートからの8ビット入力関数です。

軍司 PIOGET
霊園 PIOSET、PIOPUT
匡盟 ・OPENリ 10:"により8ビット制御が指定されているときに、PIOSET命令で入力

モードに設定された端子からのデータを読み取ります。

値は、o~255になります。
ePIOSET命令で出力モードに設定されている端子は、常に“o"になります。

8ビッ卜制御に関する命令

PIOPUT…1'¥ラレjレアウトプPツ卜
省略形……PlOP.

由

自

直直 出力ポートへの出力命令です。

直~ PIOPUT 式

匿国 PIOSET、PIOGET
匿盟 ・OPEN"PIO:川こより8ビット制御が指定されているときに、PIOSET命令でII:)J

モードに設定された端子からデータを出力します。

1回の命令実行で0-255の範囲内の値を1回だけ返します。

ePIOSETで指定した出力端子のうち、式で指定したビット分だけマスクして出力Lまれ

町三旦土史辺全金全の抑ー

システムパス入出力命令

INp・・ イン・ポ一一「
省略形……なし

直面
軍E
匡盟

ム

刈

ラ

ア
W
一
一
一
戸

包

巨

?とた;::77ぅ;れてくるデ一ぷふふl品川L
.“ポートアドレス"で指定した;1;-1から送られてきたデータを悦み込みます。

-ょ;;JL;;;;;;。65535または&11自由-JFFFFの剛で慨します。金数
〈例> A=INP &H20

ポート2日Hから送られてきたデ一世ιJ

・ ポートアドレス を指定しないときはミニlJに;;沼:;?;;735べ-~~!!(O
システムパス入出力命令

OUT..・・H ・..…アウト・ポート
省略形……なし

直面
直司
匡囲

lプログラム
lマニュアルi

指定したポートヘデータを送出します。

OUT ポートアドレス，データ

・“ポートアドレス"で指定したポートへ “→ー

. :ポ-トアドレス は目 ~65535まよん』ム ;;;:?r?rr77，川i5ココ判;2芯刈山山;;山山μ;i山MlJ;ιι;:た;二山;L{ι J' "、サ
'，Jjデータ"は自~255の範囲で指定します。

〈例> OUT 32，121 ポート32(2011)へ 121 (7911)そiii1)Lま，Iv

・“ポートアドレス\を指定しないときはミニ I/O に対するの~，こなり正寸 (:J(i(iへ-/~I!( !J
他 ;ニ;どで指定した値(アドレス)U 31J…(八U ALi~;;J J八

6 データ"で指定した値はデータバス(Do-D，~;I，: ()へiliJJされますむ
・ 6 ポートアドレス"は 20H~3FH を使用してく十さし '0 (也のγ ドレス(よンスヲム
(本体)で使用しています。 ー
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付 録

1 パソコン通信ケーカ川-T800のご案内|
CE-T800は、本機とパソコンなどとの通信(シリアル方式)を行うためのケーフソレです。

このケーブノレを使用することにより、本機とパソコンとの問でTEXTモードのS10機能を使ったプロ

グラムやデータの入出力、機械語モニタを使った機械語の入出力などができます。

シリアル方式によるパソコンとの通信にはパソコンのRS-232C端子を使用します。本機とRS-232Cで

は信号の電圧レベルが異なるため、RS-232Cの信号を直接本機に加えると本機が壊れます。

したがって、この信号レベ、ルを合わせるための回路がCE-T800に入っています。

〔注)CE-T800の端子iこ指などで触れないでください。静電気などにより内部回路が壊れることがあ

ります。

込とみ
CE-T800l¥プ¥ぶ蕊三三乏多

パソコンの I一一寸 ¥弘 、¥、もと平ラ三三;::::::0--
RS-232C端子へ1/ @寸 d戸、ーペゴh\~

ー1/ @ S--レf に¥J

【CE-T800のコネクタ信号<DB-25(W)】

JR11[昨日
¥.………ee…….“….“.…O叫 eo∞…O∞一O
000000000000 I

信号名

RS-232C信号 |本機(CE-T800)iJ冶ら

ピy番号 信号名 記号 |見た信号の方向

フレーム接地 FG

2 送信データ TXD(SD) 入力 パソコン→本機

3 受信データ RXD(RD) 出力(注2) 本機→パソコン

4 送信要求 RTS(RS) 入力 パソコン→本機

5 送信可 CTS(CS) 出力(注2) 本機→バソコン

7 信号用接地 SG

11 NC

機能概要

も一

イサ 量量
371-(注) ・CE-T800は、ノマー

号 (2番、 4番)斗L277rhこつないで使用ζるように、ーンか';(1)/11))1，1
が接続されています。" 、 、ソコンの入力I，'tサ(3番、5寄)へは本機のII¥))Uけ

.これらの出力信号は、下記以外の状態では不定です。

;;;;;:;;:f;:z:iは;;:;;二:ているとe。
③TEXTモードでS10の送受信を寸ると宗A

④PICモードでPICへ書き込みをすると;;

2.電池の交換について
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電池を交換する前に

本機内に大切なプログラムやごータが入っている場合、そのまま"'li池の刻免を行うと、その附かげiえて

しまいます。電池を交換する別に、パソコンなどに記録しておいてください。あるいは、別売の周辺機器

CEー126P (プリンタ)をお持ちの場合は、電池を交換する前にプログラムやデータを印字したり?
紙に容き写しておいてください。
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②占
_..........¥.t

vづ"/ ACアダプデー

接続~;;l:子

ACアダプター

電源コンセント

ACIDDV

eACアダプターEA-23E以外のACアダプターを使用しないでくださL、。欣|仰のlJ;ilA;1に江りま
す。

・ACアダプタ-EA-23Eを他の機器に使用しないでください。その機泌をl脅す恐れかあります。

6ACアダプター使用上のご注意

(一一一 …… …… ;E冨
.本体の電池を取り外したまま、ACアダプ夕一だけで動作させないでくださL、、。ACアダ7す- I

! だけで動作させると、誤つて接続プラグが外れた場合、せつかく.rL!己t似むさせたデ一夕がすベてilげ泊Iii !i…………L吋叩ま討す………こω山一……の批ω…た肋……めい…AC一一本…E札山山…し口凶……てれ一Lゆる

(動作しなLい、ウ)ことがあります。

・通信中にACアダプターの抜き差し(コンセントやACアダプター桜絞川Fから)企しはいて i
Lください。通信が中断されることがあります。 I

............'.............….............…........1

ACアダプターの接続のしかた

別売のACアダプターEA-23Eを使用すると、家庭fll'l[ljb;(.八CIDDV"で動作します。
本機の電源を切ってから、矢印①、②の順に接続してくださL、。 ー

rh速か同使用時間について ~叫;;.;;.;;.;;.;;.凶叫凶…凶山泊凶…弘凶h
i付属の電池は工場出荷時恥に入れ吋すので 叩辿山絞川使附!培在剖捌III山H
与 れることがあります。

弘
h
;;.;;.;;.;;.;;.;;.抽出;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.;;.抽出抽出山、弘込;;.;;.;;.;;.気;;.;;.;;.気先h包地;;.s.lI.l&，l<.l<.山山凶叫:

録イサ

A電池使用上のご注意
乾電池は誤った使いかたをすると、破れつや発火の原因になることがあります。また、液もれして

機器を腐食させたり、手や衣服などを汚す原因になることもあります。以下のことをお守りくださ

よ、注電池のプラス(+)とマイナス(ー)の向きを本体の表示とおり正しく入れてください。

・指定されていない電池を使用しないでください。

・使えなくなった電池を本体の中に入れたままにしないでください。

・種類の違うものや、新しいものと古いものを混ぜて使用しないでください0

・もれた液が体についたときは、水でよく洗い流してください。

・充電や分解、ショートする恐れがあることはしないでください。

また、加熱したり、水や火の中に入れたりしないでください。

-乾電池は次のタイプをお使いください。

単4形乾電池RD3 4本(指定している電池以外は使用しないでください。)

⑤パソコンなどに記録しておいた内容を読み込みます。

④13ページの「お買いあげ後はじめてご使用になるときの操作」の(2)-(3)の項目を実行します。

③電池ぶたをもとどおり取り付けます。

372

②乾電池を新しいものと交換します。(乾電池は4本

とも交換してください。)

乾電池の①・θをまちがえないように、。(マイナ

ス)側から入れます。

①本体裏面の電池ぶたを図のようにして外します。

電池の交換



主なキーの主な機能
キー 機 青島

3. rTIIID -訂正モードと挿入モードの切り替えを行います。

匡HIFTJ十(DEL) -現在のカーソノレ位置の文字を削除します。

次に主なキーの主な機能を説明します。 (@ -カーソル位置の1字削の文字を削除します。

キー 機 骨量 (2ndFJ -各キーの燈色で書かれている機能を使うとき、各キーを押す円IJにこのキ を

CQm
-電源を入れるときに押します。

押します。((SHIFTJ参照)

-プログラム実行中、プログラムを一時停止状態(BREAK:フレーク)に (CLS) -入力中の内容や表不をクリア(消去〕するときに押します。

します。 -エラーを解除します。

oBSAVEやLOADなどの命令実行中は、その実行を中止します。 匡匝白+~ 。計算機の状態を解除します。(クリアオーノレ)

-統計計算では、機能の選択画面に戻すときにも使用します。 -プログラムの実行が一時停止状態にあるとき、実行を中止させます。

CDTEXTモード、C言語機能モードでは、メニュー画面、機能選択画面に戻 -表示内容などを消去します。

すときにも使用します。 -表示フォ-7・yト指定CDSING指定)を解除します。

巴白 -電源、を切ります。 -トレースモードを解除(TROFF状態に)します。

直互亘己 GRUNモードとPROモードを切り替えます。 -エラーを解除します。

oj也のモードからRUNモードにします。 その{也

{SHIFTJ+匹亘亙D -アセンブラ、CASLまたはPICモードにします。 @ @プログラムの行の終了を指定します。

(TEXTI oTEXTモードにします。
@プログラムを計算機に書き込みます。

oTEXTの機能選択画面(メインメニュー画面)にします。
07ニュアル計算の実行、あるいはBASIC命令などのマニュアル操作によ

oC盲語機能モードにします。
る実行を行います。

C
.PRINT命令やINPUT命令で一時停止しているプログラムの再スター(SHIFT)+!TEXT)

oC言語機能のメニュー画面にします。
トなど、プログラムの再開に使用します。

~白十巨亙豆E @表示の濃度調整画面にします。 匡HIFTJ+CE三回 -プリンタが接続され、電源が入っているとき、プリントモードの設定、解除
{SHIFTI -各キーの樟色で書かれている機能を使うとき、このキーを押したまま、それ を行います。(“PRINT"シンボルの点灯、消灯を行います。)

ぞれのキーを押します。(12ndFJ参照)

選る
-アルファベットの大文字と小文字の入力モ ドを切り替えます。(画面右側 哩〕温3の動きは、モードの指定および計算機の状態によって変わります。BASICモード(RUN、
の“CAPS"シンボlレの点灯、消灯を行います。) PRO)では次のようになります。

-カナの入力モードのとき、小さいカナ文字(アイウエオヤユヨツ)を入力し
モード 状 態 E (I)

たいときに押します。(“小"シンボノレの点灯、消灯を行います。)
プログラム実行中RUN 無効 無効

回ヨヨ -カナ入力モードの設定、解除を行います。(“カナ"シンボルの点灯、消灯
プログラムの一時停止中、 次のf丁を実行 押している問、実行してい

を行います。)
WAITが無限のPRIN c1行ず‘つ実行して停止し る行あるいは実行した行を

庄E @カーソルを決められた桁数だけ移動させますu T命令実行中やINPUT ます) 表示
RUN、PROモードでは7桁す‘つ移動します。TEXTモードのエディタ 命令実行中のブレーク状態
では、最初8桁、 2回目は6桁、 3回目以降は7桁ずつ移動させます。

プログラム実行時のエラー 無効 押している問、エラーが発

E -カーソルを右に移動させます。 状態 生した行を表示
-プレイパックを行います。

トレースモードオン状態 トレースを実行 押している問、実行してい
-プログラムが表示されているときで、カーソルが表示されていない場合はカー

る行あるいは実行した行を
ソJレを呼び出します。

表示
07ニュアノレ計算などでのエラーを解除します。

団 -カーソノレを左に移動させます。
PRO (RUNモードからPROモードに切り替え、プログラムが表示されていないとき)

-その他は喧ヨと同じ。
プログラムの一時停止中 停止している行を表示 同左

[ANS) -ラストアンサーを呼び出します。
エラー発生後 エラーが発生した行を表示 同左

巴豆固 -定数計算の定数と計算命令を設定します。(“CONST"シンボノレ点幻)
その他 先頭行を表示 最終行を表示

(2ndFJ~ 豆!i[f) ((SHIFTJ+(CONST))を押すと、設定されている定数を表 PRO (プログラム行が表示されているとき)

示します。 |次のプログラム行を表示 I1行前の行を表示

一-"

374 イサ 録 付 録 375
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関 数 計算範囲 備 考

SINx DEG IxI<1X 10
10

COSx RAD IxI< 1~I\ X1010180
TANx

Ixl<1~ x10'0GRAD 9
ただしtanxにおいて次の場合は除く

DEG IxI=90(2n-1)

RAD ー Ixl=互(2πー1)
2

GRAD Ixl=100(2n-1)

(nは整数)

ASNx
sin-Ix

一1~五 z 壬l
ACSx

cos-'x

ATNx IxI<1x10'00 tan-'x

HSNx
sinhx

HCSx 227.9559242~五 z 壬230.2585092 coshx

HTNx
tanhx

AHSx Ix1<1X 1050 sinh-1x

AHCx 1~五 x<1x10印 cosh-'x

AHTx Ixl<1
tanh-Ix

LNx Inx=logex
LOGx

1x10一回孟x<1x10'叩

EXPx -1x10川 <x孟230.2585092 eX e'=;2.718281828

TENx -1x1O'00<x<100 lOX

RCPx Ix1<1x10削 工会ぞO 1
z

SQUx IxI<1X1050 x2

CUBx IxI<2.154434690x10お x3

SQRx o~五 x< 1x10'00 (x

CURx Ixl<lx10'曲 vx
YI¥x(yx) -百>0のとき

yX=lOx'logy

-1x10'00<xlogy<100

.y=Oのとき

x>O

• y<Oのとき

zは整数またはよが奇数
z

ただしー1x1O，00<xlogIy1<100

4.計算範囲

加減乗除算

被演算数、演算数、結果が±1x10-四 -±9.999999999x10
99およびO

関数計算

関数 計算範囲 備 考

&Hx o~五 z 亘2540BE3FF または zは16進数での整数

FDABF41C01~玉 z 孟FFFFFFFFFF

POL(x，百) (X2+y2)<1x10'曲 ァ=布耳F

(x，百→γ，B) X.<lX101曲 。=tan-'JL
U z

REC(γ，B) ァ<1X101凹 x=γcosB

(γ，B→ x，y) 。の範囲はsmx、cosxのzと同じ y=rsinB

NPR(n，γ)
n!" <1x10'凹

o~玉 r~五 η三五9999999999
百=万丁 ァ、nは整数

.P，

NCR(n，r) ~<1 x10'叩 o~五 γ2五 n 壬9999999999 .C，
(n-r)!r! γ、nは整数

nーγ<γのとき n-r孟69

n-r;;;;rのとき γ三五69

FACTx 。=五z孟69 η1

DEGx IxI<1X 104 DMS→DEG

DMSx Ix1<1X104 DEG→DMS

統計計算

百十 算 範 図

ア-々ノ IxI<1X 1050 l三五n<1x10'曲 IyI<1X 1050

統計量 次の計算において、計算結果および途中結果の絶対値が1x印刷未満であること。

分母(除数)がOでないこと。Jーで計算する値が負数でないこと。
L:x L:x2 L:y L:y2

x=ーZーーZー y=~旦
n n

JZhZE J L:y2-ny2
sx= η-1 sy= ηーl

JZZZJnZ2 J L:y2一時2ay=
π

a=百 bx b= ~xy
Sxx

Sx百 Sxx=L:x' 一(L:一一z一)'一
ァ=JSxx・Syy n

x一一旦二三 Syy=L: y2_iデ~刊一)2一
b η

y'=a+bx Sxy=L:xy-L:x'L:ロM
n

，II算の誤差は原則として、10桁自に±1となります。(指数表示の場合は仮数部表示の最下位桁に±1と

はります。)

ただし、関数の特異点および変曲点の近くでは誤差が累積されて大きくなります。また、連続計算を行っ

た以合もそれぞれの誤差が累積されて大きくなります。(べき乗(yX)のように、計算機内で連続計算を

Iiゥている場合も同様です。)
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5.仕様

名

U

霊肉告

P

リモ

形

C

メ

PC-G850V

CMOS 8ビットCPU(280相当品)

システムエリア・…・…・…・…・… ・・約2.3Kバイト

データ専用エリア… …・ ・ー…...・H ・・・・208バイト

プログラム・データエリア …・………30179バイト

ファンクション用 16段 データ用 8段 サブルーチン用 10段スタック

構造化BASIC用 合計90バイト

lEPEAT~UNTIL 1段で4 イト
WHILE-WEND: 1段で5バイト
SWITCH-CASE: 1段で6パイト

FOR-NEXT: 1段で18バイト

(ただし、SWITCH-CASEはl段しか使用できません。)

基本計算機能 基本計算・加減乗除算

関数計算。三角関数、逆三角関数、対数、指数、角度変換、べき乗、開平計算、

整数化、絶対値、符号関数、円周率、座標変換、その他

10桁(仮数部)+2桁(指数部)

数式とおり(優先順位判別機能っき)

カーソル左右シフト(巴吾、昼ヨ) リストアップ、ダウン(喧〕、哩J)

挿入(~) 削除(巴E 、困) テキストエディ夕、280機械語モニタ

周辺機器接続端子(11ピンコネクタ)

CE-126P(プリンタ)、CE-T800(パソコン通信ケープノレ)、 EA-129C(ポケ

コン接続ケーブノレ)

示 液品表示 5x7ドットマトリックス表示(24桁x6行)

温度 。°C-40°C
i原 6V:-:-て CDC) 単4形乾電池R03 4本

(ACI00V50/60Hz:JlIJ売のACアダプターEA-23E使用)

電池使用時間 実使用状態で連続使用約90時間(単4形乾電池R03の場合)

[使用温度2附 1時間当り演算またはプログラム実行を10分間、表示状態を1
50分間行った場合 I

(注)別売のパソコン通信ケーフソレCE-T800を使用して通信を行っているときの.，[;

池使用時間は約70時間になります。

[使用温度2町、通信を2分間、演算まはプログラム実行を8分間、l

表示状態を50分間行った場合 l

・電池の種類や使用方法などにより多少の変動があります。

約0.2W

幅196mmx奥行95mmx厚さ20mm

約270g (乾電池含む。ハードカバーは除く。)

属 品 ハードカバー、単4形乾電池 4本、ネームラベル(本体裏面に鮎りつけ前み)、

取扱説明書、お客様ご相談窓口のご案内

数

法

能

桁

方

機

算

算

集

計

計

編

用

表

使

電

力

法
電

寸

費

形

消

外

質

付
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し一一異常尚生した場合の処主一一
BREAK

@Dを含めたすべてのキーの機能が働かない、あるいは正しく動作しないなとの異常が発生した場合は、

本機の電源を入れたままで周辺機器の接続や取り外しを行ったか、またはプログラムのミス、あるいは強

度の外来ノイズなどによる異常発生などの原因が考えられます。

または、電池交換を行った後、リセットスイッチを押さなかった場合が考えられます。

このような場合は、次の方法でリセッ卜してください。

リセッ卜のしかた

①@Dを押して電源を入れた後、ボーノレペンなどで、

本体左端のリセット(RESET)スイッチを押し

てください。

芯先の出たシャープペンシルや先の折れやすいもの、

また、針など先のとがったものは使用しないでくだ

さL、。

②リセy 卜スイッチを離すと次の画面になります。違う

画面になったときはもう一度リセットスイッチを押し

てくださし、。
MEMORY CLEAR O.K ワ (Y/N)

(メモリー内容を消去しますかっ)

③プログラムやデータを保持したいときは、

(EDを押してください。RUNモードの最初の画面になります。

・この後、プログラム実行などで再び異常が発生する場合は、次のプログラムやデータなどをすべて

消去する方法を行ってください。

プログラムやデータなどをすべて消去するときは、

上記の表示中に5つを押してください。記憶内容を
すべて消去して、次の画面(点滅〕になります。

(初期設定し、記憶内容をすべて消去したことを示

しています。)

この画面で、面Eを押せばRUNモードの最初の画
面になります。

••••••••••••••••••••••••• •・ ALL RESET •・.・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・



(注)本機のVee電源電圧は、電池の消耗度合いにより、 4-6Vの間で変動します。

本機内部は、C-MOS部品により構成されているため、端子にVee+0.5V以上の信号電川;が加

えられると、本機内部が壊れることがあります。

/ 1

~ も~ ァラ長~

ミご LJ
ー"
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ローマ字→カナ変換表

A U E O
一ーート←

A ア イ U ウ E エ O オ
ア行

YE イェ

KA カ KI キ KU ク KE ケ 1<0 コ

CA カ CU ク CO コ
力行
QA クァ QI クィ QU ク QE クェ QO クォ

KYA キャ KYI キィ KYU キュ KYE キェ KYO キョ

SA サ SI シ SU ス SE セ SO ‘/

サ行 SHA シャ SHI じ/ SHU νユ SHE ゾェ SHO :ノョ

SYA シャ SYI シィ SYU シュ SYE エノェ SYO ユ/ヨ

TA タ TI チ TU ‘Y TE 7 TO ト

TSA .ノァ TSI ツィ TSU ‘y TSE ツェ TSO ツォ

タ行 CHA チャ CHI チ CHU チュ CHE チェ CHO チョ

TYA チャ TYI チィ TYU チュ TYE チェ TYO チョ

CYA チャ CYI チィ CYU チュ CYE チェ CYO チョ

NA ナ NI 一 NU ヌ NE 不 NO /
ナ行
NYA ニャ NYI ニィ NYU ーーニ1 NYE ーーェ NYO ーーヨ

HA ノ、 HI ヒ HU 7 HE 〆¥ HO ホ

ノ、fマ一』 FA ファ FI フィ FU フ FE フェ FO フォ

HYA ヒャ HYI ヒィ HYU ヒュ HYE ヒェ HYO ヒョ

MA マ MI 、、、 MU ム ME メ MO モ
マ行
MYA ミヤ MYI ミィ MYU ζ、ュ MYE ミ、ェ MYO ミ、ョ

ヤ行 YA ヤ YI イ YU 二L YO ヨ

RA フ RI RU ノレ RE レ RO ロ

LA 7 LI LU ノレ LE レ LO ロ
フIT
RYA リャ RYI リィ RYU リュ RYE リェ RYO リョ

LYA リャ LYI リィ LYU リュ LYE LYO リョ

ワ行 WA ワ WO ヲ

ン N NISHIFT¥+回 M

IL

みぞにあわせてスライド

させる。

システムパス端子カバー

を取り付けるとき

上にスライドさせる。

システムパス端子カバー

を取り外すとき

皇官付

表面(キー側)

39

40(裏側) 2(裏側)

裏面

システムパス端子信号表

380

表 面 裏 面

信号名 端子番号 端子番号 信号名

Vee 2 Vee

M1 3 4 MREQ

IORQ 5 6 IORESET

WAIT 7 8 INT1

WR 9 10 RD

BNK1 11 12 BNKO

CEROM2 13 14 CERAM2

D7 15 16 D6

D5 17 18 D4

D3 19 20 D2

D1 21 22 DO

A15 23 24 A14

A13 25 26 A12

All 27 28 A10

A9 29 30 A8

A7 31 32 A6

A5 33 34 A4

A3 35 36 A2

Al 37 38 AO

GND 39 40 GND
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A I U E O

ア行 VA ヴァ VI ヴィ VU ウ VE ヴェ VO ヴォ

GA ヵー GI ギ GU グ GE ゲ GO コ

ガ行
GYA ギャ GYI ギィ GYU ギュ

GYE ギェ GYO ギョ

ZA ザ ZI ジ ZU ズ ZE ゼ ZO ゾ

JA ジャ JI ジ JU ジュ JE ジェ JO ジョ

ザ行
JYA ジャ JYI ジィ JYU

ジュ JYE ジェ JYO ジョ

ZYA ジャ ZYI ジィ ZYU
ジュ ZYE ジェ ZYO ショ

DA ダ DI ヂ DU ヅ‘ DE ア DO ド

ダ行 DHA アヤ DHI アイ DHU
アュ DHE アェ DHO アヨ

DYA ヂャ DYI ヂィ DYU ヂュ
DYE ヂェ DYO ヂヨ

BA ノ〈 BI ビ「 BU ブ BE r、ミ BO $

パ行
BYA ピャ BYI ピィ BYU ビュ

BYE ピェ BYO ビョ

PA ノマ PI ピ PU プ PE J¥- PO ポ

ノマ行
PYA ピャ PYI ピィ PYU

ピュ PYE ピェ PYO ピョ

①「ン」の入力

「ン」はINJと入力します。

ただし、INJの次に母音(A、 I、u、E、0)およびIYJがくるとき、または後に文字がこない

ときはIN(SHIFT)+巴)Jと押します。

なお、INJの代わりにIMJを用いることもアきます。

(例) シンユウ一一→SIN(SHIFTI十回YUU

シンニュウ一一一→SINNYUU

シンブン一一~SIMBUN~主白+回

② I'~Jの入力
「ツ」は子音を重ねて入力します。ただし、INJや IMJを重ねて入力したときは「ン」が入ります。

(例) キップ一一一一→KIPPU

セットー一一一→SETTO

③江主??と、ェ、ォ、ッ、ャ、ュ、ヨ)…るときは過を押ーそれぞれ

の文字を入力します。 小文字

(例〕 ティーカップー今 TE~ 互~I-KAPPU

イサ 録 383

キャラクタ・コード表

ハH
v

A
u守τ
nノ
u

d
“q主
n
，“
n
，4ω

n
口ハHM
nソ
h臼
“

nλ
n
u
d
1
A

p

。
q
tlnU

nhu1
A

“‘
aq
'E目A•n

M
u
nJ4白.'A

n
，“ll

ρ

。
Q
d

n
U
の
内u

a

“
ρ
h
u

n
κ
u

凋
4
.

n〆
ω

丹
ぺdυ

戸

h
U

唱
'
&

n
U桁位上下

位
桁

。
16進数 。1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
。 ヌノレ スベ 日 @ P p よ タ 、、、 Xース

1 A Q a q T 。 ア チ ム ド 円一

2 " 2 B R b r → イ ツ メ キ 年- 「一一

3 非 3 C S c s-ト ー」 ウ ア モ ヰ 月

4 s 4 D T d t 卜 ヤ 日• 、 エ 4

5 % 5 E U e U • .オ ナ ニL ... 日寺
6 & 6 F V f V • ヲ カ 一 ヨ 、分
7 7 G W g W • ア キ ヌ フ v 秒、

B 8 H X h X イ ク 不 4島 "「

9 9 Y l y 「
ワ ケ ノ ノレ

司'
A * J Z J z 目 し

2二 コ ノ、 レ •B + K k •」
オ サ ヒ ロ •C < L ￥ •「 ヤ シ フ ワ •D M π1 •ー、 ニL ス J¥ ン O

E > N 八 n ~•し ヨ セ ホ
、、
/

F / つ O O + J !ノ ソ てF ¥

n
，u
n
4
u
a
n
τ
F
h
υ

η
，u
q

o

a

a

a

p

h

u

R

U

η

I

R

U

Q

d

1

1

1

1

1

1

キャラクタコードは次のように表します。

〈伊0> “*"のコード

16進数 &H2A

10進数 42(32+10)

[補足]

CHR$命令により、本機でキャラクタを表示させる場合

・表中のコード自 (&H自由)のキャラクタはヌノレ(Null 何もない状態)です。

したがって何も表示されません。

・キャラクタが記載されていない部分はスペース(空)になります。

CHR$命令により、CE-126Pでキャラクタを印字させる場合

・キャラクタが記載されていない部分はスペース(空)になります0

・次のコードはスペースになります。

129(&H81)-159(&H9F)、224(&HE0)-23l(&HE7)、236(&HEC)-240(&HF0)、

245(&HF5)-248(&HF8)
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エラーコード表

エラーコード 内 旬骨、

10 文法的に実行できない場合。

12 PROモードでしか使えない命令(LIST、RENUMなど)ZIUNモードで

使おうとした。または、逆にRUNモードでしか使えない命令をPROモードで似

おうとした。

OPEN命令のモード指定がまちがっている。

13 CONT命令でプログラムの再実行ができない。

14 BASICプログラムがないときに、パスワードを設定しようとした。

15 BSAVE M命令で、アドレスの指定が逆。(開始アドレスよりも、終(I'トレ

スの方が小さくなっている。)

20 計算結果が1x10'回以上になった。

21 除数がOの除算を実行した。

22 不合理な演算を行った。(例 LOG-3)

計算範囲外の値の関数計算を行った。(例 ASN 2)

30 すでに宣言されている配列変数名を再度宣言している。

31 DIM命令で宣言していない配列変数を使用している。

32 配列変数の添字がDIM命令で宣言した大きさを超えている。

33 指定している数値が規定の範囲から外れている。

40 指定した行番号やラベルが存在しない。

41 行番号(ラインナンバー)が1-65279の範囲外になっている。

43 RENUM、LCOPY命令の指定に不都合がある。

(指定した開始行以降の行番号のっけ答えを行うと、開始行よりも小さい番号の行

(行番号のっけ替えをしない行)と混ざってしまうような指定になっている。)

44 LLIST、DELETEなどの命令で指定した開始行と終了行の大きさが逆になっ

ている。(終了行よりも開始行が大きくなっている。〉

50 GOSUB、FOR、REPEAT、WHILEもしくはSWITCHでの段数オ

ーーノミーー。

51 RETURN文に対するGOSUB文がない。

52 NEXT文に対するFOR文がない。

53 READ文に対するDATA文がない。

54 ファンクションバッファ (16段)または、データバッファ (8段)の段数オーバー。

55 文字記憶エリア(255文字)の容量を超えた。

1行の長さが255バイトを超えた。

60 プログラムおよび変数が大きすぎて、プログラム・データエリアの容量を超えた。

61 プロック形式のENDIFがないのにブロック形式のIF文もしくはブロyク形式

のELSE文を実行した。

62 UNTILに女すするREPEATがない。

63 WHILEにませするWENDがない。

/[

DOH

lOH

20H

30H

40H

50H

60H

70H

80H

FFH

空きポート

使用不可

使用不可

空きポート

ステムポート

Yステムポート

ディスプレイ用

アイスプレイ用

システムポート

I/Oマップ

録付

リザーブエリア

機械語エリア

フ。ロクAラムファイノレエリア

ラムテfータファイノレエリア

テキストエリア
プ

BASICプログラムエリア
7

(プログラム・データエリア)
シ

シ

変数エリア

ワークエリア

固定変数エリア

ワークエリア

スタックエリア
日

ROM BANK 0

ROM ROMROM BANK 1

BANK 2 BANK 3

8000

COOOH

384

メモリマップ
OOOOH

FFFFH



エラーコード 内 q全aヨ~

64 WENDに対するWHILEがなL、。

66 DEFAULTを実行中にCASEまたはDEFAULTを実行しようとした。

68 SWITCH、CASEもしくはDEFAULTに立すするENDSWITCHがな

L、。

69 SWITCHが実行されていないのにCASE、DEFAULTまたはENDSW

ITCHを実行した。

70 USING命令で指定されたフォー"7"/トでt表示または印字できない。

71 USING命令の指定が正しくなL、。(""で囲んで指定した内容が正しくない。)

72 入出力装置に関するエラー。

77 ファイJレの容量が足りない。

80 SIOに対するリードイン(読み込み)エラー。

81 SIO、ミニI/Oなどのタイムアウトエラー(プログラムやデータの入出力で、

規定の待ち時間を超えた。)

82 BLOAD ワ命令による内容の照合で、内容の不一致がある。

83 INPUT若命令で指定している変数の型が、読み込もうとしているデータの型と

一致していない。

84 プリンタ関連のエラー。

85 PRINT替、 INPUT尊命令でデータの入出力を行うとき、相手の装置(デパ

イス)がオープンされていない。

86 lつの装置(デバイス〕がオープンしているときに、同じファイル番号でほかの装

置をオープンしようとした。または、ファイルがすでにオープンされている。

87 ファイルのデータを最後まで読み込んだ後、さらにデータを読み込もうとした。

90 数値変数に文字、文字変数に数値を代入しようとした。また、 SINA$のよう

に数値を扱う関数に文字変数を指定したなど、変数名の不適合。

91 固定変数において、数値が入っている変数を文字変数として使用したり、文字が入っ

ている変数を数値変数として使用した。

92 パスワードが一致していない。

93 パスワードが設定されているときに、マニュアノレでMON、PEEK、POKE、

RENUMなどの命令を実行しようとした。

94 指定されたファイノレが存在しない。

95 ファイル名の指定が正しくない。

96 BASICモードでTEXTファイルを読み込もうとした。

97 ファイノレの数が255を超えた。

さい。

次のような場合は故障でないことがありますので、修理を依頼されるliiiにしう 収お聞かめくだ‘さい。そ

れでも具合の悪いときは、388ページの「アフターサービスについて」をこむのうえ修I'I!を依頼してくだ

387録付

故障かな?と思ったら

こんなとき

寸一一電源が入らない @新しい電池と交換してくだい。(0-371ぺ-:;./)

。リセッ卜してくださL、。(0-379ベ ジ)

表示が薄いまたは濃い -表示濃度を調整してください。(0-16ページ)

。“屯E田園"が点灯しているときは、電池を公換してくださL、。

(σ371ページ)

すべてのキーが働かない -リセットしてくださし、。(0-379ページ)

または正しく働かない

プログラムが表示できな @パスワードを解除してください(PASS命令でプログラムの表示を

L、 禁止しているとき)0(0-347ページ)

-最初からプログラムを入れ直してください(何かの原因でプログラム

が消えているとき)。

プリンタで印字できない • RUNモードで、POKE &H7774， 自を実行してください

(メモリーの一部が、本機の内部制御コードと偶然一致したとき)。

主事付386

C言語でのコンパイル時と実行時のエラーメyセージについては240ページを参照してください。



お問い合わせは

修理を依頼されるときは

この製品についてのご意見、ご質問は、もよりのシャープお客様こ'相談窓口へお申しつけください。

付属の「お客様ご相談窓口のご案内」のとおり、全国にお客様ご相談窓口を設けております。

389録イ寸

保証書(保証規定)

修理メモ

く無料修理規定〉
l 取扱説明書・本体注意ラベルなとの注意書に従った正常な使用状態で、保証期間内に故障した場合

には、お貰いあげ販売底、または当社サービス会社が無料修理いたします。

なお、故障の内容によりまして、修理にかえ同等製品と交換させていただくことがあります。

2 保証期間内でも、次の場合は有料修震となります。

(イ)本書のご提示がない場合。

(口)本書にお買いあげ年刀日・お客殿名・販売庖名の記入がない場合、または字句を沓き換えられ

た場合。

(ハ)使用上の誤り、または不当な修怨や改造による故障・煩傷。

(ニ)お買いあげ後に越とされた場合などによる故障・損傷。

(ホ)火災・公害・地震および風水害その他天災地変など、外部に要凶がある故障・1員傷。
(へ)電池の液もれによる故障・損傷。

(卜)消耗品(.:吃電池)がJ員耗し取り替えを要する場合。
(チ)持込修煙の対象商品を直接メーカーへ送付した場合の送料などはお客僚のご負仰となります。

また、N1張修到などを行った場合には、出張料はお客機のご負担となります。
(リ)離島および離島に準ずる逮隔地への出張修盟を行った場合には、出張に要する実質を申し受け

ます。

3.本書はH本国内においてのみ有効て・す。

(THISWARRANTYCARDISONLYVALIDFORSERVICEINJAPAN.)

大この保 ~IE 書は本書に l明示した期 WJ ・条件のもとにおいて無料修甥をお約束するものです。したがし、ま

してこの保 ~II 書によってお客慌の法律上の権利を:li lll l民するものではありませんので、保 ~IE 期|日 l経過後

の修t理につきまして、おわかりにならない場合はお貰いあげの販売底、またはゾャープお客様ご相談

窓口にお問L、合せくださし、。

〈郵送についてのお願L、〉
郵送される場合には、次のことをご注意ください。

l 保証期間中であるときは、本書を製品に|旨l桐してください。
2 製品は緩衝材に包んでボ ルmに入れるか、または郵送用の袋(メールパyク 文具庖などでお求
めいただけます)などに人れ、輸送中の損傷を防ぐようご配慮ください。

3.紛失などを防ぐため、簡易書留をご利用ください。

本書は、本書記載内容で無料修理をさせていただくことをお約束するもので、す。保証期間中に故障が発生

した場合は、製品と本書をご持参、ご提示のうえ、お貰いあげの販売庖にご依頼ください。お買いあげ年

月日、販売庖名など記入もれがありますと無効となります。必ずζ確認!いただき、記入のない場合はお資

いあげの販売庖にお申し出ください。

ご転居・こ1骨答品でお買いあげの販売庖に修理を依頼できない場合は、製品に|司桐しております「お客縫

ご相談窓口のご案内」をご覧のうえ、もよりのサービス会制へご持参、またはお送りください。

本書は再発行いたしません。大切に保管してください。

録イサ

1. r故障かな?と恩ったらJ(387ページ)をよくお読みのうえ、もう一度お調べください。
2 それでも異常があるときは酬をやめて、お買いあげの販売底にこの製品を匡亙習のうえ、修

理をお申しつけください。ご自分での修理はしないでください。

3 アフターサービスについてわからないことは…

お買いあげの販売底、またはもよりのシャープお客様ご相談窓口にお問い合わせください。

4. ポケットコンビュータに制御用の外付回路を接続して使用した場合に、誤配線、誤操作、強度の外

来ノイズ、あるいは許容範囲外の電圧を加えたことなどによってポケットコンビュータ本体が故防・

損傷した場合は、保証書に記載されている無料修理規定が適用されません(有料修理となります)

ので、あらかじめご了承くださし、。

1.この製品には取扱説明書の巻末に保証書がついています。

保証書は販売庖にて所定事項を記入してお渡しいたしますので、内容をよくお読みのうえ大切に保

存してくださL、。

2.保証期間はお買いあげの日から3年間です。

保証期間中でも有料になることがありますので、保証書をよくお読みくださし、。

3.保証期間後の修理は…・・

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理いたします。
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シャーフ。ポケットコンビュータ保証書
(WARRANTYCARD)

ロ
ロロ 名 ポケットコンビュータ

斉多 名 PC-G850V

保証期間
(VALIDITY)

お買いあげ日より本体3年間
(FULL3YEARSAFTERPURCHASE)
(ただし、消耗品は除く)

お買いあげ日
(PURCHASE)

年 月 日

一両

-4
(エ
|客

占
。取扱販売庖名・住所・電話番号

ザャベZも楠王究会担
干545-8522 大阪市阿倍野区長池町22番22号

電話 (06)6621-1221番
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